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例 言

１．本書は日本道路公団北海道支社が行う北海道縦貫自動車道建設（七飯～長万部間）に伴い、財団

法人北海道埋蔵文化財センターが平成１３年度に実施した八雲町落部１遺跡の埋蔵文化財発掘調査

報告書である。

２．調査は第１調査部第４調査課が担当した。

３．本書の執筆は第Ⅰ～Ⅳ章、Ⅴ章２、Ⅶ章１を藤原秀樹が、Ⅴ章１・Ⅶ章２を遠藤香澄が担当した。

各章の執筆者については文章の各項の文末に記してある。

４．遺物の整理は土器を遠藤・藤原が、石器を藤原が担当した。

５．現地調査時の写真撮影は藤原が、室内での遺物撮影は第１調査部第１調査課立川トマスが担当し

た。

６．炭化物の放射性炭素年代については、（株）地球科学研究所に依頼した。

７．黒曜石の原産地同定については、京都大学原子炉実験所藁科哲男氏に依頼した。

８．火山灰分析は第１調査部第１調査課花岡正光による。

９．石器の石材鑑定は第１調査部第１調査課花岡の指導のもと、藤原が行った。

１０．土器、石器などの実測・トレースは木下はるみ、小林晴美、藤内まゆみ、柳谷りさが行った。

１１．出土資料および記録類は、八雲町教育委員会で保管する。

１２．調査にあたっては下記の諸機関および諸氏にご協力、ご指導を頂いた。

北海道教育庁文化課、八雲町教育委員会、八雲町役場落部支所、長万部町教育委員会、森町教育

委員会、七飯町教育委員会、八雲町教育委員会 三浦孝一・柴田信一・安西雅希・吉田 力、森町教

育委員会 藤田 登・横山英介・荻野幸男・佐藤 稔、七飯町教育委員会 石本省三、南茅部町教育

委員会 福田裕二、函館市教育委員会 野村祐一、木古内町教育委員会 山田 央、上ノ国町教育委

員会 松崎水穂・斉藤邦典・松田輝哉、虻田町教育委員会 角田隆志、伊達市教育委員会 大島直行・

青野友哉
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凡 例

１．本文および図・表中では以下の略号を用い、原則として確認順に番号を付した。

Ｈ：住居跡、Ｐ：土壙、ＴＰ：Ｔピット、Ｆ：焼土、Ｃ：炭化物集中

Ｓ：集石、ＨＰ：住居内の柱穴、ＨＦ：住居内の焼土

２．挿図中の遺物のシンボルマークについては個々に凡例を付けた。

３．掲載した実測図の縮尺は原則として以下のとおりである。礫石器の一部（台石・石皿）は１：４

とした。各図にはスケールを付けている。

遺 構 １：４０ 遺物出土状況図１：２０ 復元土器１：３ 土器拓本 １：３

剥片石器１：２ 磨 製 石 器１：２ 礫石器 １：３ 土・石製品１：２

４．遺構の規模については以下の要領で示した。なお、一部破壊されているものについては現存長を

（ ）で示した。

住居跡・土壙・Tピット

確認面での長軸長×短軸長／床面・底面での長軸長×短軸長／最大深さ（単位㎝）

焼土・炭化物集中

確認面での長軸長×短軸長／最大深さ（単位㎝）

集石

確認面での長軸長×短軸長（単位㎝）

５．土層の表記は、基本土層はローマ数字で、遺構の覆土はアラビア数字で示した。

６．土層の土色標記は『新版標準土色帖１９９７年版』を用いた。

７．遺構図中の方位は真北を、細数字は標高（単位�）を示している。
８．石器・土製品・石製品の大きさは以下の要領で示した。なお、破損しているものについては現存

最大値を（ ）で示した。

最大長×最大幅×最大厚（単位㎝）

９．掲載した石器実測図では、たたき痕は「∨―∨」、すり痕は「｜←→｜」で範囲を示した。
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図版目次
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図版１ １ 遺跡遠景（左手に駒ケ岳を望む）
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図版９ １ Ｈ－２セクション②（東から）

２ Ｈ－２ ＨＦ－１（北から）

３ Ｐ－１完掘（西から）

図版１０ １ Ｐ－２完掘（北西から）
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４ 沢地形部分遺物出土状況（北東から）

５ Ｌ－１６－ａ・ｂ区Ⅲ層４回目土器出土状況

（西から）
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（北西から）

図版１８ １ Ｈ－１出土の土器�１

２ Ｈ－１出土の土器�２

３ Ｈ－１出土の土器�３

４ Ｈ－１出土の土器�４

５ Ｈ－１出土の遺物

図版１９ １ Ｈ－２出土の土器�１

２ Ｈ－２出土の土器�２

３ Ｈ－２出土の土器�３

４ Ｐ－５出土の土器

５ 土壙出土の遺物

図版２０ １ ＴＰ－２出土の遺物

２ ＴＰ－６出土の遺物

３ Ｈ－１、Ｈ－２出土の土器

図版２１ １ 包含層出土のⅢ群ａ類土器�１

２ 包含層出土のⅢ群ａ類土器�２

図版２２ １ 包含層出土の土器（図Ⅴ－１０－１）

２ 包含層出土の土器（図Ⅴ－１０－２）

３ 包含層出土の土器（図Ⅴ－１０－３）

４ 包含層出土の土器（図Ⅴ－１０－４）

５ 包含層出土の土器（図Ⅴ－１１－７）

図版２３ １ 包含層出土の土器（図Ⅴ－１１－５）

２ 左上（図Ⅴ－１１－５）の突起部（正面）

３ 左上（図Ⅴ－１１－５）の突起部（側面）

４ 左上（図Ⅴ－１１－５）の注口部（正面）

５ 左上（図Ⅴ－１１－５）の注口部（側面）

６ 包含層出土の土器（図Ⅴ－１１－６）

図版２４ １ 包含層出土の土器（図Ⅴ－１２－８）

２ 包含層出土の土器（図Ⅴ－１２－９）

３ 包含層出土の土器（図Ⅴ－１３－１０）

４ 包含層出土の土器（図Ⅴ－１４－１１）

図版２５ １ 包含層出土の土器（図Ⅴ－１４－１２）

２ 包含層出土の土器（図Ⅴ－１５－１３）

３ 包含層出土の土器（図Ⅴ－１５－１４）

４ 包含層出土の土器（図Ⅴ－１６－１５）

図版２６ １ 包含層出土の土器（図Ⅴ－１６－１６）

２ 包含層出土の土器（図Ⅴ－１７－１７）

３ 包含層出土の土器（図Ⅴ－１７－１８）

４ 包含層出土の土器（図Ⅴ－１８－１９）

５ 包含層出土の土器（図Ⅴ－１８－２０ｄ底部）

図版２７ １ 包含層出土の土器（図Ⅴ－１９－２１）

２ 包含層出土の土器（図Ⅴ－１９－２２）

３ 包含層出土の土器（図Ⅴ－１９－２３）

４ 包含層出土の土器（図Ⅴ－１９－２４）

５ 包含層出土の土器（図Ⅴ－１９－２５）

６ 包含層出土の土器（図Ⅴ－１９－２６）

図版２８ １ 包含層出土の土器（図Ⅴ－２０－２７）

２ 包含層出土の土器（図Ⅴ－２０－２８）

３ 包含層出土の土器（図Ⅴ－２０－２９）

４ 包含層出土の土器（図Ⅴ－２０－３０）

５ 包含層出土の土器（図Ⅴ－２０－３１）

６ 包含層出土の土器（図Ⅴ－２１－３２）

図版２９ １ 包含層出土の土器（図Ⅴ－２１－３３）

２ 包含層出土の土器（図Ⅴ－２１－３４）

３ 包含層出土の土器（図Ⅴ－２２－３５）

４ 包含層出土の土器（図Ⅴ－２２－３６）

図版３０ １ 包含層出土の土器（図Ⅴ－２２－３７ｄ底部）

２ 包含層出土の土器（図Ⅴ－２３－４６ｃ底部）

３ 包含層出土の土器（図Ⅴ－２３－５０口縁部）

４ 包含層出土の土器（図Ⅴ－２６－７４ａ口縁部）

５ 包含層出土の土器（図Ⅴ－２７－９９ｂ底部）

図版３１ １ 包含層出土の土器

（図Ⅴ－１８－２０ａ～ｃ口縁部）

２ 包含層出土の土器

（図Ⅴ－２２－３７ａ～ｃ口縁部）

３ 包含層出土のⅢ群ａ類土器�１

図版３２ １ 包含層出土のⅢ群ａ類土器�２

図版３３ １ 包含層出土のⅢ群ａ類�３・Ⅲ群ｂ類土器

図版３４ １ 包含層出土のⅢ群ａ類�４・Ⅳ群ａ類・

Ⅳ群ｂ類・Ⅴ群・Ⅵ群土器

図版３５ １ 包含層出土の石器１（石鏃）

２ 包含層出土の石器２
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（石槍またはナイフ・つまみ付きナイフ・

スクレイパー）

図版３６ １ 包含層出土の石器３

（スクレイパー・石斧）

図版３７ １ 包含層出土の石器４（たたき石）

２ 包含層出土の石器５（たたき石）

図版３８ １ 包含層出土の石器６（たたき石・すり石）

２ 包含層出土の石器７

（すり石・半円状扁平打製石器）

図版３９ １ 包含層出土の石器８（半円状扁平打製石器）

２ 包含層出土の石器９（半円状扁平打製石器）

図版４０ １ 包含層出土の石器１０

（半円状扁平打製石器・北海道式石冠・

砥石）

２ 包含層出土の石器１１（台石・石皿）

図版４１ １ 包含層出土の石器１２（台石・石皿）

２ 包含層出土の石器１３（台石・石皿）

３ 包含層出土の石器１４（台石・石皿）

４ 包含層出土の石器１５（台石・石皿）

図版４２ １ 包含層出土の石器１６（台石・石皿）

２ 包含層出土の石器１７（台石・石皿）

３ 包含層出土の石器１８（台石・石皿）

４ 包含層出土の石器１９（台石・石皿）

図版４３ １ 包含層出土の石器２０（台石・石皿）

２ 包含層出土の石器２１（台石・石皿）

３ 包含層出土の石器２２（台石・石皿）

４ 包含層出土の石器２３（台石・石皿）

図版４４ １ 包含層出土の石器２４（台石・石皿）

２ 包含層出土の土製品・石製品

図版Ⅵ－１ テフラの顕微鏡写真 ………………… １５０
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Ⅰ 調査の概要

１ 調査要項

事 業 名 北海道縦貫自動車道（七飯～長万部）埋蔵文化財発掘調査

委 託 者 日本道路公団 北海道支社

受 託 者 財団法人北海道埋蔵文化財センター

受 託 期 間 平成１３年４月１日～平成１５年３月３１日
おとし べ

遺 跡 名 落部１遺跡（北海道教育委員会登載番号 B－１６－７７）

発掘調査期間 平成１３年５月７日～平成１３年１０月３１日

整理作業期間 平成１４年４月１日～平成１５年３月３１日
やまこしぐん や くもちょういりさわ

所 在 地 山越郡八雲町入沢３７４ほか

発掘調査面積 ５，４７１㎡

２ 調査体制

財団法人北海道埋蔵文化財センター

平成１３年度（現地発掘調査）

理 事 長 大澤 満

専 務 理 事 宮崎 勝

常 務 理 事 木村尚俊（第１調査部長兼務、平成１３年７月逝去）

第２調査部長 大沼忠春（第１調査部長兼務、７月１８日から）

第４調査課長 遠藤香澄（落部１遺跡発掘担当者）

主 任 藤原秀樹（落部１遺跡発掘担当者）

平成１４年度（整理作業）

理 事 長 大澤 満（平成１４年６月３０日まで）

森重楯一（平成１４年７月１日から）

専 務 理 事 宮崎 勝

常 務 理 事 畑 宏明（第１調査部長兼務、平成１４年６月１日から）

第１調査部長 畑 宏明（平成１４年４月１日から）

第４調査課長 遠藤香澄（落部１遺跡発掘担当者）

普及活用課主任 藤原秀樹（落部１遺跡発掘担当者）

３ 調査に至る経緯

北海道縦貫自動車道路は七飯町から室蘭市・札幌市を経由し名寄市へと至る総延長４８８�の自動車
専用道路で、国縫ＩＣ～和寒ＩＣ間３５９�は既に供用開始されている。
このうち、七飯～長万部間の路線については平成２年４月に日本道路公団札幌建設局（当時）から

１ 調査要項
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北海道教育委員会へ埋蔵文化財についての事前協議がなされた。協議を受けた道教委は平成２年４月

に所在確認調査を実施し、平成５年に北側の長万部町から順次試掘調査を開始した。八雲町内の試掘

調査は平成１３年で終了している。八雲町内での発掘調査を必要とする遺跡数は八雲ＩＣ以北で５ヶ所、

八雲ＩＣ～落部ＩＣ間が９ヶ所、落部ＩＣ以南が５ヶ所の合計１９ヶ所であった。この内、平成１３年ま

でに本遺跡を含めて１７ヶ所の発掘調査が終了している。また、平成１４年には八雲ＩＣ～落部ＩＣ間の

遺跡１カ所、落部ＩＣ以南の遺跡１ヶ所の調査が行われ終了した。また、同年には平成１２年に調査を

終了していた山越２遺跡について工法変更が行われ、一部範囲を拡張し再調査を行った。

落部１遺跡については平成８年５月および平成１２年１１月に試掘調査を実施し、約６，４００㎡が発掘調

査を必要とする範囲とされた。日本道路公団では工法などを変更し、５，３００㎡が発掘調査範囲となっ

た。その後、平成１３年度に再度工法変更を実施して工事幅を変更し、最終的には５，４７１㎡が発掘調査

必要範囲となった。

４ 調査の概要

落部１遺跡は落部川右岸段丘上の北東向き緩斜面に位置し、標高は２３～３９�である（図Ⅰ－１）。
つつじ祭りで有名な落部公園に隣接し、北から北東方向にかけて噴火湾を望むことができる。海岸線

からは１�ほど内陸である（図Ⅰ－２）。現在のところ近接した遺跡は確認されておらず、落部市街
地近くの海岸段丘上に続縄文時代を主体とする浜中１遺跡、浜中２遺跡がある程度である。落部川を

はさんで対岸の海岸段丘上も踏査したが遺物は採取できず、やや八雲町よりに小沢をはさんで旭丘１

遺跡が所在している（八雲町教委２００２）。

現在の調査区周辺は杉を主体とする人工林である。一部に有姿分譲時の取り付け道路造成による撹

乱が見られたが、１６４０年降灰の駒ケ岳火山灰（Ko－d）が平均で５０㎝ほど堆積していたこともあり包

含層の残りは極めて良好であった。

検出された遺構は住居跡２軒、土壙７基、Ｔピット７基、集石４ヶ所、焼土１４ヶ所、炭化物集中１

ヶ所である。遺構の多くは遺物を伴わず時期不明のものが多い。この他に縄文時代中期前半の土器集

中１５ヶ所も検出されている。

住居跡の内、Ｈ－１は長軸が３�以下の楕円形で掘り込みも不明瞭な小型の住居跡であったが、覆
土中からサイベ沢Ⅶ式の古手に相当する土器が４個体折り重なるように出土した。もう一つの住居跡

Ｈ－２は床面から地床炉が確認されたが、覆土中から遺物はほとんど出土しなかった。

土壙の内、Ｐ－１は壙口部に台石が検出された埋め戻しの土壙で、土壙墓の可能性がある。

Ｔピットは全てが溝状で、長軸方向が傾斜に平行するものが多く、列をなしているものもあった。

ＴＰ－１・２・３、ＴＰ－４・５・７で一単位になると推測される。

焼土は調査区に散在して検出された。周辺から遺物が出土しないものも多く、人為的な焼土ではな

いと推測されるものもある。

集石のうちＳ－１・２は小型の円礫がまとまったもので、全点数の内１０ｇ以下のものが５０％以上を

占めており、中には焼成を受けているものもあった。

遺物は土器・石器などをあわせて９，８９６点が出土した。この内、遺構出土は土器３８９点・石器など

１，１０７点の合計１，４９６点、包含層出土は土器７，４７５点・石器など９２５点の合計８，４００点である。

土器は中期前半のサイベ沢Ⅶ式・見晴町式が多く、中期後半の榎林式に相当するものが続き、他に

後期の天祐寺式・手稲式、晩期の大洞Ａ式（尾白内Ⅰ群に関連）、続縄文時代の後北Ｃ２・Ｄ式土器
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が少数出土した。石器は石鏃、石槍またはナイフ、つまみ付きナイフ、スクレイパー、石斧、たたき

石、すり石、半円状扁平打製石器、北海道式石冠、砥石、台石・石皿などが出土した。剥片石器では

フレイクが少なく、定形的石器の比率が高いことが特徴である。礫石器は３０ライン以上の斜面下方部

分にまとまる傾向がある。

石器の石材は剥片石器では頁岩がほとんどを占め、玉髄（めのう）が少数あり、黒曜石のものがわ

ずかにあった。礫石器では安山岩が多く、凝灰岩が続く。なお、黒曜石製のものについてはフレイク

も含めて今回出土した８点全ての原産地同定を行った（Ⅵ章２参照）。その結果、８点全て赤井川産

であった。遺跡に最も近い産地で北方海上５０�に位置する豊浦町豊泉産のものはない。
また、性格不明の土製品１点、漏斗状の土製品１点、石棒破片の可能性のある粘板岩片１点、小型

石斧状の石製品１点が出土している。 （藤原秀樹）

表Ⅰ－１ 遺構一覧

表Ⅰ－２ 出土土器一覧

表Ⅰ－３ 出土石器等一覧

個体数

住 居 跡 土 壙 Ｔ ピ ッ ト 焼 土 炭化物集中 集 石

２ ７ ７ １４ １ ４

分 類 Ⅲ群ａ類 Ⅲ群ｂ類 Ⅳ群 a類 Ⅳ群ｂ類 Ⅴ群 Ⅵ群 合 計

包含層 ６，３１５ ９４８ １０４ ５ ３４ ６９ ７，４７５

遺 構 ３８２ ７ ３８９

計 ６，６９７ ９５５ １０４ ５ ３４ ６９ ７，８６４

分 類

剥片石器群 磨 製
石器群 礫石器群

その他
合

計

Ⅰ群 Ⅲ群 Ⅴ群
Ⅵ群Ⅶ群

Ⅷ群 Ⅸ群
Ⅹ群 �群

Ａ類Ｂ類Ａ類Ｂ類Ａ類Ｂ類Ｂ類Ｃ類 １類３類４類Ｂ類

石

鏃

石
槍
ま
た
は
ナ
イ
フ

つ
ま
み
付
き
ナ
イ
フ

ス
ク
レ
イ
パ
ー

石

核

Ｒ
フ
レ
イ
ク

Ｕ
フ
レ
イ
ク

フ

レ

イ

ク

石

斧

た

た

き

石

す

り

石

半
円
状
扁
平
打
製
石
器

北
海
道
式
石
冠

砥

石

台
石
・
石
皿

礫

・

礫

片

土

製

品

石

製

品

そ

の

他

遺 構 １ ２ ４ １，１００ １，１０７

包含層 ７ １ ７ ５６ １ １７ ３６ ８４ １１ ４０ １５ ３２ ３ ６２５０ ３３８ ６ ２ １３ ９２５

合 計 ７ １ ７ ５７ １ １７ ３６ ８４ １１ ４０ １５ ３４ ３ ６２５４ １，４３８ ６ ２ １３ ２，０３２

遺 構 １ ２ ４ １，１００ １，１０７

包含層 ７ １ ７ ５５ １ １７ ３６ ８４ １０ ３７ １３ ２９ ２ ３ ３９ ３３７ ２ １ １３ ６９４

合 計 ７ １ ７ ５６ １ １７ ３６ ８４ １０ ３７ １３ ３１ ２ ３ ４３ １，４３７ ２ １ １３ １，８０１
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Ⅱ 遺跡の位置と環境

１ 位置と環境

八雲町は渡島支庁管内北部に位置し、北側は長万部町、南側は森町に、西側は今金町・北檜山町・

熊石町・乙部町・厚沢部町に接している。町の面積は７３５．６０�で、平成１２年度の人口は１７，６３６人であ
る。同年度の気候は最高気温３０．４℃、最低気温－１６．０℃で平均気温は８．２℃、年間降水量は１，５８５�、
最深積雪量は８７㎝であった。夏にはしばしば霧が発生し、気温が上がらない日も多い。

落部１遺跡は八雲町市街地から森町・函館市方面に向かって１７�ほど南下し、右折して落部川に
沿って厚沢部町に抜ける道 ６々７号に面した落部川の右岸段丘上に位置する（図Ⅱ－１）。落部川河口か

らは１�ほど上流となる。駒ヶ岳火山灰（Ko－d）の堆積が厚く、また山林であったため遺跡の存在は

近年まで知られず、平成８年の北海道縦貫自動車道建設に伴う試掘確認調査により初めて確認された。

本遺跡の北から北東方向にかけては噴火湾を望むことができ、一年を通じて北～北東の風が卓越す

る。晴れた日には遺跡から羊蹄山を、背後の山向こうには駒ケ岳および濁川地熱発電所の噴煙を望む

ことができる。

遺跡は６月につつじが満開となる道南の名所の一つ、落部公園に隣接しており、つつじ祭りが開催

される時期には多くの観光客でにぎわっている。また、明治４５年に設置された落部墓地が隣にある。

この墓地のかたすみには昭和１１年１０月に児玉作左衛門により建てられた「落部土人供養碑」が残って

いる。これは、慶応元年（１８６５）に起こったイギリス人による落部村での「アイヌ人骨盗掘事件」に

関連するものである。この事件が解決し、盗掘された人骨は返還され再埋葬し、墓碑も建立した。こ

れを昭和１０年に北海道帝国大学が調査の為再発掘した際に、人骨とともに大学に運ばれた江戸時代の

墓碑の代わりとして建てられたものが「落部土人供養碑」である。

遺跡の所在する落部地区は、昭和３２年４月に八雲町と合併するまでは落部村という独立した村で
の だ おい も なし べ

あった。落部は少なくとも慶長５年（１６００）以前に「野田追場所」が設けられたところで、茂無部川

（現在の森町との境界）から境川（八雲町字山越に所在）の間がその範囲であった。もともとは野田

追が本村であったが、後に落部のほうが人口が多くなったため、安永５年（１７７６）に本村を移したと

いう。

１７４１～１７４８年に記されたとする『蝦夷商売聞書』では落部（野田追場所）の産物として夏季には鯡・

数の子・昆布が、冬季にはオットセイ・昆布があるとする。寛政３年（１７９１）の『東蝦夷道中記』で

は昆布、鰊のほかに樺木の皮、萩木の太いものが挙げられている。嘉永７年（１８５４）の『東蝦夷地海

岸図台帳』によると鯡〆粕、鰯〆粕、駄昆布、いり子、折昆布、マス、サケがあり、弘化２年（１８５８）

に落部を訪れた松浦武四郎は『蝦夷日誌』においては昆布、�（もだな）、数の子、カスベ、ホタテ、
海苔、マス、タラ、煮海鼠を産物としている。ニシン・マス・サケ・昆布がほぼ一貫して産物とされ

ていることが分かる。

また、『蝦夷日誌』には落部に畑があったことが記されている。安政年間には和人３５０坪、アイヌ人

４００坪の畑があったと記録されており、この頃の『東蝦夷地海岸図台帳』によると粟９０俵、蕎麦６０俵、

大豆小豆などが収穫されていた。

この野田追場所は寛政１３年（１８０１）に村並となり、安政５年（１８５８）に村となり落部村が誕生した。

松浦武四郎の描写によると落部村には旅籠、馬継所があり、また「ガマハバキ」と呼ばれる妓女も居

１ 位置と環境
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るなど、周辺でも大きな村の一つであったことが分かる。

その後、江戸時代が終わり明治１２年１２月に戸長が任命され、大正４年４月には二級町村制が施行さ

れた。そして昭和３２年に八雲町と合併することとなる。

また、遺跡のすぐ下を通る、落部から厚沢部に抜ける現在の道 ６々７号は古く「エサシルペシュペ」

（＝江差へ下る道）と呼ばれた比較的通行量の多い道であった（口絵４など）。明治２年に乙部へ上

陸した官軍の一隊もこの道を通って落部村へ到着しており、この後「官軍道路」とも呼ばれることに

なった。遺跡の所在する入沢地区にはこの官軍に対抗して、旧幕府軍が構築した土塁が現存している。

落部はアイヌ語の「オテシュベツ」（＝川尻にやなをかける所、の意）、に由来している。江戸時代

の産物にもサケが挙げられており、このような状況を反映したものと考えられる。遺跡の所在する入

沢は同じくアイヌ語の「イルエサラ」（＝クマの足跡のあるスゲの原野）もしくは「イルエサン」（＝

クマの通った道がそこで浜の方に下っている）に由来している。江戸時代の紀行文などには産物とし

てクマなどの陸獣は挙げられていないが、明治３年７月１３日に東本願寺の現如上人が落部村を訪れた

際の『東本願寺北海道開拓錦絵』の記載には「昆布にしんくさくさの魚また鹿熊なと取て世わたりな

しける里なるに、…」とあり、周辺に熊や鹿が多く生息し、これらを捕獲していたであろうことが伺

える。少なくとも江戸時代末から明治初期にかけては熊・鹿などの狩猟が盛んな場所であったことが

分かっている。『落部村郷土史』によると熊は入沢地区などで多く出没し、明治２０年には懸賞金をか

けて捕獲させるほどであったという。また、鹿は落部村市街地近くでも多数見かけるほど生息してい

たが明治２８年の記録的大豪雪で全滅したという。

落部のやや内陸寄りにある本遺跡で縄文時代に Tピットが構築され狩猟場となっていることと直

接結び付けることは出来ないが、この『東本願寺北海道開拓錦絵』は興味深い記載である。

２ 周辺の遺跡

八雲町内の遺跡については『八雲町シラリカ２遺跡』（道埋文２０００b、北埋調報１４２）や『八雲町山

越２遺跡』（道埋文２００１b、北埋調報１６３）などの当センター報告書ですでに多く触れられているので

ここでは省略し、落部地区を中心とした遺跡についてのみ記載することとする。

なお、八雲町内の周知の埋蔵文化財包蔵地一覧表と落部周辺の遺跡分布図は表Ⅱ－１、図Ⅱ－２に

示しておいた。

落部市街地に近い海岸段丘上には浜中１遺跡、浜中２遺跡がある。この遺跡の存在は古くから知ら

れており、１９５３年には既に竪穴住居跡と貝塚について簡単に報告されている（田川１９５３）。この内、

浜中１遺跡は１９６１・１９６４年に桜井清彦により調査された落部遺跡に相当する（桜井１９６１・１９６４）。第

１次調査では続縄文時代の墓壙１基、小貝塚１ヶ所および縄文時代中期の竪穴住居跡を確認した。第

２次調査では石組炉を伴なう縄文時代中期円筒土器上層式期の住居跡１軒、続縄文時代恵山式期の墓

壙３基を確認している。この際に発掘された恵山式土器については及川研一郎が実測図を作製し報告

しており、南川Ⅲ群を主体とした土器が出土している（及川１９８７）。また、１９６９年には同じ遺跡で八

雲高校郷土史研究部が遺物を採取している。この際には西桔梗Ｂ２遺跡出土土器に相当するものや南

川Ⅲ群土器が出土している（八雲高校郷土史研究部１９７１）

落部川をはさんで対岸の海岸段丘上には旭丘１遺跡がある。落部川には面しておらず、やや八雲町

よりの小川をはさんだ両側に位置する。標高は５０�ほどで、紀行文などにより「クロハゲ」「アカハ
ゲ」と言われた噴火湾に面した断崖絶壁上の段丘平坦面にある。旭丘１遺跡は平成２年に北海道縦貫

２ 周辺の遺跡
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図Ⅱ－２ 落部地区周辺の遺跡分布図
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自動車道路建設にともなう所在確認調査により新たに発見され、平成９年に道営中山間地域総合整備

事業により、平成１２年には北海道縦貫自動車道路建設により発掘調査された。平成９年には住居跡１

軒、土壙２基が検出され、縄文時代中期中葉を主体とする遺物が出土した。この他に、前期・晩期・

続縄文時代の遺物も少数出土している（八雲町教委１９９８）。平成１２年には平成９年検出のものの続き

を含めて住居跡が４軒、土壙１０基、焼土３ヶ所が検出され、縄文時代中期前半の円筒土器上層 d式

を主体とする遺物が出土した（八雲町教委２００２）。

野田追川に面して同じ段丘上には台の上遺跡（八雲町教委１９８７）、新牧場遺跡、東野遺跡があるの

みである。周辺を踏査したが、他に遺物は採取できなかった。この海岸段丘の標高が高く、海岸部や

落部川に面した部分が断崖となっていることが一因と推測される。

落部１遺跡よりも森町側には栄浜１・栄浜２・栄浜３・栄浜４遺跡が所在する。

栄浜１遺跡は縄文時代前期～擦文時代にかけての大規模な遺跡であり、これまでも５冊の報告書が

刊行されている。標高２２～３６�の段丘上は縄文時代前期・中期を主体とする区域で、環状に住居跡が
巡っており、その内側・外側には墓壙・フラスコ状ピットなどの土壙が集中している。１９９７年の調査

では『家形石製品』が出土し注目された。町教委による４回の調査により検出された遺構は住居跡２０３

軒、小竪穴１基、土壙５０２基、配石遺構２２基、集石１７ヶ所、埋設土器４ヶ所にも上る（八雲町教委１９８３・

１９８６・１９８７・１９９８）。また、海岸線から奥まった所に位置し、標高がやや高い３７～５１�の区域は縄文
時代後期前葉を主体とする遺跡である。後期前葉の遺構は住居跡５軒、土壙８基、フラスコ状ピット

１４基、掘立柱建物跡１軒、小土壙４６ヶ所、焼土１ヶ所、配石１ヶ所が検出された。この他に、早期、

中期、続縄文時代後葉、擦文時代の遺構・遺物が検出されている。続縄文時代の遺構では後北 B式

土器３個体、石鏃２２点などが副葬された土壙墓１基が調査されている（財団法人北海道埋蔵文化財セ

ンター２００２、北埋調報１７５）。

栄浜２遺跡は２０００・２００１年に八雲町教委により調査された。標高３１～４１�の海岸段丘上に位置し、
縄文時代後期初頭、擦文時代を主体とする遺跡で、住居跡７軒（後期初頭４軒、擦文時代３軒）、土

壙２１基が検出された。擦文時代の住居跡の内１軒は焼失住居である。この他に近世の畝状遺構も確認

された（八雲町教委２００２）。

栄浜３遺跡は小沢をはさんで栄浜２遺跡の対岸に位置し、２００１・２００２年に八雲町教委により調査さ

れた。２００１年には遺構は住居跡４軒（内３軒は縄文中期末）、土壙１１基、小土壙３０基および栄浜２遺

跡と同じ近世の畝状遺構５ヶ所が、２００２年には更に住居跡３軒、土壙８基、小土壙１２基が検出された。

遺物は縄文時代中期～晩期、続縄文時代・擦文時代のものが出土した（八雲町教委２００２）。

（藤原秀樹）

２ 周辺の遺跡



Ⅱ 遺跡の位置と環境
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登
載
番
号

遺
跡
名

所
在
地

立
地
（
標
高
）

時
期

文
献
・
内
容
・
備
考

Ｂ
－
１６
－
１

オ
ク
ツ
ナ
イ
遺
跡

浜
松
１
、
３１
、
３９
ほ
か

奥
津
内
川
右
岸
海
岸
段
丘（
８
～
２０
�
）
続
縄
文（
恵
山
式
）

採
取
資
料
あ
り
。柴
田（
１９
９１

b）

Ｂ
－
１６
－
２

ト
コ
タ
ン
１
遺
跡

熱
田
４４
－
２０
ほ
か

海
岸
段
丘（
２０
～
２５
�
）

続
縄
文（
恵
山
式
）

田
川（
１９
５６
）の
ト
コ
タ
ン
遺
跡

C
地
点

Ｂ
－
１６
－
３

ル
コ
ツ
１
遺
跡

黒
岩
２２
５
ほ
か

海
岸
段
丘（
３０
～
３５
�
）

縄
文

平
成
１２
年
度
新
規
登
載
頁
岩
剥
片

Ｂ
－
１６
－
４

浜
松
１
遺
跡

浜
松
２５
９
ほ
か

海
岸
段
丘（
２５
～
２８
�
）

中
期

円
筒
上
層
式

Ｂ
－
１６
－
５

大
関
校
庭
遺
跡

上
八
雲
２９
６
－
１
ほ
か

遊
楽
部
川
河
岸
段
丘（
７０
～
７５
�
）

旧
石
器

昭
和
３５
年
調
査
大
関
遺
跡
。吉
崎（
１９
６１
）千
代（
１９
６５
）三
浦
、柴
田（
１９
９３
）

Ｂ
－
１６
－
６

シ
ラ
リ
カ
３
遺
跡

黒
岩
９８
、
３２
６

海
岸
段
丘（
２５
～
４０
�
）

平
成
１２
年
度
新
規
登
載
頁
岩
剥
片

Ｂ
－
１６
－
７

上
八
雲
１
遺
跡

上
八
雲
２８
６
ほ
か

遊
楽
部
川
河
岸
段
丘（
７０
～
８０
�
）

旧
石
器

昭
和
３５
・３
６・
３９
年
調
査
の
ト
ワ
ル
ベ
ツ
遺
跡
吉
崎（
１９
６１
）

Ｂ
－
１６
－
８

富
咲
遺
跡

富
咲
１６
１
ほ
か

遊
楽
部
川
河
岸
段
丘（
６５
～
６５
�
）

旧
石
器

昭
和
３５
年
１０
月
２２
日
函
館
博
物
館
調
査

Ｂ
－
１６
－
９

コ
タ
ン
温
泉
遺
跡

浜
松
２８
１
ほ
か

ビ
ュ
ウ
ヒ
川
左
岸
の
海
岸
段
丘（
２１

～
３４
�
）

早
期
～
晩
期
、続
縄
文

三
浦
、柴
田（
１９
９２
）集
落
跡
、土
壙
、
貝
塚
国
指
定
重
要
文
化
財
骨
角
牙
製
品
。

昭
和
２０
、
３０
年
代
田
川
賢
三
調
査
の
無
弓
部
遺
跡
無
弓
部
コ
タ
ン
遺
跡
。八
雲

高
校
郷
土
史
研
究
部（
１９
７０
）の
コ
タ
ン
遺
跡

A
遺
跡

Ｂ
－
１６
－
１０

大
新
遺
跡

大
新
４７
－
１
ほ
か

砂
蘭
部
川
扇
状
地
の
扇
央（
３２
�
）

早
期
、中
期
、晩
期
、続
縄
文（
後

北
式
）

三
浦
・
柴
田（
１９
９７
・１
９９
８
a）

Ｂ
－
１６
－
１１

山
越
１
遺
跡

山
越
４３
４
－
１
ほ
か

海
岸
段
丘（
３０
�
）

中
期

Ｂ
－
１６
－
１２

山
崎
１
遺
跡

山
崎
１５
４
－
７
ほ
か

ブ
イ
タ
ウ
シ
ナ
イ
川
左
岸
海
岸
段
丘（
２８
�
）
早
期
～
晩
期
、続
縄
文

三
浦（
１９
８０
・１
９８
４
）柴
田（
１９
９１

a・
b）
早
期
貝
殻
文
・
条
痕
文
土
器
、魚
形
石
器

Ｂ
－
１６
－
１３

台
の
上
遺
跡

東
野
５０
５
ほ
か

シ
ラ
リ
カ
川
河
岸
段
丘（
１５
～
２０
�
）
中
期
～
晩
期
、続
縄
文

三
浦（
１９
８７
）
後
北
式
と
弥
生
系
土
器（
天
王
山
式
）が
伴
出

Ｂ
－
１６
－
１４

八
雲
１
遺
跡

八
雲
町
４０

砂
蘭
部
川
扇
状
地（
１０
�
）

中
期
、晩
期

円
筒
上
層
式
タ
ン
ネ
ト
ウ

L
式

Ｂ
－
１６
－
１５

シ
ラ
リ
カ
遺
跡

黒
岩
１０
０
ほ
か

シ
ラ
リ
カ
川
河
岸
段
丘（
５
～
１０
�
）
続
縄
文（
恵
山
式
）、
擦
文

採
集
資
料
あ
り（
魚
形
石
器
）。
柴
田（
１９
９１

b）

Ｂ
－
１６
－
１６

小
金
沢
遺
跡

東
野
６２
５
ほ
か

野
田
追
川
右
岸
の
河
岸
段
丘（
４０
�
）
中
期

円
筒
上
層
式

Ｂ
－
１６
－
１７

浜
中
１
遺
跡

落
部
４７
０
ほ
か

海
岸
段
丘（
１５
～
１７
�
）

続
縄
文（
恵
山
式
）

桜
井（
１９
６１
・１
９６
４
）昭
和
３４
・３
７
調
査
の
落
部
遺
跡
。
墓
壙
・
小
貝
塚
・
住
居
跡
、魚

形
石
器

Ｂ
－
１６
－
１８

桜
野
１
遺
跡

桜
野
２５
－
１
ほ
か

野
田
追
川
河
岸
段
丘（
６０
～
６５
�
）

中
期

円
筒
上
層
式

Ｂ
－
１６
－
１９

上
八
雲
２
遺
跡

上
八
雲
３３
４
－
１
ほ
か

遊
楽
部
川
の
河
岸
段
丘（
８５
�
）

旧
石
器

ブ
レ
イ
ド
・
ポ
イ
ン
ト
・
ナ
イ
フ
・
石
刃

Ｂ
－
１６
－
２０

ハ
シ
ノ
ス
ベ
ツ
遺
跡

大
新
７２
－
３
ほ
か

砂
蘭
部
川
の
扇
状
地（
３０
～
５０
�
）

中
期

平
成
１２
年
度
新
規
登
載
土
器
片
剥
片
（
黒
曜
石
・
頁
岩
）

Ｂ
－
１６
－
２１

元
山
牧
場
遺
跡

浜
松
１０
５
ほ
か

酒
屋
川
左
岸
海
岸
段
丘（
２０
～
３０
）

前
期

田
川（
１９
５８
）昭
和
３２
年
調
査
の
元
山
遺
跡
。
住
居
跡
６

Ｂ
－
１６
－
２２

八
雲
２
遺
跡

相
生
町
１１
６
ほ
か

砂
蘭
部
川
扇
状
地（
２０
～
２８
�
）

晩
期

タ
ン
ネ
ト
ウ

L
式

Ｂ
－
１６
－
２３

ト
コ
タ
ン
２
遺
跡

熱
田
１７
－
１
ほ
か

海
岸
段
丘（
１７
～
３８
�
）

中
期
、続
縄
文
、擦
文

武
内
・
山
田（
１９
６８
）、
野
村（
１９
８２
）、
昭
和
４２
・５
５
年
調
査
の
熱
田
遺
跡
。
甕
形
土

器
を
伴
う
住
居
跡

Ｂ
－
１６
－
２４

ト
コ
タ
ン
４
遺
跡

熱
田
１０
５
－
１
ほ
か

海
岸
段
丘（
２５
～
４５
�
）

縄
文

平
成
１２
年
度
新
規
登
載
土
器
片
剥
片

Ｂ
－
１６
－
２５

浜
松
２
遺
跡

浜
松
１２
３
－
１
ほ
か

ビ
ュ
ウ
ヒ
川
右
岸
河
岸
段
丘（
２０
～
３０
�
）
早
期
～
晩
期

三
浦（
１９
８９
）
三
浦
・
柴
田（
１９
９１
）

Ｂ
－
１６
－
２６

浜
松
６
遺
跡

浜
松
２１
４
－
２２
０

海
岸
段
丘（
１０
～
２０
�
）

縄
文

平
成
１２
年
度
新
規
登
載
土
器
片

Ｂ
－
１６
－
２７

浜
松
３
遺
跡

浜
松
２２
４
ほ
か

海
岸
段
丘（
２５
～
３２
�
）

中
期

平
成
１２
年
度
町
教
委
調
査
住
居
跡
１
土
壙
６
焼
土
９

Ｂ
－
１６
－
２８

熱
田
１
遺
跡

熱
田
２２
３
－
１
ほ
か

ト
コ
タ
ン
川
右
岸
の
砂
丘（
５
～
１０
�
）
続
縄
文（
恵
山
式
）

Ｂ
－
１６
－
２９

鉄
山
遺
跡

浜
松
５１
７
ほ
か

海
岸
段
丘（
６０
�
）

後
期

表
Ⅱ
－
１

八
雲
町
内
の
遺
跡
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登
載
番
号

遺
跡
名

所
在
地

立
地
（
標
高
）

時
期

文
献
・
内
容
・
備
考

Ｂ
－
１６
－
３０

新
牧
場
遺
跡

東
野
７５
７
ほ
か

海
岸
段
丘（
３０
�
）

後
期

昭
和
４９
年
町
文
化
財
調
査
員
が
所
在
確
認
調
査
。
三
浦（
１９
８４
）

Ｂ
－
１６
－
３１

ナ
ン
マ
ッ
カ
遺
跡

上
八
雲
２５
２
ほ
か

遊
楽
部
川
の
河
岸
段
丘（
１０
５
�
）

旧
石
器

採
集
資
料（
ブ
レ
ー
ド
コ
ア
・
ブ
レ
ー
ド
）あ
り
。
三
浦（
１９
８４
）

Ｂ
－
１６
－
３２

ト
コ
タ
ン
３
遺
跡

熱
田
６２
ほ
か

海
岸
段
丘（
３５
�
）

中
期

Ｂ
－
１６
－
３３

栄
浜
１
遺
跡

栄
浜
７２
ほ
か

海
岸
段
丘

前
期
～
晩
期
、続
縄
文（
恵
山
・

後
北
式
）

三
浦
（
１９
８２
・
１９
８３
・
１９
９８
）
三
浦
・
柴
田
（
１９
８６
・
１９
８７
）
柴
田
（
１９
９１

b・
１９
９５
）
前
期
未
～
中
期
末
に
い
た
る
大
集
落
〔
住
居
跡
２０
３
軒
他
〕、
配
石
遺
講
。

平
成
１２
・
１３
年
度
調
査
で
は
ト
リ
サ
キ
式
期
の
土
壙
、
後
北
式
の
土
壙
墓
な
ど
。

Ｂ
－
１６
－
３４

春
日
１
遺
跡

春
日
２４
－
１

遊
楽
部
川
河
岸
段
丘（
１４
�
）

後
期
・
晩
期

Ｂ
－
１６
－
３５

上
八
雲
４
遺
跡

上
八
雲
５０
２
－
４
・
６

遊
楽
部
川
河
岸
段
丘（
１０
０
�
）

旧
石
器

Ｂ
－
１６
－
３６

上
八
雲
５
遺
跡

上
八
雲
４３
２
・
５０
２

遊
楽
部
川
河
岸
段
丘（
６０
�
）

旧
石
器

Ｂ
－
１６
－
３７

上
八
雲
６
遺
跡

上
八
雲
２９
０
ほ
か

独
立
丘（
８０
�
）

旧
石
器

採
取
資
料（
石
核
・
ブ
レ
ー
ド
）あ
り
。三
浦（
１９
８４
）

Ｂ
－
１６
－
３８

山
崎
２
遺
跡

山
崎
１５
４
－
１
ほ
か

山
崎
川
の
河
岸
段
丘（
１７
～
２５
�
）

前
期
・
中
期
・
続
縄
文

Ｂ
－
１６
－
３９

山
崎
３
遺
跡

山
崎
１５
４
－
１
ほ
か

山
崎
川
左
岸
の
河
岸
段
丘（
１５
～
３２
�
）
前
期
・
中
期

円
筒
下
層
・
円
筒
上
層
式

Ｂ
－
１６
－
４０

黒
岩
１
遺
跡

黒
岩
２７
６
－
１
ほ
か

海
岸
段
丘（
３８
�
）

中
期

円
筒
上
層
式

Ｂ
－
１６
－
４１

黒
岩
２
遺
跡

黒
岩
２５
７
－
１
ほ
か

海
岸
段
丘（
４０
�
）

中
期

Ｂ
－
１６
－
４２

八
雲
３
遺
跡

三
杉
町
２６

砂
蘭
部
川
の
扇
状
地（
１４
�
）

早
期
～
前
期

三
浦（
１９
９０
）

Ｂ
－
１６
－
４３

浜
松
４
遺
跡

浜
松
２５
４
－
１
ほ
か

海
岸
段
丘（
２０
～
４０
�
）

晩
期
・
擦
文

Ｂ
－
１６
－
４４

山
越
２
遺
跡

山
越
３４
９
ほ
か

海
岸
段
丘（
２０
～
３０
�
）

前
期
～
後
期
、
続
縄
文
（
後
北

式
）

平
成
１１
・１
２
年
度
調
査

住
居
跡
１０

土
壙
３０
ほ
か

北
埋
調
報
１６
３
。平
成
１４
年

度
八
雲
町
教
委
調
査

Ｂ
－
１６
－
４５

山
越
３
遺
跡

山
越
４０
２
－
１
ほ
か

海
岸
段
丘（
３２
～
３４
�
）

前
期
～
晩
期

平
成
１２
年
度
調
査
中
期
前
半
主
体
住
居
跡
３
土
壙
１８

焼
土
３
ほ
か

北
埋
調
報
１６
６

Ｂ
－
１６
－
４６

山
越
４
遺
跡

山
越
３２
４
－
１
ほ
か

海
岸
段
丘（
３０
～
３９
�
）

前
期
・
中
期
、
続
縄
文
（
後
北

式
）

平
成
１２
年
度
調
査
中
期
前
半
主
体
住
居
跡
４
土
壙
１１

焼
土
４
ほ
か

北
埋
調
報
１６
６

Ｂ
－
１６
－
４７

野
田
生
１
遺
跡

野
田
生
３１
７
－
６
ほ
か

海
岸
段
丘（
３３
～
４０
�
）

中
期
・
後
期

平
成
１２
・１
３
年
度
調
査
後
期（
�
澗
式
）主
体
住
居
跡
３５

土
壙
２８
ほ
か

赤
彩
土
器
・
石
棒
・
朱
塗
り
櫛
。
北
埋
調
報
１８
３

Ｂ
－
１６
－
４８

野
田
生
２
遺
跡

野
田
生
３５
５
－
１
ほ
か

海
岸
段
丘（
３４
～
３９
�
）

中
期
・
後
期
、
続
縄
文

平
成
１２
・１
３
年
度
調
査
住
居
跡
６
土
壙
２７
ほ
か
北
埋
調
報
１６
７

Ｂ
－
１６
－
４９

野
田
生
３
遺
跡

野
田
生
３９
４４
－
１
ほ
か
海
岸
段
丘（
２５
～
３７
�
）

中
期

Ｂ
－
１６
－
５０

野
田
生
４
遺
跡

野
田
生
３７
８
ほ
か

海
岸
段
丘（
２６
～
３８
�
）

前
期
～
晩
期
、
続
縄
文

平
成
１２
年
度
調
査
住
居
跡
２
土
壙
１３

焼
土
１
北
埋
調
報
１７
１

Ｂ
－
１６
－
５１

野
田
生
５
遺
跡

野
田
生
３０
３
ほ
か

海
岸
段
丘（
３０
～
３５
�
）

続
縄
文
（
恵
山
・
後
北
式
）

平
成
１２
年
度
調
査
土
壙
６

T
ピ
ッ
ト
１
焼
土
８
北
埋
調
報
１６
４

Ｂ
－
１６
－
５２

桜
野
２
遺
跡

桜
野
４１
－
ほ
か

野
田
追
川
河
岸
段
丘（
７０
～
７５
�
）

中
期
・
晩
期

タ
ン
ネ
ト
ウ

L
式

Ｂ
－
１６
－
５３

桜
野
３
遺
跡

桜
野
２２
ほ
か

野
田
追
川
河
岸
段
丘（
７０
～
７５
�
）

中
期
・
晩
期

タ
ン
ネ
ト
ウ

L
式

Ｂ
－
１６
－
５４

浜
中
２
遺
跡

落
部
４５
９
ほ
か

海
岸
段
丘（
１５
～
１８
�
）

続
縄
文
（
恵
山
式
）

Ｂ
－
１６
－
５５

栄
浜
２
遺
跡

栄
浜
２１
４
ほ
か

海
岸
段
丘（
３１
�
）

早
期
～
後
期
擦
文

平
成
１２
・１
３
年
度
町
教
委
調
査
擦
文
焼
失
住
居
住
居
跡
７
土
壙
２１

Ｂ
－
１６
－
５６

山
越
５
遺
跡

山
越
４７
５
・
４７
６

海
岸
段
丘（
１４
�
）

前
期
～
晩
期

三
浦
・
柴
田（
１９
８８
）
三
浦（
２０
０２
）

Ｂ
－
１６
－
５７

山
越
６
遺
跡

山
越
２１
４
・
４７
４
・
４７
５

海
岸
段
丘（
１４
�
）

前
期
・
中
期
、
続
縄
文

三
浦
・
柴
田（
１９
８８
）
恵
山
式
、後
北
式

Ｂ
－
１６
－
５８

浜
松
５
遺
跡

浜
松
１１
４
－
１
ほ
か

海
岸
段
丘（
１０
～
３０
�
）

早
・
後
・
晩
期
、
続
縄
文

三
浦
・
柴
田（
１９
９５
）

Ｂ
－
１６
－
５９

旭
丘
１
遺
跡

旭
丘
３
～
８
ほ
か

海
岸
段
丘（
４２
～
５５
�
）

前
期
・
中
期

平
成
１２
年
度
八
雲
町
教
委
調
査
住
居
跡
３
土
壙
７



Ⅱ 遺跡の位置と環境
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登
載
番
号

遺
跡
名

所
在
地

立
地
（
標
高
）

時
期

文
献
・
内
容
・
備
考

Ｂ
－
１６
－
６０

山
崎
４
遺
跡

山
崎
１５
８
－
１
ほ
か

海
岸
段
丘（
２５
～
４５
�
）

早
期
～
後
期

平
成
１０
～
１２
年
度
調
査
中
期
主
体
住
居
跡
１８

土
壙
８８

北
埋
調
報
１６
２

Ｂ
－
１６
－
６１

ポ
ン
シ
ラ
リ
カ
１
遺
跡

黒
岩
６９
２
－
１
ほ
か

海
岸
段
丘（
３０
�
）

早
期
・
前
期

平
成
１１
・１
２
年
度
調
査
住
居
跡
２
土
壙
４
焼
土
５
北
埋
調
報
１５
５

Ｂ
－
１６
－
６２

山
崎
５
遺
跡

山
崎
１９
５
－
１
ほ
か

海
岸
段
丘（
３５
～
４５
�
）

早
期
～
後
期
、続
縄
文

平
成
１１
・１
２
年
度
調
査
北
埋
調
報
１６
５

Ｂ
－
１６
－
６３

黒
岩
３
遺
跡

黒
岩
２４
４

海
岸
段
丘（
４５
�
）

早
期
～
後
期

平
成
１２
年
度
調
査
住
居
跡
３
焼
土
２
ほ
か
北
埋
調
報
１５
５

Ｂ
－
１６
－
６４

シ
ラ
リ
カ
２
遺
跡

黒
岩
２８
９
・
２９
０
・
５８
６

海
岸
段
丘（
３８
～
４０
�
）

早
期
～
中
期
、続
縄
文

平
成
１１
年
度
調
査
住
居
跡
２
土
壙
２
焼
土
跡
１３

集
石
１
前
期
後
半
の
ヒ

ス
イ
製
垂
飾
り（
糸
魚
川
産
）
北
埋
調
報
１４
２

Ｂ
－
１６
－
６５

山
越
１０
遺
跡

山
越
３９
９
～
４０
１

海
岸
段
丘（
４０
～
５０
�
）

平
成
１２
年
新
規
登
録

Ｂ
－
１６
－
６６

浜
松
７
遺
跡

浜
松
２７
３
－
１
ほ
か

海
岸
段
丘（
３０
～
４５
�
）

平
成
１２
年
新
規
登
録

Ｂ
－
１６
－
６７

浜
松
８
遺
跡

浜
松
２８
０
ほ
か

海
岸
段
丘（
５０
～
６０
�
）

続
縄
文（
恵
山
式
）

平
成
１２
年
新
規
登
録

Ｂ
－
１６
－
６８

浜
松
９
遺
跡

浜
松
３０
２
ほ
か

海
岸
段
丘（
３０
～
５０
�
）

平
成
１２
年
新
規
登
録

Ｂ
－
１６
－
６９

山
越
７
遺
跡

山
越
４７
１
ほ
か

海
岸
段
丘（
３０
～
４０
�
）

平
成
１２
年
新
規
登
録

Ｂ
－
１６
－
７０

山
越
８
遺
跡

山
越
４３
８
ほ
か

海
岸
段
丘（
３０
～
４０
�
）

平
成
１２
年
新
規
登
録

Ｂ
－
１６
－
７１

山
越
９
遺
跡

山
越
３２
５
ほ
か

海
岸
段
丘（
２０
～
４５
�
）

中
期
？

平
成
１２
年
新
規
登
録
石
斧
片

Ｂ
－
１６
－
７２

野
田
生
６
遺
跡

野
田
生
４３
４
ほ
か

海
岸
段
丘（
２０
～
３０
�
）

中
期

平
成
１２
年
新
規
登
録

Ｂ
－
１６
－
７３

東
野
遺
跡

東
野
２５
２
ほ
か

海
岸
段
丘（
１０
～
４０
�
）

後
期
・
晩
期
擦
文

平
成
１２
年
新
規
登
録

Ｂ
－
１６
－
７４

栄
浜
３
遺
跡

栄
浜
２４
０
・
入
浜
４１
１
ほ

か
海
岸
段
丘（
１０
～
４０
�
）

中
期
・
後
期
・
晩
期
、続
縄
文
、

擦
文
、近
世

平
成
１２
年
新
規
登
録
畝
状
遺
構
平
成
１３
・１
４
年
度
八
雲
町
教
委
調
査
住
居

跡
７
土
壙
１９

小
土
壙
４２
ほ
か

Ｂ
－
１６
－
７５

栄
浜
４
遺
跡

栄
浜
２６
９
ほ
か
河
川
敷

海
岸
段
丘（
２５
～
５０
�
）

平
成
１２
年
新
規
登
録

Ｂ
－
１６
－
７６

黒
岩
４
遺
跡

黒
岩
５９
３

海
岸
段
丘（
３５
～
５０
�
）

前
期（
？
）

平
成
１２
年
新
規
登
録
北
海
道
式
石
冠
、す
り
石
、た
た
き
石
、ナ
イ
フ

Ｂ
－
１６
－
７７

落
部
１
遺
跡

入
沢
３７
４

落
部
川
右
岸
段
丘（
２６
～
３８
�
）

中
期
～
晩
期
、続
縄
文

平
成
１３
年
度
調
査
住
居
跡
２
土
壙
７

T
ピ
ッ
ト
７
焼
土
１４
ほ
か
本
報
告

Ｂ
－
１６
－
７８

春
日
２
遺
跡

春
日
２０
４
－
１
ほ
か

砂
蘭
部
川
右
河
岸
段
丘（
２３
�
）

早
期
・
中
期
・
後
期

平
成
１４
年
度
八
雲
町
教
委
調
査
住
居
跡
３
土
壙
１０

石
組
炉
１
焼
土
４
ほ
か



Ⅲ 調査の方法

１ 発掘区の設定

発掘区の設定にあたっては、北海道縦貫自動車道（七飯～長万部間）森北工事区測量図（縮尺１０００

分の１）を使用した。落部１遺跡では工事予定中心線上の中心杭である STA．５０９と STA．５１０を結ぶ

線を基準のＭラインとした。Ｍラインから平行に南西へ向かって４�毎にＬ、Ｋ…とし、同様に北東
へ向かってＮ、Ｏ…とした。また、STA．５０９を通りそれと直交する線を１０ラインとし、同様に４�毎
に北西に向かって１１、１２、１３…、南東に向かって９、８、７…とした。そして、これらの交差する地

点に杭を打設した。

発掘区はこの４�方眼を基本としその南側（図左上）の交点のアルファベットと数字の組み合わせ
で呼称される（例：Ｍ－２０、Ｍ－２１など、）。また、平坦部では調査の必要に応じて４�方眼の発掘区
を２�方眼に４分割し（小発掘区）遺物の取り上げを行った。小発掘区は杭のある側（南端）から反
時計回りにａ、ｂ、ｃ、ｄを付し、「Ｎ－２０－ａ、Ｎ－２１－ｃ」のように呼称した（図Ⅲ－１）。

Ｍラインの真北はＮ－６２°－Ｗである。

この方眼の平面直角座標は第ⅩⅠ系で以下のとおりである（旧測量法、日本測地系による）。

STA．５０９ （調査区杭番号Ｍ－１０） Ｘ＝－２０１９８１．０６８ Ｙ＝１４６４４．５０８

STA．５０９＋６０（調査区杭番号Ｍ－２５） Ｘ＝－２０１９５２．４８３ Ｙ＝１４５９１．７６２

STA．５１０ （調査区杭番号Ｍ－３５） Ｘ＝－２０１９３３．４２５ Ｙ＝１４５５６．５９４

２ 調査の方法

（１）発掘調査の方法

発掘調査に先行し重機により表土・駒ケ岳火山灰（Ko－d）を除去した。試掘調査時に Ko－dが

厚く堆積しており、また現況が山林で撹乱が及んでいないことから、包含層の残りは非常に良いこと

が指摘されていた。そのため、重機などによる抜根を行わず、多くの木根を残したまま Ko－dを除

去した。火山灰除去の結果、一部に有姿分譲時の取り付け道路による撹乱が見られたが、包含層の残

りは非常に良好であった。

火山灰および発掘時の排土を調査区外へ搬出できないため、調査区をＡ～Ｃ地区の大きく３ヶ所に

分けて排土置き場を確保し、調査を行うこととした。また、本線から分離してトンネル入り口へ向か

う側道を「管理用道路部分」とした（図Ⅲ－２）。試掘調査の結果からＡ地区→Ｂ地区→Ｃ地区→管

理用道路部分の順に遺物の散布状況が薄くなると推測されたため、現地での発掘もこの順に行うこと

とした。

いずれの地区でも、調査計画を立てるため、先ず当初発掘調査面積の１２．５％程度の調査を行った。

その結果、遺物や遺構の分布に濃淡が見られ、まったく遺物が出土しない部分もあった。この調査結

果を基にＡ～Ｃ地区においては移植ゴテを用いてⅥ層まで掘り下げる区域、Ⅲ層は移植ゴテを用いⅣ

～Ⅵ層は主にスコップ・ジョレンを用いる区域、遺物の出土状況によりⅢ層途中からスコップ・ジョ

レンを用いる区域などに分け調査を実施した。管理用道路部分の内、先行調査で遺物が出土しなかっ

た範囲については重機で包含層を除去し、遺構確認を主眼とした調査を行うこととした。しかし、黒

１ 発掘区の設定
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色土（＝Ⅲ層）中にごく少量の遺物が包含されている可能性があるため、除去した黒色土を脇に寄せ

て移植ゴテで遺物回収を行った。この部分の遺物は出土した位置により３分し、「管理用道路部分

上・中・下」として取り上げた。

移植ゴテを用い調査した主たる遺物包含層については５�毎に掘り下げ、１グリットを４分割した
小発掘区単位で遺物を取り上げるとともに、その掘り下げ回数についても明記した（例：Ⅲ層２回目

など）。また、掘り下げる毎に遺構の確認に努めた。遺構の遺物については全点の出土位置、標高、

層位を計測して取り上げを行った。

なお、旧石器確認調査のためトレンチを設定し、Ⅵ層から更に５０�ほど掘り下げた部分がある。し
かし、明確な旧石器時代の遺物は確認できなかった。

（２）整理の方法

現地では遺物取り上げ後、水洗し大まかな分類を行い遺物台帳・遺物カードを作成した。遺物の内、

深さ５�単位で取り上げたものについては掘り下げ回数を台帳・カードの備考欄に書き入れた。台帳
整理が終わったものから順次注記作業を行った。土器片・定形的石器・遺構出土遺物については遺跡

名の略号（＝「オト１」）、発掘区（遺構名）、遺物番号、出土層位を記した。

平成１４年度からの室内整理作業では遺物台帳・カードの点検、台帳の補正、土器の接合・復元作業、

剥片類・礫石器の接合作業、遺物の実測および作図、集計、記録類の整理を行った。

土器については分類の見直しを行い、接合作業を行った。接合・復元作業にあたっては同一個体の

図Ⅲ－１ 発掘区設定図
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破片を把握することに努めた。また、発掘区毎に口縁部破片を抽出し個体数を推定した。実測図では、

断面は最も器形の特徴を表している部分を表現するために９０°回転した位置で実測したもの、現存部

分を実測し復元したものもある。破片資料は文様構成・器形の分かる口縁部・胴部破片を中心に拓影

図を作成した。整理作業終了後の収納は報告書掲載のものとそれ以外のものに分けて行った。報告書

掲載のものは図版に対応するように小分けして収納し、それ以外のものは分類毎に遺構別もしくは包

含層の場合は発掘区の単位別に分け収納した。なお、包含層の資料については口縁部・底部・胴部に

分け収納し、その際同一個体と見られるものは一つにまとめた。

石器についても分類の見直しを行い、一部の剥片や礫石器については接合作業を行った。これと並

行し完形品を中心に器種や分類に偏りの無いように選び出して実測し、この報告書掲載石器に限り最

大長・最大幅・最大厚・重さについて計測した。出土した全ての黒曜石製の定形的石器・剥片につい

ては原産地同定の分析を行った（第Ⅵ章２参照）。整理終了後の収納は報告書掲載のものとそれ以外

のものに分けて行った。報告書掲載のものは図版に対応するように１点づつ収納し、それ以外のもの

は細分類した器種毎に分け、遺構別もしくは包含層の場合は発掘区の単位別に分け収納した。

３ 基本層序

土層は八雲町教育委員会によるこれまでの調査（『栄浜』八雲町教委１９８３など。なお黒色土のⅢ層

をさらに細分する例が多い）、および財団法人北海道埋蔵文化財センターによる長万部町・八雲町で

の調査（『八雲町シラリカ２遺跡』北埋調報１４２、『八雲町山崎５遺跡』北埋調報１６５）に準じて６層に

分層した（図Ⅲ－３）。ただし、遺跡により火山灰の堆積状況など、土層の状況が若干異なるため、

周辺の遺跡との層位の統一はしていない。

Ⅰ 層：黒褐色土（１０YR２／２） 表土。Ko－dが混じる。

Ⅱ 層：駒ケ岳火山灰 Ko－d。

Ⅲ 層：黒色土（１０YR１．７／１） しまりやや弱、粘性弱。乾燥するとクラックが入る。

Ⅳ 層：黒褐色（１０YR２／３） しまり、粘性ともやや強。所々に径１０�以下のボール状の褐
色火山灰（Ko－g）が混じる。

Ⅴ 層：暗褐色土（１０YR３／３） 漸移層。しまりやや強、粘性強。

Ⅵ 層：にぶい黄褐色土（１０YR４／３） ローム質土。しまり・粘性強。下位には風化度の弱い

パミスがある。

図Ⅲ－２ 発掘区の区分

３ 基本層序
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周辺の遺跡ではⅣ層とⅤ層の差異が不明瞭で分層しない場合もあるが、本遺跡では主に窪地におい

て明瞭に Ko－gが堆積している部分がみられたため、これを指標にⅣ層とⅤ層を分層した。

なお、Ⅲ層上面には主に長万部町などに分布する褐色風成層（長万部町教委１９９９）に類似する黒褐

色土が部分的に確認された。この層の下位にはＢ－Ｔ�が混じる部分がある。これを便宜的にⅡｂ層
とし記載したが、遺物取り上げ時にはⅢ層として扱っており、ほぼⅢ層１回目がこれに該当する。

また、Ⅵ層より下位では濁川テフラ（Ng）が確認され、Ⅶ～ⅩⅢ層まで分層した部分もある。特に

Ｔピットの壁面ではフォール・ユニットも見られるため、主に色調や粒子の粗さから４つに分け、本

文中では便宜的に Ng１～４の略号を用いている。この濁川テフラ等については、第Ⅵ章３を参照さ

れたい。

遺物の本来的包含層はⅢ層上面（続縄文時代）、Ⅲ層（縄文時代晩期・後期）、Ⅲ～Ⅳ層上面（縄文

時代中期）である。調査区が斜面に位置しているため包含層が流出している部分やより厚く堆積して

いる部分があり、それに伴い遺物も移動しているため、本来的包含層から出土しないものもあった。

（藤原）

図Ⅲ－３ 基本層序

Ⅲ 調査の方法
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４ 遺物の分類

（１）土器の分類

土器は縄文時代早期に属するものをⅠ群とし、以下前期をⅡ群、中期をⅢ群、後期をⅣ群、晩期を

Ⅴ群とした。続縄文時代のものはⅥ群、擦文時代のものはⅦ群である。

また、ａ・ｂ類に２分したものはａ類が前半、ｂ類が後半を意味する。同様にａ・ｂ・ｃ類に分類

したものはａ類が前葉、ｂ類が中葉、ｃ類が後葉を意味する。

なお、本遺跡ではⅠ・Ⅱ・Ⅶ群に相当する資料は出土していない。

［Ⅰ群］縄文時代早期に属する土器群

本群はａ、ｂの２群に分類され、さらに細分される。

ａ類：条痕文平底土器。アルトリ式に相当するもの。

ｂ類：縄文、撚糸文、組紐圧痕文、貼付文等のある土器群

ｂ－１類：東釧路Ⅱ式、東釧路Ⅲ式に相当するもの。

ｂ－２類：コッタロ式に相当するもの。

ｂ－３類：中茶路式に相当するもの。

ｂ－４類：東釧路Ⅳ式に相当するもの。

［Ⅱ群］縄文時代前期に属する土器群

本群はａ、ｂの２群に分類され、さらに細分される。

ａ類：縄文尖底土器群。

ｂ類：円筒土器下層式に相当するもの。

［Ⅲ群］縄文時代中期に属する土器群

本群はａ、ｂの２群に分類され、さらに細分される。

ａ類：円筒土器上層式に相当する土器群。

ａ－１類：円筒土器上層ｂ・ｃ式に相当するもの。サイベ沢Ⅴ式に相当するもの。

ａ－２類：サイベ沢Ⅵ式に相当するもの。

ａ－３類：サイベ沢Ⅶ式、見晴町式に相当するもの。

ｂ類：中期後半の土器群。

［Ⅳ群］縄文時代後期に属する土器群

本群はａ、ｂ、ｃの３群に分類される。

ａ類：天祐寺式、涌元式、入江式、トリサキ式、大津式、白坂３式に相当するもの。

ｂ類：ウサクマイＣ式、船泊上層式、手稲式、�澗式に相当するもの。
ｃ類：堂林式、三ツ谷式、湯の里３式に相当するもの。

［Ⅴ群］縄文時代晩期に属する土器群

本群はａ、ｂ、ｃの３群に分類される。

ａ類：大洞Ｂ式、大洞Ｂ－Ｃ式に相当するもの。

Ⅲ 調査の方法
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ｂ類：大洞Ｃ１式、大洞Ｃ２式に相当するもの。

ｃ類：大洞Ａ式、大洞Ａ′式に相当するもの。

［Ⅵ群］続縄文時代に属する土器群

本群はａ、ｂ、ｃの３群に分類される。

ａ類：恵山式以前に相当するもの。

ｂ類：恵山式に相当するもの。

ｃ類：後北式に相当するもの。

［Ⅶ群］擦文時代に属する土器群

４ 遺物の分類
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（２）石器等の分類

石器の分類は平成１３年度刊行の『八雲町山崎５遺跡』（北埋調報１６５集、２００２）および『八雲町山越

３遺跡・山越４遺跡』（北埋調報１６６集、２００２）の分類を踏襲し剥片石器群、磨製石器群、礫石器群に

大別した。更に従来当センターで行われている分類を参考にし、定形的石器群をⅠ～Ⅳ、Ⅵ～�群に
分け、石核・原石および定形的な石器としがたい加工痕や使用痕のある剥片をⅤ群、同様に加工痕や

使用痕のある礫・礫片を�群とした。いくつかの器種については細分類も行った。
なお、複数の器種が複合していると考えられるものは、形態をより多く残す分類もしくは下位の分

類に含めている。分類記号を用いなかったものには土製品、石製品、焼成粘土塊がある。

剥片石器群

Ⅰ群 石鏃・石槍

（A類）石鏃 形態を中心に５細分した。

１石刃鏃

２薄手で細身のもの

ａ 柳葉形のもの

ｂ 五角形のもの

３三角形のもの

４木葉形のも、菱形のもの

５有茎のもの

９破片（細分の困難な破片）・未成品など

（Ｂ類）石槍または両面加工のナイフ 尖頭部を持つ木葉形

・柳葉形のもの。形態から２細分した。

１有茎のもの

２無茎で菱形、木葉形のもの

９破片（細分の困難な破片）・未成品など

Ⅱ群 石錐 形態から３細分した。

１剥片に刺突部を作り出したもの

２棒状のもの

３棒状のものにつまみ部を作り出したもの

９破片（細分の困難な破片）・未成品など

Ⅲ群 ナイフ・スクレイパー類

（Ａ類）つまみ付きナイフ 身部の加工状況から４細分した。

１片面加工のもの

ａ裏面の一側縁に表面調整の打面があるもの

ｂ片面のみ加工のもの

ｃ片面の周縁を加工したもの

２両面加工のもの

３横形のもの

４素材の剥片の形状を大きく変えないもの

９破片（細分の困難な破片）・未成品など

Ⅲ 調査の方法

―２４―



（Ｂ類）スクレイパー 連続する剥離によって刃部を作り出して

いるもの。形態から７細分した。

１石箆と称されるもの、箆状石器 三角形・方形に近い台形状

のもの。

ａ片面加工のもの

ｂ両面加工のもの

２縦長の剥片を用い、側縁を加工したもの

ａ刃部が外湾するもの

ｂ刃部が直線的なもの

ｃ刃部が内湾するもの

３横長の剥片を用い、側縁を加工したもの

刃部の形状からＢ２類と同じくａｂｃに細分した

４ラウンドスクレイパー

５エンドスクレイパー

６尖端部のあるもの

７抉りこみのあるもの

８素材の剥片の形状を大きく変えないもの

９破片（細分の困難な破片）・未成品など

Ⅳ群 両面調整石器 両面が加工された石器のうち、上記分類に

含めることができないもの。形態により３細分した。

１円形・楕円形のもの

２木葉形のもの

３半円形で一方の側縁に平坦面をもつもの

９破片（細分の困難な破片）・未成品など

Ⅴ群 石核、フレイク・チップ類

（Ａ類）石核

１石核

２石器原石と考えられるもの

（Ｂ類）加工痕・使用痕のある剥片

１剥片に加工痕のみられるもの（Ｒフレイク）

２剥片に使用痕のみられるもの（Ｕフレイク）

３楔形石器（ピエス・エスキーユ）と称されるもの

（Ｃ類）フレイク・チップ

磨製石器群

Ⅵ群 石斧

（Ａ類）磨製石斧 製作技法から４細分した。

１擦り切り技法により製作されたもの

２打ち欠きにより整形されたもの

３敲打（ペッキング）により整形されたもの

４ 遺物の分類
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４磨きのみにより整形されたもの

５擦り切り残片

６研磨石材

９破片（細分の困難な破片）・未成品など

（B類）石のみ

礫石器群

Ⅶ群 たたき石 素材の形態および、たたき痕の位置から４細分

した。

１棒状礫・扁平礫の一端もしくは両端にたたき痕のあるもの

２扁平礫の周縁にたたき痕のあるもの

３扁平礫の腹背面にたたき痕のあるもの

４くぼみ石と称されるもの

９破片（細分の困難な破片）・未成品など

Ⅷ群 すり石 素材の形態から５細分した。

１断面三角形の礫の稜にすり面のあるもの

２扁平礫の側縁にすり面のあるもの

３半円状扁平打製石器と称されるもの

４北海道式石冠と称せられるもの

５円礫などの一部にすり面のあるもの

９破片（細分の困難な破片）・未成品など

Ⅸ群 石鋸・砥石

（Ａ類）石鋸 素材の断面幅が狭く、擦痕のある機能部の断面形

がＵ字、Ｖ字状となるもの。

１石鋸

９破片（細分の困難な破片）・未成品など

（Ｂ類）砥石 機能部の形態から２細分した。

１砥面に溝のあるもの

２砥面が平滑かやや凹状になるもの

９破片（細分の困難な破片）・未成品など

Ⅹ群 台石・石皿

�群 石錘 打ち欠きの位置から３細分した。

１四ヶ所に打ち欠きをもつもの

２長軸両端に打ち欠きをもつもの

３短軸両端に打ち欠きをもつもの

�群 礫・礫片

１加工痕・使用痕のある礫

２礫・礫片

Ⅲ 調査の方法
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Ⅳ 遺構と遺構出土の遺物

遺構の概要

落部１遺跡の調査区からは住居跡２軒、土壙７基、Ｔピット７基、焼土１４ヶ所、炭化物集中１ヶ所、

集石４ヶ所の遺構が検出された。Ｔピットを除く遺構は、標高２６�以下の傾斜下方部分に比較的まと
まる傾向がある。その他の遺構は調査区全域に散在している（図Ⅳ－１）。また、遺構の多くは遺物

が出土せず、時期不明のものもある。

住居跡のうち、Ｈ－１は周辺に遺物が少なく、覆土中から土器４個体が折り重なるように出土した。

Ｈ－２は周辺の包含層からややまとまって遺物が出土したが、住居跡では覆土上位から土器片数点が

出土したのみであった。いずれも小型の住居で、掘り込みは浅く、地床炉が中央からややずれて１ヶ

所あり、明瞭な柱穴は確認できなかった。２軒とも中期前半の住居跡である。

土壙のうち、Ｐ－１は楕円形で掘り込みが深く、埋め戻しの土壙であった。壙口部に台石片が置か

れており土壙墓の可能性がある。その他の土壙はいずれも浅く、壁面の立ち上がりも不明瞭なものが

多い。そのため、一部の土壙は人為的なものではない可能性がある。

Ｔピットはいずれも溝状のもので、長軸方向が傾斜の等高線に沿うものが多い。ＴＰ－１～３およ

びＴＰ－４・５・７は列を作り、それぞれ３基で一単位となっている。

焼土は１４ヶ所が検出されたが、周辺に遺物が全く無く、風倒木痕のくぼみから検出されたものもあ

り、人為的な焼土と推測できないものもある。

集石は小型の円礫がまとまるもの（Ｓ－１・２）と大型礫が散在するもの（Ｓ－３・４）がある。

前者は焼成を受けた礫も多く、近接して焼土があることが特徴である。後者は近くに大きな風倒木痕

があり、定型的な石器や焼成を受けた礫が無いこと、周辺から遺物がほとんど出土しないことから、

古い風倒木痕により地山の礫が巻き上げられ移動してまとまったもので、人為的な集石である可能性

は低いと思われる。

なお、Ｍ－４１杭周辺に沢状地形が認められ、その両側の微高地を中心に台石・石皿などの大型の礫

石器数点が出土した（図Ⅳ－２０）。焼土（Ｆ－５）や被熱した礫を含む集石（Ｓ－２）もこの沢地形

部分にあることから、台石・石皿を用いた作業場的空間と推測できる。

１ 住居跡

Ｈ－１（図Ⅳ－２～４、図版６・７・１８、表Ⅳ－１・６～９）

位 置 Ｎ－３８－ｃ・ｄ、Ｎ－３９－ａ・ｂ

規 模 ２９３×２４８／２１８×１６４／３８

平面形 楕円形

長軸方向 Ｎ－３°－Ｅ

確認調査 Ｎ－３９区をⅥ層まで掘り下げた際に、土器集中とプランの一部を確認した。遺構の存在を

想定してＮ－３８区は当初からベルトを設定して掘り下げた。ベルトに沿ってトレンチを入れると平坦

な床面となだらかに立ち上がる壁が確認でき、床面から焼土が検出されたため住居跡とした。断面観

察によると、Ⅲ層上面から１０㎝ほど下位が掘り込み面である。

壁・床 壁はなだらかに立ち上がり、一部の壁は不明瞭であった。壁際の覆土にはＫｏ－ｇが混じる

１ 住居跡
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ことから、壁が崩落したためと考えられる。床面は平坦である。

炉 地床炉が床面中央部よりややずれた位置で確認された。確認面は床面より若干レベルが高い。

覆 土 全部で７層に分層した。遺物の取り上げもこれに準じて行った。壁際には崩落した Ko－g

が混じっている（６層）。

柱 穴 柱穴は竪穴内に３基（ＨＰ－２～４）が確認された。この内、ＨＰ－２は主柱穴の可能性が

ある。他に、浅い土壙１基（ＨＰ－１）が検出された。竪穴外からも小土壙６基（ＨＰ－５～１０）が

検出されたが浅く、規則的な配置をとらないため、住居跡に伴なう可能性は低いと推測される。

遺 物 覆土２層から土器６点、３層から土器４点、３層下位・７層から土器１１０点、半円状扁平打

製石器１点、６層から土器１８８点、スクレイパー１点の合計３１０点が出土した。住居跡の斜面上方側か

らは土器１個体と半円状扁平打製石器が出土した。斜面下方のＮ－３９区側からは土器３個体が折り重

なるように出土した。いずれも床面から数㎝ほど高いレベルからの検出であるが、周辺に遺物がほと

んど見られないことから、この住居に伴なうものと考えられる。

１～３は壁際の覆土６層から折り重なるようにまとまって出土し復元できた土器（図Ⅳ－２）。１・

２は地文の結束第１種羽状縄文のみが施文されたもの。１の口唇部には棒状工具による刻みがある。

２は２種２対の突起で、橋状把手のあるもの。口唇部にはＬＲの撚紐の押捺がある。いずれも内面は

丁寧に磨かれており平滑である。３はＲＬ斜行縄文施文後に２本１組の貼付文が胴部下半まで施され

たもの。突起部は欠失する。４は地床炉近くでまとまって出土したもので口縁部は欠失している（図

Ⅳ－２）。地文の結束第１種羽状縄文上に直線および弧状の貼付文が胴部上半に施文されている。い

ずれも貼付文上には撚糸が押捺されている。

５～７、９・１０は覆土２層、８は覆土３層出土で、全てこの住居廃絶後に流れ込んだものと考えら

れる。５・６は口縁部近くに地文の縄文のみが施文されたもので、口縁部の断面形は丸みを帯びてい

る。５は口唇部に地文と同じ原体が回転施文されている。７・８は斜行縄文が施文された胴部破片で

内面はいずれも丁寧に調整されており、平滑である。９・１０はいずれも０段多条ＲＬの原体による縄

文が施文されたもので、９は縦走気味、１０は横走気味である。１～４はⅢ群ａ－３類の古手、５～８

はⅢ群ａ－３類、９・１０はⅢ群ｂ類土器である。

１１は横長剥片を用い、刃部が直線状となるスクレイパー（ⅢＢ３ｂ）。覆土６層出土で石材は玄武

岩？である。１２は４の土器に隣接して覆土７層から出土した半円状扁平打製石器（Ⅷ３）。腹背両面

に礫面を残し、周囲を打ち欠いて整形したもので、幅１㎝ほどの平坦なすり面があるもの。一部にター

ル状の物質が付着している。石材は安山岩である。

時 期 覆土出土の遺物はこの住居跡に伴なうものと考えられることから、縄文時代中期前半のⅢ群

ａ－３類、サイベ沢Ⅶ式の古手に相当する時期の遺構である。

なお、床面の地床炉から採取した炭化物では４４６０±４０yBP（試料名 YOT－１）、覆土出土の復元土

器３に付着した炭化物では４３６０±６０yBP（試料名 YOT－４）の補正放射性炭素年代が出ており（第

Ⅵ章１参照）若干の年代差がある。

１ 住居跡

―２９―



図Ⅳ－２ Ｈ－１（１）

Ⅳ 遺構と遺構出土の遺物

―３０―



図Ⅳ－３ Ｈ－１（２）と遺物出土状況

１ 住居跡

―３１―



図Ⅳ－４ Ｈ－１出土の遺物

Ⅳ 遺構と遺構出土の遺物

―３２―



Ｈ－２（図Ⅳ－５～７、図版８・９・１９、表Ⅳ－１・７・８）

位 置 Ｎ－１６、Ｎ－１７－ａ・ｂ

規 模 ３５１×３２８／３０２×２６８／５５

平面形 不整楕円形

長軸方向 Ｎ－２４°－Ｗ

確認調査 Ⅵ層上面で楕円形の黒色土の落ち込みを確認した。ベルトを設定し、トレンチを掘り下げ

ると斜面上方に壁の立ち上がりが確認できた。また、床面相当層から焼土が検出されたため住居跡と

した。

壁・床 壁・床面ともに木根撹乱の影響を受けており、不明瞭な部分が多い。特に北西側の壁は判然

としなかった。床面は若干傾斜している。

炉 地床炉が床面中央部よりややずれた位置で確認できた。床面から数㎝ほど上位が確認面である。

覆 土 全部で９層に分層した。遺物の取り上げもこれに準じて行った。２次堆積の Ko－gが混じ

る層がある（２・５層）。

柱 穴 柱穴は竪穴内に３基が確認された。この内、ＨＰ－３は住居に伴なう柱穴であるが、ＨＰ－

１・２は木根撹乱の可能性がある。

遺 物 住居跡周辺の包含層は比較的遺物が多い区域であるが、覆土中の遺物の出土は少ない。覆土

１層から土器７点、被熱した台石片？１点、覆土７層から土器１点の合計９点が出土した。

１は覆土１層出土の土器片１点とＬ－１９・２０区、Ｍ－１９区、Ｎ－１６区の破片が接合し復元できたも

の。なお、底部と胴部は接合せず推定復元した。ＲＬの地文施文後に２本１組の貼付文が施されてい

る。平縁で、口縁部断面形は切り出しナイフ形に近く、口唇部直下には太い貼付文が巡っている。口

唇部とこの貼付文上にはＬの原体による２本１組の細い撚紐が押捺されている。２は覆土１層出土の

土器片１点とＮ－１７・１８区、Ｏ－１７・１８区出土の破片が接合したもの。３はＮ－１７－ｃ区出土の口縁

部で２と同一個体である。口縁部断面形は四角形に近く、地文のＲＬ斜行縄文上に２本１組の沈線文

が施文されている。突起部下で沈線文の交わる部分には刻みのある粘土塊の貼付もある。４は口縁部

近くに沈線文が施文されており、口縁部断面形が尖り気味のもの。口唇部には地文と同一原体の縄文

が回転施文されている。５は覆土７層出土の無文の突起部で、口唇部に先端の尖った棒状工具もしく

はヘラ状工具による刻みのあるもの。６・７は斜行縄文の施文された胴部。いずれも内面は丁寧に磨

かれ平滑である。

１はⅢ群ａ－３類の古手、２～７はⅢ群ａ－３類である。

時 期 覆土出土および周辺の遺物から縄文時代中期前半、Ⅲ群ａ－３類に相当する円筒土器上層式

に相当する時期の遺構である。

１ 住居跡

―３３―



図Ⅳ－５ Ｈ－２

Ⅳ 遺構と遺構出土の遺物

―３４―



図Ⅳ－６ Ｈ－２遺物出土状況

図Ⅳ－７ Ｈ－２出土の遺物

１ 住居跡

―３５―



２ 土壙

Ｐ－１（図Ⅳ－８、図版９・１９、表Ⅳ－２・６・８・９）

位 置 Ｍ－４２－ｃ・ｄ 規 模 １３２×１１２／１０５×８６／５４

平面形 楕円形 長軸方向 Ｎ－３４°－Ｅ

確認調査 Ⅲ層下位からⅣ層上面において円形の黒色土の落ち込みを確認した。近くに木の切り株が

あり、また町道建設時の盛り土が認められ、当初は平面プランが判然としなかった。半截すると垂直

気味に立ち上がる壁と平坦な壙底面が確認できた。土壙は、遺物がまとまって出土した沢地形部分に

面する微高地に位置する。埋土や遺物の出土状況から土壙墓の可能性がある。

覆 土 全部で８層に分層した。ロームが混じる埋め土である。

遺 物 覆土１層から土器３点・石皿１点、覆土２層から土器２点、覆土３層から土器１点、覆土６

層から土器１点の合計８点が出土した。石皿は壙口部から検出された（図Ⅳ－８）。

１～３は同一個体で、１・３は埋土出土のもの、２は近接した包含層から出土したもの。頸部がく

びれ口縁部が大きく外側に開く器形で、横走気味の縄文が施文されている。胎土には小砂利が多く入っ

ている。４は斜行縄文が施文された胴部で、胎土・焼成などは１～３に類似する。いずれもⅢ群ｂ類

土器である。

５は壙口部から検出された石皿（Ⅹ）。土壙を埋めた後に落ち込んだくぼみに堆積した覆土１層（＝

Ⅲ層）出土である。腹背両面にやや窪んだすり面があるもので、全体の半分ほどを欠損する。周辺か

ら接合する破片が出土しないことや、出土状況から、意図的に折られた可能性がある。石材は安山岩

である。

時 期 覆土出土の遺物から縄文時代中期後半、Ⅲ群ｂ類榎林式に相当する時期の遺構と推測される。

Ｐ－２（図Ⅳ－８、図版１０、表Ⅳ－２）

位 置 Ｈ－３５－ｂ、Ｉ－３５－ａ 規 模 １３１×１１５／－×－／２６

平面形 楕円形？ 長軸方向 Ｎ－１１°－Ｅ

確認調査 Ⅵ層上面において楕円形の黒色土の落ち込みを確認した。抜根で全体の半分ほどは撹乱さ

れている。浅い皿状の土壙で、壙底面には凹凸がある。性格不明の土壙である。

覆 土 全部で６層に分層した。Ⅲ層が主体となる自然堆積である。

遺 物 出土しなかった。

時 期 周辺の遺物から縄文時代中期前半、円筒土器上層式に相当する時期の遺構である。

Ｐ－３（図Ⅳ－９、図版１０、表Ⅳ－２）

位 置 Ｎ－３４－ｃ・ｄ 規 模 １４４×１２０／１３０×（１０７）／２９

平面形 楕円形？ 長軸方向 Ｎ－３１°－Ｗ

確認調査 Ⅵ層上面において楕円形の黒色土の落ち込みを確認した。撹乱が多いが、壁が明瞭に立ち

上がる部分があったので土壙とした。壙底面は凹凸があり、木根撹乱の可能性もある。

覆 土 全部で５層に分層した。Ⅲ層が主体となる自然堆積である。

遺 物 出土しなかった。

時 期 周辺からも遺物が出土せず不明である。

Ⅳ 遺構と遺構出土の遺物

―３６―



図Ⅳ－８ Ｐ－１とＰ－１出土の遺物、Ｐ－２

２ 土壙

―３７―



図Ⅳ－９ Ｐ－３・４

Ⅳ 遺構と遺構出土の遺物

―３８―



Ｐ－４（図Ⅳ－９、図版１０、表Ⅳ－２）

位 置 Ｆ－２８－ａ・ｂ 規 模 ９７×７２／８６×５９／２３

平面形 円形 長軸方向 ―

確認調査 Ⅵ層上面において円形の黒色土の落ち込みを確認した。木根による撹乱が見られたが、一

部になだらかな立ち上がりが確認できたので土壙とした。性格不明の土壙である。

覆 土 全部で６層に分層した。Ⅲ層が主体となる自然堆積である。

遺 物 出土しなかった。

時 期 周辺からも遺物が出土せず不明である。

Ｐ－５（図Ⅳ－１０、図版１０・１９、表Ⅳ－２・６・７）

位 置 Ｎ－１８－ｂ 規 模 ６６×５６／４６×３９／２５

平面形 楕円形 長軸方向 Ｎ－１６°－Ｅ

確認調査 Ⅵ層上面において楕円形の黒色土の落ち込みを確認した。半截したところ垂直気味に立ち

上がる壁が確認できたので遺構とした。Ｈ－２に近接し、関連する遺構と推測される。

覆 土 全部で５層に分層した。Ⅲ層が主体となる自然堆積である。

遺 物 覆土１層から土器４点が出土した。１はＰ－５出土土器２点と隣接したＮ－１７・１８区でまと

まって出土した土器片５６点が接合し、復元できたもの。口縁部断面形は四角形に近く、地文の結束第

１種羽状縄文のみが施文されている。突起部には孔があり、また貼付文が剥離した痕跡がある。Ⅲ群

ａ－３類土器である。

時 期 覆土中出土の遺物から縄文時代中期前半、Ⅲ群ａ－３類、サイベ沢Ⅶ式に相当する時期の遺

構である。

Ｐ－６（図Ⅳ－１１、図版１０、表Ⅳ－２）

位 置 Ｌ－２５－ｄ 規 模 ９１×７３／７５×５４／２６

平面形 卵形 長軸方向 Ｎ－７９°－Ｗ

確認調査 Ⅵ層上面において楕円形の黒色土の落ち込みを確認した。半截したところ、斜面下方に明

瞭な立ち上がりが確認できたので遺構とした。木根撹乱が多く、壁が不明瞭な部分もあった。性格不

明の土壙である。

覆 土 全部で５層に分層した。Ⅲ層が主体となる自然堆積で、木根撹乱の影響を受けている。

遺 物 出土しなかった。

時 期 周辺からも遺物が出土せず不明である。

Ｐ－７（図Ⅳ－１１、図版１０・１９、表Ⅳ－２・６・８）

位 置 Ｊ－３０－ａ 規 模 １０８×７３／１０７×８１／３６

平面形 円形 長軸方向 ―

確認調査 Ⅵ層上面において円形の黒色土の落ち込みを確認した。半截したところ、明瞭な立ち上が

りが確認できたので遺構とした。性格不明の土壙である。

覆 土 全部で７層に分層した。Ⅲ層が主体となる自然堆積である。

遺 物 覆土１・２層から土器５点、覆土３層から焼成を受けた礫１点、覆土４層から土器３点の合

計９点が出土した。１は覆土４層出土のＲＬ斜行縄文が施文された胴部破片。２は覆土２層出土の無

２ 土壙

―３９―



図Ⅳ－１０ Ｐ－５とＰ－５出土の遺物

Ⅳ 遺構と遺構出土の遺物

―４０―



文で薄手の胴部破片。いずれもⅢ群ａ－３類である。

時 期 覆土出土の遺物から縄文時代中期前半、Ⅲ群 a－３類に相当する時期の遺構である。

図Ⅳ－１１ Ｐ－６、Ｐ－７とＰ－７出土の遺物

２ 土壙

―４１―



３ Ｔピット

ＴＰ－１（図Ⅳ－１２、図版１１、表Ⅳ－３・６）

位 置 Ｋ－３７－ｃ・ｄ、Ｋ－３８－ａ・ｂ 規 模 ２６３×１１４／２８１×２６／１５２

平面形 溝状 長軸方向 Ｎ－８５°－Ｗ

確認調査 Ⅵ層上面において溝状の黒色土の落ち込みを確認した。濁川テフラを掘り抜き、大型礫が

包含されるⅩⅢ層まで掘り込んでいる。壙底面は長軸両方向でオーバーハングしている。

覆 土 全部で２８層に分層した。上位はⅢ層、中位はⅥ層、下位は濁川テフラが主体となっている。

遺 物 覆土１６層から礫１点が出土した。

時 期 不明である。

ＴＰ－２（図Ⅳ－１３、図版１２・２０、表Ⅳ－３・６・９）

位 置 Ｉ－３４－ｂ～ｄ 規 模 ２６５×９５／２６８×２５／１４９

平面形 溝状 長軸方向 Ｎ－７１°－Ｅ

確認調査 Ⅵ層上面において溝状の黒色土の落ち込みを確認した。濁川テフラを掘り抜き、ⅩⅢ層ま

で掘り込んでいるが、大型礫は見られない。壁の一部は木根による撹乱を受けており、壙底面は長軸

両方向でオーバーハングしている。

覆 土 全部で１６層に分層した。上位はⅢ層、中位はⅥ層、下位はⅥ層と濁川テフラが主体となって

いる。

遺 物 覆土１層から台石１点、礫１点が出土した。１は覆土１層出土の台石（Ⅹ）で、浅いたたき

痕があるもの。石材は安山岩である。

時 期 不明である。

ＴＰ－３（図Ⅳ－１４、図版１２、表Ⅳ－３・６）

位 置 Ｇ－３０－ｃ・ｄ、Ｇ－３１－ａ 規 模 ３１５×８２／２８８×２４／１２５

平面形 溝状 長軸方向 Ｎ－５１°－Ｅ

確認調査 Ⅵ層上面まで遺構確認のため重機で掘り下げた際に溝状の黒色土の落ち込みを確認した。

濁川テフラを掘り抜き、大型礫が包含されるⅩⅢ層まで掘り込んでいる。壙底面は長軸方向の斜面上

位側でわずかにオーバーハングしている。

覆 土 全部で１４層に分層した。上位はⅢ・Ⅳ層、下位はⅢ・Ⅵ層が主体となっている。

遺 物 覆土２層から土器・礫各１点が出土した。土器は小破片であり、器表面の摩滅が著しいため

掲載できなかった。

時 期 不明である。

ＴＰ－４（図Ⅳ－１５、図版１３、表Ⅳ－３・６）

位 置 Ｍ－２６－ｃ・ｄ 規 模 ３０１×７３／２７４×２１／１０９

平面形 溝状 長軸方向 Ｎ－６１°－Ｅ

確認調査 Ⅵ層上面において溝状の黒色土の落ち込みを確認した。濁川テフラを掘り抜き、大型礫が

包含されるⅩⅢ層まで掘り込んでいる。大型礫は斜面下位の西側に偏っており、その部分の掘り下げ

は浅い。壙底面は長軸方向の斜面上位でわずかにオーバーハングしている。

Ⅳ 遺構と遺構出土の遺物

―４２―



覆 土 全部で１３層に分層した。上位はⅢ層、中位はⅥ層、下位はⅢ・Ⅵ層と濁川テフラが主体となっ

ている。

遺 物 覆土１層から礫１点が出土した。

時 期 不明である。

ＴＰ－５（図Ⅳ－１６、図版１３、表Ⅳ－３）

位 置 Ｍ－２８－ｂ～ｄ、Ｍ－２９－ａ・ｂ 規 模 ２８４×１０３／２５６×２０／１４２

平面形 溝状 長軸方向 Ｎ－８４°－Ｅ

確認調査 Ⅴ層上面において溝状の黒色土の落ち込みを確認した。濁川テフラを掘り抜き、大型礫が

包含されるⅩⅢ層まで掘り込んでいる。今回検出されたＴピットの中で、壙底幅は最も狭い。ⅩⅢ層に

大型礫が多く含まれていたためと推測される。

覆 土 全部で１８層に分層した。上位はⅢ層、中位はⅥ層、下位は濁川テフラが主体となっている。

遺 物 出土しなかった。

時 期 不明である。

ＴＰ－６（図Ⅳ－１７、図版１４・２０、表Ⅳ－３・６・８・９）

位 置 Ｍ－２０－ｃ、Ｍ－２１－ｂ、Ｎ－２０－ｄ、Ｎ－２１－ａ 規 模 ３３６×１３３／３６２×３０／１６３

平面形 溝状 長軸方向 Ｎ－２１°－Ｗ

確認調査 Ⅴ層上面において溝状の黒色土の落ち込みを確認した。濁川テフラを掘り抜き、大型礫が

包含されるⅩⅢ層まで掘り込んでいる。近接して木根があり、平面プランはこの撹乱の影響を受けて

いる。壙底面は傾斜に沿って傾いており、長軸両方向でオーバーハングしている。

覆 土 全部で１６層に分層した。上位はⅢ層、中位はⅥ層、下位は濁川テフラが主体となっている。

遺 物 覆土１層から小破片となった土器片５３点、２層から礫１点、４層から半円状扁平打製石器１

点、５層から台石１点の合計５６点が出土した。

１・２は同一個体でＬＲ斜行縄文と綾絡文が施文されたもの。厚手で胎土には砂が多く入っている。

３はＲＬ斜行縄文が施文された胴部破片。１・２はⅢ群ａ－３類の古手、３はⅢ群ａ－３類である。

４は覆土４層から出土した半円状扁平打製石器（Ⅷ３）。背面に礫面を残し、腹面の全面を打ち欠

いたもの。平坦なすり面はなく、一部に炭化物が付着している。５は覆土５層から出土した台石（Ⅹ）。

扁平礫を用い、敲打による窪みが数ヶ所ある。石材は４が安山岩、５が凝灰岩である。

時 期 不明である。

ＴＰ－７（図Ⅳ－１８、図版１４、表Ⅳ－３）

位 置 Ｋ－３０－ｂ・ｃ、Ｌ－３０－ａ・ｄ 規 模 ３３８×１３５／３１５×３２／１２０

平面形 溝状 長軸方向 Ｎ－６１°－Ｅ

確認調査 Ⅴ層上面において溝状の黒色土の落ち込みを確認した。濁川テフラを掘り抜き、大型礫が

包含されるⅩⅢ層まで掘り込んでいる。壙底面は長軸両方向でオーバーハングしている。濁川テフラ

は凍上現象等により、層序が乱れている。

覆 土 全部で１４層に分層した。上位はⅢ層、中位はⅥ層、下位はⅢ層・濁川テフラが主体となっている。

遺 物 出土しなかった。

時 期 不明である。

３ Ｔピット

―４３―



図Ⅳ－１２ ＴＰ－１

Ⅳ 遺構と遺構出土の遺物

―４４―



図Ⅳ－１３ ＴＰ－２とＴＰ－２出土の遺物

３ Ｔピット

―４５―



図Ⅳ－１４ ＴＰ－３

Ⅳ 遺構と遺構出土の遺物

―４６―



図Ⅳ－１５ ＴＰ－４

３ Ｔピット

―４７―



図Ⅳ－１６ ＴＰ－５

Ⅳ 遺構と遺構出土の遺物

―４８―



図Ⅳ－１７ ＴＰ－６とＴＰ－６出土の遺物

３ Ｔピット

―４９―



図Ⅳ－１８ ＴＰ－７

Ⅳ 遺構と遺構出土の遺物

―５０―



４ 焼 土

Ｆ－１（図Ⅳ－１９、図版１５、表Ⅳ－４）

位 置 Ｎ－４２－ａ 規 模 ４９×２４／４ 平面形 楕円形

確認調査 Ⅲ層２回目で暗赤褐色土のまとまりを確認した。沢地形部分に面した微高地に位置し、直

上から被熱した台石（包含層掲載№１０８）が出土した。

時 期 検出した層位および周辺の遺物から、縄文時代中期前半の遺構と推測される。

Ｆ－２（図Ⅳ－１９、図版１５、表Ⅳ－４）

位 置 Ｏ－３３－ａ 規 模 ５７×３２／４ 平面形 楕円形

確認調査 Ⅲ層２回目で暗赤褐色土のまとまりを確認した。周辺には炭化物が散在していた。近接し

てＦ－６がある。なお、周囲の包含層から遺物はほとんど出土していない。

時 期 検出した層位から、縄文時代中期前半の遺構と推測される。

Ｆ－３（図Ⅳ－１９・２０、図版１５、表Ⅳ－４）

位 置 Ｍ－４１－ｃ 規 模 ３０×３０／３ 平面形 円形

確認調査 Ⅲ層１回目で暗赤褐色土のまとまりと炭化物の散在を確認した。沢地形部分で検出したも

のであるが、周辺の遺物よりも検出レベルが高い。

時 期 検出した層位から、縄文時代中期前半もしくはそれよりも新しい時期の遺構と推測される。

Ｆ－４（図Ⅳ－１９、図版１５、表Ⅳ－４）

位 置 Ｈ－３８－ｂ 規 模 ５７×２５／９ 平面形 不整楕円形

確認調査 Ⅲ層４回目で暗赤褐色土のまとまりを確認した。周辺の包含層からは土器片がややまと

まって出土している。

時 期 検出した層位および周辺の遺物から、縄文時代中期前半の遺構と推測される。

Ｆ－５（図Ⅳ－１９・２０、図版１５、表Ⅳ－４）

位 置 Ｌ－４１－ｂ 規 模 ２８×２３／６ 平面形 楕円形

確認調査 沢地形部分のⅢ層５回目で極暗赤褐色土のまとまりを確認した。この周辺でまとまって出

土した台石・石皿とレベル的に同一面である。また、近接して被熱した円礫を含む集石Ｓ－２が検出

されている。これらのことから、この沢地形部分で焚火を行い、台石を使用した作業が行われていた

と推測される。

時 期 検出した層位および周辺の遺物から、縄文時代中期の遺構と推測される。

Ｆ－６（図Ⅳ－１９、図版１５、表Ⅳ－４）

位 置 Ｎ－３３－ｂ 規 模 １４４×７０／８ 平面形 不整形

確認調査 Ⅲ層３回目で暗赤褐色土のまとまりを確認した。焼土は大きく３ヶ所に分かれ、中央部に

は炭化物が散在していた。近接してＦ－２がある。周辺の包含層から遺物はほとんど出土していない。

時 期 検出した層位から、縄文時代中期前半の遺構と推測される。

４ 焼 土

―５１―



Ｆ－７（図Ⅳ－２１、図版１５、表Ⅳ－４）

位 置 Ｋ－３７－ｂ 規 模 ８×７／２ 平面形 円形

確認調査 Ⅲ層３回目で炭化物が散在しており、Ⅲ層４回目で極暗赤褐色土のまとまりを確認した。

木根撹乱と推測されるしまりの弱い部分に炭化物がまとまっており、焼土はごく一部である。周辺の

包含層から遺物の出土は少ない。

時 期 検出した層位から、縄文時代中期前半の遺構と推測される。

Ｆ－８（図Ⅳ－２１、図版１５、表Ⅳ－４）

位 置 Ｍ－１８－ｃ、Ｎ－１８－ｄ 規 模 ６１×２９／５ 平面形 不整形

確認調査 Ⅲ層上面でにぶい赤褐色土の焼土粒のまとまりを確認した。周辺には炭化物が散在してお

り、焼土の一部は斜面下方に流れた二次堆積と推測できる。周辺の包含層からは同一層位で縄文時代

中期前半の遺物が出土している。

時 期 検出した層位および周辺の遺物から、縄文時代中期前半の遺構と推測される。

Ｆ－９（図Ⅳ－２１、図版１６、表Ⅳ－４）

位 置 Ｍ－１０－ｂ 規 模 ４０×３５／１２ 平面形 不整形

確認調査 Ⅲ層風倒木痕中でにぶい赤褐色土のまとまりを確認した。同じ風倒木痕中から縄文時代中

期前半の土器がややまとまって出土している。縄文時代中期の焼土が風倒木痕撹乱の影響を受けたも

のと推測される。

時 期 近接して出土した遺物から、縄文時代中期前半の遺構と推測される。

Ｆ－１０（図Ⅳ－２１、図版１６、表Ⅳ－４）

位 置 Ｍ－２４－ｄ 規 模 ４４×３０／７ 平面形 楕円形

確認調査 Ⅲ層１回目で炭化物が散在しており、Ⅲ層２回目で暗赤褐色土のまとまりを確認した。周

辺の包含層から遺物の出土はほとんどない。

時 期 検出した層位から縄文時代中期前半の遺構の可能性があるが、周辺から遺物はほとんど出土

していない。

Ｆ－１１（図Ⅳ－２１、図版１６、表Ⅳ－４）

位 置 Ｎ－１４－ａ・ｂ 規 模 ６５×４８／３ 平面形 不整形

確認調査 Ⅲ層２回目で炭化物が散在しており、Ⅲ層３回目でやや赤味を帯びた黒褐色土のまとまり

を確認した。焼土は非常に不明瞭で薄い。周辺の包含層から遺物の出土は少ない。

時 期 周辺から遺物が出土せず不明である。

Ⅳ 遺構と遺構出土の遺物

―５２―



図Ⅳ－１９ Ｆ－１～６、Ｓ－２

４ 焼 土

―５３―



図Ⅳ－２０ Ｆ－３・５、Ｓ－２と沢地形部分

Ⅳ 遺構と遺構出土の遺物

―５４―



図Ⅳ－２１ Ｆ－７～１２

４ 焼 土

―５５―



図Ⅳ－２２ Ｆ－１３・１４、Ｃ－１、Ｓ－１

Ⅳ 遺構と遺構出土の遺物

―５６―



Ｆ－１２（図Ⅳ－２１、図版１６、表Ⅳ－４）

位 置 Ｇ－１２－ｃ 規 模 ６０×（３２）／１２ 平面形 楕円形？

確認調査 重機での火山灰除去時に、Ⅲ層の一部を深く掘り下げてしまったため、調査区縁の壁面で

赤褐色土の焼土断面を確認した。この部分を拡張し調査したところ、Ⅲ層２回目相当層が確認面であっ

た。風倒木痕落ち込み中の焼土で焼土の輪郭・断面が明瞭なことから二次堆積の焼土と考えられる。

周囲に遺物は無く、人為的な焼土である可能性は低い。

時 期 周辺から遺物が出土せず不明である。

Ｆ－１３（図Ⅳ－２２、図版１６、表Ⅳ－４）

位 置 Ｎ－３０－ｃ、Ｎ－３１－ｂ 規 模 １９×９／８ 平面形 不整楕円形

確認調査 Ⅲ層４回目でにぶい赤褐色土のまとまりを確認した。大きく２ヶ所に分かれるが、一方は

二次堆積である。風倒木痕中の焼土で、周辺での遺物の出土も無いことから、人為的な焼土である可

能性は低い。

時 期 周辺から遺物が出土せず不明である。

Ｆ－１４（図Ⅳ－２２、図版１６、表Ⅳ－４）

位 置 Ｊ－３１－ａ・ｂ 規 模 ６２×６０／１０ 平面形 楕円形

確認調査 Ⅴ層上面で暗赤褐色土のまとまりを確認した。周辺には炭化物が散在していた。

時 期 確認面が深く、周辺から遺物が出土しないことから不明である。

４ 焼 土

―５７―



５ 炭化物集中

Ｃ－１（図Ⅳ－２２、表Ⅳ－４）

位 置 Ｉ－１６－ｄ 規 模 ２９×１８／５ 平面形 不整楕円形

確認調査 Ⅲ層３回目で炭化物のまとまりを確認した。周辺から遺物は出土していない。

時 期 周辺から遺物が出土せず不明である。なお、Ｃ－１から採取した炭化物からは１２００±４０ｙＢ

Ｐ（試料名ＹＯＴ－２）の補正放射性炭素年代が出ている（第Ⅵ章１参照）。

６ 集石

Ｓ－１（図Ⅳ－２２、図版１６、表Ⅳ－５）

位 置 Ｌ－３８－ａ 規 模 ５７×５４

確認調査 Ⅲ層１回目で一部の礫が現れ、更に掘り下げて、Ⅲ層２回目で全体を確認した。礫は小型

の円礫が多く、被熱したものもあった。周辺からはⅢ群ｂ類土器が少数出土している。

遺 物 礫１８６点が出土した。総重量は３．３㎏である。

時 期 検出した層位および周辺の遺物から、縄文時代中期後半の遺構と推測される。

Ｓ－２（図Ⅳ－１９・２０、図版１６、表Ⅳ－５）

位 置 Ｌ－４０－ｃ、Ｌ－４１－ｂ 規 模 ５５×４３

確認調査 沢地形部分のⅢ層６回目で礫のまとまりを確認した。小型の円礫が大半を占め、被熱した

ものもあった。Ｆ－５に隣接しており、沢地形部分での台石を用いた作業に関連する遺構と推測され

る。

遺 物 礫１７６点が出土した。総重量は５．８㎏である。

時 期 検出した層位および周辺の遺物から、縄文時代中期前半の遺構と推測される。

Ｓ－３（図Ⅳ－２３、図版１７、表Ⅳ－５）

位 置 Ｌ－２８ 規 模 ２５８×２１９

確認調査 Ⅲ層３回目で礫の一部が現れ、更に掘り下げⅢ層４回目でまとまりを確認した。小型の礫

とやや大型の礫がまとまる傾向がある。周囲のⅢ層に礫がほとんどないため集石としたが、風倒木痕

が近接しており地山の礫が巻き上げられ、まとまったものである可能性が高い。

遺 物 礫４０８点が出土した。総重量は１２．７㎏である。

時 期 不明である。

Ｓ－４（図Ⅳ－２４、図版１７、表Ⅳ－５）

位 置 Ｇ－１７－ａ・ｄ 規 模 ２２５×２２０

確認調査 Ⅲ層４回目で礫のまとまりを確認した。大型の礫がまとまる傾向がある。周囲のⅢ層に礫

がほとんどないため集石としたが、風倒木痕が近接しており、周囲のⅢ層およびＢ－Ｔｍに凹凸が見

られる。そのため、風倒木痕により地山の礫が巻き上げられ、まとまったものである可能性が高い。

遺 物 礫３２４点が出土した。総重量は４１．９㎏である。

時 期 不明である。 （藤原）

Ⅳ 遺構と遺構出土の遺物

―５８―



図Ⅳ－２３ Ｓ－３

６ 集石

―５９―



図Ⅳ－２４ Ｓ－４

Ⅳ 遺構と遺構出土の遺物

―６０―



Ⅴ 包含層出土の遺物

１ 土 器

包含層からは７，４７５点出土した。主体となるのは中期の土器でその８割以上を占め、そのうち前半

期のⅢ群ａ類が６，３１５点、後半期のⅢ群ｂ類が９４８点である。ほかに後期のⅣ群ａ類・ｂ類土器、続縄

文時代のⅥ群土器、晩期Ⅴ群土器もわずかながら出土している（表Ⅰ－２）。４�四方の発掘区単位
での出土点数の分布を見ると、多くても数点かまったく出土しないところと数百点が集中して出土す

るところがあるといった極端な出土傾向がみられる。また、最も多いⅢ群土器の出土地点とⅤ群、Ⅵ

群のそれとはほとんど重ならない。遺構、遺物のごく少ない標高の高い急斜面から続縄文期のものが

出土している（図Ⅴ－８・９）。以下、縄文中期から順に記載することとする。

（１）縄文時代中期の土器

土器の出土状況について（図Ⅴ－１～８）

遺跡全体を大きくみると、①調査区東側の標高３７～３４�のやや急な斜面（土器集中４～１１・１３）、
②調査区ほぼ中央部の標高３１～２８�の緩やかな斜面（土器集中１～３・１２・１４）、③調査区の北端の
標高２６�～２４�の沢地形部分（土器集中１５）の３か所にまとまりがあり、これらの範囲から検出され
た土器の集中域は１７か所である。図Ⅴ－１については実測した破片の散らばりを一つずつ加筆すると

きわめて煩雑な図になるので、出土地点を２�四方の小グリッド単位でまとめ、丸印を落として任意
の線で括ったものである。いずれもⅢ層３回目～５回目の発掘で検出されたものが多い。これらは出

土状況図を作成し、必要に応じていくつかのブロックにまとめ、レベルを測って取り上げている。１７

か所のうち土器が復元できたものを「土器集中１～１５」として出土状況図を掲載した（図Ⅴ－２～７）。

このほか２、３の特徴的なあり方がある。最も標高の高い地点の調査区Ｍ－１０区にはスポット的に遺

物が集中し、出土した破片が２０ｍほど離れた①の集中地点のものと接合する例が７個体（４、６、７、

１５、２３、２４、３０）にある。また１３のように５０�以上離れた地点の破片が接合している例、２２のように
広範囲に散在しているものもある。ここで見られるような出土状況については、調査区が標高差が１５

�以上ある斜面（図左から右に傾斜する）であり、層位的に出土したものではないことを考慮に入れ
る必要は多分にあるが、大まかにはⅢ群ａ－３類のうち新しい段階である見晴町式（３１～３３）のもの

とⅢ群ｂ類榎林式、元和Ｄ群（大沼１９７６）に関連するもの（３５～３７、破片資料では６８～７３、７５等）は

斜面の低い地点に、特に後者は③沢地形部分から出土する傾向が見てとれる。

Ⅲ群ａ－３類（図Ⅴ－１０～２１・２３～２６－１～３４・３８～６７・７７～９０ 図版２１～３４ 表Ⅴ－１・２）

サイベ沢Ⅶ式、見晴町式のものがある。出土した土器の中には貼付帯で文様が構成される等で特徴

付けられるⅢ群ａ－２類；サイベ沢Ⅵ式（高橋１９８１）の相当すると考えられるものがあるが、縄文の

みのものが多い本遺跡ではａ－３類サイベ沢Ⅶ式、見晴町式と混在して出土する傾向が認められ、土

器の組成上、分離が困難なものが多い。ここではサイベ沢Ⅵ式に類するものについてはサイベ沢Ⅶ式

の古い段階のものと一括して捉え分類していない。

口縁部破片数から推定できるⅢ群ａ－３類の個体数は掲載したものを含め１２０個体あまりで、この

ほかに突起部の破片が１７点ある。底部の破片は２３個体分である。なお、サイベ沢Ⅶ式の注口部の付い

１ 土 器
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た土器（図Ⅴ－１１－５）が１個体復元されている。

１）サイベ沢Ⅶ式に相当するもの（１～３０、３４、３８～５３、５６～６０、６７、６８）

細い貼付帯により文様を描くもの、２条ないしは３条の沈線により文様を描くもの、口縁部、突起

部周辺に施文はあるが地文の縄文のみのもの、魚骨回転文の施されたもの等がある。貼付帯、沈線文

のものは破片資料でも点数は少ない。口縁部や突起部周辺にのみ貼り付けや施文があるものを含め縄

文のみのものが多い。器形は口縁の４か所に突起部を有するものと平縁のものとがある。いずれも口

縁部が開くもので、頸部でくびれ外反するもの、底部からまっすぐ立ち上がるものがあり、胴部がわ

ずかに膨らむものも認められる。底部は全般的に張り出すもので、その度合いは様々である。口唇直

下のごく狭い範囲を無文とし刻みを付けるものが認められる。底部周辺も無文に調整されているが、

比較的広い範囲を無文とするものが少数みられる。内面はほとんどのものが底面付近まで丁寧に調整

される。

大きさは推定の高さが３５�を優に超えると見られるものもあるが（１０）、図上での復元も含め、①
器高２６～３４�に収まるもの、同じく②１７～２３�前後のものとの２種類に集約できる。特に①では３０�
前後にまとまる。また、②ではまるで双子のような土器（２５と２６）もある。ミニチュア土器を除き、

最も小型のものは１４．６�（４）である。また、全般的にいびつな器形のものが多い点も本遺跡での特
徴で、胴部中ほどから口縁部にかけて大きく傾くものが数個体あり、上面観が楕円形のものある。粘

土圧により底部の一方がつぶれるものも多い。胎土には海綿骨針が混入するが、顕著なものは少なく、

大半がルーペを使用して確認できる程度のものである。全く混入しないものもある。ほかに白色岩片、

石英、輝石などの鉱物、小砂利が混入するものもある。

ａ類 細い貼付帯で文様が描かれるもの（１～４、９、１０、１９、２８、３８～４９）

文様帯が胴部半ばまで及ぶもの（１～４）、突起部周辺あるいは口縁部にのみ施文されるもの（９、１０）

がある。文様帯に施文のあるもの、縄文を磨り消し無文地にするものがある。貼付帯の幅は４、５�
で、より細いものもある。貼付帯上に撚紐の押捺されるもの、縄の圧痕あるもの、ヘラ状施文具によ

る刻みが付けられるものなどがあり、口唇上にも同様の施文がある。口唇断面は切り出し形（３、４、

９、２８、４９）、尖り気味（２、４８）、丸みを帯びた角形（１９、４３、４６）などがある。

ａ－１類 文様帯が縄文地のもので、貼付帯上に施文のあるもの （１、４６）

いずれも地文は結束第１種羽状縄文で、貼付帯上にはヘラ状施文具による刻みがある。

１はＨ－２７区の「土器集中１」から出土したものである（図Ⅴ－２）。全体の３分の２が残存する。

平縁で口唇に沿って粘土紐をめぐらせ肥厚させ上位に沈線を沿わせて、「ハ」の字状に深く刻みを入

れている。粘土紐の端を内面に折り返しつまみ出し、向かい合わせで一対となる突起が形成されてい

る。その中央部下に縦にアーチ状の貼り付けがある。残りの３か所は剥落しているが痕跡がある。胴

部半ばには文様帯を区画する２条の貼付帯がめぐり、突起部直下から１条垂下させ、ほかは２本組み

の弧線、直線で文様を描いているようである。内面調整は丁寧であるが凹凸がある。胎土に輝石など

の鉱物の混入が顕著であるが海綿骨針は認められない。

４６ａ～ｆは同一個体の破片。いずれも剥落しているが口唇部直下（４６ａ）と体部（４６ｂ・ｅ・ｆ）

に施文がある。底部（４６ｃ）は丁寧に磨かれ比較的広い範囲が無文でやや張り出しが強い。

ａ－２類 縄文地で貼付帯上に施文のないもの（３、４８）

３は結束第１種羽状縄文のもので、口縁部はごく一部しか残存していない。底部はあまり張り出さ

ないもので、突起部あるいは波頂部を４か所に有するものであろう。文様帯下部は２条の貼付帯で区

切られ、波頂部から垂下する１条のものとで斜格子目状の文様が描かれている。口唇上から直下にか

Ⅴ 包含層出土の遺物
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図Ⅴ－１ Ⅲ群土器の分布

―６３―

】Ｓｅｒｖｅｒ／北埋調報告１８１　落部１遺跡　調査報告書／Ａ３（折り込みページ）／６３・６４  2003.01.21 11.09.05  Page 



図Ⅴ－２ 土器出土状況（１） 土器集中１・２

１ 土 器
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図Ⅴ－３ 土器出土状況（２） 土器集中３・４
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図Ⅴ－４ 土器出土状況（３） 土器集中５・６・７
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図Ⅴ－５ 土器出土状況（４） 土器集中８・９・１０・１１
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図Ⅴ－６ 土器出土状況（５） 土器集中１２・１３
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図Ⅴ－７ 土器出土状況（６） 土器集中１４・１５
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図Ⅴ－８ 土器の分布（１） 総点数、Ⅲ群、Ⅲ群ａ類、Ⅲ群ｂ類

１ 土 器
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図Ⅴ－９ 土器の分布（２） Ⅳ群ａ類、Ⅳ群ｂ類、Ⅴ群、Ⅵ群
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けて縄の圧痕がある。胎土に石英等の鉱物、小砂利の混入が目立つものである。４８は薄くて焼成の良

い土器である。棒状突起をやや肥厚させ凹ませ、斜行縄文地に２条単位の粘土紐で弧状の文様が配さ

れている。いずれにも胎土に海綿骨針は混入していない。

ａ－３類 無文地で貼付帯上は施文のあるもの（２）

２は全体の３分の１ほどが残存する。Ｌ原体による無節の縄文のもので、文様帯は突起部周辺と体

部上半の狭い範囲に限られ、この部分の縄文は一部残るところもあるが磨り消されている。突起下に

は貼付帯が交叉して付けられ小さな円形の貼り付けがあり、口縁部にも波状に施文されている。縄の

圧痕に加え、横走する貼付帯間に長めの撚紐を押捺している部分がある。胎土に小砂利の混入が目立

つ。

ａ－４類 無文地で貼付帯上に施文の無いもの（４、４７）

４は器高１４．６�、復元された中で最も小型のものである。結束第１種羽状縄文を施した後、文様帯
と底部を無文としているが前者では一部縄文が磨り消されず残っている。幅３�程と他のものと比べ
て細い粘土紐を口縁部では波状に、突起部では形状に添って三角形に貼り付けている。器面のものは

剥離しているものが多いが、基本的には２本一組の粘土紐により弧線状の文様がつけられているとみ

られる。突起下には三つにわかれた把手状の貼り付けが４か所にあったとみられ、図正面にのみ一部

が残る。焼成は良好で色調はにぶい赤橙色を呈する。胎土に白色岩片、鉱物が多く混入する。４７ａ・

ｂは棒状の突起部のある小型のもので、肥厚させた頂部には指頭でくぼみが付けられている。胎土に

海綿骨針は混入していない。

ａ－５類 貼付帯による文様が突起部周辺あるいは口縁部にのみ施文されるもの（９、１０、１９、２８、

３８～４５、４９）

このうち３８～４５、４９は全体は知られないが突起部の周囲に施文のあるものである。地文は結束第１

種羽状縄文（９、４１）、ＲＬ原体による斜行縄文（１０、２８、４２、４９）、結束第２種羽状縄文（１９）のも

がある。貼付帯上には撚糸の押捺（３８）、縄の圧痕（９、３９、１０、１９）、縄端の圧痕（４５）、ヘラ状施

文具での刻み（４０、４１、４３、４４）がある。

９は「土器集中５」から出土した（図Ⅴ－４）。全体の５分の３ほどが残存する。破片は多数あっ

たが接合できなかったものである。平縁で２個１対の突起があるが残存するのは１か所のみである。

縄文は浅く施され、口縁部の狭い範囲が無文で斜めに粘土紐の貼り付けがあり突起下にも廻っている。

内面の凹凸が著しい。「土器集中５」から混在して出土した１１と比べると器形、大きさ、胎土が良く

似ている。１０は「土器集中１」から出土したもの（図Ⅴ－２）。破片は２００点以上あったが半数以上が

接合されず、３つに大きく接合できた破片を器形を想定して復元した。平縁で胴部の張り出さない筒

形に近い器形で、底部は欠損しているが高さは３５�を優に超えるであろう。縄文は０段多条の原体で
粗く施文され横走気味のところもある。４か所に２個で一対となる粘土をつまみ出したような小さな

突起がある。残存するのはこの１か所のみで、突起下位には把手状の貼り付けが縦方向に、さらにも

う１か所では横位にある（実測図上）。向かい合わせで一対になる可能性がある。口唇の作り出しは

明瞭ではなく一部切り出し形、尖り気味の部分がある。口唇上と貼り付けには無文の細い粘土紐が波

状に付けられている部分と縄の圧痕のあるところがある。貼り付け部分はあらかじめ無文に調整され

ている。

１９は「土器集中６」から出土したものである（図Ⅴ－４）。焼成は良好で胎土、色調が４と非常に

良く似ており、炭化物が付着している。器面の縄文は結束部の回転が強調され、胴下半部の広い範囲

で無文となっている。突起部の直下には瘤状の貼り付けが２個ありその周辺にのみ粘土紐を廻らせ、

１ 土 器
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施文後上下をヘラ状工具で調整している。口唇上の刻みは断面が円形をした棒状工具を半割したよう

な工具によるとみられる。２８は口縁部は一部を除き欠損している。波頂部あるいは突起部が少なくと

も２か所にあり、狭い無文部に粘土紐の貼り付けがある。口唇は薄く切り出し方に成形され、縄文が

施されている。器面の凹凸が著しい。３８～４０は台形状の突起部で中央に孔が穿たれている。３８ａ・ｂ

は撚りの異なる三本一組の撚糸の押捺が、４１ａ・ｂはやや太目の貼付帯のもの。４２はレンズ状の文様

がある。胎土には白色岩片が多量に混入する。４３～４５は口縁部に添って貼付されるもので、４５は１に

類する貼り付けである。４９ａ・ｂは突起下に円形の貼り付けがあり、口縁に添ってある貼付帯が剥落

した痕跡がある。

ｂ類 縄文地に沈線で文様が描かれるもの（５～７）

２条ないし３条一組の沈線で突起部から垂下する文様、弧状、菱形などの直線的な文様（５）が描

かれている。地文は複節のもの（５）、ＬＲ原体による斜行縄文に結節の回転文を加えるもの（６、

７）で、後者では口唇上に縄の圧痕がある。

５はＧ－２７区、Ｈ－２７区の「土器集中１・２」から出土した（図Ⅴ－２）。口縁部の一部を欠くが

全体の９割以上が復元されている。口縁の向かい合う２か所に注口部と突起部を有する深鉢形土器で

ある。底部から直線的に立ち上がるが注口部を正面にすると左方に大きく傾いている。ＬＲＬ原体に

よる複節の縄文がほぼ全面に施され幅４�程の少し厚みのあるヘラ状工具により弧線をつなぐ文様が、
口縁部中心とした器面上部に描かれている。施文後口唇部の外側を指でつまみ出し平滑に成形し、幅

４、５�の無文の粘土紐を波状に貼り付けている（図版２３－４・５）。剥落しているが全面に付けら
れていたと見られる。口径が２．５�の注口部は全体を貼り付けたものではなく、一旦、口縁部を片口
形に作りその後アーチ状に粘土紐を貼り付け成形したようである。突起部は一部欠損しているが蝶ネ

ジ状である。いずれも正面、側面に沈線と同じ原体による刺突文がめぐっている。色調は１７によく似

ており赤橙色を呈し、使用された痕跡として胴上半部に炭化物が付着している。焼成は良好であるが

内外面の凹凸が比較的目立つ。胎土には小砂利が多く混じっている。６は口縁部から底部までのほぼ

全体が残っている。胴下半から底部にかけての比較的広い範囲が無文である。４か所に２個で一対と

なる棒状の突起があり、突起状は指頭で押され凹んでいる。それぞれの小突起に対応して粘土瘤の貼

り付けがあるが残存しているのは３か所だけである。０段多条のＬＲ原体による斜行縄文に結節の回

転文を加え地文とし、胴部をめぐる横走沈線で区画された中に文様が描かれるが、全体の割付が整っ

ていない。胴部の横走沈線には小さなドーナツ状の貼り付けがある。海綿骨針が比較的多く混入する。

７は器高２３．３�と小型のもので、全体の４分の３ほどが残存する。４か所に方形の突起部があり、
下位には短い粘土の貼り付けがあるが向かい合う突起下で形状が異なっている。細い撚りの原体によ

る斜行縄文が丁寧に施され結節の回転文である綾絡文がきれいに横走する。沈線文は突起部にも複数

めぐる。胎土に白色岩片の混入が顕著である。色調はにぶい赤橙色を呈する。

ｃ類 縄文のみのもの（８、１１～１８、２１～２３、２５～２８、３０、３４、５０～５３、５７～６０）

地文は結束第１種・結束第２種の羽状縄文、斜行縄文、斜行縄文に結節の回転文が加えられるもの

である。平縁のもの、口縁の４か所に小さな貼り付けや突起部があるもの、比較的大きな台形状突起

部を有するもの、棒状や小さな山形、方形、半円形状の突起部のあるもの等があり、口唇部には縄の

圧痕、ヘラ状工具や棒状工具での刻み、縄文が施されるが、施文のないものもある。

ｃ－１類 結束第１種羽状縄文のもの（８、１５、２１～２３、２７、５０、５３）

口唇には縄の圧痕（８、５０）、ヘラ状工具による刻み目（８、２１）の付けられているものや、縄文

が施されているもの（５３、２２）がある。

Ⅴ 包含層出土の遺物
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図Ⅴ－１０ 包含層出土のⅢ群ａ類土器（１）
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図Ⅴ－１１ 包含層出土のⅢ群ａ類土器（２）
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図Ⅴ－１２ 包含層出土のⅢ群ａ類土器（３）
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図Ⅴ－１３ 包含層出土のⅢ群ａ類土器（４）
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図Ⅴ－１４ 包含層出土のⅢ群ａ類土器（５）
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図Ⅴ－１５ 包含層出土のⅢ群ａ類土器（６）
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図Ⅴ－１６ 包含層出土のⅢ群ａ類土器（７）
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図Ⅴ－１７ 包含層出土のⅢ群ａ類土器（８）
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① 平縁のもの（５０）

５０は胴上半部までの２分の１が残存する。口縁部やや厚みがあり、まるみを帯びた角形である。結

束の縄は一方に０段多条の縄を使用している。

② 平縁で４か所に小さな貼り付けあるもの（８）

８は「土器集中４」のもので、大き目の破片がほぼ一か所にまとまっていた（図Ⅴ－３）。口縁の

一部分を除き底部までのほぼ全体が復元された。口縁部が外反する器形のもの。細い０段多条の原体

が使用されている。口縁部は粘土紐を貼り付けわずかに肥厚させ、４か所に２個一対の円形の貼り付

けを施している。貼り付けは親指大に楕円形に凹が付けられている。口唇には先端が二つに割れてい

るヘラ状工具による刻みと縄の圧痕があり（図裏面）、まったく施文されない部分もある。口縁部付

近は指で調整した跡が残り凹凸がある。胎土に鉱物、白色岩片、２㎜ほどの砂粒の混入が著しい。

③ 比較的大きな台形状突起部を有するもの（１５、５３）

１５は「土器集中１３」から出土した（図Ⅴ－６）。全体の５分の３ほどが残存する。突起部は指頭等

で調整され緩やかにくぼんでおり、二つの山形になっているものが１か所ある。口唇上に施文はなく

調整され丸みを帯びた角形、薄手になるところがある。５３ａ～ｆは口縁部から底部までの破片を図上

で復元したもの。突起部の中央には孔が穿たれている（５３ａ）。口唇断面は角形で、一部折り返して

肥厚させている部分がある（５３ｅ・ｆ）。口唇には縄文が施文されているが無文のところ（５３ｂ）も

ある。

④ 棒状、小さな方形の突起部のあるもの（２１～２３、２７）

２１、２２は胴部がやや膨らむ器形のものである。２１は図Ⅴ－１６－１６と混在して「土器集中９」から出

土した（図Ⅴ－５）。底部の張り出しが強い。突起部１か所のみが残存している。口唇直下のやや広

い範囲を無文とし、突起の下部に粘土を貼り付けた跡が２個対で残っている。内外面共に調整は丁寧

である。２２は全体の半分ほどが残存している。破片１９点は広範囲に広がっており、３０～４０�離れた破
片が接合している。口唇断面は切り出し形で、方形の突起部は粘土を貼り付け肥厚させ口唇上同様の

施文がある。胎土に石英等の鉱物の混入が顕著である。

２３は突起部をわずかに肥厚させ無文としている。２７は「土器集中１・２」から出土した（図Ⅴ－２）。

口縁部は半分程しか残っておらず、３か所に突起部あるいは波頂部の兆しが見られる。２３、２７の口唇

断面は尖り気味で施文は無い。

ｃ－２類 結束第２種羽状縄文のもの（１８、２４～２６、３０）

これらは棒状、小さな方形・舌状の突起があるものである。突起下に小さな粘土瘤を貼り付けるも

のがある（２４、３０）。口唇内面から口唇上にはいずれも縄の圧痕が施されている。

１８は「土器集中１」から出土したもの（図Ⅴ－２）であるが破片は広範囲に散在していた。上面観

が楕円形を呈するもので全体の５分の４ほどが残存する。底部は比較的広い範囲が無文となっている。

肥厚させた棒状の突起部は頂部に大きな凹みがあり、縄線が５条押捺されている。体部の原体を用い

たもので、突起中央の真下に結束部が当たるように施している。胎土、色調や表面の粘土の剥離の具

合が１６と非常に良く似ている。２４は突起部は一部しか残っていないが、２個一対となる小さな突起が

あるものと見られる。突起下にはわずかに粘土瘤が残り、楕円形の貼り付けがあったことが剥離痕か

ら知られる。１８、２４の内面調整は非常に丁寧である。

２５、２６は半円状の突起部を有するものである。いずれも口唇断面は尖り気味で、口唇上から内面に

かけて施文される縄の圧痕は２条を１単位としている。２６は胴下半部から底部にかけての磨きが顕著

である。２５はＯ－１８区の「土器集中１０」、２６は５�ほど離れたＮ－１７区の「土器集中８」から出土し
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たものである（図Ⅴ－５）。これら２つは大きさ、胎土、文様の施文の調子が非常に良く似ている。

３０は底部がやや強く張りだし、胴部の膨らみが無く直線的にたちあがる器形のもの。突起部を肥厚

させ内側には指頭によると見られる凹みがある。周辺には口唇同様縄の圧痕を施し、突起下の扁平な

粘土瘤では横位に押されている。地文は口縁部付近では羽状を構成するが、胴部では結束部分と斜行

縄文のみが施文される部分もある。残存する２つの突起部では縦方向に回転施文されている。胎土に

海綿骨針の混入が顕著である。

ｃ－３類 斜行縄文のもの（１１～１４、１６、１７、５１、５２）

ＲＬの縄文のもの（１１、１４、５１、５２）、ＬＲの縄文のもの（１２、１７）、結束のある斜行縄文のもの（１３）、

自縄自巻的縄文のもの（１６）がある。口唇には縄の圧痕（１４、１７、５１、５２）、ヘラ状工具での刻み目

（１２、１６）、棒状工具での刻み目（１１）、縄文の施されるもの（１３）がある。平縁のものでは口唇断面

は切り出し形である。

① 平縁のもの（１３、５１）

１３は「土器集中１・２」から出土したもの（図Ⅴ－２）。全体の５分の３ほどが残存する。口唇直

下と底部を除きほぼ全面に丁寧に施文されている。内面も底部まできれいに調整されている。胎土に

白色岩片が少し混入する。５１ａ・ｂは太目の原体による縄文が粗く施文されるもので、胎土には径２、

３�の小砂利が多く混じる。
② 平縁で４か所に小さな突起や貼り付けがあるもの（１１、１２）

１１は「土器集中５」から出土したもの（図Ⅴ－４）。口縁部から胴下半部まで接合したものと底部

片を器高を想定し復元したもので、図の裏側はほとんど欠損している。口縁部が比較的強く外反する

器形のもので、平縁ではあるが少し波打つ部分もある。４か所の突起はごく小さな方形で頂部が凹ん

でいる。口唇の刻みは深く付けられ、意図的かどうかはわからないが爪による刻みのある部分もある。

胎土の小砂利が抜け落ち小さな孔があいている。部分的に炭化物が付着する。１２は底部がごく一部し

か残っていなかったもので、１１と同様に高さを推定し復元した。小さな台形状の突起の下に粘土をつ

まみ出して成形されたかのような貼り付けがある。突起は１個しか残っていないが４か所にあったも

のとみられる。比較的太い原体による縄文が施されている。胎土に小砂利が混じる。

③ 比較的大きな台形状の突起部があるもの（１４、１６）

１４は「土器集中３」から出土した（図Ⅴ－３）。底部と胴部の一部を欠損するが全体の４分の３ほ

どが残存する。口唇断面は切り出し形で、突起部中央には楕円形の孔が穿たれている。器面の所々に

竹管状工具の背面での調整跡が横位に観察される。内面は凹凸が著しい。

１６は「土器集中９」から出土したもの（図Ｖ－５）。全体の４分の３ほどが残存する。図手前から

後方に大きく傾き、さらに胴部から上半分は手で挟んで押しつぶしたかの様になっており、上面観は

楕円形である。復元された中では最も歪な土器である。器面は剥落が著しい。突起部は１４のものより

も小さめで２か所残存している。施文は浅く、無造作になされている。右下がりや横走するものなど

があり、０段ｌの縄を自縄自巻的に巻いた縄を原体としたとみられ、２条ずつが並列して撚糸文のよ

うに見えるところがある。部分的に結節の回転も加えている。施文後、幅５、６�ほどの先端がささ
くれだったヘラ状工具で器面を粗く調整している。胎土に白色岩片、鉱物が混じる。

④ 棒状、山形、方形の突起部のあるもの（１７、５２）

１７は口縁部から底部までの４分の３程が残存する。突起部は３か所残っており、２種２対になるよ

うである。一つは山形でもう一方は棒状である。前者では真下には上位が「Ⅴの字」様に二又の把手

状の粘土紐が貼り付けられ、この部分と肥厚させた口唇に１段の縄を折り曲げて押捺した圧痕が付け
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図Ⅴ－１８ 包含層出土のⅢ群ａ類土器（９）
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図Ⅴ－１９ 包含層出土のⅢ群ａ類土器（１０）
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図Ⅴ－２０ 包含層出土のⅢ群ａ類土器（１１）
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図Ⅴ－２１ 包含層出土のⅢ群ａ類土器（１２）
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られている。後者では頂部を凹ませその内の１か所には縄の押捺がある。器面は剥落した部分が多く、

胎土に混入していた小砂利が抜け落ちた小さな孔が無数にあるが、内面は平滑に調整されている。５２

ａ～ｅは底部はないが、図上で器形を復元したものである。突起部（５２ａ・ｂと５２ｄ）の形状は違わ

ないが一方には縦位にやや長めの縄の圧痕がある（５２ａ・ｂ）。突起下には横位に粘土紐が貼り付け

られていたようである。

ｃ－４類 縄文地に結節の回転が加えられるもの（２９、３４）

２９は全体の２分の１が残存する。２つ残る突起部は上部が欠損している。２５・２６に類する形態とみ

られる。ＬＲ原体による斜行縄文に１段Ｒの縄の結節の回転を加えている。この際右下がり無節の縄

文も施文することで単節と無節の羽状縄文になった部分がある。口唇断面は尖り気味では縄の圧痕が

深く付けられている。

３４は「土器集中７」から出土したもの。全体の３分の２ほどが残る。底部が張り出し胴部がやや膨

らむ器形のもの。口縁部の４か所に指でつまみ上げたような小さな貼り付けが２個一対である。口縁

部から胴下半部まではＲＬ原体による縦行気味の縄文に結節の回転を同じく縦方向に、ほぼ等間隔で

施文している。底部付近では斜行縄文で結節の回転も横位に加えられているが上部ほどは明瞭ではな

い。口唇断面は角形でヘラ状施文具での深い刻みがある。焼成良好で胎土に鉱物の混入が顕著である。

胴部上半の広い範囲に炭化物が付着する。

ｄ類 魚骨回転文のもの（２０ａ～ｄ）

２０ａ～ｄは底部以外は復元できなかったもので図上で器形を想定した。底部から直線的に立ち上が

るもので、器形の類似する１８と比較すると、底径が５�しか違わないことからほとんど同じか幾分大
きめであろう。ニシンタイプの椎骨を原体とした回転文がほぼ全面に施されている。突起部は２個残

存している。いずれも棒状で一つは肥厚させた頂部を凹ませ周囲に細い粘土紐をめぐらせている。そ

の直下にも貼り付けがあったようである（２０ａ）。もう一方は半分ほどの大きさの小振りのもので、

同様の粘土紐と縦に短い貼り付けがある（２０ｂ）。口唇上と頂部の凹み（２０ａ）には縄の圧痕がある

が頂部のものはＵ字状に曲げて押し付けている。胎土は白色岩片や鉱物が多く、小砂利の抜け落ちた

痕が無数に見られる。

ｅ類 その他全体の文様構成は不明である口縁、突起部の破片（５６～６０）

口唇上に縄の圧痕（５６、５７）、ヘラ状工具による刻み（５８）、縄端による刺突文（６０）がある。５６は

口縁部に沿って綾絡文が加えられるもので突起の頂部に縄をコイル状に巻いた馬蹄形圧痕文が施され

ている。本遺跡から出土した中で唯一馬蹄形圧痕が施文される例である。５８は薄手のもので綾絡文が

２条ある。５９は口唇に沈線が施文されるもので、６０は口唇直下が斜行、その下が横走する縄文のもの。

５９、６０は新しい段階のものである可能性がある。

ｆ類 ミニチュア土器（６６、６７）

６６ａ～ｃは無文のもの。小さいながらも突起部を肥厚させるなど丁寧に作り出されている。

２）見晴町式に相当するもの（３１～３３、５４、５５、６１～６５）

器形のわかるものでは、３か所ないし４か所に緩やかな波頂部を有するもの、４か所に山形突起部

を有するものがある。底部からほぼ直線的に立ち上がる器形のもので、底部の狭い範囲を無文にする

が、前段階ほどは張り出さない。突起部下には小さな貼り付けがあるもの（３１）、頂部に刺突や凹み

を加えるもの（５４、５５）がある。地文は主に斜行縄文（３１～３３、５４）、縦行気味の縄文（５５）である。

口唇断面は角形で施文されるもの（３１、３３）もみられる。破片資料ではあるが縄文地、無文地に沈線
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で文様を描くものがある（６１～６５）。

３１は「土器集中１２」出土のもの（図Ⅴ－６）。底部と胴部の一部を欠くほかほぼ全体が残る。胴部

がやや膨らむもので、０段多条の原体による縄文が口唇上から底部付近にまで施文されている。底部

付近は指頭での調整で凹凸が著しい。４か所にやや高さのある貼り付けがあり上位と両側面には棒状

工具による刻みがある。３２は４か所に緩やかな波頂部のあるもの。器高を想定して口縁部と胴部以下

の破片を復元したもので全体の２分の１ほどが残存する。色調はにぶい黄橙色で、胎土に海綿骨針が

顕著であることも含め、ほかのⅢ群ａ類土器とはやや趣を異にするものである。細い０段多条のＬＲ

原体を口縁部から胴部までは横位に、胴下半から底部では縦位に施しているが帯状になっているとこ

ろもある。全体に回転方向に規則性が無く、疎らに施文している様子が伺える。口唇上と口唇直下は

意識して作り出され、一部口唇上にも施文される。底部付近では施文後の磨り消しで凹凸が著しい。

３３は口縁部が全周しないが、胴部の大きさからみて３か所に波頂部があると見られる。胴部はあまり

張り出さない。縄文は器面に密に施文され横走気味のところもある。波頂部をやや肥厚させ刺突文を

加えている。全体に炭化物が付着している。５４は色調が灰褐色を呈するもので、肥厚させた頂部に深

い刻み目状の刺突がある。５５ａ・ｂは胎土に白色岩片、小砂利が多いもので器面の剥落が著しい。５４、

５５には海綿骨針は混入しない。

６１は角形の口唇上に刺突文があるもので、口縁の波形に沿うかとみられる直線的な沈線が見られる。

６２～６４は口唇断面が尖り気味のもので浅く施文された縄文地に弧線で文様が描かれている。６２、６３は

緩やかな波状口縁。６４ａ・ｂはＬ原体の無節の横走気味の縄文が浅く施されている。６５は６１～６４とは

趣きが異なり胎土に鉱物を含むが、海綿骨針が含まれない薄手のもの。縄文地かとみられ２条ないし

３条の沈線文で渦巻き、舌状の文様がある。新しい段階のものかもしれない。

Ⅲ群ｂ類（図Ⅴ－２２・２５・２６－３５～３７・６８～７６ 図版２９・３０・３３・３４ 表Ⅴ－１・２）

９４８点出土した。これらは榎林式、元和Ｄ群に関連の認められるものである。復元された３個体を

含め破片の９割以上が前述の③調査区北側の沢地形部分から出土している（図Ⅴ－１）。

平縁や複数か所に頂部のある波状口縁のものがある。器形はまっすぐに立ち上がり口縁部がやや外

反するもの（３５、３６）、底部からほぼまっすぐに立ち上がるもの（３７、７５）、胴部が比較的強く張り出

し頸部がくびれて口縁がゆるく外反するものがある。いずれも底部は狭い範囲を無文とし、あまり張

り出さない。口唇の作り出しが明瞭で内面から口唇直下にかけて磨いて無文とすることが顕著に認め

られる。口唇上に刺突文と沈線を引くもの、縄文、撚糸文のみのもの、体部に沈線で文様を描くもの

がある。

１類 やや肥厚させた口唇上に沈線文をめぐらすもの（６８～７３）

６８はＬＲ原体による横走気味の縄文のもので台形状の頂部の刺突から左右に幅広の沈線が浅く引か

れる。胎土に海綿骨針の混入が顕著である。６９ａ～ｄは平縁と見られ、Ｒ原体による無節の縦行縄文

が施されている。口縁部の破片（６９ａ）のうち１点は９０�以上離れた地点から出土したものである。
７０は波状縁のもので頂部に凹み状の縦の刺突が加えられている。７１は縄文地に沈線による文様があ

るものであるが、器面にヌメリがあり大きさに比べ軽い土器である。７３には縄文がある。

２類 縄文のみもの（３５、３７、７４）

３５、３７は０段多条のＲＬ原体による縦行縄文、７４はＬＲ原体による斜行縄文のもの。３５は全体の３

分の２が残存する。口唇断面は丸みを帯びる。底部は幾分粘土が外側にはみ出るところがあるけれど、

本来的には張り出さないのであろう。縄文は底部付近では斜行気味となっている。口縁部から胴上半

Ⅴ 包含層出土の遺物
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図Ⅴ－２２ 包含層出土のⅢ群ｂ類土器（１）

１ 土 器
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図Ⅴ－２３ 包含層出土のⅢ群ａ類土器（１３）

Ⅴ 包含層出土の遺物
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図Ⅴ－２４ 包含層出土のⅢ群ａ類土器（１４）

１ 土 器
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図Ⅴ－２５ 包含層出土のⅢ群ａ類土器（１５）・Ⅲ群ｂ類土器（２）

Ⅴ 包含層出土の遺物
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部には炭化物が付着する。３６と同様に丁寧に施文、作られている土器である。３７ａ～ｄは破片は多く

あったが復元できたのは胴部下半から底部までの一部分である（３７ｂ）。器高は３０�を超えるであろ
う。口縁を折り返しやや肥厚させ、その下をヘラ状工具でなぞって無文にしている（３７ａ）。口唇上

には縄端による刻みが付けられている。海綿骨針が混入している。

７４ａ～ｃは破片は多数あったが接合できなかったのもので図上で復元した。２か所に緩やかな山形

の波頂部があるが口縁は全体に波打っている。底部はやや張り出し気味である。縄文は粗く施文され

ている。胎土に小砂利が多く混じる。

３類 撚糸文のみのもの（３６、７５）

３６は「土器集中１５」から出土したもので（図Ⅴ－７）、ほぼ全体が復元された。口唇は丁寧に作り

出され断面は切り出し形を呈する。Ｒ原体を密に右巻きにした節が間のびする撚糸文が丁寧に施文さ

れている。内面はヘラ状施文具による横方向の調整痕が明瞭に残る。胎土に白色岩片や小砂利が混入

し、それらが抜け落ちた孔が顕著である。海綿骨針は混入しない。口縁部から胴半ばまで炭化物が付

着する。７５ａ～ｅは破片が広範囲から出土しているが、２割ほどしか接合できなかった。口唇の作り

出しはあまり明瞭ではなく、丸みを帯びるところと尖り気味のところがある。小さな山形の波頂部が

あり、原体はＲの縄を緩く間隔をあけて巻いているものである。条が交差するところ（７５ｄ）、口縁

部付近では横走するところがある。底部は比較的広い範囲が無文である。炭化物が付着する。胎土は

粗く、径２�前後の小砂利が多く混じるが、海綿骨針は認められない。
４類 胴部に垂下する沈線文や縦に蛇行する線、渦巻き文で文様が描かれるもの（７６ａ～ｅ）

口縁と底部を欠くが７４に類する比較的胴部の張り出す器形（７６ｄ）になるとみられる。７６ａ・ｃに

横走する沈線文が２条認められ、これらは頸部の括れる部分をめぐるものとみられる。少なくとも口

縁部から垂下する文様が３単位ある。体部は撚糸文を重複施文し網目状になっている。焼成良好で胎

土に海綿骨針がわずかに混じる。

Ⅲ群土器の底部（７７～９０）

ほとんどはⅢ群ａ－３類のものとみられる。８６～９０は同一個体のもので表面がにぶい黄橙色、内部

が黒褐色を呈する破片で大きさに比較し軽く、硬質な感じのするものである。全体にヌメリがあり胎

土に海綿骨針は混入せず、小砂利が顕著である。Ⅲ群ｂ類の口縁部７１に良く似ている。

（２）縄文時代後期の土器

Ⅳ群ａ類（図Ⅴ－２７－９１ａ～ｃ 図版３４ 表Ⅴ－３）

３４点出土している。調査区北側の沢地形部分にややまとまっている。９１ａ～ｃは破片の大部分がⅢ

層１回目、２回目の調査で出土した。器高は３０�を超すとみられる大型のもので、焼成が非常に良く
厚さは５�と薄手である。口縁のごく一部と胴部の破片がある。口縁部に沿って幅の狭い扁平な粘土
紐をめぐらせ口唇上を平滑にナデ調整している。０段多条のＬＲ原体による縄文が丁寧に施され、口

縁部では縦方向に施文し条の向きを変えている。胎土に長石などの混入が顕著であるが、海綿骨針は

含まれない。炭化物が付着している。天祐寺式に相当するものである。

Ⅳ群ｂ類（図Ⅴ－２７－９２～９４ 図版３４ 表Ⅴ－３）

５点出土している。いずれも無文の口縁部、胴部の破片である。９２ａ・ｂは頸部がくびれ外反する

もの。この破片にのみ海綿骨針が混入する。胎土や口縁部の形状から手稲式相当のものと考えられる。

１ 土 器
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（３）縄文時代晩期の土器

Ⅴ群ｃ類（図Ⅴ－２７－９５ 図版３４ 表Ⅴ－３）

３４点出土している。調査区中央部南側に２か所のまとまりがある。９５はＧ－２１－ｃ区のⅢ層１回目

の調査で出土した。あらかじめ０段多条のＬＲ原体による斜行縄文を全体に施し頸部の沈線の施文範

囲のみを磨り消している。口縁部には形状は異なるがいずれも二つの山のある突起が３か所にある。

頸部の上位と下位の沈線文の突起に対応する位置には小さな２個１対の貼り瘤が、刻みを入れただけ

の突起では１個あり、各の沈線はそこから配されている。貼り瘤はいずれも扁平である。蝶ネジ状の

突起下では貼り瘤の間も沈線で三角形状に刻むことで一見工字文風となっている。内面にも突起の形

状をなぞるようにして太いヘラ削りの沈線文が１条めぐっている。胴部では上下２条の沈線で区画さ

れた中に弧状の線で文様が描かれている。非常に焼成が良く、器面には黒色物質の付着が認められる。

尾白内Ⅰ群（千代肇１９８１）に関連するとみられ、大洞Ａ式の中でも最も新しい段階に位置付けられる

可能性がある。

（４）続縄文時代の土器

Ⅵ群（図Ⅴ－２７－９６～９９ 図版３０・３４ 表Ⅴ－４）

６９点出土している。９６ａ～ｄは調査区の南端標高３７�前後の地点、北西から南東に延びている「管
理用道路部分」のⅢ層２回目でややまとまって出土したものである。破片は多くあったがほとんど接

合されなかった。０段多条の細い原体による斜行縄文が施されている。やや上げ底気味である（９６ｄ）。

９７、９８は縦行縄文のもので、これらは恵山式に相当するものとみられる。

９９ａ～ｄは調査区北側の沢地形部分のⅢ層１回目で出土した。口縁部の破片は多数あったが接合で

きなかった。緩やかな山を持つ波状口縁の小型の鉢形土器。わずかに上げ底である（９９ｂ）。器高は

１５、６�程度とみられる。口縁部は幅１�ほどの範囲が無文で、口唇直下に１条微隆起線をめぐらせ
口唇上と微隆起線上には断面が三角形の刻みを入れているが、施文されない部分もある（９９ａ）。９９

ｃでは口唇を肥厚させ波頂部の中央に切り込みが付けられている。胴上半では横走する縄文が（９９ｄ）、

胴半ばから底部では縦行、やや斜め方向に間隔をあけて帯状に施文されている（９９ｂ）。内外面の調

整は余り丁寧ではなく、後から貼り付けた粘土の塊がいくつも観察される。底部付近に炭化物が付着

する。胎土には１、２�ほどの小砂利、海綿骨針が混入する。後北Ｃ２・Ｄ式に相当するものである。
（遠藤香澄）

Ⅴ 包含層出土の遺物
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図Ⅴ－２６ 包含層出土のⅢ群ａ類土器（１６）・Ⅲ群ｂ類土器（３）

１ 土 器
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図Ⅴ－２７ 包含層出土のⅣ群ａ類・Ⅳ群ｂ類・Ⅴ群・Ⅵ群土器

Ⅴ 包含層出土の遺物
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２ 石器等

今回の調査により包含層から出土した石器、礫・礫片、土・石製品の総数は９２５点である。定形的

石器について接合・未接合を問わず同一個体と判断したものを１点として計算すると総数は６９４点で

ある。

剥片石器群では石鏃、石槍またはナイフ、つまみ付きナイフ、スクレイパー、石核、Ｒフレイク、

Ｕフレイク、フレイクが出土した。石錐、両面調整石器は出土していない。磨製石器群では石斧が出

土した。擦り切り残片、研磨石材、石のみは出土していない。礫石器群ではたたき石、すり石、半円

状扁平打製石器、北海道式石冠、砥石、台石・石皿が出土した。石鋸、石錘は出土していない。

石器群毎の内訳は剥片石器群２０９点、磨製石器群１１点、礫石器群７０５点である。個体数では剥片石器

群２０８点、磨製石器群１０点、礫石器群４６０点で土製品３点、石製品１点、その他１３点である（表Ⅰ－３）。

個体数を対象とした包含層に占める器種毎の割合は剥片石器群ではフレイクが４０．４％を占め、スク

レイパー２６．４％、Ｕフレイク１７．３％と続く。フレイクを除く剥片石器群の割合はスクレイパー４４．４％、

Ｕフレイク２９．０％、Ｒフレイク１３．７％、石鏃・つまみ付きナイフ５．６％、石槍またはナイフ・石核０．８％

である。フレイクが少なく、定形的石器の占める割合が比較的高いことが特徴である。

礫石器群では礫・礫片が７３．３％、台石・石皿８．５％、たたき石８．０％と続く。礫・礫片を除く礫石器

群の割合は台石・石皿３１．７％、たたき石３０．１％、半円状扁平打製石器２３．６％、すり石１０．６％、砥石２．４％、

北海道式石冠１．６％である。台石・石皿は明瞭な使用痕が認められないものも含んでいるため数が多

くなっている。それを除くと、北海道式石冠が非常に少ないことが特徴である。

本遺跡では住居跡が２軒確認されたが、いずれも規模が小さく仮小屋的要素が強いものである。そ

して、Ｔピットの存在および、スクレイパーや石鏃、つまみ付きナイフなどの剥片石器群が多く、北

海道式石冠が少ないことから、本遺跡は定住的要素が少なく、主に狩猟場としての傾向が強いと推測

される。石核・フレイクが少ないこと、剥片の一部を加工したり使用したＲフレイク・Ｕフレイクが

多いことも非定住性を裏付けるものと考えられる。

剥片石器群の石材は頁岩がほとんどを占め、めのう、黒曜石、流紋岩が少数あった。なお、出土し

た８点全ての黒曜石について原産地分析を行った（第Ⅵ章２）。その結果、全て赤井川産であった。

最も遺跡に近い豊浦町の豊泉産のものは無い。磨製石器群では緑色泥岩が多く、粘板岩、泥岩が各１

点あった。礫石器群では安山岩が多く、石英斑岩、砂岩、軽石が少数あった。

［剥片石器群］

石鏃（図Ⅴ－３４－１～７、図版３５、表Ⅴ－５）

７点が出土し、全てを図示した。出土点数の分布は図Ⅴ－２８に示した。調査区全域に散在し、周辺

から遺物がほとんど出土しないグリットでも石鏃だけが出土する例がある。

１は木葉形に近い無茎鏃（ⅠＡ４）。２～７は有茎鏃（ⅠＡ５）で２～６は凸基、７は平基である。

３・４・６・７は尖頭部を、７は基部も欠損する。石材は１が黒曜石で、原産地分析によると赤井川

産である（Ⅵ章２、分析番号８２６６８試料番号１）。その他は全て頁岩である。

石槍またはナイフ（図Ⅴ－３４－８、図版３５、表Ⅴ－５）

１点がＫ－３６－ｂ区から出土した。８は有茎のもの（ⅠＢ１）で一次剥離面を残す。石材は頁岩で

ある。

２ 石器等
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つまみ付きナイフ（図Ⅴ－３４－９～１５、図版３５、表Ⅴ－５）

７点が出土し、全てを図示した。出土点数の分布は図Ⅴ－２８に示した。土器が比較的多く出土する

区域にまとまる傾向がある。

９・１０は片面の周縁を加工したもの（ⅢＡ１ｃ）。９は両側縁に刃部を作出している。１１・１２は横

型もしくは斜形のもの（ⅢＡ３）。１２のつまみ部は礫面を残す。１３～１５は素材の剥片の形状を大きく

変えず、つまみ部を作出したもの（ⅢＡ４）。いずれも明瞭な刃部は作出されていない。石材はいず

れも頁岩である。

スクレイパー（図Ⅴ－３４～３７－１６～５１、図版３５・３６、表Ⅴ－５）

５５点が出土した。分類別の内訳はⅢ群Ｂ２ａ類２３点、Ⅲ群Ｂ２ｂ類１１点、Ⅲ群Ｂ２ｃ類４点、Ⅲ群

Ｂ３ａ類１点、Ⅲ群Ｂ３ｂ類６点、Ⅲ群Ｂ３ｃ類１点、Ⅲ群Ｂ６類１点、Ⅲ群Ｂ７類１点、Ⅲ群Ｂ８

類４点、Ⅲ群Ｂ９類３点である。この内３６点を図示した。全て片面加工である。出土点数の分布は図

Ⅴ－２８に示した。調査区全域に散在しているが、斜面上方、下方およびその中間部の大きく３ヶ所に

分布が分かれる。土器が比較的多く出土する区域にまとまる傾向がある。

１６～２９は縦長剥片を用い側縁を加工したもので刃部が外湾するもの（ⅢＢ２ａ）。１７は下側縁に、

１９・２２・２６・２７は両側縁に刃部が作出されている。２４は安山岩？の円礫の剥片を用いたもの。３０～３６

は直線状のもの（ⅢＢ２ｂ）。３５は両側縁に刃部が作出されている。３７～４０は刃部が内湾するもの（Ⅲ

Ｂ２ｃ）。３８・３９は二側縁に刃部が作出され、いずれも内湾もしくは内湾気味である。４１は横長剥片

を用い、刃部が外湾するもの（ⅢＢ３ａ）。４２～４７は刃部が直線状のもの（ⅢＢ３ｂ）。４８は内湾気味

のもの（ⅢＢ３ｃ）。横長剥片を用いたものはいずれも下側縁に刃部が作出される。４９は尖端部のあ

るもの（ⅢＢ６）。５０は抉りこみのあるもの（ⅢＢ７）。５１は素材となる剥片の形状をあまり変えない

もの（ⅢＢ８）。この内、１７・２３～２５・２７～３１・３５・３６・３９・４１・４３～４５・４７・４８・５１は礫面を、１９

～２１・２６・３３・３４・３７・４０・４６・４９・５０は節理面を残している。このことから、比較的小さい原石を

用いて製作したと推測される。

石材は１６・５１が黒曜石で、原産地分析によるといずれも赤井川産である（Ⅵ章２、分析番号８２６６９

試料番号２、分析番号８２６７０試料番号３）。また１７・２３・３１・３２・４４・４５はめのう、２４は安山岩？、４７

は流紋岩で他は全て頁岩である。

石核（図Ⅴ－２９）

石核の破片と推測されるもの１点がＩ－２９－ｄ区から出土したが、小破片のため掲載していない。

石材は頁岩である。

［磨製石器群］

石斧（図Ⅴ－３７－５２～５６、図版３６、表Ⅴ－５）

器表面の剥落した破片を含めて１０点が出土した。分類別の内訳はⅥ群Ａ２類１点、Ⅵ群Ａ４類４点、

破片などのⅥ群Ａ９類５点である。この内、破片を除く５点を図示した。出土点数の分布は図Ⅴ－３０

に示した。調査区全域に散在しており、石鏃と同じく他に遺物がほとんど出土しないグリットからも

出土する特徴がある。

５２は打ち欠きにより形を整え、刃部・側縁などを磨いて製作されたもの（ⅥＡ２）で、節理面を残

す。片刃で偏刃である。５３～５６は全面磨製（ⅥＡ４）で、成・整形方法が不明のもの。５３・５４は片刃

で円刃のもの。５４にはたたき痕も見られる。５５・５６は両刃で５５が偏刃、５６は円刃のもの。いずれも基

部を欠損する。石材は５２が粘板岩、５６は砂岩で、その他は緑色泥岩である。

Ⅴ 包含層出土の遺物
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［礫石器群］

たたき石（図Ⅴ－３８－５７～７５、図版３７、表Ⅴ－５）

個体数で３７点が出土した。分類別の内訳はⅦ群１類２５点、３類８点、４類４点である。この内１９点

を図示した。出土点数の分布は図Ⅴ－３０に示した。３７ラインより斜面下方に比較的多く分布する傾向

がある。

５７～６７は棒状礫もしくは扁平礫の一端もしくは両端にたたき痕のあるもの（Ⅶ１）。６１は三角錐状

の礫の頂部３ヶ所にたたき痕が見られる。６２～６５は両端に打ち欠きのあるもので、つぶれたたたき痕

がほとんど無いか見られないもの。６５は腹背面に炭化物が付着している。６６・６７は端部の他に腹背面

の一部にもたたき痕のあるもの。

６８～７１は扁平礫の腹背面にたたき痕のあるもの（Ⅶ３）。長軸長が短く、たたき痕が基本的に腹背

面のいずれかもしくは両面の各１ヶ所で、たたき痕も浅いものを本類とし、Ⅶ群４類と区別した。６８・

６９は円礫に近い小さいものを、７０・７１は扁平礫を用いている。

７２～７５はくぼみ石と称されるもの（Ⅶ４）。出土した全てを図示した。いずれも長円形の扁平礫を

用い、長軸上に２ヶ所並んで、深いくぼみ状のたたき痕があるもの。７４を除いて腹背両面にくぼみ状

のたたき痕がある。石材は６１が石英斑岩、７３は砂岩で、その他はいずれも安山岩である。

すり石（図Ⅴ－３９～４２－７６～１０３、図版３８～４０、表Ⅴ－５）すり石については細分ごとに記述する。

なお、断面三角形の礫の稜にすり面のあるもの（Ⅷ１）、円礫などの一部にすり面のあるもの（Ⅷ５）

は出土していない。

扁平礫の側縁にすり面のあるもの（Ⅷ２）（図Ⅴ－３９－７６～８３、図版３８、表Ⅴ－５）

１３点が出土し、８点を図示した。機能部の打ち欠きが顕著でないもの、周縁の打ち欠きが全周せず

長軸両端のみのものは本類に分類した。出土点数の分布は図Ⅴ－３１に示した。３８ラインよりも斜面下

方でＪ～Ｎラインにはさまれた沢地形部分周辺に多く分布する。

７６～８３は扁平礫の側縁にすり面のあるもの（Ⅷ２）で、７６・７７を除きいずれも長軸両端に打ち欠き

がある。７９は上下両側縁にすり面のあるもの。８０は上側縁を打ち欠き半円状扁平打製石器状に加工し

たもの。すり面に顕著な打ち欠きが見られなかったので本類とした。石材はいずれも安山岩である。

半円状扁平打製石器（Ⅷ３）（図Ⅴ－４０・４１－８４～１０１、図版３８～４０、表Ⅴ－５）

個体数で２９点が出土した。多くは扁平礫を用い、周縁もしくは片面・両面の全面を半円状に打ち欠

いて整形し弦をするものである。なかには平坦なすり面が無く断面形が「Ｖ」字状になるものもある。

周縁の打ち欠きが全周していないものもあるが、機能部の打ち欠きが顕著なものは本類に分類した。

半円状扁平打製石器は主に製作方法からａ～ｆ類に７細分した。ａ類：腹背面ともに礫面を残し主

に機能部のみを打ち欠いたもの。ｂ類：腹背面ともに礫面を残し周縁のみを打ち欠いたもの。ｃ類：

図裏面に礫面を残し、更に図正面の一部にも礫面を残しほぼ全周を打ち欠いたもの。ｄ類：図裏面に

礫面を残し、図正面の全面を打ち欠いたもの。ｅ類：破片。ｆ類：未成品。個体数２９点のうち細分毎

の内訳はａ類：３点、ｂ類：１点、ｃ類：８点、ｄ類：９点、ｅ類３点、ｆ類：５点である。この内

ほぼ全体の形がわかる１８点を図示した。出土点数の分布は図Ⅴ－３１に示した。全域に散在して出土し

ているが、土器の多く分布する周辺にまとまる傾向がある。

８４～８６はａ類でいずれも平坦なすり面があるもの。８４・８５は機能部の打ち欠きから本類とした。８７

はｂ類ですり面の幅は１．６㎝と最も広い。８８～９２はｃ類で、８８を除いて平坦なすり面がある。９０の長

軸両端には打ち欠きがある。９３～９８はｄ類で、この内９３～９５は一部を除いて平坦なすり面がなく、断

面形が「Ｖ」字状になるもの、９６～９８は平坦なすり面のあるもの。９６は図右側の破片が被熱し赤褐色

２ 石器等
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となっている。９９～１０１はｆ類の未成品。９９は周縁を打ち欠き、弦部に若干のたたき痕があるもの。

１００は弦部が被熱しており、そこを打ち欠いた後、長軸両端に大きな打ち欠きを施したもの。１０１は扁

平礫の周縁の一部を打ち欠いたもの。これらは打ち欠きを重視し未成品としたが、このまま礫器とし

て機能した可能性もある。石材はいずれも安山岩である。

北海道式石冠（Ⅷ４）（図Ⅴ－４２－１０２・１０３、図版４０、表Ⅴ－５）

２点のみが出土し、全てを図示した。出土点数の分布は図Ⅴ－３１に示した。

１０２・１０３ともに把握部のみを敲打し、溝を作出したもの。１０２の機能部にはたたき痕が見られる。

１０３は包含層Ｉ－２６－ｃ区出土土器（図Ⅴ－２４－５３ａ～ｆ）および１１１の台石に近接し出土した（図Ⅴ

－７）。石材はいずれも安山岩である。

砥石（図Ⅴ－４２－１０４・１０５、図版４０、表Ⅴ－５）

３点が出土し、この内２点を図示した。砥面に溝のあるもの（ⅨＢ１）は出土していない。出土点

数の分布は図Ⅴ－３１に示した。１０４は凝灰質砂岩製で腹背両面にすり面があるもの。１０５は軽石製で、

擦痕は不明瞭であるが、平坦面が数ヶ所形成されているため砥石と判断した。

台石・石皿（図Ⅴ－４２～４６－１０６～１２１、図版４０～４４、表Ⅴ－５）

破片も含めると２５０点が出土し、接合したものや同一個体と認識したものを除いて、個体数では３９

点が確認できた。台石は２９点で、この中には使用痕が見られないが、形態・出土状況から台石と推定

したものも含んでいる。この内８点を図示した。出土点数の分布は図Ⅴ－３２に示した。調査区全域に

散在するが、土器の多く分布する区域の周辺にややまとまる傾向がある。また、平坦なもしくはくぼ

んだ平滑な面があり、石皿としたものは１０点で、この内８点を図示した。分布は図Ⅴ－３２に示した。

主に沢地形部分から多くが出土した。

１０６～１１３は台石（Ⅹ）。１０６は腹背両面に窪み状のたたき痕がある。１０７は図正面に溝状のたたき痕、

図裏面に斜め方向のやや深い擦痕が数条あるもの。１０８はＦ－１に一部重なるように出土したもの（図

Ⅳ－１９）で、被熱し２つに割れていた。１１０はＨ－２に近接して出土したもの（図Ⅳ－６）。１０９・１１０

はいずれも浅く不明瞭なたたき痕がある。１１１は包含層Ｉ－２６－ｃ区出土土器（図Ⅴ－２４－５３ａ～ｆ）

および１０３の北海道式石冠に近接して出土したもの（図Ⅴ－７）。明瞭な使用痕は確認できないが出土

状況から台石とした。図裏面は被熱しており、器表面の多くが剥離している。１１２は包含層Ｌ－１６－

ｂ区出土土器（図Ⅴ－１２－９、図Ⅴ－１４－１１）に近接して出土したもので（図Ⅴ－４）、浅いたたき

痕のあるもの。１１３は器表面の多くが剥離し、周辺の包含層に散在していたもので、確認できた使用

面には斑状のたたき痕がある。

１１４～１２１は石皿（Ⅹ）で、この内１１７～１２１は沢地形部分から出土したもの（図Ⅳ－２０）。１１４は腹背

面ともにややくぼんだ使用面のあるもの。１１５・１１６は擦痕が不明瞭であるが、図正面の一部に平滑な

部分があるため石皿としたもの。１１７・１１８は若干くぼんだすり面のあるもの。１１９は凸状の腹背両面

にすり面のあるもので、図正面は平滑気味であるが、裏面は凹凸がある。１２０は一部にくぼんだ使用

面のあるもので、器表面は被熱し剥離した部分もある。１２１は平滑な使用面のあるもので、側縁の一

部は被熱し赤褐色を呈している。

石材は１１９が軽石で、他はいずれも安山岩である。

土製品（図Ⅴ－４６－１２２・１２３、図版４４、表Ⅴ－５）

１２２はＨ－２７－ｃ区で５点が出土し接合した土製品。三角錐状で中央部に直径１㎝ほどの孔がある。

胎土には砂が多く入っており、Ⅲ群ｂ類土器に類似する。１２３は小型の漏斗状の土製品。無文で、若

Ⅴ 包含層出土の遺物
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図Ⅴ－２８ 包含層出土の石器の分布（１） 石鏃・石槍またはナイフ・つまみ付きナイフ・スクレイパー

２ 石器等
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図Ⅴ－２９ 包含層出土の石器の分布（２） 石核・Ｒフレイク・Ｕフレイク・フレイク（頁岩）

Ⅴ 包含層出土の遺物
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図Ⅴ－３０ 包含層出土の石器の分布（３） フレイク（その他）・石斧・たたき石

２ 石器等
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図Ⅴ－３１ 包含層出土の石器の分布（４） すり石・北海道式石冠・半円状扁平打製石器・砥石

Ⅴ 包含層出土の遺物
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図Ⅴ－３２ 包含層出土の石器の分布（５） 台石・石皿・礫・礫片・安山岩礫片・泥岩・粘板岩礫片

２ 石器等
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図Ⅴ－３３ 包含層出土の石器の分布（６） 軽石・土製品・石製品・焼成粘土塊

干内湾気味にすぼまる器形である。

なお、他に土製円盤の可能性のある土器片も出土したが、小破片であったため掲載していない。

石製品（図Ⅴ－４６－１２４・１２５、図版４４、表Ⅴ－５）

１２４は小型石斧状の石製品で、Ｍ－３７－ｄ区から出土したもの。全面が研磨され整形されたもので、

刃部は作出されていない。石材は泥岩である。１２５は一部に磨かれた痕跡の見える粘板岩片で、Ｊ－

１４－ａ区から出土したもの。石斧片とも推測されるが、磨かれた部分の形状から石棒もしくは魚形石

器破片の可能性があるため、石製品とした。 （藤原）

Ⅴ 包含層出土の遺物
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図Ⅴ－３４ 包含層出土の石器（１） 石鏃・石槍またはナイフ・つまみ付きナイフ・スクレイパー

２ 石器等
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図Ⅴ－３５ 包含層出土の石器（２） スクレイパー

Ⅴ 包含層出土の遺物
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図Ⅴ－３６ 包含層出土の石器（３） スクレイパー

２ 石器等
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図Ⅴ－３７ 包含層出土の石器（４） スクレイパー・石斧

Ⅴ 包含層出土の遺物
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図Ⅴ－３８ 包含層出土の石器（５） たたき石

２ 石器等
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図Ⅴ－３９ 包含層出土の石器（６） たたき石・すり石

Ⅴ 包含層出土の遺物
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図Ⅴ－４０ 包含層出土の石器（７） 半円状扁平打製石器

２ 石器等
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図Ⅴ－４１ 包含層出土の石器（８） 半円状扁平打製石器

Ⅴ 包含層出土の遺物
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図Ⅴ－４２ 包含層出土の石器（９） 北海道式石冠・砥石・台石・石皿

２ 石器等
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図Ⅴ－４３ 包含層出土の石器（１０） 台石・石皿

Ⅴ 包含層出土の遺物

―１１８―



図Ⅴ－４４ 包含層出土の石器（１１） 台石・石皿

２ 石器等
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図Ⅴ－４５ 包含層出土の石器（１２） 台石・石皿

Ⅴ 包含層出土の遺物
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図Ⅴ－４６ 包含層出土の石器（１３） 台石・石皿・土製品・石製品

２ 石器等

―１２１―



表Ⅳ－１ 遺構規模一覧（１） 住居跡

表Ⅳ－２ 遺構規模一覧（２） 土壙

表Ⅳ－３ 遺構規模一覧（３） Ｔピット

表Ⅳ－４ 遺構規模一覧（４） 焼土・炭化物集中

表Ⅳ－５ 遺構規模一覧（５） 集石

遺 構 位置（調査区）
確認面 床面 単位（�）

平 面 形 長軸方向 時 期 遺 物 備 考
長軸 × 短軸 ／ 長軸 × 短軸 ／ 深さ

Ｈ－１ Ｎ－３８－ｃ・ｄ、Ｎ－３９－ａ・ｂ ２９３ × ２４８ ／ ２１８ × １６４ ／ ３８ 楕円形 Ｎ－３°－Ｅ 中期前半 土器３０８点、石器など２点 土器集中４個体

Ｈ－２ Ｎ－１６、Ｎ－１７－ａ・ｂ ３５１ × ３２８ ／ ３０２ × ２６８ ／ ５５ 不整楕円形 Ｎ－２４°－Ｗ 中期前半 土器８点、石器など１点 周辺に遺物が多い

遺 構 位置（調査区）
確認面 底面 単位（�）

平 面 形 長軸方向 時 期 遺 物 備 考
長軸 × 短軸 ／ 長軸 × 短軸 ／ 深さ

ＴＰ－１ Ｋ－３７－ｃ・ｄ、Ｋ－３８－ａ・ｂ ２６３ × １１４ ／ ２８１ × ２６ ／ １５２ 溝状 Ｎ－８５°－Ｅ 不明 礫１

ＴＰ－２ Ｉ－３４－ｂ・ｃ・ｄ ２６５ × ９５ ／ ２６８ × ２５ ／ １４９ 溝状 Ｎ－７１°－Ｅ 不明 台石１、礫１ 壙底面に大型礫なし

ＴＰ－３ Ｇ－３０－ｃ・ｄ、Ｇ－３１－ａ ３１５ × ８２ ／ ２８８ × ２４ ／ １２５ 溝状 Ｎ－５１°－Ｅ 不明 土器１、礫１

ＴＰ－４ Ｍ－２６－ｃ・ｄ ３０１ × ７３ ／ ２７４ × ２１ ／ １０９ 溝状 Ｎ－６１°－Ｅ 不明 礫１

ＴＰ－５ Ｍ－２８－ｂ～ｄ、Ｍ－２９－ａ・ｂ ２８４ × １０３ ／ ２５６ × ２０ ／ １４２ 溝状 Ｎ－８４°－Ｅ 不明 なし 壙底幅が狭い

ＴＰ－６ Ｍ－２０－ｃ、Ｍ－２１－ｂ、
Ｎ－２０－ｄ、Ｎ－２１－ａ ３３６ × １３３ ／ ３６２ × ３０ ／ １６３ 溝状 Ｎ－２１°－Ｗ 不明 土器５３、半円状扁平打

製石器１、台石１、礫１
木根撹乱の影響を
受ける

ＴＰ－７ Ｋ－３０－ｂ・ｃ、Ｌ－３０－ａ・ｄ ３３８ × １３５ ／ ３１５ × ３２ ／ １２０ 溝状 Ｎ－６１°－Ｅ 不明 なし

遺 構 位置（調査区）
規模 単位（�）

確認面 時 期 遺 物 備 考
長軸 × 短軸 ／ 深さ

Ｆ－１ Ｎ－４２－ａ ４９ × ２４ ／ ４ Ⅲ層２回目 中期前半 なし 直上に台石（№１０８）

Ｆ－２ Ｏ－３３－ａ ５７ × ３２ ／ ４ Ⅲ層２回目 中期前半 なし 周辺に炭化物散在

Ｆ－３ Ｍ－４１－ｃ ３０ × ３０ ／ ３ Ⅲ層１回目 中期前半？ なし 沢地形部分で検出

Ｆ－４ Ｈ－３８－ｂ ５７ × ２５ ／ ９ Ⅲ層４回目 中期前半 なし 周辺に土器片

Ｆ－５ Ｌ－４１－ｂ ２８ × ２３ ／ ６ Ⅲ層５回目 中期前半 なし 沢地形部分で検出、S－２に近接

Ｆ－６ Ｎ－３３－ｂ １４４ × ７０ ／ ８ Ⅲ層３回目 中期前半 なし 大きく３ヶ所に分かれる

Ｆ－７ Ｋ－３７－ｂ ８ × ７ ／ ２ Ⅲ層４回目 中期前半 なし 周辺に炭化物散在、焼土は一部

Ｆ－８ Ｍ－１８－ｃ、Ｎ－１８－ｄ ６１ × ２９ ／ ５ Ⅲ層１回目 中期前半 なし 斜面に流れる

Ｆ－９ Ｍ－１０－ｂ ４０ × ３５ ／ １２ Ⅲ層風倒木 中期前半 なし 同じ風倒木痕中に土器集中あり

Ｆ－１０ Ｍ－２４－ｄ ４４ × ３０ ／ ７ Ⅲ層２回目 中期前半？ なし 周辺に遺物無し

Ｆ－１１ Ｎ－１４－ａ・ｂ ６５ × ４８ ／ ３ Ⅲ層３回目 不明 なし 周辺に遺物無し

Ｆ－１２ Ｇ－１２－ｃ ６０ × （３２）／ １２ Ⅲ層２回目 不明 なし 風倒木痕中の焼土、人為的ではないか

Ｆ－１３ Ｎ－３０－ｃ、Ｎ－３１－ｂ １９ × ９ ／ ８ Ⅲ層４回目 不明 なし 風倒木痕中の焼土、人為的ではないか

Ｆ－１４ Ｊ－３１－ａ・ｂ ６２ × ６０ ／ １０ Ⅴ層上面 不明 なし 周辺に遺物無し

Ｃ－１ Ｉ－１６－ｄ ２９ × １８ ／ ５ Ⅲ層３回目 不明 なし 周辺に遺物無し

遺 構 位置（調査区）
規模 単位（�）

確認面 時 期 遺 物 備 考
長軸 × 短軸 ／ 深さ

Ｓ－１ Ｌ－３８－ａ ５７ × ５４ ／ ― Ⅲ層２回目 中期後半 礫１８６ 重量３．３㎏

Ｓ－２ Ｌ－４０－ｃ、Ｌ－４１－ｂ ５５ × ４３ ／ ― Ⅲ層６回目 中期前半 礫１７６ 重量５．８㎏、沢地形部分で検出

Ｓ－３ Ｌ－２８ ２５８ × ２１９ ／ ― Ⅲ層４回目 不明 礫４０８ 重量１２．７㎏、人為的なものではないか

Ｓ－４ Ｇ－１７－ａ・ｄ ２２５ × ２２０ ／ ― Ⅲ層４回目 不明 礫３２４ 重量４１．９㎏、人為的なものではないか

遺 構 位置（調査区）
確認面 底面 単位（�）

平 面 形 長軸方向 時 期 遺 物 備 考
長軸 × 短軸 ／ 長軸 × 短軸 ／ 深さ

Ｐ－１ Ｍ－４２－ｃ・ｄ １３２ × １１２ ／ １０５ × ８６ ／ ５４ 楕円形 Ｎ－３４°－Ｅ 中期後半 土器７、石皿１ 壙口部に石皿

Ｐ－２ Ｈ－３５－ｂ、Ｉ－３５－ａ １３１ × １１５ ／ ― × ― ／ ２６ 楕円形？ Ｎ－１１°－Ｅ 中期前半 なし 抜根撹乱あり

Ｐ－３ Ｎ－３４－ｃ・ｄ １４４ × １２０ ／ １３０ ×（１０７）／ ２９ 楕円形？ Ｎ－３１°－Ｗ 不明 なし 周辺に遺物無し、
木根の可能性あり

Ｐ－４ Ｆ－２８－ａ・ｂ ９７ × ７２ ／ ８６ × ５９ ／ ２３ 円形 ― 不明 なし 周辺に遺物無し

Ｐ－５ Ｎ－１８－ｂ ６６ × ５６ ／ ４６ × ３９ ／ ２５ 楕円形 Ｎ－１６°－Ｅ 中期前半 土器４ H－２と関連か

Ｐ－６ Ｌ－２５－ｄ ９１ × ７３ ／ ７５ × ５４ ／ ２６ 卵形 Ｎ－７９°－Ｗ 不明 なし 周辺に遺物無し

Ｐ－７ Ｊ－３０－ａ １０８ × ７３ ／ １０７ × ８１ ／ ３６ 円形 ― 中期前半 土器８、礫１

―１２２―



表Ⅳ－６ 遺構別出土遺物一覧

表Ⅳ－７ 遺構出土掲載土器一覧（復元土器）住居跡・土壙

Ｈ－１

Ｈ－２

Ｐ－５

図番号 接 合 口径（�） 底径（�） 器高（�） 同一個体未接合 分類 図版番号 備 考

図Ⅳ－４－１ Ｈ－１－１５覆６×１６ （１３．２） ７．３ １４．３ Ⅲa－３ １８

計１６

図Ⅳ－４－２ Ｈ－１－１６覆６×６、Ｈ－１－１８覆６×２１ （２２．４） ９．３ ２２．３ Ｈ－１－１４覆６×１、Ｈ－１－１６覆６×１ Ⅲa－３ １８

Ｈ－１－１９覆６×２６ Ｈ－１－１８覆６×１１、Ｈ－１－１９覆６×１２

未注記×４

計５３ 計２９

図Ⅳ－４－３ Ｈ－１－１６覆６×３０、Ｈ－１－１８覆６×３４ （１８．９） ８．４ ２４．３ Ｈ－１－１６覆６×１２、Ｈ－１－１８覆６×３ Ⅲa－３ １８

Ｈ－１－１９覆６×１ 未注記×１０

計６５ 計２５

図Ⅳ－４－４ Ｈ－１－１３覆３下位×６、Ｈ－１－１４覆７×１２ （１０．５） （３１．６） Ｈ－１－１４覆７×５、Ｈ－１－１７覆３下×１２ Ⅲa－３ １８

Ｈ－１－１７覆３下位×５５、未注記×２ 未注記×４

計７５ 計２１

図番号 接 合 口径（�） 底径（�） 器高（�） 同一個体未接合 分類 図版番号 備 考

図Ⅳ－７－１ Ｈ－２－３覆１×１ （１９．０） （７．５） （１８．３） Ｈ－２－９覆１×１、Ｌ－１９－ｃ－３Ⅲ×１ Ⅲa－３ １９

Ｌ－１９－ｃ－２Ⅲ×１、Ｌ－１９－ｃ－４Ⅲ×１２ Ｌ－１９－ｃ－６ⅢＢ調×１

Ｌ－１９－ｃ－６ⅢＢ調×１ Ｌ－１９－ｄ－３Ⅲ×１、Ｌ－１９－ｄ－７Ⅲ×６

Ｌ－２０－ｂ－３Ⅲ×２、Ｌ－２０－ｂ－５Ⅲ×２ Ｌ－２０－ｂ－３Ⅲ×２、Ｌ－２０－ｂ－５Ⅲ×１

Ｍ－１９－ｄ－１Ⅲ×１、Ｎ－１６－ｄ－１Ⅲ×２ Ｌ－２０－ｄ－４Ⅲ×１、Ｎ－１６－ｄ－４Ⅲ×３

Ｎ－１６－ｄ－４Ⅲ×９ Ｎ－１７－ｃ－３Ⅲ×１、Ｎ－１８－ａ－１Ⅲ×２

計３１ Ｎ－１８－ａ－７Ⅲ×１ 計２１

図Ⅳ－７－２ Ｈ－２－１覆１×１、Ｈ－２－２覆１×１ － ８．０ （２３．１） Ｎ－１７－ｃ－１Ⅲ×１、Ｎ－１７－ｃ－３Ⅲ×５ Ⅲa－３ １９

Ｎ－１７－ａ－１Ⅲ×２、Ｎ－１７－ａ－３Ⅲ×１ Ｎ－１７－ｃ－８Ⅲ×１

Ｎ－１７－ａ－４Ⅲ×１、Ｎ－１７－ｂ－１Ⅲ×１ Ｎ－１７－ｃ－９Ⅲ木根×１

Ｎ－１７－ｃ－３Ⅲ×９、Ｎ－１７－ｃ－５Ⅲ×２ Ｎ－１８－ｂ－７Ⅲ×２、Ｏ－１７－ｄ－１Ⅲ×１

Ｎ－１７－ｃ－９Ⅲ木根×１ Ｏ－１７－ｄ－２Ⅲ×１、Ｏ－１７－ｄ－３Ⅲ×１

Ｎ－１７－ｄ－３Ⅲ×１、Ｎ－１８－ｂ－４Ⅲ×１ Ｏ－１７－ｄ－１４Ⅲ×２、Ｏ－１８－ｄ－４Ⅲ×１

Ｏ－１７－ｄ－３Ⅲ×１、Ｏ－１７－ｄ－６Ⅲ×２ 未注記×２

Ｏ－１７－ｄ－１４Ⅲ×２、Ｏ－１８－ａ－５Ⅲ×３

計２９ 計１８

図番号 接 合 口径（�） 底径（�） 器高（�） 同一個体未接合 分類 図版番号 備 考

図Ⅳ－１０－１ Ｐ－５－１覆１×１、Ｐ－５－４覆１×１ （２６．３） ９．０ （３２．２） Ｐ－５－３覆１×２、Ｎ－１８－ａ－５Ⅲ×１ Ⅲa－３ １９

Ｎ－１７－ｃ－１１Ⅲ×１ Ｎ－１８－ａ－８Ⅲ×１、Ｎ－１８－ｂ－６Ⅲ×１

Ｎ－１７－ｃ－１２Ⅲ木根×１ Ｎ－１８－ｂ－１０Ⅲ×２、Ｎ－１８－ｂ－１３Ⅳ×２

Ｎ－１８－ａ－４Ⅲ×２、Ｎ－１８－ｂ－１Ⅲ×４ Ｎ－１８－ｄ－７Ⅲ×２、Ｎ－１９－ｂ－５Ⅲ×１

Ｎ－１８－ｂ－４Ⅲ×１０、Ｎ－１８－ｂ－６Ⅲ×１４

Ｎ－１８－ｂ－７Ⅲ×１０、Ｎ－１８－ｂ－８Ⅲ×１

Ｎ－１８－ｂ－１０Ⅲ×６、Ｎ－１８－ｂ－１１Ⅲ×２

計５６ 計１２

遺構名 土 器
石 器 等

合 計
スクレイパー 台石 半円状扁平打製石器 礫 礫片

Ｈ－１ ３０８ １ １ ３１０

Ｈ－２ ８ １ ９

Ｐ－１ ７ １ ８

Ｐ－５ ４ ４

Ｐ－７ ８ １ ９

Ｓ－１ １８６ １８６

Ｓ－２ １７５ １ １７６

Ｓ－３ ４０８ ４０８

Ｓ－４ ３２４ ３２４

ＴＰ－１ １ １

ＴＰ－２ １ １ ２

ＴＰ－３ １ １ ２

ＴＰ－４ １ １

ＴＰ－６ ５３ ２ １ ５６

合計 ３８９ １ ２ ４ １０９９ １ １４９６

遺構一覧表・遺物一覧表

―１２３―



表Ⅳ－８ 遺構出土掲載土器一覧（拓本） 住居跡・土壙・Tピット

Ｈ－１

Ｈ－２

Ｐ－１

Ｐ－７

ＴＰ－６

表Ⅳ－９ 遺構出土掲載石器一覧

Ｈ－１

Ｐ－１

ＴＰ－２

ＴＰ－６

図番号 接 合 同一個体未接合 分類 図版番号 備 考

図Ⅳ－１１－１ Ｐ－７－２覆４×１、未注記×１ 計２ Ⅲa－３ １９

図Ⅳ－１１－２ Ｐ－７－１覆１・２×１ Ｐ－７－１覆１・２×４、Ｐ－７－２覆４×１ Ⅲa－３ １９

Ｊ－３０－ａ－１Ⅲ１×２ 計７

図番号 器 種 名 遺物番号 分類 層位 長さ（�） 幅（�） 厚さ（�） 重さ（�） 石質 接合 図版番号 備 考

図Ⅳ－４－１１ スクレイパー １２ ⅢＢ３ｂ 覆土６ ５．２ ９．１ １．２ ５７．２ 玄武岩 １８

図Ⅳ－４－１２ 半円状扁平打製石器 １１ Ⅷ３ 覆土７ ８．４ １６．８ ２．９ ５５３．８ 安山岩 １８

図番号 器 種 名 遺物番号 分類 層位 長さ（�） 幅（�） 厚さ（�） 重さ（�） 石質 接合 図版番号 備 考

図Ⅳ－８－５ 石皿 ３ Ⅹ 覆土１ １９．７ ２２．５ ７．０ ２７９０．０ 安山岩 １９

図番号 器 種 名 遺物番号 分類 層位 長さ（�） 幅（�） 厚さ（�） 重さ（�） 石質 接合 図版番号 備 考

図Ⅳ－１３－１ 台石 １ Ⅹ 覆土１ ２４．４ １６．０ ８．２ ４０５０．０ 安山岩 ２０

図番号 器 種 名 遺物番号 分類 層位 長さ（�） 幅（�） 厚さ（�） 重さ（�） 石質 接合 図版番号 備 考

図Ⅳ－１７－４ 半円状扁平打製石器 ２ Ⅷ３ 覆土４ １０．８ １５．６ ３．１ ５７６．４ 安山岩 ２０

図Ⅳ－１７－５ 台石 ３ Ⅹ 覆土５ ２１．０ １１．２ ３．２ １０７０．０ 安山岩 ２０

図番号 接 合 同一個体未接合 分類 図版番号 備 考

図Ⅳ－４－５ Ｈ－１－１覆２×１、Ｎ－３８－ｂ－５Ⅲ３×１ Ⅲa－３ １８

計２

図Ⅳ－４－６ Ｈ－１－４覆２×１ Ⅲa－３ １８

図Ⅳ－４－７ Ｈ－１－２覆２×１、Ｎ－３８－ｂ－４Ⅲ３×２ Ｎ－３７－ｃ－１Ⅲ×２、Ｎ－３７－ｃ－２Ⅲ×２ Ⅲa－３ １８

Ｎ－３８－ａ－３Ⅲ×１、Ｎ－３８－ｂ－２Ⅲ×１

計３ Ｎ－３８－ｂ－４Ⅲ×５ 計１１

図Ⅳ－４－８ Ｈ－１－８覆３×１ Ⅲa－３ １８

図Ⅳ－４－９ Ｈ－１－１０覆２×１ Ⅲｂ １８

図Ⅳ－４－１０ Ｈ－１－３覆２×１ Ⅲｂ １８

図番号 接 合 同一個体未接合 分類 図版番号 備 考

図Ⅳ－８－１ Ｐ－１－６覆６×１、Ｐ－１－７覆３×１ 計２ Ⅲｂ １９ 図Ⅳ－８－２と同一

図Ⅳ－８－２ Ｈ－３９－ｃ－１Ⅲ２×２、Ｉ－３８－ｂ－２Ⅲ２×１ Ⅲｂ １９ 遺構外出土。図Ⅳ－
８－１と同一個体。Ｋ－４１－ｄ－４Ⅲ４×２ 計５

図Ⅳ－８－３ Ｐ－１－５覆２×１ Ⅲｂ １９

図Ⅳ－８－４ Ｐ－１－２覆１×２ Ⅲｂ １９

図番号 接 合 同一個体未接合 分類 図版番号 備 考

図Ⅳ－１７－１ ＴＰ－６－４覆１×１ Ⅲa－３ ２０

図Ⅳ－１７－２ ＴＰ－６－４覆１×２ ＴＰ－６－４覆１×２ Ⅲa－３ ２０

図Ⅳ－１７－３ ＴＰ－６－４覆１×１ Ⅲa－３ ２０

図番号 接 合 同一個体未接合 分類 図版番号 備 考

図Ⅳ－７－３ Ｎ－１７－ｃ－１Ⅲ１×１、Ｎ－１７－ｃ－３Ⅲ３×１ Ⅲa－３ １９ 図Ⅳ－７－２と同一

計２

図Ⅳ－７－４ Ｈ－２－８覆１×１、Ｎ－１７－ｂ－２Ⅲ５×２ Ｎ－１７－ｂ－２Ⅲ×１、Ｏ－１７－ｄ－３Ⅲ×１ Ⅲa－３ １９

計３ 計２

図Ⅳ－７－５ Ｈ－２－５覆７×１ Ⅲa－３ １９

図Ⅳ－７－６ Ｈ－２－７覆１×１ Ⅲa－３ １９

図Ⅳ－７－７ Ｈ－２－４覆１×１、Ｎ－１６－ａ－４Ⅲ５×１ Ⅲa－３ １９

計２

―１２４―



表Ⅴ－１ 包含層出土掲載土器一覧（復元土器） Ⅲ群ａ－３類・Ⅲ群ｂ類
図番号 接 合 口径（�） 底径（�） 器高（�） 同一個体未接合 分類 図版番号 備 考

図Ⅴ－１０－１ Ｈ－２７－ａ－３Ⅲ３×２、Ｈ－２７－ａ－４Ⅲ４×３ ２１．８ ９．５ ２８．３ Ｈ－２７－ａ－４Ⅲ４×２、Ｈ－２７－ａ－５Ⅲ４×１ Ⅲa－３ 図版２２ 土器集中１

Ｈ－２７－ｄ－２Ⅲ２×２、Ｈ－２７－ｄ－３Ⅲ２×１１ Ｈ－２７－ｄ－２Ⅲ２×１、Ｈ－２７－ｄ－３Ⅲ２×２５ （図Ⅴ－２）

Ｈ－２７－ｄ－５Ⅲ３×８、Ｈ－２７－ｄ－７Ⅲ３×１８ Ｈ－２７－ｄ－５Ⅲ３×２、Ｈ－２７－ｄ－７Ⅲ３×７

Ｈ－２７－ｄ－１０Ⅲ４×１０、Ｈ－２７－ｄ－１４Ⅲ３×４ Ｈ－２７－ｄ－１０Ⅲ４×１、Ｈ－２７－ｄ－１４Ⅲ３×３

Ｈ－２７－ｄ－１５Ⅲ３×８、Ｉ－２８－ｂ－１Ⅲ１×１ Ｈ－２７－ｄ－１５Ⅲ３×５、Ｈ－２７－ｄ－１８Ⅲ４×１

Ｈ－２７－ａ－５Ⅲ４×３、Ｈ－２７－ａ－７Ⅲ５×１ Ｈ－２７－ｄ－１９Ⅲ４×１、Ｉ－２７－ａ－２Ⅲ撹乱×１

Ｈ－２７－ｄ－１８Ⅲ４×１、Ｈ－２７－ｄ－２２Ⅴ１×３ Ｈ－２７－ｃ－１Ⅲ３×１、Ｈ－２７－ｃ－５Ⅲ風倒×１

Ｈ－２７－ｄ－２５Ⅴ２×１ Ｈ－２７－ｄ－９Ⅲ３×２、Ｈ－２７－ｄ－１２Ⅲ４×１

計７６ 未注記×１、不明×１ 計５７

図Ⅴ－１０－２ Ｎ－１８－ｂ－６Ⅲ３×１３、Ｎ－１８－ｂ－７Ⅲ４×７ （１３．８） ６．６ １９．８ Ｎ－１７－ｃ－５Ⅲ４×１、Ｎ－１７－ｃ－９Ⅲ木根×１ Ⅲa－３ ２２

Ｎ－１８－ｂ－１０Ⅲ６×２、Ｎ－１８－ｂ－１１Ⅲ６×１ Ｎ－１８－ｂ－６Ⅲ３×２、Ｎ－１８－ｂ－１１Ⅲ６×１

Ｏ－１７－ｄ－６Ⅲ４×２、Ｏ－１８－ａ－３Ⅲ２×４ Ｏ－１７－ｄ－７Ⅲ５×２、Ｏ－１８－ａ－１１Ⅲ３×１

計２９ Ｏ－１８－ｄ－２Ⅲ３×１ 計９

図Ⅴ－１０－３ Ｋ－１５－ｂ－２Ⅲ４×８、Ｋ－１５－ｂ－３Ⅲ５×３８ （２４．３） （８．６） （２６．８） Ｉ－３０－ｃ－３Ⅲ２×１、Ｋ－１５－不明×２ Ⅲa－３ ２２

Ｋ－１５－ｂ－４Ⅲ６×２３、Ｋ－１５－ｂ－５Ⅲ木根×１２ Ｋ－１５－ｂ－２Ⅲ４×２、Ｋ－１５－ｂ－３Ⅲ５×１０

Ｋ－１５－ｂ－４Ⅲ６×１１、Ｋ－１５－ｂ－５Ⅲ木根×１３

Ｋ－１５－ｄ－１Ⅲ４×１、Ｋ－１６－ｂ－２Ⅲ３×２

計８１ 計４２

図Ⅴ－１０－４ Ｍ－１０－ｂ－３Ⅲ２×１、Ｍ－１８－ｂ－１Ⅲ２×２ １５．６ ６．６ １４．６ 未注記×３ Ⅲa－３ ２２

Ｍ－１８－ｄ－１Ⅲ１×１、Ｎ－２０－ａ－１Ⅲ１×１

Ｎ－２０－ａ－２Ⅲ２×１５、Ｎ－２０－ｂ－４Ⅲ３×１２

Ｎ－２０－ｄ－１Ⅲ２×３、Ｎ－２０－ｄ－３Ⅲ３×１

Ｎ－２０－ｄ－４Ⅲ５×１ 計３７ 計３

図Ⅴ－１１－５ Ｇ－２７－ｃ－１Ⅲ２×１、Ｇ－２７－ｃ－２Ⅲ２×１ （２３．８） １１．０ ３２．６ Ｇ－２７－ｃ－１Ⅲ２×１、Ｇ－２７－ｃ－３Ⅲ２×７ Ⅲa－３ ２３ 土器集中１・２

Ｇ－２７－ｃ－３Ⅲ２×３４、Ｇ－２７－ｃ－４Ⅲ２×２ Ｇ－２７－ｃ－８Ⅲ３×５、Ｇ－２７－ｃ－１２Ⅲ３×１１ （図Ⅴ－２）

Ｇ－２７－ｃ－６Ⅲ２×３、Ｇ－２７－ｃ－７Ⅲ３×１ Ｈ－２７－ｄ－１Ⅲ２×１９、Ｈ－２７－ｄ－２Ⅲ２×７

Ｇ－２７－ｃ－８Ⅲ３×３８ Ｈ－２７－ｄ－９Ⅲ３×１、Ｇ－２７－ｃ－４Ⅲ２×１９

Ｇ－２７－ｃ－９Ⅲ３×３、Ｇ－２７－ｃ－１０Ⅲ４×２ Ｇ－２７－ｃ－６Ⅲ２×５、Ｇ－２７－ｃ－９Ⅲ３×３４

Ｇ－２７－ｃ－１２Ⅲ３×４０、Ｇ－２７－ｃ－１４Ⅲ２×１ Ｇ－２７－ｃ－１１Ⅲ４×１、Ｈ－２７－ａ－５Ⅲ４×３

Ｈ－２７－ｄ－２Ⅲ２×５、Ｈ－２７－ｄ－１４Ⅲ３×２ Ｈ－２７－ｂ－４Ⅲ風倒×１、Ｈ－２７－ｄ－３Ⅲ２×１１

Ｈ－２８－ａ－３Ⅲ４×１、Ｊ－２６－ａ－１Ⅲ３×１ Ｈ－２７－ｄ－４Ⅲ２×１８、Ｈ－２７－ｄ－９Ⅲ３×３

Ｈ－２７－ｄ－１２Ⅲ４×２、Ｈ－２７－ｄ－１４Ⅲ３×２

計１３５ Ｈ－２７－ｄ－１６Ⅲ３×２２ 計１７２

図Ⅴ－１１－６ Ｌ－１９－ｂ－２Ⅲ４×１、Ｌ－１９－ｃ－２Ⅲ２×２ ２０．５ １１．０ ３１．６ Ｍ－１０－ａ－２Ⅲ３×３、Ｍ－１０－ａ－４Ⅲ４×１ Ⅲa－３ ２３

Ｌ－１９－ｃ－３Ⅲ３×２、Ｍ－１０－ａ－１Ⅲ２×５

Ｍ－１０－ａ－２Ⅲ３×２０、Ｍ－１０－ａ－４Ⅲ４×８

Ｍ－１０－ａ－５Ⅲ５×２、Ｍ－１０－ｂ－６Ⅲ５×３

Ｍ－１０－ｄ－２Ⅲ３×１、Ｍ－１０－ｄ－３Ⅲ４×１

Ｍ－２０－ａ－１Ⅲ木根×２、Ｍ－２０－ａ－３Ⅲ５×１

Ｍ－２０－ｂ－１Ⅲ１×１、Ｍ－１９－ａ－３Ⅲ２×８

Ｍ－１９－ａ－４Ⅲ３×４、Ｍ－１９－ａ－５Ⅲ４×１

Ｍ－１９－ａ－６Ⅲ５×２、Ｍ－１９－ｂ－３Ⅲ３×１

Ｍ－１９－ｃ－７Ⅴ×１、Ｍ－１９－ｄ－２Ⅲ２×１

Ｍ－１９－ｄ－３Ⅲ３×７、Ｍ－１９－ｄ－５Ⅲ４×５

Ｍ－１９－ｄ－６Ⅲ５×４、Ｌ－２０－ｂ－１Ⅲ１×１

計８４ 計４

図Ⅴ－１１－７ Ｌ－１９－ｃ－３Ⅲ３×３、Ｍ－１０－ｂ－３Ⅲ２×６ （１７．９） ８．９ ２３．３ Ｍ－１９－ｃ－２Ⅲ３×１、Ｍ－１９－ｃ－３Ⅲ４×１ Ⅲa－３ ２２

Ｍ－１０－ｂ－４Ⅲ３×３、Ｍ－１０－ｂ－５Ⅲ４×２

Ｍ－１９－ｃ－２Ⅲ３×１３、Ｍ－１９－ｃ－３Ⅲ４×１

Ｍ－１９－ｃ－４Ⅲ４×１４、Ｍ－１９－ｃ－５Ⅲ５×２

Ｍ－１９－ｃ－６Ⅲ６×１、Ｍ－１９－ｄ－３Ⅲ３×４

Ｍ－１９－ｄ－５Ⅲ４×１、Ｍ－２０－ｂ－４Ⅳ木根×１

計５１ 計２

図Ⅴ－１２－８ Ｋ－１５－ｃ－１Ⅲ２×１、Ｋ－１５－ｃ－３Ⅲ木根×１ （２８．０） １０．８ ３４．２ Ｋ－１５－ｂ－３Ⅲ５×１、Ｋ－１５－ｄ－１Ⅲ４×１ Ⅲa－３ ２４ 土器集中４

Ｋ－１５－ｄ－１Ⅲ４×１４、Ｋ－１６－ｂ－１Ⅲ２×２ （図Ⅴ－３）

Ｋ－１６－ｂ－２Ⅲ３×６３、Ｋ－１６－ｂ－４Ⅲ４×１３

Ｋ－１６－ｂ－５Ⅲ６×１、Ｋ－１６－ｂ－６Ⅲ木根×８

Ｌ－１５－ｄ－１Ⅲ３×３、Ｌ－１６－ａ－４Ⅲ４×１

Ｌ－１６－ｂ－１Ⅲ２×１、Ｌ－１６－ｂ－５Ⅲ４×１

計１０９ 計２

図Ⅴ－１２－９ Ｌ－１６－ｂ－２Ⅲ３×７、Ｌ－１６－ｂ－６Ⅲ４×７０ （２８．４） （１０．６） ３１．２ Ｌ－１６－ｂ－２Ⅲ３×３、Ｌ－１６－ｂ－６Ⅲ４×９２ Ⅲa－３ ２４ 土器集中５

計７７ Ｌ－１６－ｃ－３Ⅲ４×１ 計９６ （図Ⅴ－４）

図Ⅴ－１３－１０ Ｇ－２７－ｃ－４Ⅲ２×３、Ｇ－２７－ｃ－９Ⅲ３×１０ （２９．９） － （３４．８） Ｇ－２７－ｃ－４Ⅲ２×５、Ｇ－２７－ｃ－９Ⅲ３×１６ Ⅲa－３ ２４ 土器集中１

Ｇ－２７－ｃ－１０Ⅲ４×７、Ｇ－２７－ｃ－１１Ⅲ４×１ Ｇ－２７－ｃ－１０Ⅲ４×６、Ｇ－２７－ｃ－１２Ⅲ３×１ （図Ⅴ－２）

Ｇ－２７－ｃ－１４Ⅲ２×１、Ｈ－２７－ｃ－１Ⅲ３×１ Ｈ－２７－ｄ－２Ⅲ×１２、Ｈ－２７－ｄ－３Ⅲ×２

Ｈ－２７－ｄ－２Ⅲ２×７、Ｈ－２７－ｄ－３Ⅲ２×２ Ｈ－２７－ｄ－４Ⅲ×１７、Ｈ－２７－ｄ－５Ⅲ３×３

Ｈ－２７－ｄ－４Ⅲ２×１４、Ｈ－２７－ｄ－５Ⅲ３×６ Ｈ－２７－ｄ－７Ⅲ３×１、Ｈ－２７－ｄ－８Ⅲ３×１

Ｈ－２７－ｄ－７Ⅲ３×３、Ｈ－２７－ｄ－９Ⅲ３×６ Ｈ－２７－ｄ－９Ⅲ３×４、Ｈ－２７－ｄ－１６Ⅲ３×６

Ｈ－２７－ｄ－１２Ⅲ４×１、Ｈ－２７－ｄ－１４Ⅲ３×２ Ｈ－２７－ｄ－２０Ⅲ４×２、Ｉ－２６－ａ－１Ⅲ×１

Ｈ－２７－ｄ－１６Ⅲ３×１４、Ｈ－２７－ｄ－２０Ⅲ４×２ Ｉ－２６－ａ－２Ⅲ５×１、Ｉ－２６－ｂ－２Ⅲ４×１

Ｈ－２７－ｄ－２４Ⅴ２×２、Ｈ－２８－ａ－２Ⅲ４×１ Ｉ－２６－ｂ－６Ⅲ×１、Ｉ－２６－ｃ－２Ⅲ３×１

Ｉ－２６－ａ－１Ⅲ３×３、Ｉ－２６－ａ－２Ⅲ４×２ Ｉ－２６－ｄ－１Ⅲ２×１、Ｉ－２６－ｄ－２Ⅲ３×５

Ｉ－２６－ｄ－２Ⅲ３×２、Ｉ－２６－ｄ－６Ⅲ４×３ Ｉ－２６－ｄ－６Ⅲ４×２７、Ｉ－２６－ｄ－１１Ⅲ５×７

遺構一覧表・遺物一覧表

―１２５―



図番号 接 合 口径（�） 底径（�） 器高（�） 同一個体未接合 分類 図版番号 備 考

図Ⅴ－１３－１０ Ｉ－２６－ｄ－１１Ⅲ５×３、Ｉ－２７－ｃ－２Ⅲ１×２ Ｉ－２７－ｄ－３Ⅲ５×１、Ｉ－２７－ｄ－７Ⅲ×１

Ｉ－２７－ｄ－３Ⅲ５×１、Ｉ－２８ー１撹乱×１

未注記×１ 計１００ 計１２３

図Ⅴ－１４－１１ Ｌ－１６－ａ－３Ⅲ３×２、Ｌ－１６－ｂ－１Ⅲ２×１ （２８．７） ９．６ （３０．１） Ｌ－１４－ｃ－１Ⅲ２×２、Ｌ－１６－ａ－３Ⅲ３×２ Ⅲa－３ ２４ 土器集中５

Ｌ－１６－ｂ－２Ⅲ３×１１、Ｌ－１６－ｂ－６Ⅲ４×５３ Ｌ－１６－ａ－４Ⅲ４×５、Ｌ－１６－ａ－６Ⅲ５×１ （図Ⅴ－４）

Ｌ－１６－ｂ－１１Ⅲ木根×８、Ｌ－１６－ｂ－１２Ⅳ×３ Ｌ－１６－ｂ－２Ⅲ３×１９、Ｌ－１６－ｂ－６Ⅲ４×４１

Ｌ－１６－ｄ－１Ⅲ４×２、Ｌ－１６－ｄ－２Ⅲ４×１

計７８ 不明×１ 計７４

図Ⅴ－１４－１２ Ｌ－１４－ｃ－１Ⅲ２×５２、Ｌ－１４－ｄ－３Ⅲ４×１ （２１．３） （１２．６） （３２．２） Ｌ－１４－ｃ－１Ⅲ２×４３、Ｌ－１４－ｃ－２Ⅲ３×１ Ⅲa－３ ２５

Ｌ－１５－ａ－３Ⅲ４×４、Ｌ－１５－ａ－４Ⅲ６×２ Ｌ－１４－ｄ－３Ⅲ４×１、Ｌ－１５－ａ－４Ⅲ６×１

Ｌ－１５－ａ－５Ⅲ木根×１１、Ｌ－１５－ｄ－１Ⅲ３×１ Ｌ－１５－ａ－５Ⅲ木根×２０、Ｌ－１５－ｄ－１Ⅲ３×１

Ｌ－１６－ａ－４Ⅲ４×１、Ｌ－１６－ｂ－５Ⅲ４×１ Ｌ－１５－ｄ－４Ⅲ４×２、Ｌ－１５－ｄ－８Ⅲ６×１

Ｌ－１６－ｂ－１１Ⅲ木根×１、 Ｌ－１６－ｂ－１Ⅲ２×１、Ｌ－１６－ｂ－６Ⅲ４×１

計７４ Ｌ－１６－ｂ－１１Ⅲ木根×１ 計７３

図Ⅴ－１８－１３ Ｈ－２７－ｂ－２Ⅲ４×１、Ｈ－２７－ｃ－１Ⅲ３×１３ （２３．２） （１０．３） ２９．６ Ｈ－２７－ｃ－３Ⅵ風倒×１２、Ｈ－２７－ｄ－２Ⅲ３×１ Ⅲa－３ ２５ 土器集中１・２

Ｈ－２７－ｃ－３Ⅵ風倒×１７、Ｈ－２７－ｃ－５Ⅲ風倒×１ Ｈ－２７－ｄ－１０Ⅲ４×２、Ｈ－２７－ｄ－２８Ⅴ３×１ （図Ⅴ－２）

Ｈ－２７－ｄ－７Ⅲ３×１、Ｈ－２７－ｄ－１２Ⅲ４×３５

Ｈ－２７－ｄ－１３Ⅲ４×１、Ｉ－２７－ｃ－６Ⅲ５×１

Ｉ－２７－ｄ－３Ⅲ５×３、Ｊ－２７－ｃ－１Ⅲ３×３

Ｊ－２７－ｄ－１Ⅲ２×１、Ｊ－２７－ｄ－２Ⅲ３×１

Ｋ－１５－ｂ－５Ⅲ木根×１ 計７９ 計１６

図Ⅴ－１５－１４ Ｉ－２７－ａ－７Ⅳ１×１、Ｉ－２７－ｂ－４Ⅲ４×１１２ ２６．７ － （３４．３） Ｉ－２７－ｂ－４Ⅲ４×６３ Ⅲa－３ ２５ 土器集中３

計１１３ 計６３ （図Ⅴ－３）

図Ⅴ－１６－１５ Ｌ－１５－ｄ－１Ⅲ３×１、Ｌ－２２－ａ－１Ⅲ１×９ （１９．８） （９．６） ３３．０ Ｌ－２２－ａ－１Ⅲ１×１、Ｌ－２２－ａ－３Ⅲ３×９ Ⅲa－３ ２５ 土器集中１３

Ｌ－２２－ａ－３Ⅲ３×４７、Ｌ－２２－ａ－４Ⅲ４×１８ Ｌ－２２－ａ－４Ⅲ４×８、Ｌ－２２－ｂ－２Ⅲ５×１ （図Ⅴ－６）

Ｌ－２２－ｂ－１Ⅲ１×４、Ｍ－１０－ｃ－１Ⅲ２×１

計８０ 計１９

図Ⅴ－１６－１６ Ｎ－１７－ａ－４Ⅲ４×１、Ｎ－１７－ａ－６Ⅲ３×１ （２２．４） （９．６） ３２．９ Ｎ－１６－ｄ－４Ⅲ５×４、Ｎ－１７－ａ－４Ⅲ４×６ Ⅲa－３ ２６ 土器集中９

Ｎ－１７－ｂ－１Ⅲ４×９、Ｎ－１７－ｂ－２Ⅲ５×７ Ｎ－１７－ａ－５Ⅲ５×４、Ｎ－１７－ｂ－１Ⅲ４×２２ （図Ⅴ－５）

Ｎ－１７－ｂ－４Ⅲ×２、Ｎ－１７－ｂ－５Ⅴ×１ Ｎ－１７－ｂ－２Ⅲ５×４、Ｎ－１７－ｂ－４Ⅲ×４

Ｎ－１７－ｃ－６Ⅲ４×１、Ｎ－１７－ｄ－１Ⅲ３×１ Ｏ－１６－ｄ－１Ⅲ１×３、Ｏ－１７－ａ－２Ⅲ３×１

Ｏ－１７－ａ－１Ⅲ１×４、Ｏ－１７－ａ－３Ⅲ３×１ Ｏ－１７－ａ－３Ⅲ３×２

Ｏ－１７－ａ－４Ⅲ４×１９、Ｏ－１７－ａ－５Ⅲ５×１ Ｏ－１７－ａ－４Ⅲ４×１２、Ｏ－１７－ａ－６Ⅲ２×７

Ｏ－１７－ａ－６Ⅲ２×４、Ｏ－１７－ａ－７Ⅲ３×３３ Ｏ－１７－ａ－７Ⅲ３×１４、Ｏ－１７－ａ－８Ⅲ２×２

Ｏ－１７－ｄ－１Ⅲ１×１ Ｏ－１７－ｄ－６Ⅲ４×４、Ｏ－１７－ｄ－７Ⅲ５×１

計８６ Ｏ－１８－ｄ－３Ⅲ４×１ 計９１

図Ⅴ－１７－１７ Ｊ－３１－ａ－２Ⅲ２×１６、Ｊ－３１－ａ－５Ⅲ３×１０ （２１．３） （９．８） ２８．６ Ｉ－２６－ｄ－６Ⅲ４×１、Ｊ－２６－ｃ－９Ⅲ×１ Ⅲa－３ ２６

Ｊ－３１－ａ－９Ⅲ３×５、Ｊ－３１－ｂ－１Ⅲ２×６ Ｊ－３１－ａ－２Ⅲ２×９、Ｊ－３１－ａ－５Ⅲ３×６

Ｊ－３１－ｃ－１Ⅲ１×３、Ｊ－３１－ｃ－２Ⅲ２×１４ Ｊ－３１－ａ－９Ⅲ３×１、Ｊ－３１－ｂ－１Ⅲ２×２

Ｊ－３１－ｃ－３Ⅲ３×１２、Ｊ－３１－ｃ－９Ⅲ３×２ Ｊ－３１－ｂ－３Ⅲ３×１、Ｊ－３１－ｃ－１Ⅲ１×４

Ｊ－３１－ｃ－１１Ⅲ４×１、Ｋ－３１－ａ－１Ⅲ１×２ Ｊ－３１－ｃ－２Ⅲ２×１４、Ｊ－３１－ｃ－３Ⅲ３×３

Ｋ－３１－ｄ－１Ⅲ２×２、Ｋ－３１－ｄ－２Ⅲ３×２ Ｊ－３１－ｃ－４Ⅲ３×１、Ｊ－３１－ｃ－６Ⅲ４×３

Ｊ－３１－ｃ－９Ⅲ３×１、Ｊ－３１－ｃ－１３Ⅴ×１

Ｊ－３１－ｄ－３Ⅲ２×１、Ｋ－３１－ａ－１Ⅲ１×２

Ｋ－３１－ｃ－１Ⅲ１×１、Ｋ－３１－ｄ－１Ⅲ２×１

計７５ 未注記×１ 計５４

図Ⅴ－１７－１８ Ｌ－１９－ｃ－２Ⅲ２×１、Ｌ－１９－ｃ－３Ⅲ３×２ （２４．２） ９．９ ３３．２ Ｌ－１９－ｃ－３Ⅲ×１、Ｌ－１９－ｄ－１Ⅲ２×２ Ⅲa－３ ２６ 土器集中１１

Ｌ－１９－ｄ－１Ⅲ２×６、Ｌ－１９－ｄ－２Ⅲ３×４６ Ｌ－１９－ｄ－２Ⅲ３×１２、Ｌ－１９－ｄ－４Ⅲ４×２ （図Ⅴ－５）

Ｌ－１９－ｄ－４Ⅲ４×４、Ｌ－１９－ｄ－５Ⅲ５×２ Ｌ－１９－ｄ－５Ⅲ５×１、Ｌ－１９－ｄ－８Ⅲ木根×２

Ｌ－２０－ａ－１Ⅲ４×５、Ｌ－２０－ｂ－２Ⅲ２×１ Ｌ－２０－ｂ－３Ⅲ×１

Ｎ－１８－ｂ－１Ⅲ１×１、Ｎ－１８－ｂ－４Ⅲ３×４

Ｎ－１８－ｂ－７Ⅲ４×３ 計７５ 計２１

図Ⅴ－１８－１９ Ｍ－１６－ａ－１Ⅲ３×２、Ｍ－１６－ａ－３Ⅲ４×４８ １８．８ ８．５ ２５．９ Ｎ－１６－ｄ－４Ⅲ３×１ Ⅲa－３ ２６ 土器集中６

Ｍ－１６－ａ－４Ⅲ５×７、Ｍ－１６－ｄ－１Ⅲ２×１ （図Ⅴ－４）

Ｍ－１６－ｄ－２Ⅲ３×９、Ｍ－１６－ｄ－３Ⅲ４×１２

Ｍ－１６－ｄ－４Ⅲ５×１、Ｎ－１８－ｂ－７Ⅲ４×３

Ｏ－１８－ａ－４Ⅲ３×１ 計８４ 計１

図Ⅴ－１８－２０ａ Ｇ－２９－ｃ－２ⅢＢ調×２、Ｈ－３０－ａ－１Ⅲ１×１ － （１０．４） － Ｇ－２９－ｃ－２ⅢＢ調×４０、Ｈ－２７－ｄ－５Ⅲ３×２ Ⅲa－３ ２６ 図上復元

２０ｂ Ｈ－３０－ａ－５ⅢＢ調×１ Ｈ－２７－ｄ－２０Ⅲ４×１ ３１－１

２０ｃ Ｇ－２９－ｃ－２ⅢＢ調×１、Ｈ－３０－ａ－１Ⅲ１×３ Ｈ－２９－ｃ－１Ⅴ×１、Ｈ－２９－ｄ－１Ⅲ３×１

２０ｄ Ｇ－２９－ｃ－２ⅢＢ調×１１、不明×３ Ｈ－３０－ａ－１Ⅲ１×２３、Ｈ－３０－ａ－２Ⅲ２×５ ２０ｄ：復元底部

Ｈ－３０－ａ－３Ⅲ３×１、Ｈ－３０－ｂ－１Ⅲ２×１

Ｈ－３１－ｃ－１Ⅲ２×４、Ｍ－３２－ａ－１Ⅲ２×１

計２１ 未注記×２ 計８２

図Ⅴ－１９－２１ Ｎ－１７－ａ－６Ⅲ３×１、Ｎ－１７－ｂ－１Ⅲ４×４ （１４．８） ６．９ １９．４ Ｍ－１６－ｃ－２Ⅲ４×１ Ⅲa－３ ２７ 土器集中９

Ｎ－１７－ｂ－２Ⅲ５×２、Ｎ－１７－ｃ－１１Ⅲ５×２ （図Ⅴ－５）

Ｏ－１７－ａ－４Ⅲ４×３、Ｏ－１７－ａ－５Ⅲ５×４

Ｏ－１７－ａ－６Ⅲ２×１、Ｏ－１７－ａ－７Ⅲ３×６

Ｏ－１７－ｄ－３Ⅲ３×１、Ｏ－１７－ｄ－７Ⅲ５×１

計２５ 計１

図Ⅴ－１９－２２ Ｉ－２５－ｄ－１Ⅲ２×１、Ｉ－２５－ｄ－２Ⅲ３×１ １３．５ ７．３ （１７．７） Ｉ－３０－ａ－２Ⅲ３×１、Ｉ－３０－ｄ－４Ⅲ４×２ Ⅲa－３ ２７

Ｉ－２６－ｃ－２Ⅲ３×３、Ｉ－２６－ｃ－１０Ⅲ４×１ Ｊ－３３－ａ－１Ⅲ３×１

Ｉ－２６－ｃ－１２Ⅲ５×２、Ｉ－２９－ｂ－１Ⅲ５×１

Ｉ－３０－ｃ－３Ⅲ３×２、Ｊ－３２－ｂ－１Ⅲ２×１

Ｊ－３３－ａ－１Ⅲ３×１、Ｊ－３３－ｃ－１Ⅲ３×１

―１２６―



図番号 接 合 口径（�） 底径（�） 器高（�） 同一個体未接合 分類 図版番号 備 考

図Ⅴ－１９－２２ Ｋ－２９－ｄ－１Ⅲ１×１、Ｋ－２９－ｄ－２Ⅲ２×１

未注記×１、Ｉ－３０－ｄ－２Ⅲ３×１

Ｋ－２８－ｃ－１Ⅲ２×１ 計１９ 計４

図Ⅴ－１９－２３ Ｌ－２０－ｂ－５Ⅲ４×２、Ｌ－２０－ｂ－７Ⅲ５×８ （１３．９） ７．１ ２０．４ Ｌ－２０－ａ－２Ⅲ６×１、Ｌ－２０－ｃ－３Ⅲ５×１ Ⅲa－３ ２７

Ｌ－２０－ｂ－８Ⅲ１×１、Ｌ－２０－ｂ－９Ⅲ６×２ Ｍ－１０－ｂ－１Ⅲ風倒×１、Ｍ－１９－ａ－５Ⅲ４×１

Ｌ－２０－ｂ－１０Ⅲ７×１、Ｌ－２０－ｃ－１Ⅲ３×１１ Ｍ－２０－ａ－２Ⅲ×２、Ｌ－２０－ｃ－２Ⅲ４×１

Ｌ－２０－ｃ－２Ⅲ４×１０、Ｌ－２０－ｃ－３Ⅲ５×７

Ｍ－１０－ａ－２Ⅲ３×２、Ｍ－１０－ｄ－１Ⅲ２×１

Ｍ－１０－ｄ－２Ⅲ３×７、Ｍ－１０－ｄ－３Ⅲ４×２

Ｍ－１０－ｄ－４Ⅲ１×１ 計５５ 計７

図Ⅴ－１９－２４ Ｌ－１９－ｃ－１Ⅲ１×１、Ｌ－１９－ｃ－３Ⅲ３×３ （１３．２） ８．０ １７．１ Ⅲa－３ ２７

Ｌ－２０－ｂ－３Ⅲ３×２、Ｍ－１０－ａ－２Ⅲ３×１

Ｍ－１０－ｂ－５Ⅲ４×３、Ｍ－１７－ｃ－２Ⅲ５×１

Ｍ－１７－ｄ－２Ⅲ３×３、Ｍ－１８－ａ－１Ⅲ１×１

Ｍ－１８－ａ－４Ⅲ４×２、Ｍ－１９－ｂ－２Ⅲ２×１

Ｍ－１９－ｂ－４Ⅲ４×２、Ｍ－１９－ｃ－２Ⅲ３×１

Ｍ－１９－ｃ－５Ⅲ５×１、Ｍ－１９－ｃ－７�×１
Ｍ－１９－ｄ－３Ⅲ２×３、Ｍ－１９－ｄ－５Ⅲ４×１

Ｍ－１９－ｄ－７Ⅲ木根×１、Ｎ－１９－ａ－１Ⅲ３×１

Ｎ－１９－ｄ－１Ⅲ２×２、Ｎ－１９－ｄ－２Ⅲ３×２

Ｎ－１９－ｄ－３Ⅲ４×２ 計３５

図Ⅴ－１９－２５ Ｏ－１８－ａ－１Ⅲ１×３、Ｏ－１８－ａ－７Ⅲ６×１ （１７．２） ８．１ ２２．１ Ｏ－１８－ａ－１Ⅲ１×１、Ｏ－１８－ａ－４Ⅲ３×１ Ⅲa－３ ２７ 土器集中１０

Ｏ－１８－ｄ－２Ⅲ３×１、Ｏ－１８－ｄ－３Ⅲ４×４０ Ｏ－１８－ｄ－７Ⅲ６×１ （図Ⅴ－５）

Ｏ－１８－ｄ－７Ⅲ６×６、Ｏ－１９－ａ－５Ⅲ６×２

計５３ 計３

図Ⅴ－１９－２６ Ｎ－１７－ａ－１Ⅲ３×２０、Ｎ－１７－ａ－４Ⅲ４×３０ （１８．０） ８．０ ２２．３ Ｎ－１７－ｂ－１Ⅲ４×１、Ｎ－１７－ｂ－２Ⅲ５×１ Ⅲa－３ ２７ 土器集中８

Ｎ－１７－ａ－５Ⅲ５×２ 計５２ Ｎ－１７－ｃ－５Ⅲ４×１ 計３ （図Ⅴ－５）

図Ⅴ－２０－２７ Ｈ－２７－ｃ－１Ⅲ３×２、Ｈ－２７－ｃ－３Ⅳ風倒×６ １３．８ （６．３） １６．０ Ｇ－３７－ｄ－２Ⅲ風倒×１、Ｈ－２０－ｄ－１２Ⅲ×１ Ⅲa－３ ２８ 土器集中１・２

Ｈ－２７－ｄ－１２Ⅲ４×１４、Ｉ－２５－ｃ－２Ⅲ５×１ Ｈ－２７－ｂ－１Ⅲ１×１、Ｈ－２７－ｄ－１２Ⅲ×２ （図Ⅴ－２）

Ｉ－２６－ｃ－１Ⅲ２×１、Ｉ－２６－ｃ－２Ⅲ３×１ Ｈ－２７－ｂ－１Ⅲ１×１、Ｈ－２７－ｄ－１２Ⅲ×３

Ｉ－２７－ｄ－３Ⅲ５×２、Ｉ－２７－ｄ－７Ⅳ×１ Ｈ－２７－ｂ－１Ⅲ１×１、Ｈ－２７－ｄ－１２Ⅲ×４

Ｉ－２７－ｄ－９Ⅲ風倒×１、Ｉ－２８－ｄ－１撹乱×１

Ｊ－２６－ａ－２Ⅲ４×２、Ｊ－２６－ｄ－１Ⅲ×４

計３６ 計７

図Ⅴ－２０－２８ Ｍ－１０－ｂ－１Ⅲ風倒×３１ 計３１ （１６．４） ８．７ （２０．８） Ｍ－１０－ｂ－１Ⅲ風倒×１ 計１ Ⅲa－３ ２８

図Ⅴ－２０－２９ Ｊ－１８－ｃ－１Ⅲ２×７、Ｋ－１８－ｃ－１Ⅲ２×６ （１４．４） ７．３ （２０．４） Ｋ－１８－ｄ－１Ⅲ×１、Ｌ－１７－ｄ－１Ⅲ５×１ Ⅲa－３ ２８

Ｋ－１８－ｄ－１Ⅲ２×５、Ｌ－１８－ａ－１Ⅲ３×３ Ｌ－１８－ｂ－３Ⅲ４×１、Ｌ－１８－ｃ－２Ⅲ風倒×１

Ｌ－１８－ａ－２Ⅲ４×１、Ｌ－１８－ｂ－１Ⅲ２×１ Ｍ－１９－ａ－３Ⅲ２×６、Ｎ－１９－ｃ－３Ⅲ２×１

Ｌ－１８－ｂ－２Ⅲ３×１、Ｌ－１８－ｂ－４Ⅲ風倒×７ Ｏ－１８－ｄ－３Ⅲ４×１

Ｌ－１８－ｂ－６Ⅲ風倒×４、Ｌ－１８－ｃ－１Ⅲ風倒×３

Ｌ－１８－ｃ－２Ⅲ風倒×１、Ｍ－１９－ａ－１Ⅲ１×１

Ｍ－１９－ａ－３Ⅲ２×３ 計４３ 計１２

図Ⅴ－２０－３０ Ｋ－１９－ｃ－１Ⅲ３×１、Ｍ－１０－ａ－２Ⅲ３×７ （２０．１） ９．０ ２６．６ Ｍ－１０－ａ－２Ⅲ２×１、Ｍ－１０－ｂ－１Ⅲ風倒×１ Ⅲa－３ ２８

Ｍ－１０－ｄ－３Ⅲ４×１、Ｍ－１８－ａ－７風倒×１ Ｍ－１９－ａ－６Ⅲ５×１、Ｍ－１９－ｃ－２Ⅲ３×１

Ｍ－１９－ｃ－１Ⅲ２×１、Ｍ－１９－ｃ－２Ⅲ３×９ Ｍ－１９－ｃ－５Ⅲ５×１、Ｍ－１９－ｄ－３Ⅲ３×２

Ｍ－１９－ｃ－３Ⅲ４×７、Ｍ－１９－ｃ－５Ⅲ５×７

Ｍ－１９－ｄ－１Ⅲ１×１、Ｍ－１９－ｄ－３Ⅲ３×６

Ｍ－１９－ｄ－５Ⅲ４×４、Ｍ－１９－ｄ－６Ⅲ５×１

Ｍ－２０－ｂ－２Ⅲ木根×１、Ｎ－１９－ｄ－２Ⅲ３×４

計５１ 計７

図Ⅴ－２０－３１ Ｉ－３０－ｂ－３Ⅲ木根×１、Ｊ－３０－ｃ－１Ⅲ２×１ １７．５ ８．６ ２０．７ Ｉ－２７－ｄ－２Ⅲ３×１、Ｉ－２７－ｄ－６Ⅲ５×１ Ⅲa－３ ２８ 土器集中１２

Ｊ－３２－ｄ－１Ⅲ３×４９、未注記×１ 未注記×４ （図Ⅴ－６）

計５２ 計６

図Ⅴ－２０－３２ Ｋ－４０－ｄ－１Ⅲ１×１、Ｋ－４０－ｄ－３Ⅲ２×１ ２０．４ （７．２） （２９．４） Ｈ－３８－ｃ－４Ⅲ４×１、Ｉ－３９－ｂ－２Ⅲ３×１ Ⅲa－３ ２８

Ｋ－４０－ｄ－４Ⅲ２×２３、Ｋ－４０－ｄ－５Ⅲ３×３ Ｊ－３８－ｃ－４Ⅲ木根×１、Ｊ－４０－ｃ－２Ⅲ２×１１

Ｋ－４０－ｄ－６Ⅲ４×６、Ｊ－４０－ｃ－２Ⅲ２×２３ Ｊ－４０－ｃ－３Ⅲ３×１、Ｋ－３４－ａ－１Ⅲ１×１

Ｊ－４０－ｃ－３Ⅲ３×２ Ｋ－４０－ａ－２Ⅲ２×１、Ｋ－４０－ｄ－１Ⅲ１×２

Ｋ－４０－ｄ－３Ⅲ２×１、Ｋ－４０－ｄ－４Ⅲ３×１５

Ｋ－４０－ｄ－６Ⅲ×２、Ｋ－４２－ｂ－１Ⅲ×１

計５９ 計３８

図Ⅴ－２０－３３ Ｌ－４０－ａ－３Ⅲ２×１、Ｍ－４０－ａ－５Ⅲ４×１ （１６．４） － － Ｍ－２０－ａ－２Ⅳ木根×１、Ｍ－３８－ａ－１Ⅲ４×１ Ⅲa－３ ２９

Ｍ－４０－ｄ－３Ⅲ３×４、Ｍ－４０－ｄ－４Ⅲ４×１ Ｍ－３８－ｂ－４Ⅲ４×１、Ｍ－４０－ｄ－３Ⅲ３×５

Ｍ－４０－ｄ－６Ⅲ５×１、Ｍ－４１－ａ－２Ⅲ１×１ Ｍ－４０－ｄ－４Ⅲ４×１、Ｍ－４１－ａ－２Ⅲ１×１

Ｍ－４１－ａ－５Ⅲ５×３、Ｍ－４１－ａ－１２Ⅲ７×１ Ｍ－４１－ａ－５Ⅲ５×５

Ｍ－４１－ｃ－６Ⅲ４×２ 計１５ 計１５

図Ⅴ－２０－３４ Ｍ－１７－ｂ－１Ⅲ４×２、Ｍ－１７－ｂ－２Ⅲ４×３９ （２３．６） ９．３ ３０．０ Ｍ－１７－ｂ－１Ⅲ４×３、Ｍ－１７－ｂ－２Ⅲ４×１０ Ⅲa－３ ２９ 土器集中７

Ｍ－１７－ｂ－３Ⅲ５×１１７、Ｎ－１７－ｂ－２Ⅲ５×１ Ｍ－１７－ｂ－３Ⅲ５×４１、 （図Ⅴ－４）

Ｎ－１７－ｃ－３Ⅲ３×２、Ｎ－１７－ｃ－５Ⅲ４×２ Ｎ－１７－ｃ－５Ⅲ４×３、Ｎ－１７－ｃ－７Ⅲ４×１

Ｎ－１７－ｂ－８Ⅲ５×１、Ｎ－１８－ｂ－１Ⅲ１×１ Ｎ－１７－ｃ－１１Ⅲ５×１、Ｎ－１８－ｂ－４Ⅲ３×１

Ｎ－１８－ｂ－４Ⅲ３×４、Ｏ－１８－ａ－５Ⅲ４×２ Ｎ－１８－ｂ－７Ⅲ４×１、未注記×８

未注記×２ 計１７３ 計６９

図Ⅴ－２２－３５ Ｍ－４１－ｃ－１３Ⅲ５×１、Ｍ－４２－ｂ－８Ⅲ４×６ （２０．４） ８．１ ２７．６ Ｍ－４０－ａ－１Ⅲ１×１、Ｍ－４０－ｃ－１Ⅲ×１ Ⅲｂ ２９

Ｍ－４２－ｂ－１２Ⅲ４×３０、Ｎ－４２－ａ－５Ⅲ２×４ Ｍ－４１－ａ－４Ⅲ４×２、Ｍ－４１－ａ－５Ⅲ５×３

Ｎ－４２－ａ－７Ⅲ３×７、Ｎ－４２－ａ－１０Ⅲ４×７ Ｍ－４１－ｂ－１Ⅲ２×１、Ｍ－４１－ｃ－４Ⅲ３×５

Ｎ－４０－ｄ－１Ⅲ２×１、Ｎ－４２－ｄ－１Ⅲ１×２ Ｍ－４１－ｃ－５Ⅲ４×７９、Ｍ－４１－ｃ－１４Ⅲ５×１

遺構一覧表・遺物一覧表
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表Ⅴ－２ 包含層出土掲載土器一覧（拓本） Ⅲ群ａ－３類・Ⅲ群ｂ類

図番号 接 合 口径（�） 底径（�） 器高（�） 同一個体未接合 分類 図版番号 備 考

図Ⅴ－２２－３５ Ｍ－４１－ｃ－２０Ⅲ３×１、Ｍ－４２－ａ－５Ⅲ３×１

Ｍ－４２－ａ－６Ⅲ４×１１、Ｍ－４２－ｂ－８Ⅲ４×２

Ｍ－４２－ｂ－１２Ⅲ４×３、Ｎ－３９－ｂ－３Ⅲ３×１

Ｎ－３９－ｄ－１Ⅲ１×１、Ｎ－４２－ａ－１Ⅲ１×２

Ｎ－４２－ａ－５Ⅲ２×４、Ｎ－４２－ａ－７Ⅲ３×９

Ｎ－４２－ａ－１０Ⅲ４×２、Ｎ－４２－ｄ－１Ⅲ１×２

Ｎ－４２－ｄ－３Ⅲ２×４、Ｎ－４２－ｄ－４Ⅲ３×１

計５８ Ｏ－３０－ａ－４Ⅳ×１ 計１３８

図Ⅴ－２２－３６ Ｉ－３８－ｃ－１Ⅲ３×１、Ｉ－３８－ｃ－２Ⅲ４×１９ ２２．４ ９．０ ３３．５ Ｉ－３８－ｂ－９Ⅲ５×１、Ｉ－３８－ｃ－３Ⅲ５×１ Ⅲｂ ２９ 土器集中１５

Ｉ－３８－ｃ－３Ⅲ５×２３、Ｉ－３９－ａ－３Ⅳ１×４ Ｉ－３９－ｂ－２Ⅲ３×２、Ｉ－３９－ｂ－５Ⅲ４×１ （図Ⅴ－７）

Ｉ－３９－ａ－６Ⅳ２×１、Ｉ－３９－ｂ－１Ⅲ２×１

Ｉ－３９－ｂ－２Ⅲ３×１９、Ｉ－３９－ｂ－５Ⅲ４×３

Ｉ－３９－ｂ－７Ⅲ４×１５、Ｉ－３９－ｄ－２Ⅲ３×１

Ｊ－３８－ｃ－３Ⅳ×２、Ｊ－３８－ｃ－４Ⅳ木根×３

Ｊ－３９－ａ－４Ⅲ３×１ 計９３ 計５

図Ⅴ－２２－３７ａ Ｎ－３９－ｂ－２Ⅲ２×１、Ｎ－３９－ｂ－４Ⅲ４×２ － １０．２ － Ｈ－３８－ｄ－３Ⅲ５×１、Ｎ－３７－ｃ－３Ⅲ４×１ Ⅲｂ ３０

３７ｂ Ｎ－３８－ｃ－２Ⅲ４×１、Ｎ－３９－ｂ－５Ⅲ４×１ Ｎ－３８－ａ－３Ⅲ３×１、Ｎ－３８－ｂ－４Ⅲ３×１ ３１－２

３７ｃ Ｎ－３９－ｂ－３Ⅲ３×５、Ｎ－３９－ｂ－８Ⅲ×１ Ｎ－３８－ｂ－５Ⅲ３×２、Ｎ－３８－ｂ－６Ⅲ４×１

３７ｄ Ｋ－３６－ｃ－１Ⅲ２×１、Ｎ－３９－ｂ－２Ⅲ２×４ Ｎ－３９－ｂ－１Ⅲ１×１、Ｎ－３９－ｂ－２Ⅲ２×２７ ３７ｄ：復元底部

Ｎ－３９－ｂ－３Ⅲ３×１５、Ｎ－３９－ｂ－４Ⅲ４×５ Ｎ－３９－ｂ－３Ⅲ３×２３、Ｎ－３９－ｂ－４Ⅲ４×３６

Ｎ－３９－ｂ－５Ⅲ４×２、Ｎ－４０－ｂ－１Ⅲ２×１ Ｎ－３９－ｂ－５Ⅲ４×１５、Ｎ－３９－ｂ－７Ⅲ５×１

Ｏ－３９－ａ－１Ⅲ１×１９ Ｎ－３９－ｂ－８Ⅲ木根×４、Ｎ－３９－ｃ－１Ⅲ１×３

Ｎ－３９－ｃ－２Ⅲ３×２、Ｎ－３９－ｃ－３Ⅲ５×２

計５８ Ｏ－３９－ａ－１Ⅲ１×２３ 計１４４

図番号 接 合 同一個体未接合 分 類 図版番号 備 考

図Ⅴ－２３－３８ａ Ｍ－１８－ａ－２Ⅲ３×３ Ｌ－１７－ｃ－１Ⅲ４×１、Ｍ－１８－ａ－２Ⅲ３×２ Ⅲa－３ ３１

３８ｂ Ｍ－１８－ａ－２Ⅲ３×１ 計４ Ｌ－１７－ｃ－１Ⅲ４×１ 計４

図Ⅴ－２３－３９ Ｉ－２７－ｄ－３Ⅲ５×１、Ｇ－２７－ｃ－９Ⅲ３×１ Ⅲa－３ ３１

Ｇ－２７－ｃ－１５Ⅴ２×１ 計３

図Ⅴ－２３－４０ Ｎ－１８－ａ－４Ⅲ３×１ Ⅲa－３ ３１

図Ⅴ－２３－４１ａ Ｌ－１５－ｄ－１Ⅲ３×１、Ｌ－１６－ｂ－６Ⅲ４×２ Ⅲa－３ ３１

４１ｂ Ｌ－１５－ｃ－２Ⅲ４×１ 計４

図Ⅴ－２３－４２ Ｍ－１０－ｂ－１Ⅲ風倒×２ Ｍ－１０－ｂ－１Ⅲ風倒×２、Ｍ－１０－ｂ－４Ⅲ３×１ Ⅲa－３ ３１

計２ 計３

図Ⅴ－２３－４３ａ Ｎ－１８－ｂ－８Ⅲ４×２ Ｎ－１８－ａ－５Ⅲ４×１、Ｎ－１８－ｂ－３Ⅲ３×１ Ⅲa－３ ３１

４３ｂ Ｎ－１８－ｂ－７Ⅲ４×１、Ｎ－１８－ｂ－４Ⅲ３×２ Ｎ－１８－ｂ－６Ⅲ３×２、Ｎ－１８－ｂ－７Ⅲ４×１

Ｎ－１８－ｂ－１０Ⅲ６×１、Ｎ－１９－ｄ－３Ⅲ４×１

計５ Ｏ－１８－ａ－５Ⅲ４×１、未注記×１ 計９

図Ⅴ－２３－４４ Ｎ－１８－ｂ－６Ⅲ３×１ Ⅲa－３ ３１

図Ⅴ－２３－４５ Ｏ－１７－ａ－８Ⅲ２×１ Ｎ－１８－ｃ－３Ⅲ４×１、Ｎ－１９－ｃ－７Ⅲ６×１ Ⅲa－３ ３１

Ｏ－１７－ｄ－６Ⅲ４×５、Ｏ－１７－ｄ－７Ⅲ５×４

Ｏ－１８－ａ－７Ⅲ６×１、Ｏ－２２－ｄ－１Ⅲ２×１

計１３

図Ⅴ－２３－４６ａ Ｎ－１８－ｃ－１Ⅲ２×１、Ｎ－１９－ｂ－２Ⅲ１×１ Ｎ－１７－ａ－４Ⅲ４×１、Ｎ－１７－ｃ－９Ⅲ木根×１ Ⅲa－３ ３０

４６ｂ Ｎ－１８－ｂ－１０Ⅲ６×４ Ｍ－１７－ｃ－１１Ⅲ５×２、Ｎ－１８－ａ－５Ⅲ４×１ ３１

４６ｃ Ｎ－１８－ａ－４Ⅲ３×１、Ｎ－１８－ｂ－７Ⅲ４×１ Ｎ－１８－ａ－７Ⅲ４×３、Ｎ－１８－ｂ－３Ⅲ３×１

Ｎ－１８－ｂ－１０Ⅲ６×３、Ｎ－１８－ｂ－１３Ⅳ６×２ Ｎ－１８－ｂ－４Ⅲ３×３、Ｎ－１８－ｂ－６Ⅲ３×２

Ｏ－２４－ａ－２Ⅲ４×１、不明×１ Ｎ－１８－ｂ－７Ⅲ４×６、Ｎ－１８－ｂ－８Ⅲ４×１

４６ｄ Ｎ－１８－ｃ－８Ⅲ６×１ Ｎ－１８－ｂ－１０Ⅲ６×２、Ｎ－１８－ｂ－１１Ⅲ６×１

４６ｅ Ｎ－１８－ａ－５Ⅲ４×１、Ｎ－１８－ａ－７Ⅲ４×１ Ｎ－１８－ｂ－１２Ⅲ６×１

Ｎ－１８－ｂ－３Ⅲ３×１

４６ｆ Ｎ－１８－ｂ－８Ⅲ４×１ 計３８ 計２５

図Ⅴ－２３－４７ａ Ｉ－２６－ｂ－２Ⅲ３×２ Ⅲa－３ ３１

４７ｂ Ｉ－２６－ｂ－１Ⅲ２×４ 計６

図Ⅴ－２３－４８ Ｎ－１８－ｃ－２Ⅲ３×１、Ｎ－１８－ｃ－３Ⅲ４×２ Ⅲa－３ ３１

計３

図Ⅴ－２３－４９ａ Ｏ－１７－ｄ－６Ⅲ４×３ Ｉ－２５－ｄ－３Ⅲ５×１、Ｉ－２６－ａ－１Ⅲ３×１ Ⅲa－３ ３１

４９ｂ Ｏ－１７－ｄ－７Ⅲ５×１ Ｉ－２６－ａ－２Ⅲ４×１、Ｉ－２６－ｂ－２Ⅲ４×１

４９ｃ Ｏ－１７－ｄ－７Ⅲ５×１ Ｉ－２６－ｃ－１Ⅲ２×１、Ｉ－２６－ｃ－２Ⅲ３×２、

Ｉ－２６－ｄ－６Ⅲ４×２、Ｉ－２７－ｄ－７Ⅳ４×１

計５ Ｉ－３１－ｄ－１Ⅲ４×１ 計１１

図Ⅴ－２３－５０ Ｏ－１９－ａ－６Ⅲ４×１、Ｎ－１９－ｃ－８Ⅲ６×１ Ｇ－２９－ｃ－２Ⅲｂ調×４２ Ⅲa－３ ３０

Ｎ－１９－ｃ－９Ⅲ７×２、Ｎ－１９－ｃ－１１Ⅳ×１ Ｈ－２７－ｄ－５Ⅲ３×１、Ｈ－２７－ｄ－１８Ⅲ４×１

Ｎ－１９－ｄ不明×１ Ｈ－２７－ｄ－２０Ⅲ４×１、Ｈ－２９－ｄ－１Ⅲ３×１

Ｈ－３０－ａ－１Ⅲ１×２３、Ｈ－３０－ａ－２Ⅲ２×７

Ｈ－３０－ａ－３Ⅲ３×１、Ｈ－３０－ｂ－１Ⅲ２×１

Ｈ－３１－ｃ－１Ⅲ２×４、Ｍ－３２－ａ－１Ⅲ２×１

計６ 未注記×２ 計８５

図Ⅴ－２３－５１ａ Ｎ－１６－ｄ－１Ⅲ３×２、Ｎ－１７－ａ－２Ⅲ３×２ Ｎ－１２－ｃ－１Ⅲ６×１、Ｎ－１２－ｄ－２Ⅲ６×１ Ⅲa－３ ３１

５１ｂ Ｎ－１２－ｄ－１Ⅲ３×１、Ｎ－１３－ｃ－２Ⅲ２×１ Ｎ－１５－ｄ－１Ⅲ６×１、Ｎ－１６－ａ－１Ⅲ４×１

Ｎ－１６－ａ－４Ⅲ５×１、Ｎ－１６－ｂ－２Ⅲ３×１

Ｎ－１６－ｄ－１Ⅲ３×１、Ｎ－１６－ｄ－２Ⅲ４×６

―１２８―



図番号 接 合 同一個体未接合 分 類 図版番号 備 考

図Ⅴ－２３－５１ａ Ｎ－１６－ｄ－４Ⅲ５×７、Ｎ－１７－ａ－２Ⅲ３×１

５１ｂ Ｎ－１７－ｃ－１Ⅲ１×２、Ｎ－１７－ｃ－２Ⅲ２×６

Ｎ－１７－ｃ－３Ⅲ３×１、Ｎ－１７－ｃ－５Ⅲ４×１

計５ 計３１

図Ⅴ－２４－５２ａ Ｉ－３０－ｃ－３Ⅲ３×３、Ｉ－３０－ｄ－２Ⅲ３×１ Ｉ－３０－ｃ－３Ⅲ３×１６、Ｉ－３０－ｃ－５Ⅲ４×３ Ⅲa－３ ３２

Ｉ－３０－ｄ－４Ⅲ４×３、Ｉ－３１－ｂ－１Ⅲ２×１ Ｉ－３０－ｃ－６Ⅳ×２、Ｉ－３０－ｄ－２Ⅲ３×９

Ｉ－３１－ｂ－２Ⅲ３×１、不明×３ Ｉ－３０－ｄ－４Ⅲ４×１０、Ｉ－３１－ｂ－２Ⅲ３×３

５２ｂ Ｉ－３０－ｃ－３Ⅲ３×４、Ｉ－３０－ｄ－２Ⅲ３×２

Ｉ－３０－ｄ－４Ⅲ４×５、Ｊ－３１－ａ－９Ⅲ３×１

Ｊ－３１－ａ－１１Ⅲ４×１

５２ｃ Ｉ－３０－ｃ－３Ⅲ３×４、Ｉ－３０－ｄ－２Ⅲ３×２

Ｉ－３１－ａ－１Ⅲ３×１

５２ｄ Ｉ－３１－ｃ－３Ⅲ２×１、Ｉ－３０－ｄ－２Ⅲ３×１

５２ｅ Ｉ－３０－ｄ－４Ⅲ４×３、Ｊ－３１－ａ－２Ⅲ２×１

計３８ 計４３

図Ⅴ－２４－５３ａ Ｉ－２６－ｄ－１１Ⅲ５×３ Ｉ－２６－ｄ－６Ⅲ４×３、Ｉ－２６－ｄ－１１Ⅲ５×１１ Ⅲa－３ ３２

５３ｂ Ｉ－２６－ｄ－２Ⅲ３×１、Ｉ－２６－ｄ－６Ⅲ４×１

Ｉ－２６－ｄ－１１Ⅲ５×１２

５３ｃ Ｉ－２６－ｄ－１１Ⅲ５×２、Ｉ－２６－ｄ－１３Ⅲ２×１

不明×２

５３ｄ Ｊ－２６－ａ－４Ⅲ４×２

５３ｅ Ｉ－２６－ｄ－２Ⅲ３×２、Ｉ－２６－ｄ－１１Ⅲ５×２

５３ｆ Ｉ－２６－ｄ－６Ⅲ４×２、Ｉ－２６－ｄ－１３Ⅳ２×１

計３１ 計１４

図Ⅴ－２５－５４ Ｊ－３７－ｄ－２撹乱×１、Ｉ－３６－ｃ－１Ⅲ２×３ Ｈ－３０－ｃ－２Ⅲ２×１、Ｊ－４０－ｄ－３Ⅲ３×１ Ⅲa－３ ３２

計４ Ｌ－４０－ｃ－１Ⅲ１×１ 計３

図Ⅴ－２５－５５ａ Ｇ－３７－ｄ－１Ⅲ風倒×１４ Ｇ－３７－ｄ－１Ⅲ風倒×５０、Ｈ－２３－ｂ－２Ⅲ４×１ Ⅲa－３ ３２

５５ｂ Ｇ－３７－ｄ－１Ⅲ風倒×４ 計１８ 計５１

図Ⅴ－２５－５６ Ｉ－２８－ｃ－１Ⅲ３×２ Ⅲa－３ ３２

図Ⅴ－２５－５７ａ Ｎ－１８－ｂ－６Ⅲ３×４、Ｎ－１８－ｂ－７Ⅲ４×１ Ⅲa－３ ３２

５７ｂ Ｏ－１７－ｄ－６Ⅲ４×１、Ｏ－１７－ｄ－１２Ⅲ４×１

計７

図Ⅴ－２５－５８ Ｏ－１７－ｄ－７Ⅲ５×１ Ｈ－３６－ｂ－１Ⅲ２×１、Ｈ－３６－ｂ－２Ⅲ３×１ Ⅲa－３ ３２

Ｎ－３９－ｂ－１Ⅲ１×１、Ｏ－４０－ａ－３Ⅲ３×１

計４

図Ⅴ－２５－５９ Ｍ－４２－ｃ－１Ⅲ３×１ Ⅲa－３ ３２

図Ⅴ－２５－６０ Ｍ－４２－ｂ－１２Ⅲ４×１、Ｍ－４２－ｃ－２Ⅲ４×１ Ⅲa－３ ３３

計２

図Ⅴ－２５－６１ Ｏ－１８－ｄ－４Ⅲ４×１ Ⅲa－３ ３３

図Ⅴ－２５－６２ Ｉ－３８－ｃ－１Ⅲ３×１、Ｋ－３８－ｂ－１Ⅲ２×１ Ⅲa－３ ３３

計２

図Ⅴ－２５－６３ Ｏ－１８－ｄ－４Ⅲ４×１ Ⅲa－３ ３３

図Ⅴ－２５－６４ａ Ｍ－３６－ｃ－２Ⅲ２×１、Ｍ－３８－ｂ－２Ⅲ３×１ Ⅲa－３ ３３

６４ｂ Ｌ－３７－ａ－１Ⅲ２×１ 計３

図Ⅴ－２５－６５ Ｎ－２４－ｃ－１Ⅲ４×２ Ⅲa－３ ３３

図Ⅴ－２５－６６ａ Ｉ－２７－ｂ－４Ⅲ４×１ Ｉ－２６－ｃ－１Ⅲ２×１、Ｉ－２６－ｃ－７Ⅲ４×２ Ⅲa－３ ３３

６６ｂ Ｉ－２６－ｃ－１２Ⅲ５×１、Ｈ－２７－ｃ－１Ⅲ３×１

６６ｃ Ｉ－２６－ｃ－２Ⅲ３×１ 計４ 計３

図Ⅴ－２５－６７ａ Ｉ－２９－ｃ－１Ⅲ４×３ Ⅲa－３ ３３

６７ｂ Ｉ－２９－ｃ－１Ⅲ４×４ 計７

図Ⅴ－２５－６８ Ｏ－３８－ａ－１Ⅲ１×１、Ｏ－３８－ａ－２Ⅲ２×１１ Ｎ－３７－ｂ－２Ⅲ２×１、Ｎ－３７－ｂ－３Ⅲ４×２ Ⅲｂ ３３

Ｏ－３８－ａ－３Ⅲ３×１、Ｏ－３８－ａ－４Ⅳ１×５ Ｎ－３１－ｃ－１Ⅲ×２、Ｎ－３７－ｃ－２Ⅲ３×１

Ｏ－３８－ｄ－３Ⅲ３×１ Ｍ－４１－ｄ－１Ⅲ１×１、Ｏ－３８－ａ－１Ⅲ１×１０

Ｏ－３８－ａ－２Ⅲ２×３７、Ｏ－３８－ａ－３Ⅲ３×３０

Ｏ－３８－ａ－４Ⅳ１×１０、Ｏ－３８－ａ－５Ⅳ２×３

Ｏ－３８－ｄ－１Ⅲ１×２、Ｏ－３８－ｄ－３Ⅲ３×２

計１９ 計１０１

図Ⅴ－２５－６９ａ Ｌ－１４－ｃ－４Ⅲ×２、Ｌ－４０－ｂ－９Ⅲ撹乱×１ Ｋ－４１－ｂ－１Ⅲ２×１、Ｌ－３９－ａ－６Ⅲ４×１ Ⅲｂ ３３

６９ｂ Ｍ－４０－ｄ－２Ⅲ２×１ Ｌ－３９－ｃ－２Ⅲ２×１、Ｌ－３９－ｄ－２Ⅲ４×１

６９ｃ Ｌ－３９－ｃ－２Ⅲ２×１、Ｌ－４０－ｂ－６Ⅲ３×１ Ｌ－４０－ｂ－２Ⅲ１×１、Ｌ－４０－ｂ－６Ⅲ４×３

Ｌ－４０－ｂ－７Ⅲ４×１ Ｌ－４０－ｂ－１０Ⅲ撹乱×３、Ｌ－４０－ｃ－３Ⅲ１×２

６９ｄ Ｌ－３９－ａ－２Ⅲ２×１、Ｌ－３９－ｂ－１Ⅲ２×１ Ｍ－４０－ａ－１Ⅲ１×４

Ｌ－４１－ａ－１Ⅲ１×１ 計７ 計１７

図Ⅴ－２６－７０ Ｍ－４１－ｃ－５Ⅲ４×１ Ⅲｂ ３３

図Ⅴ－２６－７１ Ｎ－３６－ｄ－２Ⅲ３×１ Ⅲｂ ３３

図Ⅴ－２６－７２ Ｍ－４０－ｄ－３Ⅲ３×１ Ⅲｂ ３３

図Ⅴ－２６－７３ Ｎ－４２－ｄ－３Ⅲ２×１ Ⅲｂ ３３

図Ⅴ－２６－７４ａ Ｊ－２１－ａ－１Ⅲ４×１、Ｊ－２１－ｄ－１Ⅲ３×９ Ｊ－１９－ｂ－１Ⅲ２×１、Ｊ－２１－ｃ－１Ⅲ３×１ Ⅲｂ ３０

Ｋ－１９－ｄ－１Ⅲ４×２、Ｋ－１９－ｄ－４Ⅴ×１ Ｊ－２１－ｄ－１Ⅲ３×１６、Ｋ－１９－ｄ－１Ⅲ４×３０ ３３

Ｋ－２１－ａ－１Ⅱ２×１ Ｋ－１９－ｄ－３Ⅲ５×１、Ｋ－２１－ａ－１Ⅱ２×２

７４ｂ Ｋ－１９－ｄ－１Ⅲ４×７

７４ｃ Ｋ－１９－ｄ－１Ⅲ４×２ 計２３ 計５１

図Ⅴ－２６－７５ａ Ｍ－４２－ａ－５Ⅲ３×２、Ｍ－４２－ａ－６Ⅲ４×３ Ｌ－４０－ｂ－４Ⅲ２×１、Ｌ－４０－ｂ－１０撹乱×１ Ⅲｂ ３３

７５ｂ Ｈ－３５－ａ－２Ⅲ４×１、Ｈ－３５－ｃ－１Ⅲ３×１ Ｌ－４１－ｃ－２Ⅲ５×１、Ｌ－４１－ｃ－１１Ⅲ５×２

Ｊ－３６－ａ－２Ⅲ４×１ Ｌ－４２－ｂ－１Ⅲ７×１、Ｍ－４０－ａ－１Ⅲ１×４

遺構一覧表・遺物一覧表
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表Ⅴ－３ 包含層出土掲載土器一覧（拓本） Ⅳ群ａ類・Ⅳ群ｂ類・Ⅴ群

表Ⅴ－４ 包含層出土掲載土器一覧（復元・拓本土器） Ⅵ群

図番号 接 合 同一個体未接合 分 類 図版番号 備 考

図Ⅴ－２７－９１ａ Ｍ－４０－ｂ－７Ⅲ３×１、Ｎ－４０－ａ－２Ⅲ２×１ Ｎ－４０－ａ－１Ⅲ１×１５、Ｎ－４０－ａ－２Ⅲ２×２２ Ⅳａ ３４

９１ｂ Ｎ－４０－ａ－１Ⅲ１×１、Ｎ－４０－ａ－４Ⅲ３×１ Ｎ－４０－ａ－４Ⅲ３×７、Ｎ－４０－ｂ－２Ⅲ２×１

９１ｃ Ｍ－４０－ａ－２Ⅲ２×２、Ｍ－４０－ｂ－２Ⅲ１×１ Ｍ－４０－ｂ－２Ⅲ１×２、Ｍ－４０－ｂ－３Ⅲ２×１

Ｍ－４０－ｂ－５Ⅲ１×８、Ｍ－４０－ｂ－７Ⅲ３×１ Ｍ－４０－ｂ－５Ⅲ１×１１、Ｍ－４０－ｂ－７Ⅲ３×７

Ｎ－４０－ａ－４Ⅲ３×２ 計１８ 未注記×６ 計７２

図Ⅴ－２７－９２ａ Ｌ－２４－ａ－１Ⅲ４×１ Ⅳｂ ３４

９２ｂ Ｏ－２２－ｃ－１Ⅲ２×４ 計５

図Ⅴ－２７－９３ Ｋ－３９－ｂ－２Ⅳ１×１ Ⅳｂ ３４

図Ⅴ－２７－９４ Ｑ－３４－ｃ－１Ⅲ４×３ Ⅳｂ ３４

図Ⅴ－２７－９５ Ｇ－２１－ｃ－１Ⅲ２×１０、Ｈ－２１－ｄ－１Ⅲ１×１ Ｇ－２１－ｃ－１Ⅲ２×５、Ｇ－２４－ｄ－１Ⅲ２×１ Ⅴｃ ３４

計１１ 未注記×４ 計１０

図番号 接 合 口径（�） 底径（�） 器高（�） 同一個体未接合 分 類 図版番号 備 考
図Ⅴ－２７－９６ａ Ｃ－１７－ｂ－１Ⅲ２×３ Ｃ－１７－ｂ－１Ⅲ２×９、Ｃ－１７－ｂ－２Ⅲ３×１３ Ⅵｂ ３４

９６ｂ Ｃ－１７－ｂ－１Ⅲ２×１ Ｃ－１７－ｃ－１Ⅲ２×９、Ｃ－１８－ａ－１Ⅲ４×２
９６ｃ Ｃ－１７－ｃ－１Ⅲ２×１
９６ｄ Ｃ－１７－ｂ－１Ⅲ２×１ 計６ 計３３

図Ⅴ－２７－９７ Ｏ－９－ａ－１Ⅲ３×１ Ｏ－９－ａ－１Ⅲ３×１ Ⅵｂ ３４
図Ⅴ－２７－９８ Ｈ－２５－ｄ－１Ⅲ２×１ Ｈ－２５－ｄ－１Ⅲ２×１ Ⅵｂ ３４
図Ⅴ－２７－９９ｂ Ｍ－４１－ｃ－１Ⅲ１×１０ － ６．１ － Ｍ－４１－ｃ－１Ⅲ１×８ Ⅵｃ ３０ 復元底部

９９ａ Ｍ－４１－ｃ－１Ⅲ１×２ ３４
９９ｃ Ｍ－４１－ｃ－１Ⅲ１×１
９９ｄ Ｍ－４１－ｃ－１Ⅲ１×１
９９ｅ Ｍ－４１－ｃ－１Ⅲ１×１
９９ｆ Ｍ－４１－ｃ－１Ⅲ１×１ 計１６ 計８

図番号 接 合 同一個体未接合 分 類 図版番号 備 考

７５ｃ Ｌ－４０－ｂ－９Ⅲ撹乱×２、Ｍ－４０－ａ－１Ⅲ１×３ Ｍ－４０－ａ－２Ⅲ２×１、Ｍ－４０－ａ－３Ⅲ４×１

７５ｄ Ｍ－４２－ａ－５Ⅲ３×３、Ｍ－４２－ａ－６Ⅲ４×４ Ｍ－４０－ｄ－２Ⅲ２×１、Ｍ－４１－ｃ－４Ⅲ３×１

７５ｅ Ｊ－３７－ｄ－１Ⅲ２×１、Ｍ－４１－ａ－５Ⅲ５×１ Ｍ－４１－ｃ－１３Ⅲ５×１、Ｍ－４１－ｄ－５Ⅲ５×１

Ｍ－４１－ｃ－２０Ⅲ３×１、Ｍ－４２－ｂ－１２Ⅲ４×１ Ｍ－４２－ａ－３Ⅲ３×２、Ｍ－４２－ａ－４Ⅲ４×７

Ｍ－４２－ａ－５Ⅲ３×１８、Ｍ－４２－ａ－６Ⅲ４×８

Ｍ－４２－ａ－７Ⅲ４×４、Ｍ－４２－ａ－８Ⅲ５×３

Ｍ－４２－ｂ－８Ⅲ４×１９、Ｍ－４２－ｂ－１２Ⅲ４×３

Ｅ－３６－ｃ－１Ⅲ２×１、Ｈ－３５－ａ－２Ⅲ４×３

Ｈ－３５－ａ－３Ⅲ５×１、Ｈ－３５－ｄ－１Ⅲ３×１

Ｈ－３５－ｄ－２Ⅲ５×２、Ｈ－３６－ａ－１Ⅲ３×１

Ｈ－３８－ｃ－４Ⅲ４×５、Ｊ－３６－ａ－２Ⅲ４×１

Ｊ－３７－ｄ－３撹乱×１、Ｋ－３９－ａ－３Ⅲ６×１

Ｋ－３９－ｃ－３Ⅲ５×１、Ｌ－３９－ａ－５Ⅲ３×１

Ｌ－３９－ｄ－７Ⅲ６×１、Ｌ－３９－ｄ－１１Ⅲ８×１

計２４ Ｌ－４０－ｂ－２Ⅲ１×４ 計１０５

図Ⅴ－２６－７６ａ Ｋ－３９－ａ－３Ⅲ６×１、Ｋ－３９－ａ－５Ⅳ２×１ Ⅲｂ ３３

７６ｂ Ｋ－３９－ｄ－７Ⅳ１×１

７６ｃ Ｋ－３９－ａ－３Ⅲ６×１

７６ｄ Ｋ－３９－ｃ－１Ⅲ３×３、Ｋ－４０－ｄ－５Ⅲ３×１

７６ｅ Ｋ－３９－ａ－２Ⅲ５×１、Ｋ－３９－ａ－３Ⅲ６×２

Ｋ－３９－ｄ－４Ⅲ５×１ 計１２

図Ⅴ－２６－７７ Ｌ－４１－ｂ－２Ⅲ６×８、Ｌ－４１－ｂ－５Ⅲ７×２ Ｌ－４１－ｂ－５Ⅲ７×４ Ⅲa－３ ３４

計１０

図Ⅴ－２６－７８ Ｎ－４０－ｂ－５Ⅲ４×１、Ｎ－４０－ｂ－７Ⅲ４×１ Ⅲa－３ ３４

Ｎ－４０－ｃ－２Ⅲ４×３、Ｎ－４０－ｃ－Ⅲ５×１

Ｎ－４１－ａ－１Ⅲ３×１、Ｏ－４０－ｄ－３Ⅲ１×１

計８

図Ⅴ－２６－７９ Ｎ－１６－ｄ－２Ⅲ４×１ Ⅲa－３ ３４

図Ⅴ－２６－８０ Ｊ－３１－ａ－１３Ⅲ５×３ Ⅲa－３ ３４

図Ⅴ－２６－８１ Ｌ－１５－ｃ－１Ⅲ３×１、Ｌ－１５－ｃ－２Ⅲ４×６ Ｈ－２７－ｄ－５Ⅲ３×１、Ｌ－１５－ａ－１Ⅲ×２ Ⅲa－３ ３４

Ｌ－１５－ｃ－３Ⅲ４×４、Ｌ－１５－ｄ－１Ⅲ３×３ Ｌ－１５－ｄ－１Ⅲ×２、Ｌ－１６－ｂ－５Ⅲ４×１

計１４ Ｎ－１９－ｂ－７Ⅲ７×１ 計７

図Ⅴ－２６－８２ Ｍ－４１－ｃ－５Ⅲ４×１、Ｍ－４１－ｃ－１５Ⅲ５×１ Ⅲa－３ ３４

計２

図Ⅴ－２６－８３ Ｎ－１７－ｃ－８Ⅲ５×２ Ⅲa－３ ３４

図Ⅴ－２６－８４ Ｋ－４０－ａ－２Ⅲ２×２ Ⅲa－３ ３４

図Ⅴ－２６－８５ Ｋ－３９－ｄ－９Ⅳ２×２ Ⅲa－３ ３４

図Ⅴ－２６－８６ Ｈ－３８－ｂ－３Ⅲ４×１ Ⅲa－３ ３４

図Ⅴ－２６－８７ Ｈ－３８－ｂ－３Ⅲ４×１ Ⅲa－３ ３４

図Ⅴ－２６－８８ Ｈ－３８－ｂ－５Ⅲ５×１ Ⅲa－３ ３４

図Ⅴ－２６－８９ Ｈ－３８－ｂ－５Ⅲ５×１ Ⅲa－３ ３４

図Ⅴ－２６－９０ Ｈ－３８－ｂ－５Ⅲ５×１ Ⅲa－３ ３４

―１３０―



表Ⅴ－５ 包含層出土掲載石器一覧

図番号 器種名 分類 発掘区 遺物
番号 層 位 長さ

（�）
幅

（�）
厚さ
（�）

重さ
（�） 石 質 接 合 図版

番号 備 考

図Ⅴ－３４－１ 石鏃 ⅠＡ４ Ｋ－３２－ｂ １ Ⅴ層 ３．２ １．１ ０．３ １．０ 黒曜石 図版３５

図Ⅴ－３４－２ 石鏃 ⅠＡ５ Ｉ－２６－ｄ ３ Ⅲ層３回目 ３．３ １．６ ０．４ １．５ 頁岩 ３５

図Ⅴ－３４－３ 石鏃 ⅠＡ５ Ｇ－１５－ｄ １ Ⅲ層５回目 ３．５ １．５ ０．６ ２．４ 頁岩 ３５

図Ⅴ－３４－４ 石鏃 ⅠＡ５ Ｋ－２６－ｄ １ Ⅲ層５回目 ３．６ １．４ ０．６ ２．６ 頁岩 ３５

図Ⅴ－３４－５ 石鏃 ⅠＡ５ Ｏ－８－ｃ １ Ⅲ層２回目 ４．３ １．７ ０．４ ２．２ 頁岩 ３５

図Ⅴ－３４－６ 石鏃 ⅠＡ５ Ｉ－３６－ｂ １ Ⅲ層２回目 ３．５ １．４ ０．６ ２．６ 頁岩 ３５

図Ⅴ－３４－７ 石鏃 ⅠＡ５ Ｈ－２３－ｂ １ Ⅲ層２回目 ２．７ １．７ ０．３ ０．９ 頁岩 ３５

図Ⅴ－３４－８ 石槍またはナイフ ⅠＢ１ Ｋ－３６－ｂ １ Ⅲ層４回目 ５．４ ２．６ ０．６ ６．１ 頁岩 ３５

図Ⅴ－３４－９ つまみ付きナイフ ⅢＡ１ｃ Ｉ－２６－ｄ ７ Ⅲ層４回目 ８．３ ２．４ ０．９ ２４．２ 頁岩 ３５

図Ⅴ－３４－１０ つまみ付きナイフ ⅢＡ１ｃ Ｌ－１５－ｃ １ Ⅲ層３回目 ５．２ ３．６ １．０ １１．１ 頁岩 ３５

図Ⅴ－３４－１１ つまみ付きナイフ ⅢＡ３ Ｅ－４０－ｃ １ Ⅳ層 ３．３ ５．３ ０．７ ８．８ 頁岩 ３５

図Ⅴ－３４－１２ つまみ付きナイフ ⅢＡ３ Ｉ－２６－ｄ ８ Ⅲ層４回目 ５．７ ４．２ １．２ １９．５ 頁岩 ３５

図Ⅴ－３４－１３ つまみ付きナイフ ⅢＡ４ Ｉ－２６－ｃ ３ Ⅲ層３回目 ４．０ １．９ ０．７ ５．３ 頁岩 ３５

図Ⅴ－３４－１４ つまみ付きナイフ ⅢＡ４ Ｉ－４０－ｂ １ Ⅲ層２回目 ４．８ ２．５ ０．５ ４．４ 頁岩 ３５

図Ⅴ－３４－１５ つまみ付きナイフ ⅢＡ４ Ｍ－４１－ｃ １７ Ⅲ層６回目 ８．２ ３．９ １．１ ２６．４ 頁岩 ３５ 沢部分

図Ⅴ－３４－１６ スクレイパー ⅢＢ２ａ Ｍ－２７－ｃ １ Ⅲ層５回目 ３．５ ２．０ ０．７ ３．８ 黒曜石 ３５

図Ⅴ－３４－１７ スクレイパー ⅢＢ２ａ Ｉ－２７－ｄ ４ Ⅲ層５回目 ５．３ ３．８ １．９ ２７．４ めのう ３５

図Ⅴ－３４－１８ スクレイパー ⅢＢ２ａ Ｌ－３４－ｂ １ Ⅲ層２回目 ５．７ ４．８ １．１ ２９．８ 頁岩 ３５

図Ⅴ－３４－１９ スクレイパー ⅢＢ２ａ Ｌ－１５－ｄ ２ Ⅲ層３回目 ７．０ ２．２ １．１ ２３．４ 頁岩 ３５

図Ⅴ－３４－２０ スクレイパー ⅢＢ２ａ Ｌ－２２－ｄ １ Ⅲ層４回目 ６．５ ５．２ １．１ ４２．０ 頁岩 ３５

図Ⅴ－３４－２１ スクレイパー ⅢＢ２ａ Ｉ－３９－ｂ ３ Ⅲ層３回目 ６．７ ４．２ １．０ ２１．２ 頁岩 ３５

図Ⅴ－３４－２２ スクレイパー ⅢＢ２ａ Ｎ－１５－ｄ ２ Ⅲ層６回目 ７．８ ４．５ ０．９ ２４．８ 頁岩 ３５

図Ⅴ－３４－２３ スクレイパー ⅢＢ２ａ Ｎ－１８－ｄ １ Ⅲ層３回目 ６．０ ６．０ １．６ ６３．０ めのう ３５

図Ⅴ－３５－２４ スクレイパー ⅢＢ２ａ Ｍ－４１－ｃ ７ Ⅲ層４回目 ６．３ ５．７ １．８ ４３．０ 安山岩？ ３５

図Ⅴ－３５－２５ スクレイパー ⅢＢ２ａ Ｉ－２７－ａ １ Ⅲ層１回目 ７．２ ５．６ １．１ ４９．３ 頁岩 Ｉ－２７．４（Ⅲ）と接合 ３５

図Ⅴ－３５－２６ スクレイパー ⅢＢ２ａ Ｍ－４２－ｂ １３ Ⅲ層４回目 ７．６ ５．３ ０．８ ３０．４ 頁岩 ３５

図Ⅴ－３５－２７ スクレイパー ⅢＢ２ａ Ｉ－３１－ａ ３ Ⅳ層 ７．８ ５．４ １．７ ６０．０ 頁岩 ３５

図Ⅴ－３５－２８ スクレイパー ⅢＢ２ａ Ｎ－２５－ｂ １ Ⅲ層２回目 ９．７ ５．１ １．５ ７１．５ 頁岩 ３５

図Ⅴ－３５－２９ スクレイパー ⅢＢ２ａ Ｍ－１８－ａ ６ Ⅴ層 ９．４ ５．７ ２．３ １１６．９ 頁岩 ３５

図Ⅴ－３５－３０ スクレイパー ⅢＢ２ｂ Ｍ－４２－ａ １ Ⅲ層２回目 ５．６ ３．１ １．０ ２１．６ 頁岩 ３５

図Ⅴ－３５－３１ スクレイパー ⅢＢ２ｂ Ｋ－３９－ｃ ２ Ⅲ層４回目 ５．８ ４．０ １．０ ２０．０ めのう ３５

図Ⅴ－３５－３２ スクレイパー ⅢＢ２ｂ Ｍ－１７－ｂ ５ Ⅲ層木根 ５．７ ４．２ １．２ ３７．３ めのう ３５

図Ⅴ－３５－３３ スクレイパー ⅢＢ２ｂ Ｉ－１７－ｄ １ Ⅲ層４回目 ６．４ ４．２ １．０ ２８．６ 頁岩 ３５

図Ⅴ－３５－３４ スクレイパー ⅢＢ２ｂ 管理用
道路部分 １４ Ⅲ層 ７．９ ４．１ ０．９ ２８．２ 頁岩 図版３６ 管理用道路

上部分出土

図Ⅴ－３５－３５ スクレイパー ⅢＢ２ｂ Ｏ－１２－ｄ ２ Ⅲ層２回目 ８．０ ４．５ ０．８ ４２．０ 頁岩 ３６

図Ⅴ－３６－３６ スクレイパー ⅢＢ２ｂ Ｉ－２６－ｄ ９ Ⅲ層４回目 ９．０ ７．９ １．５ ８８．１ 頁岩 ３６

図Ⅴ－３６－３７ スクレイパー ⅢＢ２ｃ Ｂ－１６－ｃ １ Ⅳ層２回目 ６．５ ３．９ １．２ ２９．４ 頁岩 ３６

図Ⅴ－３６－３８ スクレイパー ⅢＢ２ｃ Ｉ－２６－ｃ ４ Ⅲ層３回目 ６．１ ６．５ １．３ ５２．５ 頁岩 ３６

図Ⅴ－３６－３９ スクレイパー ⅢＢ２ｃ Ｎ－４２－ａ １１ Ⅲ層４回目 ７．２ ６．０ １．５ ５３．８ 頁岩 ３６

図Ⅴ－３６－４０ スクレイパー ⅢＢ２ｃ Ｊ－３８－ｄ １ Ⅲ層１回目 ８．３ ４．９ ０．８ ３１．７ 頁岩 ３６

図Ⅴ－３６－４１ スクレイパー ⅢＢ３ａ Ｍ－１９－ａ ２ Ⅲ層１回目 ５．７ ６．０ １．９ ４３．９ 頁岩 ３６

図Ⅴ－３６－４２ スクレイパー ⅢＢ３ｂ Ｌ－２２－ｃ １ Ⅲ層３回目 ４．０ ６．２ １．６ ２４．５ 頁岩 ３６

図Ⅴ－３６－４３ スクレイパー ⅢＢ３ｂ Ｍ－４２－ｂ ９ Ⅲ層４回目 ４．５ ６．２ １．１ ２８．７ 頁岩 ３６

図Ⅴ－３６－４４ スクレイパー ⅢＢ３ｂ Ｎ－１７－ｃ １０ Ⅲ層木根 ４．４ ７．３ １．８ ４３．０ めのう ３６

図Ⅴ－３６－４５ スクレイパー ⅢＢ３ｂ Ｍ－３６－ｄ １ Ⅲ層２回目 ５．２ ６．３ １．４ ３４．１ めのう ３６

図Ⅴ－３６－４６ スクレイパー ⅢＢ３ｂ Ｌ－１７－ａ １ Ⅲ層２回目 ６．６ ６．３ １．５ ４９．９ 頁岩 ３６

図Ⅴ－３７－４７ スクレイパー ⅢＢ３ｂ Ｌ－１６－ｃ ４ Ⅲ層４回目 ５．６ １０．２ １．９ ６７．３ 流紋岩 ３６

図Ⅴ－３７－４８ スクレイパー ⅢＢ３ｃ Ｍ－４１－ｃ １５ Ⅲ層５回目 ５．０ ５．８ １．８ ４３．８ 頁岩 ３６

図Ⅴ－３７－４９ スクレイパー ⅢＢ６ Ｂ－１６－ｂ １ Ⅳ層２回目 ９．０ ５．０ １．４ ５０．２ 頁岩 ３６

図Ⅴ－３７－５０ スクレイパー ⅢＢ７ Ｉ－２６－ｃ ８ Ⅲ層４回目 ５．０ ３．８ ０．７ １２．３ 頁岩 ３６

図Ⅴ－３７－５１ スクレイパー ⅢＢ８ Ｍ－１８－ｂ ３ Ⅲ層風倒 ２．６ １．７ ０．７ ２．４ 黒曜石 ３６

図Ⅴ－３７－５２ 石斧 ⅥＡ２ Ｈ－１４－ａ １ Ⅲ層２回目 １３．７ ４．２ １．３ １２３．３ 粘板岩 ３６

図Ⅴ－３７－５３ 石斧 ⅥＡ４ Ｃ－１６－ａ ３ Ⅲ層３回目 ９．１ ４．０ １．１ ６１．７ 緑色泥岩 Ｇ－１３－ｄ．１（Ⅲ）と接合 ３６

図Ⅴ－３７－５４ 石斧 ⅥＡ４ Ｏ－１３－ａ １ Ⅲ層２回目 １０．５ ５．５ １．３ １２０．７ 緑色泥岩 ３６

図Ⅴ－３７－５５ 石斧 ⅥＡ４ Ｋ－１５－ｃ ２ Ⅲ層４回目 １１．３ ５．６ ２．８ ３０３．０ 緑色泥岩 ３６

図Ⅴ－３７－５６ 石斧 ⅥＡ４ Ｉ－４１－ｄ ２ Ⅴ層 ５．１ ５．９ ２．９ ８７．０ 砂岩 ３６

図Ⅴ－３８－５７ たたき石 Ⅶ１ Ｉ－３３－ｄ １ Ⅲ層２回目 １１．６ ６．９ ３．４ ３９６．４ 安山岩 図版３７

図Ⅴ－３８－５８ たたき石 Ⅶ１ Ｆ－３６－ｂ １ Ⅲ層５回目 １２．０ ９．０ ６．９ ９７８．０ 安山岩 ３７

図Ⅴ－３８－５９ たたき石 Ⅶ１ Ｈ－３９－ｃ ３ Ⅲ層４回目 １７．７ ９．１ ７．１ １６９１．０ 安山岩 ３７

図Ⅴ－３８－６０ たたき石 Ⅶ１ Ｍ－４１－ｃ ８ Ⅲ層４回目 １６．３ １２．３ ４．４ １２３１．０ 安山岩 Ｈ－３７－ａ．２（Ⅲ）と接合 ３７

図Ⅴ－３８－６１ たたき石 Ⅶ１ Ｈ－４１－ｃ １ Ⅲ層３回目 ８．８ ５．６ ５．６ ４２９．８ 石英斑岩 ３７

図Ⅴ－３８－６２ たたき石 Ⅶ１ Ｍ－４１－ａ ９ Ⅲ層４回目 １５．４ ７．７ ２．８ ４７１．２ 安山岩 ３７

図Ⅴ－３８－６３ たたき石 Ⅶ１ Ｌ－４１－ｃ ４ Ⅲ層５回目 １４．５ １０．６ ２．８ ５３１．２ 安山岩 ３７ 沢部分

図Ⅴ－３８－６４ たたき石 Ⅶ１ Ｈ－３８－ｃ ５ Ⅲ層５回目 １５．１ １０．４ ３．９ ８８５．０ 安山岩 ３７

図Ⅴ－３８－６５ たたき石 Ⅶ１ Ｍ－４１－ａ １０ Ⅲ層５回目 ２０．４ １１．１ ３．６ ９５５．０ 安山岩 ３７ 沢部分

遺構一覧表・遺物一覧表

―１３１―



図番号 器種名 分類 発掘区 遺物
番号 層 位 長さ

（�）
幅

（�）
厚さ
（�）

重さ
（�） 石 質 接 合 図版

番号 備 考

図Ⅴ－３８－６６ たたき石 Ⅶ１ Ｈ－２９－ｂ １ Ⅲ層１回目 ６．７ ３．９ ３．９ ２０１．８ 安山岩 ３７

図Ⅴ－３８－６７ たたき石 Ⅶ１ Ｉ－３９－ｂ ６ Ⅲ層４回目 １１．７ ８．１ ３．３ ３６４．０ 安山岩 ３７

図Ⅴ－３９－６８ たたき石 Ⅶ３ Ｉ－２９－ｄ １ Ⅲ層２回目 ６．０ ５．０ ４．０ １８５．６ 安山岩 ３７

図Ⅴ－３９－６９ たたき石 Ⅶ３ Ｈ－２９－ｂ ２ Ⅲ層２回目 ６．１ ５．１ ４．１ １７３．２ 安山岩 ３７

図Ⅴ－３９－７０ たたき石 Ⅶ３ Ｌ－３７－ｄ １ Ⅲ層１回目 １２．７ ８．２ ２．９ ４０１．６ 安山岩 ３７

図Ⅴ－３９－７１ たたき石 Ⅶ３ Ｋ－２４－ｂ １ Ⅲ層２回目 １６．０ ７．５ ３．１ ４６２．８ 安山岩 ３７

図Ⅴ－３９－７２ たたき石 Ⅶ４ Ｍ－２３－ａ １ Ⅲ層３回目 １１．５ ６．２ ３．５ ３１５．８ 安山岩 ３７

図Ⅴ－３９－７３ たたき石 Ⅶ４ Ｎ－２５－ａ ２ Ⅲ層４回目 １３．０ ６．１ ２．９ ２７２．２ 砂岩 図版３８

図Ⅴ－３９－７４ たたき石 Ⅶ４ Ｊ－２３－ａ １ Ⅲ層４回目 １３．６ ６．２ ３．６ ３８２．２ 安山岩 ３８

図Ⅴ－３９－７５ たたき石 Ⅶ４ Ｍ－２２－ｂ １ Ⅲ層３回目 ９．０ ５．４ ３．４ ２５７．０ 安山岩 ３８

図Ⅴ－３９－７６ すり石 Ⅷ２ Ｎ－３８－ａ ４ Ⅲ層３回目 ６．２ １０．２ １．８ １３７．８ 安山岩 ３８

図Ⅴ－３９－７７ すり石 Ⅷ２ Ｊ－４０－ｄ ２ Ⅲ層２回目 ６．０ ９．４ １．８ １３５．８ 安山岩 ３８

図Ⅴ－３９－７８ すり石 Ⅷ２ Ｍ－４２－ｂ １５ Ⅲ層４回目 ８．１ １３．７ ４．３ ５４６．２ 安山岩 ３８

図Ⅴ－３９－７９ すり石 Ⅷ２ Ｍ－４２－ｂ １５ Ⅲ層４回目 ７．１ １２．２ ２．４ ２７８．１ 安山岩 ３８

図Ⅴ－３９－８０ すり石 Ⅷ２ Ｋ－４０－ａ １ Ⅲ層１回目 ８．２ １６．１ ３．１ ５７０．８ 安山岩 Ｋ－３９－ｄ．５ａ（Ⅲ）と接合 ３８

図Ⅴ－３９－８１ すり石 Ⅷ２ Ｍ－４１－ｃ １０ Ⅲ層４回目 ９．９ １５．２ ３．１ ７６０．０ 安山岩 ３８

図Ⅴ－３９－８２ すり石 Ⅷ２ Ｌ－４１－ａ ６ Ⅲ層４回目 ８．９ １６．３ ４．３ ８１０．０ 安山岩 ３８ 沢部分

図Ⅴ－３９－８３ すり石 Ⅷ２ Ｌ－２５－ｃ １ Ⅲ層３回目 １０．０ １６．０ ４．０ ９４０．０ 安山岩 ３８

図Ⅴ－４０－８４ 半円状扁平打製石器 Ⅷ３ Ｊ－３９－ｃ ２ Ⅲ層風倒 ７．８ １６．１ ４．２ ５０４．０ 安山岩 ３８

図Ⅴ－４０－８５ 半円状扁平打製石器 Ⅷ３ Ｍ－３８－ｃ ２ Ⅲ層２回目 ９．２ １６．３ ３．２ ５６８．２ 安山岩 ３８

図Ⅴ－４０－８６ 半円状扁平打製石器 Ⅷ３ Ｏ－２０－ａ １ Ⅲ層１回目 １０．６ １５．９ ２．３ ５２６．８ 安山岩 ３８

図Ⅴ－４０－８７ 半円状扁平打製石器 Ⅷ３ Ｎ－１９－ｄ ４ Ⅲ層４回目 ９．９ １６．５ ３．３ ８２５．０ 安山岩 ３８

図Ⅴ－４０－８８ 半円状扁平打製石器 Ⅷ３ Ｉ－２９－ｄ ５ Ⅳ層 １１．７ １６．１ ２．８ ６２０．０ 安山岩 図版３９

図Ⅴ－４０－８９ 半円状扁平打製石器 Ⅷ３ Ｌ－１９－ｄ ６ Ⅲ層木根 ９．２ １５．０ ３．３ ５１５．８ 安山岩 ３９

図Ⅴ－４０－９０ 半円状扁平打製石器 Ⅷ３ Ｌ－３９－ｄ ５ Ⅲ層５回目 ８．９ １５．５ ３．４ ５８２．４ 安山岩 ３９

図Ⅴ－４０－９１ 半円状扁平打製石器 Ⅷ３ Ｉ－２６－ｄ ５ Ⅲ層３回目 １０．６ １４．８ ２．５ ４７９．６ 安山岩 Ｉ－２５－ｃ．１（Ⅲ）と接合 ３９

図Ⅴ－４０－９２ 半円状扁平打製石器 Ⅷ３ Ｏ－１８－ｄ ６ Ⅲ層４回目 ９．９ １４．９ ２．７ ４６０．０ 安山岩 ３９

図Ⅴ－４０－９３ 半円状扁平打製石器 Ⅷ３ Ｎ－２０－ｂ ２ Ⅲ層１回目 １０．３ １３．９ ２．５ ３７４．４ 安山岩 ３９

図Ⅴ－４０－９４ 半円状扁平打製石器 Ⅷ３ Ｉ－２９－ｄ ４ Ⅲ層４回目 ９．９ １４．０ １．７ ２９８．８ 安山岩 ３９

図Ⅴ－４１－９５ 半円状扁平打製石器 Ⅷ３ Ｌ－１５－ｂ ５ Ⅲ層６回目 １１．０ １５．５ １．９ ４００．４ 安山岩 ３９

図Ⅴ－４１－９６ 半円状扁平打製石器 Ⅷ３ Ｇ－２８－ｂ ２ Ⅲ層２回目 ９．２ １７．２ ２．４ ５１１．６ 安山岩 Ｇ－２７－ｃ．５（Ⅲ）と接合 ３９

図Ⅴ－４１－９７ 半円状扁平打製石器 Ⅷ３ Ｉ－２７ １ Ⅲ層撹乱 １０．５ １４．３ ２．４ ４７８．２ 安山岩 ３９

図Ⅴ－４１－９８ 半円状扁平打製石器 Ⅷ３ Ｌ－１５－ｂ ３ Ⅲ層４回目 １１．８ １６．１ ２．７ ５６４．６ 安山岩 ３９

図Ⅴ－４１－９９ 半円状扁平打製石器 Ⅷ３ Ｈ－３１－ｂ １ Ⅲ層４回目 ９．３ １４．３ ３．１ ６１０．０ 安山岩 ３９ 未成品

図Ⅴ－４１－１００ 半円状扁平打製石器 Ⅷ３ 管理用
道路部分 ５ Ⅲ層 １０．５ ２０．４ ４．６ １０２７．０ 安山岩 図版４０ 未成品

図Ⅴ－４１－１０１ 半円状扁平打製石器 Ⅷ３ Ｏ－１２－ｄ １ Ⅲ層１回目 １５．４ ２０．０ ４．０ １４８１．０ 安山岩 ４０ 未成品

図Ⅴ－４２－１０２ 北海道式石冠 Ⅷ４ Ｋ－２３－ｃ １ Ⅲ層２回目 ８．７ １７．５ ７．０ １３４０．０ 安山岩 Ｋ－２３－ｃ．２（Ⅲ）と接合 ４０

図Ⅴ－４２－１０３ 北海道式石冠 Ⅷ４ Ｉ－２７－ｄ ８ Ⅳ層 １０．０ １３．２ ６．９ １０８５．０ 安山岩 ４０

図Ⅴ－４２－１０４ 砥石 ⅨＢ２ Ｍ－２１－ｄ １ Ⅴ層 １１．０ ５．３ ２．０ １３１．０ 凝灰質砂岩 ４０

図Ⅴ－４２－１０５ 砥石 ⅨＢ２ Ｈ－３８－ｄ １ Ⅲ層２回目 ８．０ ５．５ ３．７ ７０．９ 軽石 ４０

図Ⅴ－４２－１０６ 台石・石皿 Ⅹ Ｎ－２８－ｃ １ Ⅲ層５回目 １５．５ ９．１ ５．２ ７７００．０ 安山岩 Ｎ－２８－ｃ．２（Ⅲ）と接合 ４０ 台石

図Ⅴ－４２－１０７ 台石・石皿 Ⅹ Ｊ－３１－ａ ６ Ⅲ層３回目 ２０．２ １４．０ ８．３ ８８５０．０ 安山岩 ４０ 台石

図Ⅴ－４２－１０８ 台石・石皿 Ⅹ Ｎ－４２－ａ ６ Ⅲ層２回目 ２２．８ １９．３ １３．４ ７１６０．０ 安山岩 ４０ 台石・
Ｆ－１直上

図Ⅴ－４２－１０９ 台石・石皿 Ⅹ 管理用
道路部分 １５ Ⅲ層 ２３．７ ２０．６ １２．０ ７６６０．０ 安山岩 図版４１ 上部分・

台石

図Ⅴ－４２－１１０ 台石・石皿 Ⅹ Ｎ－１７－ｄ ５ Ⅲ層７回目 ３１．６ ２１．８ ８．９ ８８５０．０ 安山岩 ４１ 台石

図Ⅴ－４３－１１１ 台石・石皿 Ⅹ Ｉ－２６－ｃ １１ Ⅲ層４回目 ２７．０ ３６．０ ９．８ ９１００．０ 安山岩 ４１ 台石

図Ⅴ－４３－１１２ 台石・石皿 Ⅹ Ｌ－１６－ｂ ９ Ⅲ層４回目 ３９．７ ２８．５ １３．６１９５００．０ 安山岩 ４１ 台石

図Ⅴ－４３－１１３ 台石・石皿 Ⅹ Ｉ－４１－ａ ４ Ⅲ層３回目 ３８．８ ２８．０ １２．９１４５００．０ 安山岩
Ｉ－４１－ａ．１（Ⅲ）×５、３
（Ⅲ）×８、５（Ⅲ）×３、６（Ⅲ）×
１１点と接合

図版４２ 台石

図Ⅴ－４３－１１４ 台石・石皿 Ⅹ Ｌ－１５－ｄ ７ Ⅲ層５回目 ２０．５ １３．２ ６．７ ２６００．０ 安山岩 ４２ 石皿

図Ⅴ－４４－１１５ 台石・石皿 Ⅹ Ｉー３９ーａ ２ Ⅲ層３回目 ３３．８ ２１．１ １１．２１２５００．０ 安山岩 ４２ 石皿

図Ⅴ－４４－１１６ 台石・石皿 Ⅹ Ｌ－４０－ｂ １１ 撹乱 ３４．７ ２４．７ ９．５１２５００．０ 安山岩 ４２ 石皿

図Ⅴ－４４－１１７ 台石・石皿 Ⅹ Ｌ－４１－ｃ ５ Ⅲ層５回目 ３３．４ ２２．６ １１．４１４５００．０ 安山岩 図版４３ 沢部分・石皿

図Ⅴ－４４－１１８ 台石・石皿 Ⅹ Ｍ－４１－ａ １１ Ⅲ層５回目 ３７．５ ２４．４ １６．１２２０００．０ 安山岩 ４３ 沢部分・石皿

図Ⅴ－４５－１１９ 台石・石皿 Ⅹ Ｍ－４１－ｃ １９ Ⅲ層２回目 ４２．３ １８．７ １０．５ ６２００．０ 軽石 ４３ 沢部分・石皿

図Ⅴ－４５－１２０ 台石・石皿 Ⅹ Ｌ－４１－ｃ ６ Ⅲ層５回目 ４７．０ ２８．５ １７．９２７５００．０ 安山岩 Ｌ－４１－ｃ．７（Ⅲ）と接合 ４３ 沢部分・石皿

図Ⅴ－４６－１２１ 台石・石皿 Ⅹ Ｌ－４１－ｃ １０ Ⅲ層４回目 ５３．７ ４４．２ １２．６４２５００．０ 安山岩 図版４４ 沢部分・石皿

図Ⅴ－４６－１２２ 土製品 Ｈ－２７ーｃ ４ Ⅳ層風倒 ５．３ ５．５ ２．７ ４６．３ ５点接合 ４４

図Ⅴ－４６－１２３ 土製品 Ｈ－３０ーａ ３ Ⅲ層３回目 ４．５ ４．３ ４．１ １７．４ Ｈ－３０－ａ．１（Ⅲ）×１、３
（Ⅲ）×７点と接合 ４４ 漏斗状土製

品

図Ⅴ－４６－１２４ 石製品 Ｍ－３７－ｄ １ Ⅲ層４回目 ４．９ ３．４ ０．８ １０．７ 泥岩 ４４

図Ⅴ－４６－１２５ 石製品 Ｊ－１４－ａ １ Ⅲ層１回目 ９．１ ２．６ ０．９ １６．５ 粘板岩 ４４ 石棒破片？
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１ 放射性炭素年代測定結果 （株）地球科学研究所
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年代値はRCYBP（１９５０A.D.を０年とする）で表記。モダン リファレンス スタンダードは国際的な慣例としてNBS Oxalic Acid の

C１４濃度の９５％を使用し、半減期はリビーの５５６８年を使用した、。エラーは１シグマ（６８％確率）である。

測定番号 試料名 出土地点 層位 １４Ｃ年代
（yBP） 補正Ｃ１４年代

較正歴年代
備 考

交点 １σの範囲

Beta－１６７４１０ YOT－１ Ｈ－１ 床面焼土
HF－１ ４５００±４０ ４４６０±４０ calBC３１００ calBC３３２０to３２２０

calBC３１２０to３０３０

Beta－１６７４１１ YOT－２ Ｉ－１６－ｄ Ⅲ層３回目 １２２０±４０ １２００±４０
calAD８１０
calAD８４０
calAD８６０

calAD７８０to８９０

Beta－１６７４１２ YOT－３ Ｊ－１４－ｄ Ⅲ層４回目 ４０８０±４０ ４０９０±４０ calBC２６００ calBC２６００to２８２０
calBC２６７０to２５８０

Beta－１６７４１３ YOT－４ Ｈ－１ 覆土３層
下位 ４３８０±６０ ４３６０±６０ calBC２９２０ calBC３０３０to２９００ 図Ⅳ－４－３の土

器に付着

表Ⅵ－１ 放射性炭素年代測定一覧
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１ 放射性炭素年代測定結果
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２ 八雲町落部１遺跡出土の黒曜石製石器、石片の原材産地分析

藁 科 哲 男

（京都大学原子炉実験所）

はじめに

石器石材の産地を自然科学的な手法を用いて、客観的に、かつ定量的に推定し、古代の交流、交易

および文化圏、交易圏を探ると言う目的で、蛍光 X線分析法により黒曜石およびサヌカイト製遺物

の石材産地推定を行なっている１，２，３）。石材移動を証明するには必要条件と十分条件を満たす必要

がある。地質時代に自然の力で移動した岩石の出発露頭を元素分析で求めるとき、移動原石と露頭原

石の組成が一致すれば必要条件を満たし、その露頭からの流れたル－トを地形学などで証明できれば、

十分条件を満たし、ただ一カ所の一致する露頭産地の調査のみで移動原石の産地が特定できる。遺物

の産地分析では『石器とある産地の原石が一致したからと言っても、他の産地にも一致する可能性が

あるために、一致した産地のものと言い切れないが、しかし一致しなかった場合そこの産地のもので

ないと言い切れる』が大原則である。考古学では、人工品の様式が一致すると言う結果が非常に重要

な意味があり、見える様式としての形態、文様、見えない様式として土器、青銅器、ガラスなどの人

手が加わった調合素材があり一致すると言うことは古代人が意識して一致させた可能性があり、一致

すると言うことは、古代人の思考が一致すると考えてもよく、相互関係を調査する重要な結果である。

石器の様式による分類ではなく、自然の法則で決定した石材の元素組成を指標にした分類では、例え

ば石材産地が遺跡から近い、移動キャンプ地のルート上に位置する、産地地方との交流を示す土器が

出土しているなどを十分条件の代用にすると産地分析は中途半端な結果となり、遠距離伝播した石器

原材であっても、遺跡近くの似た組成の原石産地の石材と思いこみ誤判定する可能性がある。人が移

動させた石器の元素組成とＡ産地原石の組成が一致し、必要条件を満足しても、原材産地と出土遺跡

の間に地質的関連性がないため、十分条件の移動ルートを自然の法則に従って地形学で証明できず、

その石器原材がＡ産地の原石と決定することができない。従って、石器原材と産地原石が一致したこ

とが、直ちに考古学の資料とならない、確かにＡ産地との交流で伝播した可能性は否定できなくなっ

たが、Ｂ、Ｃ、Ｄの産地でないとの証拠がないために、Ａ産地だと言い切れない。Ｂ産地と一致しな

かった場合、結果は考古学の資料として非常に有用である。それは石器に関してはＢ産地と交流がな

かったと言い切れる。ここで、十分条件として、可能なかぎり地球上の全ての原産地（Ａ、Ｂ、Ｃ、

Ｄ・・・・）の原石群と比較して、Ａ産地以外の産地とは一致しないことを十分条件として証明すれ

ば、石器がＡ産地の原石と決定することができる。この十分条件を肉眼観察で求めることは分類基準

が混乱し不可能であると思われる。また、自然科学的分析を用いても、全ての産地が区別できるかは、

それぞれが使用している産地分析法によって、それぞれ異なり実際に行ってみなければ分からない。

産地分析の結果の信頼性は何ヶ所の原材産地の原石と客観的に比較して得られたかにより、比較した

産地が少なければ、信頼性の低い結果と言える。黒曜石、サヌカイトなどの主成分組成は、原産地ご

とに大きな差はみられないが、不純物として含有される微量成分組成には異同があると考えられるた

め、微量成分を中心に元素分析を行ない、これを産地を特定する指標とした。分類の指標とする元素

組成を遺物について求め、あらかじめ、各原産地ごとに数十個の原石を分析して求めておいた各原石

群の元素組成の平均値、分散などと遺物のそれを対比して、各平均値からの離れ具合（マハラノビス

２ 八雲町落部１遺跡出土の黒曜石製石器、
石片の原材産地分析
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の距離）を求める。次に、古代人が採取した原石産出地点と現代人が分析のために採取した原石産出

地と異なる地点の可能性は十分に考えられる。従って、分析した有限個の原石から産地全体の無限に

近い個数の平均値と分散を推測して判定を行うホテリングのＴ２乗検定を行う。この検定を全ての産

地について行い、ある石器原材と同じ成分組成の原石はＡ産地では１０個中に一個みられ、Ｂ産地では

一万個中に一個、Ｃ産地では百万個中に一個、Ｄ産地では・・・・一個と各産地毎にもとめられるよ

うな、客観的な検定結果からＡ産地の原石を使用した可能性が高いと同定する。即ち多変量解析の手

法を用いて、各産地に帰属される確率を求めて産地を同定する。

今回分析を行なった試料は、八雲町落部１遺跡から出土した黒曜石製石器、石片の合計８個で、産

地分析の結果が得られたので報告する。

黒曜石原石の分析

黒曜石原石の風化面を打ち欠き、新鮮面を出し、塊状の試料を作り、エネルギ－分散型蛍光 X分

析装置によって元素分析を行なう。主に分析した元素は K、Ca、Ti、Mn、Fe、Rb、Sr、Y、Zr、Nb

の各元素である。塊試料の形状差による分析値への影響を打ち消すために元素量の比を取り、それで

もって産地を特定する指標とした。黒曜石は、Ca/K、Ti/K、Mn/Zr、Fe/Zr、Rb/Zr、Sr/Zr、Y/Zr、

Nb/Zrの比量をそれぞれ用いる。黒曜石の原産地は北海道、東北、北陸、東関東、中信高原、伊豆

箱根、伊豆七島の神津島、山陰、九州の各地に黒曜石の原産地は分布する。調査を終えた原産地を図

Ⅵ－１に示す。黒曜石原産地のほとんどすべてがつくされている。元素組成によってこれら原石を分

類し表Ⅵ－２に示す。この原石群に原石産地は不明の遺物で作った遺物群を加えると２１１個の原石群

になる。ここでは北海道地域および一部の東北地域の産地について記述すると、白滝地域の原産地は、

北海道紋別郡白滝村に位置し、鹿砦北方２�の採石場の赤石山の露頭、鹿砦東方約２�の幌加沢地点、
また白土沢、八号沢などより転礫として黒曜石が採取できる。赤石山の大産地の黒曜石は色に関係無

く赤石山群（旧白滝第１群）にまとまる。また、あじさいの滝の露頭からは赤石山と肉眼観察では区

別できない原石が採取でき、あじさい群を作った（旧白滝第２群）、また、八号沢の黒曜石原石と白

土沢の転礫は梨肌の黒曜石で組成はあじさい滝群に似るが石肌で区別できる。幌加沢よりの転礫の中

で７０％は幌加沢群になりあじさい滝群と元素組成から両群を区別できず、残りの３０％は赤石山群に一

致する。置戸産原石は、北海道常呂郡置戸町の清水の沢林道より採取され、この原石の元素組成は置

戸群にまとまる。この原産地は、常呂川に通じる流域にあり、この常呂川流域で黒曜石の円礫が採取

されるが現在まだ調査していない。十勝三股産原石は、北海道河東郡上士幌町の十勝三股の十三ノ沢

の谷筋および沢の中より原石が採取され、この原石の元素組成は十勝三股群にまとまる。この十勝三

股産原石は十三の沢から音更川さらに十勝川に流れた可能性があり、十勝川から採取される黒曜石円

礫の組成は、十勝三股産の原石の組成と相互に近似している。また、上士幌町のサンケオルベ川より

採取される黒曜石円礫の組成も十勝三股産原石の組成と相互に近似している。これら組成の近似した

原石の原産地は区別できず、遺物石材の産地分析でたとえ、この遺物の原石産地が十勝三股群に同定

されたとしても、これら十勝三股、音更川、十勝川、サンケオルベ川の複数の地点を考えなければな

らない。しかし、この複数の産地をまとめて、十勝地域としても、古代の地域間の交流を考察する場

合、問題はないと考えられる。また、清水町、新得町、鹿追町にかけて広がる美蔓台地から産出する

黒曜石から２個の美蔓原石群が作られた。この原石は産地近傍の遺跡で使用されている。名寄市の智

南地域、智恵文川および忠烈布貯水池から上名寄にかけて黒曜石の円礫が採集される。これらを組成

で分類すると８８％は名寄第一群に、また１２％は名寄第二群にそれぞれなる。旭川市の近文台、嵐山遺

Ⅵ 自然科学的分析
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表Ⅵ－２ 各黒曜石の原産地における原石群の元素比の平均値と標準偏差値

原 産 地
原石群名

分析
個数

元 素 比
Ca/K Ti/K Mn/Zr Fe/Zr Rb/Zr Sr/Zr Y/Zr Nb/Zr Al/K Si/K

北 海 道 名 寄 第 一 １１４ ０．４７８±０．０１１ ０．１２１±０．００５ ０．０３５±０．００７ ２．０１１±０．０６３ ０．６１４±０．０３２ ０．５７４±０．０２２ ０．１２０±０．０１７ ０．０２４±０．０１６ ０．０３３±０．００２ ０．４５１±０．０１０
〃 第 二 ３５ ０．３０９±０．０１５ ０．１０３±０．００５ ０．０２１±０．００６ １．７７４±０．０５５ ０．６９６±０．０４４ ０．２６５±０．０１１ ０．３０１±０．０２２ ０．０２６±０．０２０ ０．０２８±０．００７ ０．３９４±０．０１０

白
滝
地
区

赤 石 山 １３０ ０．１７３±０．０１４ ０．０６１±０．００３ ０．０７９±０．０１３ ２．７１４±０．１４２ １．３４０±０．０５９ ０．２８３±０．０１９ ０．３４１±０．０３０ ０．０７３±０．０２６ ０．０２８±０．００２ ０．３７４±０．０１０
白 土 沢 ２７ ０．１３８±０．００４ ０．０２１±０．００２ ０．１０２±０．０１５ ３．０４９±０．１８１ １．８５５±０．０８８ ０．０９７±０．０１６ ０．４９２±０．０３９ ０．１０７±０．０１９ ０．０２７±０．００２ ０．３６８±０．００６
八 号 沢 ３０ ０．１３８±０．０１０ ０．０２２±０．００２ ０．１０５±０．０１７ ３．１２３±０．１２７ １．８４６±０．０６５ ０．１０５±０．０１９ ０．４７５±０．０４５ ０．０７６±０．０４６ ０．０２７±０．００８ ０．３５９±０．０４２
幌 加 沢 ２３ ０．１３９±０．００９ ０．０２３±０．００１ ０．０９９±０．０１５ ２．９７５±０．１０２ １．７９４±０．０７７ ０．１０４±０．０１０ ０．４７０±０．０３７ ０．１０３±０．０２７ ０．０２７±０．００２ ０．３６９±０．００７
あじさい滝 ２９ ０．１４２±０．０１０ ０．０２３±０．００１ ０．１０１±０．０１４ ３．０３８±０．１２５ １．７８７±０．０７６ ０．１１５±０．０１５ ０．４５７±０．０３５ ０．０７６±０．０４４ ０．０２７±０．００５ ０．３６５±０．０１１

近 文 台 第 一 ３０ ０．８１９±０．０１３ ０．１６５±０．００６ ０．０８１±０．０１０ ３．２６６±０．１１７ ０．６０４±０．０３１ ０．９４１±０．０３０ ０．１６５±０．０２０ ０．０３９±０．０１６ ０．０３９±０．００２ ０．４５７±０．００８
〃 第 二 １０７ ０．５１７±０．０１１ ０．０９９±０．００５ ０．０６７±０．０９０ ２．７７３±０．０９７ ０．８１２±０．０３７ ０．８１８±０．０３４ ０．１９７±０．０２４ ０．０４１±０．０１９ ０．０３５±０．００２ ０．４４２±０．００９
〃 第 三 １７ ０．５１４±０．０１２ ０．０９８±０．００５ ０．０６６±０．０１４ ２．７６５±０．１２５ ０．８１４±０．０６８ ０．８１５±０．０４２ ０．１９９±０．０３９ ０．０７８±０．００８ ０．０３４±０．００２ ０．４４３±０．０１１

秩 父 別 第 一 ５１ ０．２４９±０．０１７ ０．１２２±０．００６ ０．０７８±０．０１１ １．６１４±０．０６８ ０．９９５±０．０３７ ０．４５８±０．０２３ ０．２３５±０．０２４ ０．０２３±０．０２１ ０．０２２±０．００４ ０．３３４±０．０１３
〃 第 二 ２５ ０．５０６±０．０１６ ０．０９８±０．００５ ０．０７０±０．０１１ ２．７５０±０．０９９ ０．８０５±０．０４２ ０．８０８±０．０３２ ０．１９７±０．０２６ ０．０２７±０．０１６ ０．０２７±０．００３ ０．３７１±０．０１０

滝 川 第 一 ３１ ０．２５３±０．０１８ ０．１２２±０．００６ ０．０７７±０．００９ １．６１３±０．０９０ １．０１７±０．０４５ ０．４５９±０．０２５ ０．２３３±０．０２９ ０．０３８±０．０１８ ０．０２５±０．００３ ０．３７０±０．０２３
〃 第 二 １５ ０．５１０±０．０１５ ０．０９８±０．００５ ０．０６８±０．００９ ２．７４０±０．０７２ ０．８０２±０．０１９ ０．８１２±０．０１９ ０．１９２±０．０２６ ０．０３２±０．０２３ ０．０３０±０．００４ ０．３９３±０．０３１

置戸・所 山 ６５ ０．３２６±０．００８ ０．１２８±０．００５ ０．０４５±０．００８ １．８１３±０．０６２ ０．８２４±０．０３４ ０．４５４±０．０２０ ０．１７９±０．０２３ ０．０４４±０．０２０ ０．０３０±０．００２ ０．４１２±０．０１０
置戸・置戸山 ５８ ０．４６４±０．０１６ ０．１３８±０．００５ ０．０４９±０．００８ １．７２６±０．０７２ ０．４４９±０．０２４ ０．４０７±０．０２３ ０．１３３±０．０１９ ０．０２６±０．０１４ ０．０３２±０．００３ ０．４５６±０．０１０
ケショマップ

第 一 ６８ ０．５７５±０．０５６ ０．１１０±０．０１１ ０．０５１±０．０１１ ２．５５５±０．０８６ ０．５９５±０．０５８ ０．６３６±０．０２７ ０．１６７±０．０２７ ０．０３７±０．０２０ ０．０３０±０．００３ ０．３９７±０．０１３
第 二 ６５ ０．６７６±０．０１１ ０．１４５±０．００５ ０．０５６±０．０１４ ２．６３１±０．１２６ ０．６０６±０．０３０ ０．７１２±０．０３２ ０．１７０±０．０２８ ０．０３０±０．０１３ ０．０３０±０．００３ ０．３９２±０．０１０

十

勝

十勝三股 ６０ ０．２５６±０．０１８ ０．０７４±０．００５ ０．０６８±０．０１０ ２．２８１±０．０８７ １．０９７±０．０５５ ０．４３４±０．０２３ ０．３３４±０．０２９ ０．０６４±０．０２５ ０．０２９±０．００２ ０．３９６±０．０１３
美蔓第一 ４１ ０．４９９±０．０２０ ０．１２４±０．００７ ０．０５２±０．０１０ ２．６３５±０．１８１ ０．８０２±０．０６１ ０．７０７±０．０４４ ０．１９９±０．０２９ ０．０３９±０．０２３ ０．０３３±０．００２ ０．４４２±０．０１５
〃 第二 ２８ ０．５９３±０．０３６ ０．１４４±０．０１２ ０．０５６±０．０１０ ３．０２８±０．２５１ ０．７６２±０．０４０ ０．７６４±０．０５１ ０．１９７±０．０２６ ０．０３８±０．０２２ ０．０３４±０．００２ ０．４４９±０．００９

赤 井 川 第 一 ５０ ０．２５４±０．０２９ ０．０７０±０．００４ ０．０８６±０．０１０ ２．２１３±０．１０４ ０．９６９±０．０６０ ０．４２８±０．０２１ ０．２４９±０．０２４ ０．０５８±０．０２３ ０．０２７±０．００２ ０．３７１±０．００９
〃 第 二 ３０ ０．２５８±０．０６５ ０．０７２±０．００２ ０．０８０±０．０１０ ２．２０７±０．０８３ ０．９７０±０．０４５ ０．４３６±０．０２６ ０．２４５±０．０２１ ０．０２１±０．０２９ ０．０２５±０．００７ ０．３７１±０．００７

豊 泉 第 一 ７５ ０．４７３±０．０１９ ０．１４８±０．００７ ０．０６０±０．０１５ １．７６４±０．０７２ ０．４３８±０．０２７ ０．６０７±０．０２８ ０．１５７±０．０２０ ０．０２５±０．０１７ ０．０３２±０．００２ ０．４６９±０．０１３
〃 第 二 ４０ ０．３７７±０．００９ ０．１３３±０．００６ ０．０５５±０．００８ １．７２３±０．０６６ ０．５１６±０．０１９ ０．５１３±０．０１８ ０．１７７±０．０１６ ０．００７±０．０１５ ０．０３０±０．００５ ０．４３１±０．０１０

奥尻島・幌内川 ５８ ０．２８５±０．０２６ ０．０８７±０．００５ ０．１９３±０．０３２ １．８３４±０．１８２ ２．０４３±０．２２４ １．４７５±０．２０７ ０．２６９±０．０６８ ０．０８５±０．０３１ ０．０３１±０．００４ ０．３４７±０．０１１
青 森 県 折 腰 内 ３５ ０．１９０±０．０１５ ０．０７５±０．００３ ０．０４０±０．００８ １．５７５±０．０６６ １．２４１±０．０４６ ０．３１８±０．０１４ ０．１４１±０．０３３ ０．０７６±０．０２１ ０．０２４±０．００２ ０．３４８±０．０１０

出 来 島 ２７ ０．３４６±０．０２２ ０．１３２±０．００７ ０．２３１±０．０１９ ２．２６８±０．０８５ ０．８６５±０．０４４ １．１０６±０．０５６ ０．３９９±０．０３８ ０．１７９±０．０３１ ０．０３８±０．００３ ０．４９９±０．０１３

深
浦

六 角 沢 ３６ ０．０８０±０．００８ ０．０９７±０．０１１ ０．０１３±０．００２ ０．６９７±０．０２１ ０．１２８±０．００８ ０．００２±０．００２ ０．０６４±０．００７ ０．０３５±０．００４ ０．０２６±０．００２ ０．３７９±０．０１０
八 森 山 ４１ ０．０７７±０．００５ ０．０９８±０．００３ ０．０１３±０．００２ ０．７０１±０．０１８ ０．１３４±０．００５ ０．００２±０．００２ ０．０７０±０．００５ ０．０３４±０．００６ ０．０２７±０．００５ ０．３８４±０．００９

青
森
市

戸門第一 ２８ ０．２５０±０．０２４ ０．０６９±０．００３ ０．０６８±０．０１２ ２．３５８±０．２５７ １．１６８±０．０６２ ０．５２１±０．０６３ ０．２７７±０．０６５ ０．０７６±０．０２５ ０．０２６±０．００２ ０．３６２±０．０１５
〃 第二 ２８ ０．０８４±０．００６ ０．１０４±０．００４ ０．０１３±０．００２ ０．６９１±０．０２１ ０．１２３±０．００６ ０．００２±０．００２ ０．０６９±０．０１０ ０．０３３±０．００５ ０．０２５±０．００２ ０．３６９±０．００７
鶴 ケ 坂 ３３ ０．３４４±０．０１７ ０．１３２±０．００７ ０．２３２±０．０２３ ２．２６１±０．１４３ ０．８６１±０．０５２ １．０８１±０．０６０ ０．３９０±０．０３９ ０．１８６±０．０３７ ０．０３７±０．００２ ０．４９６±０．０１８
鷹 森 山 ４７ ０．２５２±０．０１７ ０．０６８±０．００９ ０．０７９±０．０３３ ２．５４８±０．１３１ １．１４９±０．０６９ ０．５６８±０．１０８ ０．２８８±０．０３７ ０．０４９±０．０３６ ０．０２８±０．００５ ０．３８３±０．０１８
下 湯 川 ３６ ９．６７３±０．４７９ ２．７０３±０．１４９ ３．２６７±０．２１７２１．６４８±１．５００ ０．０９０±０．０２１ １．７０８±０．１０２ ０．１５５±０．０１５ ０．１６９±０．０３１ ０．０５３±０．０４２ ０．８５８±０．０８８

大 釈 迦 ６７ ０．２５３±０．０１６ ０．０６７±０．００８ ０．０７７±０．０２９ ２．５１９±０．１４８ １．１４７±０．０６５ ０．５５８±０．０８７ ０．２８６±０．０３５ ０．０４７±０．０４０ ０．０２８±０．００３ ０．３８５±０．０１８
黒 石 ４１ ８．９０５±０．２４３ ２．４８４±０．０５５ ０．１６１±０．０１８ ７．５７０±０．３３６ ０．０６８±０．０１４ １．６２１±０．０６３ ０．２４４±０．０２２ ０．０２７±０．０１４ ０．１２４±０．０１４ １．４０９±０．０４４

秋 田 県 男
鹿

金 ケ 崎 ４３ ０．２９４±０．００９ ０．０８７±０．００４ ０．２２０±０．０１８ １．６４４±０．０８１ １．４９３±０．０８１ ０．９３０±０．０４３ ０．２８７±０．０３９ ０．０９８±０．０４０ ０．０２９±０．００２ ０．３６８±０．００８
脇 本 ４５ ０．２９５±０．００８ ０．０８７±０．００４ ０．２１９±０．０１７ １．６７１±０．０７７ １．５０３±０．０７２ ０．９３９±０．０５４ ０．２８６±０．０４５ ０．１０８±０．０３４ ０．０２８±０．００６ ０．３６７±０．００９

山 形 県 月 山 ４４ ０．２８５±０．０２１ ０．１２３±０．００７ ０．１８２±０．０１６ １．９０６±０．０９６ ０．９６６±０．０６９ １．０２２±０．０７１ ０．２７６±０．０３６ ０．１１９±０．０３３ ０．０３３±０．００２ ０．４４３±０．０１４
寒 河 江 ４８ ０．３８５±０．００８ ０．１１６±０．００５ ０．０４９±０．０１７ １．８０６±０．０５４ ０．５８０±０．０２５ ０．４４１±０．０２３ ０．２１２±０．０２０ ０．０５６±０．０１５ ０．０３３±０．００３ ０．４６０±０．０１０

岩 手 県 雫 石 ２５ ０．６３６±０．０３３ ０．１８７±０．０１２ ０．０５２±０．００７ １．７６４±０．０６１ ０．３０５±０．０１６ ０．４３１±０．０２１ ０．２０９±０．０１６ ０．０４５±０．０１４ ０．０４１±０．００３ ０．５９４±０．０１４
折 居 ２２ ０．６１５±０．０５５ ０．１８０±０．０１６ ０．０５８±０．００７ １．７５１±０．０６２ ０．３０６±０．０３３ ０．４２１±０．０５１ ０．２２８±０．０７９ ０．０４５±０．０１１ ０．０４１±０．００５ ０．５９４±０．０５５
花 泉 ３０ ０．５９６±０．０４６ ０．１７７±０．０１８ ０．０５６±０．００８ １．７４２±０．０７２ ０．３１４±０．０１９ ０．４２０±０．０２５ ０．２２０±０．０１６ ０．０４４±０．０１３ ０．０４１±０．００３ ０．５８６±０．０３０

宮 城 県 湯 倉 ２１ ２．１７４±０．０６８ ０．３４９±０．０１７ ０．０５７±０．００５ ２．５４４±０．１４９ ０．１１６±０．００９ ０．６５８±０．０２４ ０．１３８±０．０１５ ０．０２０±０．０１３ ０．０７３±０．００３ ０．９５６±０．０４０
塩 釜 ３７ ４．８２８±０．３９５ １．６３０±０．１０４ ０．１７８±０．０１７１１．３６２±１．１５０ ０．１６８±０．０１８ １．２９８±０．０６３ ０．１５５±０．０１６ ０．０３７±０．０１８ ０．０７７±０．００２ ０．７２０±０．０３２

栃 木 県 高 原 山 ４０ ０．７３８±０．０６７ ０．２００±０．０１０ ０．０４４±０．００７ ２．０１６±０．１１０ ０．３８１±０．０２５ ０．５０２±０．０２８ ０．１９０±０．０１７ ０．０２３±０．０１４ ０．０３６±０．００２ ０．５１６±０．０１２
東 京 都 神津島第一津 ５６ ０．３８１±０．０１４ ０．１３６±０．００５ ０．１０２±０．０１１ １．７２９±０．０７９ ０．４７１±０．０２７ ０．６８９±０．０３７ ０．２４７±０．０２１ ０．０９０±０．０２６ ０．０３６±０．００３ ０．５０４±０．０１２

〃 第二島 ２３ ０．３１７±０．０１６ ０．１２０±０．００８ ０．１１４±０．０１４ １．８３３±０．０６９ ０．６１５±０．０３９ ０．６５６±０．０５０ ０．３０３±０．０３４ ０．１０７±０．０２６ ０．０３３±０．００２ ０．４７１±０．００９
長 根 ４０ ０．３１８±０．０２０ ０．１２０±０．００５ ０．１１８±０．０１４ １．８０５±０．０９６ ０．６１４±０．０３６ ０．６６４±０．０４５ ０．２９１±０．０２９ ０．０９３±０．０３９ ０．０３４±０．００６ ０．４７６±０．０１２

神奈川県 箱 根 ・ 笛 塚 ３０ ６．７６５±０．２５４ ２．２１９±０．０５７ ０．２２８±０．０１９ ９．２８２±０．６２２ ０．０４８±０．０１７ １．７５７±０．０６１ ０．２５２±０．０１７ ０．０２５±０．０１９ ０．１４０±０．００８ １．５２８±０．０４６
〃 ・ 畑 宿 ４１ ２．０５６±０．０６４ ０．６６９±０．０１９ ０．０７６±０．００７ ２．９１２±０．１０４ ０．０６２±０．００７ ０．６８０±０．０２９ ０．２０２±０．０１１ ０．０１１±０．０１０ ０．０８０±０．００５ １．１２６±０．０３１
鍛 冶 屋 ３１ １．６６３±０．０７１ ０．３８１±０．０１９ ０．０５６±０．００７ ２．１３９±０．０９７ ０．０７３±０．００８ ０．６２９±０．０２５ ０．１５４±０．００９ ０．０１１±０．００９ ０．０６７±０．００５ ０．９０４±０．０２０
熱 海 峠 ５２ ２．２２５±０．１４９ ０．５０６±０．０１５ ０．０４２±０．００９ ２．２２８±０．１６４ ０．０８５±０．００８ ０．７３７±０．０３９ ０．１３５±０．０１３ ０．００７±０．００７ ０．０７１±０．００６ ０．８８０±０．０３３

静 岡 県 上 多 賀 ３１ １．３２９±０．０７８ ０．２９４±０．０１８ ０．０４１±０．００６ １．６９７±０．０６８ ０．０８７±０．００９ ０．５５１±０．０２３ ０．１３８±０．０１１ ０．０１０±０．００９ ０．０５９±０．００４ ０．８５６±０．０１８
柏 峠 西 ３５ １．２１３±０．１６４ ０．３１４±０．０２８ ０．０３１±０．００４ １．６９９±０．１６７ ０．１１３±０．００７ ０．３９１±０．０２２ ０．１４３±０．００７ ０．００９±０．００９ ０．０４７±０．００４ ０．６６３±０．０２０
小 豆 峠 ４０ ０．１１０±０．００８ ０．０５２±０．００４ ０．２９７±０．０３８ ３．２１１±０．３１９ ０．８２９±０．０８９ ０．１５４±０．０３０ ０．５４７±０．０５４ ０．０８７±０．０５７ ０．０２５±０．０１４ ０．４２９±０．０１６

富 山 県 魚 津 １２ ０．２７８±０．０１３ ０．０６５±０．００４ ０．０６４±０．００８ ２．０８４±０．０９５ ０．９０６±０．０５７ ０．６４１±０．０４６ ０．１９４±０．０１４ ０．１０２±０．０２１ ０．０２７±０．００２ ０．３７２±０．００９

高
岡
市

二上山第一 ３６ ０．３１９±０．０１７ ０．１１３±０．００６ ０．０４０±０．００８ １．７２０±０．０８０ ０．７４０±０．０５２ ０．６６５±０．０２９ ０．１２１±０．０２６ ０．０４７±０．０３１ ０．０１５±０．０１４ ０．３９２±０．０１８
〃 第二 ４０ ０．７１０±０．０１７ ０．２０２±０．００８ ０．０５４±０．０１１ １．９９４±０．１５２ ０．４１３±０．０２８ ０．８４０±０．０５０ ０．１１８±０．０２５ ０．０５１±０．０３１ ０．０２０±０．０２０ ０．５９９±０．０２４
〃 第三 ４５ ０．４４１±０．０５２ ０．１０８±０．０１４ ０．０７９±０．０２１ ２．２５１±０．１３８ ０．７９４±０．１５５ １．２２２±０．０８８ ０．１２７±０．０４１ ０．０６７±０．０５３ ０．０１５±０．０１４ ０．４１２±０．０２５

長 野 県 霧 ケ 峰 １７１ ０．１３８±０．００９ ０．０６６±０．００３ ０．１０４±０．０１１ １．３３９±０．０５７ １．０７６±０．０４７ ０．３６０±０．０２３ ０．２７５±０．０３０ ０．１１２±０．０２３ ０．０２６±０．００２ ０．３６１±０．０１３
和 田 峠 第 一 １４３ ０．１６７±０．０２８ ０．０４９±０．００８ ０．１１７±０．０１１ １．３４６±０．０８５ １．８５３±０．１２４ ０．１１２±０．０５６ ０．４０９±０．０４８ ０．１３９±０．０２６ ０．０２５±０．００２ ０．３５５±０．０１６
〃 第 二 １７ ０．１４６±０．００３ ０．０３２±０．００３ ０．１５１±０．０１０ １．４６１±０．０３９ ２．４４９±０．１３５ ０．０３６±０．０１２ ０．５１７±０．０４４ ０．１８６±０．０２５ ０．０２７±０．００２ ０．３６８±０．００７
〃 第 三 ６２ ０．２４８±０．０４８ ０．０６４±０．０１２ ０．１１４±０．０１１ １．５２０±０．１８２ １．６７３±０．１４０ ０．２７４±０．１０４ ０．３７４±０．０４８ ０．１２２±０．０２４ ０．０２５±０．００３ ０．３４８±０．０１７
〃 第 四 ３７ ０．１４４±０．０１７ ０．０６３±０．００４ ０．０９４±０．００９ １．３７３±０．０８５ １．３１１±０．０３７ ０．２０６±０．０３０ ０．２６３±０．０３８ ０．０９０±０．０２２ ０．０２３±０．００２ ０．３３１±０．０１９
〃 第 五 ４７ ０．１７６±０．０１９ ０．０７５±０．０１０ ０．０７３±０．０１１ １．２８２±０．０８６ １．０５３±０．１９６ ０．２７５±０．０５８ ０．１８４±０．０４２ ０．０６６±０．０２３ ０．０２１±０．００２ ０．３０６±０．０１３
〃 第 六 ５３ ０．１５６±０．０１１ ０．０５５±０．００５ ０．０９５±０．０１２ １．３３３±０．０６４ １．５２３±０．０９３ ０．１３４±０．０３１ ０．２７９±０．０３９ ０．０１０±０．０１７ ０．０２１±０．００２ ０．３１３±０．０１２

鷹 山 ・ 和 田 ５３ ０．１３８±０．００４ ０．０４２±０．００２ ０．１２３±０．０１０ １．２５９±０．０４１ １．９７８±０．０６７ ０．０４５±０．０１０ ０．４４２±０．０３９ ０．１４２±０．０２２ ０．０２６±０．００２ ０．３６０±０．０１０
男 女 倉 １１９ ０．２２３±０．０２６ ０．１０２±０．０１０ ０．０５９±０．００８ １．１６９±０．０８１ ０．７０１±０．１０９ ０．４０９±０．０５２ ０．１２８±０．０２４ ０．０５３±０．０１７ ０．０２６±０．００２ ０．３５４±０．００８
う つ ぎ 沢 ８１ ０．２２２±０．０１４ ０．０９９±０．００６ ０．０５８±０．００８ １．１８９±０．０６０ ０．７４８±０．０７５ ０．３９２±０．０３１ ０．１４０±０．０２２ ０．０４６±０．０２１ ０．０２５±０．００５ ０．３４０±０．００９
麦 草 峠 ６８ ０．２６３±０．０２０ ０．１３８±０．０１１ ０．０４９±０．００８ １．４０３±０．０６９ ０．５３２±０．０４８ ０．７６４±０．０３１ ０．１０１±０．０１８ ０．０５６±０．０１６ ０．０２９±０．００２ ０．４０１±０．０１７
双 子 池 ８３ ０．２５２±０．０２７ ０．１２９±０．００７ ０．０５９±０．０１０ １．６３０±０．１７９ ０．６６９±０．０５２ ０．８０２±０．０５８ ０．１１１±０．０２４ ０．０３７±０．０３２ ０．０２７±０．００７ ０．４０１±０．０１１
大 窪 沢 ４２ １．４８１±０．１１７ ０．４６６±０．０２１ ０．０４２±０．００６ ２．００５±０．１３５ ０．１８２±０．０１１ ０．８４１±０．０４４ ０．１０５±０．０１０ ０．００９±０．００８ ０．０３３±０．００５ ０．４５９±０．０１２
横 川 ４１ ３．０４７±０．０６６ １．０７１±０．０２６ ０．１１５±０．０１５ ７．３８０±０．３６６ ０．１５８±０．０１６ ０．８３３±０．０４０ ０．１８６±０．０１５ ０．０２３±０．０１２ ０．０４５±０．００５ ０．５１３±０．０２１

２ 八雲町落部１遺跡出土の黒曜石製石器、
石片の原材産地分析

―１３９―



原 産 地
原石群名

分析
個数

元 素 比
Ca/K Ti/K Mn/Zr Fe/Zr Rb/Zr Sr/Zr Y/Zr Nb/Zr Al/K Si/K

新 潟 県 佐 渡 第 一 ３４ ０．２２８±０．０１３ ０．０７８±０．００６ ０．０２０±０．００５ １．４９２±０．０７９ ０．８２１±０．０４７ ０．２８８±０．０１８ ０．１４２±０．０１８ ０．０４９±０．０１７ ０．０２４±０．００４ ０．３３８±０．０１３
〃 第 二 １２ ０．２６３±０．０３２ ０．０９７±０．０１８ ０．０２０±０．００６ １．５０１±０．０５３ ０．７１７±０．１０６ ０．３２６±０．０２９ ０．０９１±０．０２２ ０．０４６±０．０１５ ０．０２６±０．００２ ０．３３８±０．００９

上 石 川 ４５ ０．３２１±０．００７ ０．０７０±０．００３ ０．０６９±０．０１１ ２．０５１±０．０７０ ０．９８１±０．０４２ ０．７７３±０．０３４ ０．１８２±０．０２３ ０．０３８±０．０２７ ０．０２６±０．００７ ０．３５９±０．００９
板 山 ４４ ０．２３２±０．０１１ ０．０６８±０．００３ ０．１６９±０．０１７ ２．１７８±０．１１０ １．７７２±０．０９８ ０．７７２±０．０４６ ０．３７４±０．０４７ ０．１５４±０．０３４ ０．０２７±０．００２ ０．３５９±０．００９
大 白 川 ２２ ０．５６９±０．０１２ ０．１４２±０．００７ ０．０３３±０．００５ １．６０８±０．０４９ ０．２６１±０．０１２ ０．３３２±０．０１１ ０．１５０±０．０１５ ０．０３３±０．０１１ ０．０３６±０．００３ ０．４９１±０．０１４
金 津 ４６ ０．３３１±０．０１１ ０．０９７±０．０３７ ０．０３０±０．００７ １．７１１±０．０６６ ０．６１８±０．０２７ ０．２８３±０．０１２ ０．１８１±０．０１６ ０．０３５±０．０１８ ０．０２７±０．００９ ０．４０２±０．０１２
羽 根 川 ５５ ０．１６３±０．０１９ ０．０５３±０．００５ ０．０９９±０．０１１ １．３５４±０．０５８ １．６１５±０．０６３ ０．０８４±０．０１２ ０．３０９±０．０３６ ０．１００±０．０２８ ０．０２３±０．００７ ０．３４０±０．０３０

石 川 県 比 那 １７ ０．３７０±０．０１４ ０．０８７±０．００４ ０．０６０±０．００９ ２．６９９±０．１６７ ０．６３９±０．０２８ ０．５３４±０．０２３ ０．１７２±０．０２８ ０．０５２±０．０１８ ０．０３２±０．００２ ０．３９６±０．０１７
福 井 県 安 島 ２１ ０．４０７±０．００７ ０．１２３±０．００５ ０．０３８±０．００６ １．６２８±０．０５１ ０．６４３±０．０４１ ０．６７５±０．０３０ ０．１１３±０．０２０ ０．０６１±０．０１６ ０．０３２±０．００２ ０．４５０±０．０１０

三 里 山 ２１ ０．３５０±０．０１８ ０．１２３±０．００８ ０．０３６±０．００６ １．５６１±０．０８１ ０．６０８±０．０３１ ０．７９８±０．０３９ ０．０６９±０．０２０ ０．０６２±０．０１３ ０．０２８±０．００２ ０．３８１±０．００８
兵 庫 県 香 住 第 一 群 ３０ ０．２１６±０．００５ ０．０６２±０．００２ ０．０４５±０．００７ １．８２８±０．０５６ ０．８８３±０．０３４ ０．２６５±０．０１２ ０．０９７±０．０２１ ０．１３９±０．０１８ ０．０２４±０．００７ ０．３６５±０．００８

〃 第 二 群 ４０ ０．２７８±０．０１２ ０．１００±０．００４ ０．０４８±０．００９ １．７６４±０．０６６ ０．８１３±０．０４５ ０．３９７±０．０２０ ０．１１２±０．０２６ ０．１３８±０．０２４ ０．０２６±０．０１２ ０．４４６±０．０１２
島 根 県 加 茂 ２０ ０．１６６±０．００６ ０．０９３±０．００８ ０．０１４±０．００３ ０．８９９±０．０３１ ０．２７８±０．０１７ ０．００９±０．００３ ０．０６１±０．０１５ ０．１５４±０．０１８ ０．０２０±０．００１ ０．２４９±０．０１６

津 井 ３０ ０．１６１±０．００８ ０．１３２±０．１８２ ０．０１５±０．００３ ０．９４０±０．０４１ ０．３０１±０．０１４ ０．０１５±０．００５ ０．０６０±０．０１３ ０．１４４±０．００８ ０．０２０±０．００２ ０．２４４±０．００８
久 見 ３１ ０．１４５±０．００６ ０．０６１±０．００３ ０．０２１±０．００４ ０．９８０±０．０２３ ０．３８６±０．０１１ ０．００７±０．００３ ０．１０９±０．０１３ ０．２３８±０．０１１ ０．０２３±０．００２ ０．３１５±０．００６

岡 山 県 津 ４８ ０．２６８±０．００９ ０．０７８±０．００３ ０．０７７±０．０１８ １．９２７±０．１５０ １．７２１±０．１１３ ０．８０８±０．０６０ ０．２４４±０．０５１ ０．０８３±０．０３６ ０．０３１±０．００４ ０．３６７±０．００９
香 川 県 奥 池 第 一 群 ５１ １．２０２±０．０７７ ０．１４１±０．０１０ ０．０３２±０．００８ ３．１２６±０．１７０ ０．６８６±０．０６５ １．３５０±０．０８２ ０．０２６±０．０２６ ０．０６５±０．０１９ ０．０４１±０．００４ ０．５０７±０．０１１

〃 第 二 群 ５０ １．５８５±０．１２６ ０．１９４±０．０１８ ０．０３５±０．００７ ２．８６０±０．１６０ ０．４２３±０．０５８ １．０４４±０．０７７ ０．０２４±０．０１９ ０．０４２±０．０１３ ０．０４５±０．００４ ０．５０７±０．０１３
雄 山 ５０ １．２２４±０．０８１ ０．１４４±０．０１１ ０．０３５±０．０１２ ３．１３８±０．１６３ ０．６６９±０．０７８ １．３３５±０．０９１ ０．０２３±０．０２７ ０．０６１±０．０２０ ０．０４１±０．００３ ０．５００±０．０１２
神 谷 ・ 南 山 ５１ １．１８６±０．０５７ ０．１４３±０．００８ ０．０３８±０．０１２ ３．２０２±０．１６３ ０．７０７±０．０６１ １．３８６±０．０８８ ０．０２９±０．０２５ ０．０７３±０．０２１ ０．０４１±０．００５ ０．５００±０．０１４
大麻山南第一群 ３９ １．４６７±０．１２０ ０．２０３±０．０２３ ０．０４２±０．００９ ３．１２５±０．１７９ ０．４９４±０．０８０ １．０１０±０．０７３ ０．０３８±０．０２３ ０．０４７±０．０１３ ０．０４１±０．００３ ０．４８７±０．０１６
〃 第二群 ３４ １．０１８±０．０４３ ０．１１６±０．０１２ ０．０４３±０．０１４ ３．３０５±０．１９９ ０．８９５±０．０４８ １．２５６±０．０５０ ０．０２９±０．０３０ ０．０７２±０．０１８ ０．０３８±０．００４ ０．４７６±０．０１２

福 岡 県 八女昭和溜池 ６８ ０．２６１±０．０１０ ０．２１１±０．００７ ０．０３３±０．００３ ０．７９８±０．０２７ ０．３２６±０．０１３ ０．２８３±０．０１５ ０．０７１±０．００９ ０．０３４±０．００８ ０．０２４±０．００６ ０．２７９±０．００９
佐 賀 県 中 野 第 一 群 ３９ ０．２６７±０．００７ ０．０８７±０．００３ ０．０２７±０．００５ １．６１９±０．０８３ ０．６２８±０．０２８ ０．３４８±０．０１５ ０．１０３±０．０１８ ０．０７５±０．０１８ ０．０２３±０．００７ ０．３２１±０．０１１

〃 第 二 群 ４０ ０．３４５±０．００７ ０．１０４±０．００３ ０．０２７±０．００５ １．５３５±０．０３９ ０．４５５±０．０１７ ０．３９７±０．０１４ ０．０６９±０．０１６ ０．０５９±０．０１４ ０．０２６±０．００８ ０．３２８±０．００８
梅 野 ３９ ０．６５７±０．０１４ ０．２０２±０．００６ ０．０７１±０．０１３ ４．２３９±０．２０５ １．０４６±０．０６５ １．２６９±０．０５８ ０．１０４±０．０３２ ０．３８０±０．０４７ ０．０２８±０．００５ ０．３４５±０．００９
腰 岳 ４４ ０．２１１±０．００９ ０．０３１±０．００５ ０．０７５±０．０１９ ２．５７２±０．２１２ １．６００±０．０８６ ０．４１４±０．０４２ ０．３１１±０．０４６ ０．２５６±０．０４３ ０．０２５±０．００２ ０．３３５±０．００８
椎 葉 川 ５９ ０．４１４±０．００９ ０．０７１±０．００３ ０．１０１±０．０１７ ２．９４７±０．１４２ １．２５３±０．０８１ ２．０１５±０．０９９ ０．１４７±０．０３５ ０．２５５±０．０４０ ０．０３０±０．００７ ０．３８８±０．００９
松 尾 第 一 群 ４０ ０．６００±０．０６７ ０．１５３±０．０２９ ０．１２５±０．０１８ ４．６９２±０．３６９ １．１７０±０．１１４ ２．０２３±０．１２２ ０．１７１±０．０３２ ０．２５５±０．０３７ ０．０３２±０．００３ ０．３７６±０．００８
〃 第 二 群 ４０ ０．９５３±０．０２７ ０．３０７±０．０１０ ０．１２６±０．０１３ ６．６６６±０．３４２ ０．８５６±０．０７０ １．９０７±０．１１９ ０．１４７±０．０２９ ０．１９４±０．０２８ ０．０３３±０．００８ ０．３８３±０．０１０

大 分 県 姫

島

地

域

観 音 崎 ４１ ０．２１６±０．０１７ ０．０４５±０．００３ ０．４２８±０．０５７ ６．８９７±０．８０６ １．８２９±０．２２０ １．５７２±０．１８０ ０．３２５±０．０８８ ０．６２２±０．０９９ ０．０３５±０．００２ ０．４１８±０．０１１
両瀬第一 ３３ ０．２２１±０．０２１ ０．０４５±０．００３ ０．４５０±０．０６１ ７．２４８±０．６６８ １．９１７±０．１９４ １．６６０±０．１７３ ０．３５５±０．０５７ ０．６６９±０．１０５ ０．０３５±０．００２ ０．４１９±０．００９
＊〃第二 ３２ ０．６３４±０．０４７ ０．１４０±０．０１３ ０．１９４±０．０２６ ４．３９９±０．３２２ ０．６１４±０．０７７ ３．１６２±０．１８９ ０．１４４±０．０３１ ０．２４０±０．０４１ ０．０３８±０．００２ ０．４５１±０．０１１
＊〃第三 １０ １．０１３±０．１４０ ０．２１１±０．０２６ ０．１２６±０．０１６ ３．４９１±０．２３１ ０．３０５±０．０６７ ４．００２±０．１７４ ０．１０９±０．０２１ ０．１３７±０．０２８ ０．０４０±０．００４ ０．４７１±０．０１７
＊オイ崎 ２９ １．０７４±０．１１０ ０．２２４±０．０２４ ０．１２２±０．０１２ ３．４６０±０．３０１ ０．２８６±０．０４８ ４．０１０±０．１９７ ０．１０１±０．０２２ ０．１３３±０．０２５ ０．０４０±０．００３ ０．４６９±０．０１４
＊ 稲 積 ２５ ０．６５３±０．０６６ ０．１４１±０．０１６ ０．１８９±０．０３０ ４．３９８±０．４２５ ０．６０５±０．０９６ ３．２３４±０．２６４ ０．１５１±０．０３３ ０．２４５±０．０５０ ０．０３７±０．００２ ０．４４８±０．０１５

塚 瀬 ３０ ０．３１３±０．０２３ ０．１２７±０．００９ ０．０６５±０．０１０ １．４８９±０．１２４ ０．６００±０．０５１ ０．６８６±０．０８２ ０．１７５±０．０１８ ０．１０２±０．０２０ ０．０２８±０．００２ ０．３７１±０．００９
荻 台 地 ５０ １．６１５±０．０４２ ０．６７０±０．０１３ ０．０９６±０．００８ ５．５０９±０．２６９ ０．２８４±０．０３１ １．５２６±０．０５３ ０．０９７±０．０１６ ０．０３２±０．０１８ ０．０３２±０．００５ ０．３１０±０．０１１
緒 方 下 尾 平 ６４ ０．４８２±０．０３６ ０．２８６±０．０１５ ０．０５１±０．００８ １．３６１±０．０９５ ０．３０３±０．０１９ ０．７１２±０．０４３ ０．０８９±０．０１８ ０．０５５±０．０２１ ０．０１２±０．０１０ ０．２８８±０．０１６

長 崎 県 壱
岐
島

久喜ノ辻 ３７ ０．１７２±０．００９ ０．０６６±０．００２ ０．０３０±０．００５ １．１７６±０．０４３ ０．３８５±０．０１２ ０．０１１±０．００４ ０．１３５±０．０１８ ０．３５４±０．０１４ ０．０２３±０．００２ ０．２７６±０．００７
君 ケ 浦 ２８ ０．１７４±０．００７ ０．０６５±０．００２ ０．０３３±０．００６ １．１７４±０．０３５ ０．３８９±０．０１２ ０．０１３±０．００５ ０．１２９±０．０１４ ０．３５６±０．０１２ ０．０２３±０．００３ ０．２７５±０．００８
角 川 ２８ ０．１４６±０．００９ ０．０３８±０．００２ ０．０５９±０．００９ １．６９１±０．１００ １．７２６±０．０８５ ０．０３５±０．００８ ０．３４４±０．０４０ ０．７１７±０．０４７ ０．０２３±０．００２ ０．３３８±０．０１０
貝 畑 ４９ ０．１３５±０．０１０ ０．０３７±０．００２ ０．０５６±０．００９ １．７４６±０．０７３ １．８３４±０．０６４ ０．０２２±０．０１３ ０．３３４±０．０４６ ０．７１４±０．０４０ ０．０２１±０．００９ ０．３３９±０．０１５

松 浦 第 一 ２３ ０．２１５±０．０１８ ０．０３２±０．００８ ０．０７２±０．０１６ ２．５５４±０．１８１ １．５３８±０．１７６ ０．４２９±０．０２６ ０．２７１±０．０６４ ０．２５４±０．０４６ ０．０２５±０．００２ ０．３４０±０．００６
〃 第 二 １７ ０．１８３±０．０１１ ０．０３１±０．００５ ０．０７１±０．０２４ ２．２８８±０．３１９ １．５２３±０．１９３ ０．３０９±０．０８３ ０．２４４±０．０７４ ０．２０４±０．０４９ ０．０２４±０．００２ ０．３３７±０．０１０
〃 第 三 １６ ０．２４９±０．０２３ ０．０６２±０．００６ ０．０５１±０．０１６ １．９３６±０．２３１ ０．８５６±０．１１２ ０．４０５±０．０９３ ０．１４８±０．０５２ ０．１３９±０．０３１ ０．０２５±０．００２ ０．３３３±０．０１４
〃 第 四 ２２ ０．２８４±０．０２２ ０．０６６±０．００８ ０．０４５±０．０１２ １．８９０±０．１５７ ０．７７４±０．１７９ ０．４５４±０．０３６ ０．１２０±０．０４４ ０．１３２±０．０３６ ０．０２６±０．００２ ０．３４３±０．０１０

淀 姫 ４４ ０．３３４±０．０１４ ０．０８０±０．００４ ０．０４４±０．００９ １．７４４±０．０６９ ０．５３３±０．０３０ ０．４８５±０．０３９ ０．０９４±０．０２２ ０．１１９±０．０１７ ０．０２７±０．００２ ０．３５３±０．０１１
中 町 第 一 ２５ ０．２４３±０．０１９ ０．０５９±０．００７ ０．０５７±０．０１５ １．８４９±０．１０４ ０．８１１±０．０８９ ０．３９８±０．０２８ ０．１３５±０．０３５ ０．１４７±０．０２３ ０．０２６±０．００２ ０．３４５±０．００９
〃 第 二 １７ ０．３２２±０．０３４ ０．０８１±０．０１５ ０．０４５±０．０１１ １．７８８±０．１０８ ０．６５４±０．０８５ ０．４８５±０．０４２ ０．１１８±０．０２５ ０．０９９±０．０１６ ０．０２６±０．００２ ０．３３８±０．０１５

古 里 第 一 ３８ ０．１９９±０．０１１ ０．０３０±０．００４ ０．０８３±０．０１８ ２．６４９±０．１９５ １．７１４±０．１９５ ０．４２１±０．０６０ ０．３０６±０．０５５ ０．２６５±０．０４４ ０．０２４±０．００２ ０．３３３±０．００９
〃 第 二 １９ ０．４１３±０．０１３ ０．０７６±０．００５ ０．０９４±０．０２３ ２．８６６±０．１７３ １．２０４±０．０７１ １．８７４±０．１０６ ０．１４４±０．０３７ ０．２４７±０．０３３ ０．０２８±０．００２ ０．３５７±０．００８
〃 第 三 １９ ０．２６６±０．０３５ ０．０６５±０．０１０ ０．０５１±０．００９ １．８４７±０．１４６ ０．７８８±０．１０８ ０．４１９±０．０４８ ０．１２７±０．０４０ ０．１３７±０．０４０ ０．０２５±０．００２ ０．３３５±０．０１０

松 岳 ４３ ０．１９４±０．００９ ０．０５４±０．００５ ０．０４０±０．００８ １．６８６±０．１１４ ０．８３３±０．０５８ ０．２５１±０．０２５ ０．１９２±０．０３２ ０．１２４±０．０３９ ０．０１８±０．０１１ ０．３３１±０．０１７
大 崎 ７４ ０．１７６±０．０１２ ０．０５３±０．００２ ０．０４１±０．０１２ １．７１０±０．０８１ ０．９１２±０．０３６ ０．１８１±０．０２２ ０．２０２±０．０２９ ０．１３３±０．０２４ ０．０２３±０．００２ ０．３１９±０．０１０

熊 本 県 小 国 ３０ ０．３１７±０．０２３ ０．１２７±０．００５ ０．０６３±０．００７ １．４４１±０．０７０ ０．６１１±０．０３２ ０．７０３±０．０４４ ０．１７５±０．２３３ ０．０９７±０．０１７ ０．０２３±０．００２ ０．３２０±０．００７
南 関 ３０ ０．２６１±０．０１６ ０．２１４±０．００７ ０．０３４±０．００３ ０．７８８±０．０３３ ０．３２６±０．０１２ ０．２７８±０．０１５ ０．０６９±０．０１２ ０．０３１±０．００９ ０．０２１±０．００２ ０．２４３±０．００８

轟 ４４ ０．２５８±０．００９ ０．２１４±０．００６ ０．０３３±０．００５ ０．７９４±０．０７８ ０．３２９±０．０１７ ０．２７５±０．０１０ ０．０６６±０．０１１ ０．０３３±０．００９ ０．０２０±０．００３ ０．２４３±０．００８
大 柿 ５３ １．５３４±０．１３９ ０．６６５±０．０３５ ０．０７５±０．００８ ４．４９４±０．４６０ ０．２４７±０．０１４ １．２３６±０．０９２ ０．０９０±０．０１８ ０．０４１±０．０１２ ０．０３０±０．００３ ０．２９２±０．０１０
冠 ケ 岳 ２１ ０．２６１±０．０１２ ０．２１１±０．００８ ０．０３２±０．００３ ０．７８０±０．０３８ ０．３２４±０．０１１ ０．２７９±０．０１７ ０．０６４±０．０１１ ０．０３７±０．００６ ０．０２５±０．００２ ０．２７７±０．００９
滝 室 坂 ５７ １．５９９±０．１０７ ０．７２２±０．０４６ ０．０８５±０．０１１ ６．２０５±０．３０５ ０．２５６±０．０１８ １．１５４±０．０５５ ０．１０３±０．０１４ ０．０４７±０．０１３ ０．０２７±０．００４ ０．２４７±０．０１６
箱 石 峠 ８４ ０．７９１±０．０８２ ０．２７９±０．００９ ０．０４５±０．００５ １．２０８±０．０２３ ０．２７９±０．０１８ ０．８１１±０．０４６ ０．０４６±０．０１２ ０．０２９±０．０１４ ０．０３１±０．００９ ０．３６６±０．０３３
長 谷 峠 ５３ １．６６８±０．１６５ ０．６９４±０．０３６ ０．０８０±０．０１０ ４．９７７±０．５８７ ０．２５３±０．０１５ １．３３５±０．１０４ ０．０９８±０．０１６ ０．０４０±０．００８ ０．０３１±０．００３ ０．２９５±０．０１２
五 ヶ 瀬 川 ４８ １．４７１±０．１３６ ０．６０２±０．０４１ ０．０７８±０．０１１ ４．８３８±０．６３４ ０．２５２±０．０１６ １．２８８±０．１２４ ０．１０１±０．０１４ ０．０４３±０．０１３ ０．０２７±０．００３ ０．２６５±０．０２０
御 船 ４９ １．５５８±０．１４６ ０．６５１±０．０３０ ０．０７５±０．０１１ ４．５７１±０．５７２ ０．２５７±０．０１６ １．２５２±０．１１２ ０．０９１±０．０１６ ０．０４０±０．００９ ０．０３０±０．００４ ０．２９１±０．０１０
白 浜 ７８ ０．２０８±０．０２１ ０．１０１±０．００９ ０．０２４±０．００６ １．３８２±０．０８６ １．０２１±０．０９９ ０．３５１±０．０３７ ０．１６２±０．０２７ ０．０２７±０．０２２ ０．０２２±０．００７ ０．３１７±０．００９

宮 崎 県 桑ノ木津留
〃 第一群 ４７ ０．２０７±０．０１５ ０．０９４±０．００６ ０．０７０±０．００９ １．５２１±０．０７５ １．０８０±０．０４８ ０．４１８±０．０２０ ０．２６６±０．０３４ ０．０６３±０．０２４ ０．０２０±０．００３
〃 第二群 ３３ ０．２６１±０．０１５ ０．０９４±０．００６ ０．０６６±０．０１０ １．７４３±０．０９５ １．２４２±０．０６０ ０．７５３±０．０３９ ０．２０５±０．０２９ ０．０４７±０．０３６ ０．０２２±０．００２ ０．３２３±０．０１９

霧 島 ３６ ３５．１５８±１．１１８ ５．００１±０．１７５ ０．０４１±０．００２ ０．０３８±０．００２ ０．００９±０．００４ ０．１５５±０．００５ ０．０３５±０．０１９ ０．０００±０．０００ ０．０３５±０．０１９ ０．４４６±０．０２２
鹿児島県 間根ヶ平

〃 第一群 ４５ ０．１８６±０．０１０ ０．０８３±０．００５ ０．０４７±０．００８ １．６１１±０．０７９ ０．９４８±０．０５５ ０．３４０±０．０３２ ０．２８１±０．０３１ ０．０４１±０．０３２ ０．０２２±０．００８ ０．３５８±０．０１４
〃 第二群 ４５ ０．２４７±０．０１８ ０．１０６±０．００６ ０．０４７±０．００８ １．４８８±０．０７４ ０．７６８±０．０３４ ０．４２８±０．０４９ ０．２３５±０．０２０ ０．０３９±０．０２７ ０．０２４±０．００８ ０．３７８±０．０１３
〃 第三群 ４２ ０．５８４±０．０１２ ０．１７６±０．００５ ０．０３７±０．００７ １．４８４±０．０９７ ０．４４９±０．０３１ ０．６７５±０．０４９ ０．１４３±０．０２３ ０．０３６±０．０２２ ０．０２３±０．０１４ ０．３９０±０．０１９

日 東 ４２ ０．２６２±０．０１８ ０．１４３±０．００６ ０．０２２±０．００４ １．１７８±０．０４０ ０．７１２±０．０２８ ０．４０８±０．０２５ ０．１００±０．０１８ ０．０２９±０．０１３ ０．０１９±０．００１ ０．２７５±０．００６
五 女 木 ３７ ０．２６６±０．０２１ ０．１４０±０．００６ ０．０１９±０．００３ １．１７０±０．０６４ ０．７０５±０．０２７ ０．４０５±０．０２１ ０．１０８±０．０１５ ０．０２８±０．０１３ ０．０１９±０．００１ ０．２７５±０．００６
上 牛 鼻 ４１ １．６２９±０．０９８ ０．８０４±０．０３７ ０．０５３±０．００６ ３．３４２±０．２１５ ０．１８８±０．０１３ １．１０５±０．０５６ ０．０８７±０．００９ ０．０２２±０．００９ ０．０３６±０．００２ ０．３９１±０．０１１
平 木 場 ３４ １．９４４±０．０５４ ０．９１２±０．０２８ ０．０６２±０．００５ ３．９７５±０．１８２ ０．１８４±０．０１１ １．２６６±０．０４９ ０．０９３±０．０１０ ０．０２１±０．０１０ ０．０３８±０．００３ ０．４０８±０．０１０
竜 ケ 水 ４８ ０．５３３±０．０２９ ０．１６７±０．００６ ０．０６１±０．０１３ １．４９４±０．０９３ ０．６１１±０．０３９ ０．６８８±０．０５２ ０．１２７±０．０２３ ０．０６９±０．０２２ ０．０３３±０．００３ ０．４９４±０．０１１
長 谷 ３０ ０．５５３±０．０３２ ０．１３７±０．００６ ０．０６５±０．０１０ １．８１５±０．０６２ ０．６４４±０．０２８ ０．５５３±０．０２９ ０．１４６±０．０２１ ０．０６６±０．０２０ ０．０３７±０．００３ ０．５２４±０．０１２

台 湾 台 東 山 脈 ３７ ０．５１０±０．０１０ ０．１９８±０．００７ ０．０３８±０．００７ １．８６２±０．０７９ ０．３５３±０．０１９ ０．５１９±０．０１７ ０．１２３±０．０１２ ０．０２４±０．０１７ ０．０２９±０．００７ ０．４０７±０．０１０
ロ シ ア カムチャッカ ７２ ０．４７３±０．０１２ ０．１６６±０．００７ ０．０４６±０．００７ １．５７２±０．０５９ ０．１９９±０．０１１ ０．４９７±０．０１６ ０．１２６±０．０１１ ０．００９±０．０１４ ０．０３９±０．０１０ ０．４６０±０．０３０

Ⅵ 自然科学的分析

―１４０―



原 産 地
原石群名

分析
個数

元 素 比
Ca/K Ti/K Mn/Zr Fe/Zr Rb/Zr Sr/Zr Y/Zr Nb/Zr Al/K Si/K

北 海 道 HS １ 遺 物 群 ６７ ０．２４１±０．０２１ ０．１０７±０．００５ ０．０１８±０．００６ １．２９６±０．０７７ ０．４３０±０．０１６ ０．１５３±０．００９ ０．１４０±０．０１５ ０．００８±０．０１３ ０．０１８±０．０１２ ０．３２５±０．０４２
HS ２ 遺 物 群 ６０ ０．４５３±０．０１１ ０．１３５±０．００８ ０．０４１±０．００８ １．７６５±０．０７５ ０．４４８±０．０２１ ０．４１９±０．０１９ ０．１３０±０．０１５ ０．０１５±０．０１９ ０．０３４±０．０１０ ０．５００±０．０１５
FR １ 遺 物 群 ５１ ０．６４３±０．０１２ ０．１２４±０．００８ ０．０５２±０．００７ ２．５４７±０．１４３ ０．５３０±０．０３２ ０．６８９±０．０３２ ０．１５６±０．０１５ ０．００４±０．００８ ０．０２９±０．０１１ ０．４０７±０．０４７
FR ２ 遺 物 群 ５９ ０．５３５±０．０６１ ０．１０６±０．０１２ ０．０５３±０．００９ ２．５４５±０．１３８ ０．５５７±０．０５１ ０．６８５±０．０２９ ０．１６５±０．０２１ ０．０１６±０．０２２ ０．０２７±０．００９ ０．３７３±０．０４３
FR ３ 遺 物 群 ３７ ０．３８０±０．０３７ ０．０８４±０．００７ ０．０５２±０．００９ ２．５４８±０．１４５ ０．５８６±０．０５６ ０．６８１±０．０３３ ０．１６４±０．０２１ ０．０１７±０．０２３ ０．０２３±０．００６ ０．２９２±０．０３７
FR ４ 遺 物 群 ４４ ０．２６１±０．０４３ ０．０７４±０．０１０ ０．０５１±０．００８ ２．５００±０．１１７ ０．６３９±０．０５７ ０．６７９±０．０３２ ０．１５５±０．０２１ ０．００９±０．０１７ ０．０１８±０．００８ ０．２５８±０．０３６
FH １ 遺 物 群 ３２ ０．８９８±０．０３２ ０．２２１±０．００７ ０．０５４±０．００６ ２．５４０±０．１０１ ０．４２６±０．０１８ ０．８０２±０．０２３ ０．１０９±０．０１３ ０．０１７±０．０２１ ０．０３７±０．００３ ０．４４７±０．０１１
KT １ 遺 物 群 ５６ １．１０３±０．０５０ ０．１４６±０．００７ ０．０８１±０．００８ ２．９４２±０．１３３ ０．３１４±０．０５３ ０．７７５±０．０８２ ０．１３３±０．０１６ ０．０１９±０．０２１ ０．０４３±０．００７ ０．５１６±０．０１５
KT ２ 遺 物 群 ３８ ０．９５９±０．０２７ ０．１５４±０．００５ ０．０８５±０．０１０ ２．８８２±０．０９２ ０．５４２±０．０２８ １．１１１±０．０４０ ０．１０７±０．０１５ ０．０１２±０．０１６ ０．０４２±０．００８ ０．５１９±０．０１０
KS １ 遺 物 群 ３２ ０．２７５±０．００７ ０．１０７±０．００５ ０．０４７±０．０１０ １．７５１±０．０５１ ０．８３６±０．０３８ ０．４６８±０．０２１ ０．１８０±０．０１９ ０．０２３±０．０２８ ０．０２５±０．００７ ０．３４５±０．０１０
KS ２ 遺 物 群 ６２ ０．２４４±０．０１１ ０．０７０±０．００４ ０．０５６±０．０１３ １．７４９±０．１６８ １．０８０±０．１０８ ０．４２４±０．０３６ ０．３２７±０．０４２ ０．０３７±０．０３１ ０．０２３±０．０１１ ０．３７９±０．０１１
KS ３ 遺 物 群 ４８ ０．１６４±０．００８ ０．０４１±０．００２ ０．０８０±０．０１３ ２．５６５±０．１２６ １．４６０±０．０５７ ０．１６２±０．０１９ ０．３８９±０．０４２ ０．０６９±０．０２８ ０．０２４±０．００２ ０．３３７±０．０１５
K １９ 遺 物 群 ４８ ０．１８５±０．００７ ０．０４９±０．００３ ０．０８１±０．０１３ ２．１６２±０．１２２ １．０３１±０．０４１ ０．４３５±０．０２５ ０．２６３±０．０２８ ０．０５０±０．０１９ ０．０２３±０．００２ ０．２６０±０．００９

青 森 県 HY 遺 物 群 ３１ ０．２３８±０．０１１ ０．１３１±０．００６ ０．０４８±０．００８ １．６３６±０．０６６ ０．４１８±０．０２８ １．４４１±０．０１５ ０．４８２±０．０２４ ０．０２９±０．０２８ ０．０２０±０．０１５ ０．４８１±０．０６８
SN １ 遺 物 群 ３３ ０．２８７±０．００６ ０．０８７±０．００４ ０．０３３±０．００５ １．５９７±０．０３７ ０．２４４±０．０１１ ０．２５８±０．０１１ ０．２８１±０．０１２ ０．００９±０．０１２ ０．０２１±０．００６ ０．３２９±０．００６
SN ２ 遺 物 群 ２９ ０．２０９±０．００６ ０．１１６±０．００６ ０．０７６±０．００８ １．５７１±０．０８２ ０．７１６±０．０３５ ０．２９２±０．０１７ ０．２６４±０．０２９ ０．０２８±０．０３０ ０．０２３±０．００９ ０．３８３±０．０１５

秋 田 県 KN 遺 物 群 １０７ ０．３５１±０．０１１ ０．１２１±０．００６ ０．０５３±０．００７ １．５８１±０．０７１ ０．３４７±０．０２０ ０．２１９±０．０１４ ０．２１６±０．０１５ ０．０５４±０．０１７ ０．０２９±０．０１１ ０．４７５±０．０４０
TB 遺 物 群 ６０ ０．２５２±０．０１４ ０．１１３±０．００７ ０．１２４±０．０１５ １．８０５±０．０８８ ０．８７５±０．０５６ ０．６６３±０．０３８ ０．２７２±０．０２９ ０．０８３±０．０３７ ０．０２６±０．００８ ０．３７８±０．０２１
HR 遺 物 群 ４８ ０．２５９±０．００８ ０．０９３±０．００３ ０．０６７±０．０１１ ２．０５５±０．０６７ ０．７４１±０．０２８ ０．２９３±０．０１６ ０．３３１±０．０２１ ０．０６４±０．０１９ ０．０３６±０．００３ ０．４４４±０．０１０

岩 手 県 AI １ 遺 物 群 ４１ １．５１９±０．０２６ ０．２７７±０．０１０ ０．０７８±０．００６ ２．８４９±０．０７３ ０．１６７±０．０１０ ０．５２６±０．０１７ ０．２５１±０．０１３ ０．００９±０．０１２ ０．０５８±０．０１７ ０．９２９±０．０２４
AI ２ 遺 物 群 ６１ ３．１４１±０．０７４ ０．５５２±０．０２１ ０．０８０±０．００８ ２．７５２±０．０６２ ０．０９４±０．００９ ０．７１６±０．０１９ ０．２４２±０．０１１ ０．００８±０．０１４ ０．０８３±０．０２９ １．３５３±０．０４９
AI ３ 遺 物 群 ６１ ０．９５０±０．０１３ ０．２１５±０．００４ ０．１１７±０．００９ ４．３０６±０．１００ ０．１１４±０．００８ ０．９０９±０．０２８ ０．２４８±０．０１２ ０．０１４±０．０１６ ０．０２８±０．００６ ０．３６０±０．００９
AI ４ 遺 物 群 １２２ １．８５０±０．０５９ ０．４７４±０．０２５ ０．０６７±０．００７ ２．０５５±０．０７７ ０．０８３±０．００６ ０．５３１±０．０３０ ０．１７７±０．０１０ ０．０１１±０．０１３ ０．０６４±０．０２５ １．０６１±０．１０５
AI ５ 遺 物 群 １２２ ３．１６７±０．０９２ ０．６９６±０．０２７ ０．１０１±０．００９ ３．７８７±０．１０８ ０．１１４±０．０１０ ０．８９２±０．０２６ ０．２４１±０．０１２ ０．００６±０．０１２ ０．０９１±０．０２０ １．２３４±０．０５２
FS 遺 物 群 ４５ ０．２７２±０．０９０ ０．０９７±０．０２９ ０．０５３±０．００７ １．７９１±０．０８３ ０．３２７±０．０１９ ０．４５３±０．０２４ ０．２０７±０．０１８ ０．０２９±０．０２７ ０．０１７±０．０１１ ０．３３９±０．０１１
SD 遺 物 群 ４８ ２．９００±０．０５０ ０．７４１±０．０１６ ０．１１８±０．０１０ ３．９２２±０．０７７ ０．１１７±０．０１２ ０．９０６±０．０２６ ０．２４６±０．０１３ ０．００８±０．０１７ ０．０８３±０．０１３ １．１９５±０．０２９

新 潟 県 AC １ 遺 物 群 ６３ ０．４７９±０．０１４ ０．１９２±０．００６ ０．０５４±０．００８ １．５６１±０．０７５ ０．４００±０．０１７ ０．４４０±０．０１９ ０．１６９±０．０１９ ０．０６１±０．０１５ ０．０３３±０．００５ ０．４２７±０．０１６
AC ２ 遺 物 群 ４８ ０．２５１±０．００７ ０．０８１±０．００３ ０．１１２±０．０１３ ２．０８１±０．０７６ ０．９０４±０．０３５ ０．４０６±０．０２０ ０．４０９±０．０２４ ０．１０８±０．０２３ ０．０３６±０．００３ ０．４１９±０．００７
AC ３ 遺 物 群 ３６ ０．６５７±０．０１６ ０．１４４±０．００５ ０．０８３±０．０１０ １．８９１±０．０５１ ０．２０２±０．０１０ ０．３８１±０．０１７ ０．２８６±０．０１８ ０．０４１±０．０１２ ０．０４９±０．００５ ０．６１６±０．０１３
IN １ 遺 物 群 ４８ ０．３２６±０．０１２ ０．０７８±０．００４ ０．０６６±０．０１０ ２．０５６±０．１７７ ０．９０１±０．０４８ ０．７５１±０．０４５ ０．１７２±０．０３０ ０．０６８±０．０１６ ０．０２８±０．０３０ ０．３３８±０．００７
IN ２ 遺 物 群 ４８ ０．７４５±０．０１３ ０．１１０±０．００４ ０．１４０±０．０１５ ３．１７６±０．２１２ ０．７２８±０．０３９ １．５８２±０．０８０ ０．１０４±０．０３０ ０．０３８±０．０１３ ０．０３６±０．００３ ０．３９６±０．０１０

長 野 県 NK 遺 物 群 ５７ ０．５６６±０．０１９ ０．１６３±０．００７ ０．０８６±０．０１１ １．８２２±０．０８４ ０．４６７±０．０３１ １．６９１±０．０６４ ０．１０２±０．０２１ ０．０４１±０．０２８ ０．０３８±０．００３ ０．５００±０．０１４
山 口 県 YM 遺 物 群 ５６ ０．３８１±０．０１６ ０．１３８±０．００５ ０．０３８±０．０１２ １．６１１±０．１０２ ０．７２１±０．０３９ ０．４９７±０．０２６ ０．１２８±０．０２２ ０．０４７±０．０１６ ０．０２３±０．００３ ０．３３１±０．０１３

NM 遺 物 群 ４０ ０．３３０±０．０１０ ０．１０３±０．００３ ０．０４２±０．０１２ １．７５１±０．０８３ １．０４８±０．０５７ ０．５１８±０．０３４ ０．１９６±０．０３７ ０．０５８±０．０１８ ０．０２２±０．００３ ０．３２６±０．０１１
MK－１遺物群 ４８ ０．０８７±０．００８ ０．０５９±０．００２ ０．０１０±０．００３ ０．６７７±０．０２３ ０．３７０±０．０９７ ０．００６±０．００２ ０．１２５±０．０１２ ０．２９２±０．０１０ ０．０２２±０．００２ ０．３３７±０．０１０
MK－２遺物群 ４８ ０．２５８±０．０１０ ０．０２６±０．００２ ０．０５５±０．０１３ １．７４５±０．１２１ １．１４９±０．０９２ ０．２９７±０．０２９ ０．２０２±０．０３７ ０．１７７±０．０２２ ０．０２１±０．００２ ０．２６８±０．００７

大 分 県 I 遺 物 群 ５４ ０．７９４±０．０７０ ０．２０２±０．００９ ０．０６１±０．０１３ １．７７４±０．１３２ ０．３８０±０．０３０ １．３５０±０．０９６ ０．０７６±０．０３２ ０．０７９±０．０２２ ０．０４０±０．００４ ０．４３４±０．０１５
宮 崎 県 HB １ 遺 物 群 ４８ ０．１９７±０．０３５ ０．７５４±０．０５５ ０．０９８±０．０４２ ７．０９９±０．８４４ ０．４３４±０．０６２ ０．９７５±０．１３０ ０．３６８±０．０７９ ０．１２６±０．０７９ ０．０９３±０．０２２ ６．３１２±０．５２５

HB ２ 遺 物 群 ４８ ０．４１４±０．１００ １．５５７±０．６７４ ０．１１０±０．０４４ ９．９００±１．５９５ ０．１７６±０．０８８ １．２０９±０．４５９ ０．３２７±０．０５２ ０．１７８±０．０６９ ０．１７８±０．０４４ ９．９３８±１．５３２
UT １ 遺 物 群 ４６ ０．２９７±０．０１３ ０．１０７±０．００５ ０．０５３±０．０１０ １．６３８±０．１０４ １．０１２±０．０５６ ０．７３６±０．０３９ ０．１６８±０．０２７ ０．０３４±０．０２８ ０．０２４±０．０１１ ０．３９０±０．０１４

鹿児島県 KI １ 遺 物 群 ４５ ０．３８３±０．０１２ ０．１０１±０．００５ ０．０６１±０．０２４ １．９１３±０．１５８ ０．９８５±０．０５７ ０．５２７±０．０３８ ０．１９７±０．０３０ ０．０７９±０．０２８ ０．０２８±０．００２ ０．４０９±０．００９
KI ２ 遺 物 群 ４６ ０．４０２±０．０１５ ０．１４６±０．００８ ０．０６０±０．０１７ １．５２９±０．１４８ ０．７２９±０．０５２ ０．５６５±０．０３８ ０．１３７±０．０２４ ０．０８３±０．０２６ ０．０２９±０．００３ ０．４４３±０．０２２
SG 遺 物 群 ４８ １．６６８±０．０３４ ０．７７８±０．０３８ ０．０８２±０．０１０ ４．１０６±０．２２２ ０．２０２±０．０１４ ０．６９９±０．０２５ ０．１３３±０．０１３ ０．０１５±０．０１９ ０．０２７±０．０２１ ０．５５３±０．０３３
OK 遺 物 群 ３２ １．３７１±０．０７４ ０．６８７±０．０２５ ０．０６１±０．００８ ３．１０９±０．１６１ ０．２０２±０．０１２ ０．５７９±０．０２７ ０．１２２±０．０１４ ０．００９±０．０１４ ０．０２７±０．０１８ ０．５１８±０．０２１
KK １ 遺 物 群 ４８ ０．３４７±０．０１０ ０．０８０±０．００３ ０．０８１±０．０１２ ３．０８５±０．１５５ ０．８８７±０．０３６ １．４８７±０．０６５ ０．１１９±０．０３６ ０．１８４±０．０２３ ０．０２７±０．００２ ０．２６５±０．００９
KK ２ 遺 物 群 ４６ ０．５２１±０．０１２ ０．１２２±０．００４ ０．０７６±０．０１３ ３．１２５±０．２２２ ０．８７７±０．０４８ １．５００±０．０７４ ０．１０９±０．０３４ ０．１８７±０．０２３ ０．０３５±０．００４ ０．３５９±０．０１０
HM １ 遺 物群 ４４ ０．６８３±０．０２４ ０．８６１±０．０２１ ０．０６３±０．０１３ ８．６７８±０．６６３ ０．６４２±０．０３９ ０．７３９±０．０５４ ０．１２７±０．０３４ ０．０６５±０．０１８ ０．０３７±０．００５ ０．２８２±０．００８
HM ２ 遺 物群 ５０ ０．４８３±０．０２２ ０．１２１±０．００６ ０．０５４±０．０１４ １．９７５±０．１２２ ０．６９５±０．０４０ ０．４５４±０．０３４ ０．１９１±０．０２８ ０．０５８±０．０２８ ０．０３４±０．００６ ０．４７４±０．０１６

北 朝 鮮 会 寧 城 外
遺 跡 遺 物 群

７０ ０．１３５±０．０１２ ０．０６２±０．００６ ０．０１７±０．００３ １．１１８±０．０５１ ０．５８５±０．０３６ ０．０６８±０．０１９ ０．１５０±０．０２２ ０．３７２±０．０３５ ０．０２５±０．００４ ０．３１９±０．０１２

ロ シ ア イ リ ス タ ヤ ２６ １８．８８８±２．１００ ６．０８８±０．８６８０．２９３±０．０３２２ ７．９６３±２．６０８ ０．０５５±０．０１７ ２．７１６±０．１６２ ０．１６３±０．０１９ ０．０３６±０．０３０ ０．１７３±０．０２９ １．６７４±０．２４０
パラトウンカ－１ ５６ ０．７０６±０．０４８ ０．２２５±０．０１１ ０．０４８±０．０１０ １．８５１±０．１８０ ０．２４６±０．０１４ ０．７５２±０．０７０ ０．０７５±０．０１６ ０．０１５±０．００８ ０．０４１±０．００４ ０．４８２±０．０２２
パラトウンカ－２ ４０ ０．７１７±０．０１８ ０．２６９±０．００６ ０．０３１±０．００６ １．６０４±０．０４３ ０．１１９±０．００７ ０．３９８±０．０１６ ０．０９５±０．００８ ０．０１６±０．００６ ０．０３１±０．００３ ０．４０２±０．０１０
パラトウンカ－３ ４８ ０．３８４±０．００８ ０．０９７±０．００４ ０．０４３±０．００７ １．６４２±０．０５３ ０．２６２±０．０１１ ０．７５３±０．０２６ ０．０６６±０．０２６ ０．０１３±０．０６２ ０．０１７±０．００３ ０．１７６±０．００９
パラトウンカ－４ ４８ ０．１４１±０．００７ ０．０７４±０．００３ ０．０２９±０．００４ １．０６９±０．０２５ ０．２０３±０．００７ ０．１５０±０．００６ ０．１０６±０．００９ ０．０２４±０．００６ ０．０１６±０．００２ ０．１４６±０．００４
ナ チ キ ４８ ０．２２０±０．００８ ０．１０４±０．００４ ０．０９９±０．０１６ １．２６１±０．０６２ ０．６０８±０．０２８ ０．５００±０．０２６ ０．１２２±０．０３０ ０．０６４±０．０２３ ０．０２４±０．００３ ０．３４０±０．００６
ア バ チ ャ ４０ ０．２５５±０．００７ ０．１６０±０．００５ ０．０２９±０．００４ １．１２１±０．０３４ ０．１９２±０．００７ ０．１５１±０．００８ ０．１０６±０．００９ ０．０２４±０．００７ ０．０２６±０．００３ ０．３０３±０．００７

標準試料 JG－１a） １２７ ０．７５５±０．０１０ ０．２０２±０．００５ ０．０７６±０．０１１ ３．７５９±０．１１１ ０．９９３±０．０３６ １．３３１±０．０４６ ０．２５１±０．０２７ ０．１０５±０．０１７ ０．０２８±０．００２ ０．３４２±０．００４

M群＝桑ノ木津留第１群、F群＝UT遺物群、HS２群＝置戸・置戸山群、FR２群＝ケショマップ第一群にそれぞれ一致
平均値±標準偏差値、 ＊：ガラス質安山岩 NK遺物群：中ッ原遺跡、HY遺物群：日和山遺跡、SN遺物群：三内丸山遺跡出土、KN遺物群：此掛沢遺跡、
HS遺物群：北進遺跡、KI遺物群：桐木遺跡、UT遺物群：内屋敷遺跡、AI遺物群：相ノ沢遺跡、FS遺物群：房ノ沢遺跡、SD遺物群：下舘銅屋遺跡、FR
遺物群：東麓郷１，２遺跡、FH遺物群：東９線８遺跡、KT遺物群：北区１遺跡、KS遺物群：キウス４遺跡 A－R地区、SG遺物群：志風頭遺跡、OK遺物群：
奥名野遺跡、TB遺物群：戸平川遺跡、NM遺物群：長桝遺跡、MK遺物群：南方遺跡、YM遺物群：南方、藤尾、岩上遺跡、AC１、２、３遺物群：アチャ
平遺跡、IN１、２遺物群：岩野原遺跡、K１９遺物群：K３９遺跡、KK１，２遺物群：計志加里遺跡、HB１，２（フリント様）：八久保第２遺跡、HR遺物群：堀量
遺跡、HM遺物群：春ノ山遺跡など出土遺物の産地不明の原石群。
ウラジオストック付近：イリスタヤ遺跡、南カムチャッカ：パラトウンカ、ナチキ、アバチャ遺跡

a）：Ando, A., Kurasawa, H., Ohmori, T.&Takeda,E．（１９７４）．１９７４compilation of data on the GJS geochemical reference samples JG－１ granodiorite
and JB－１ basalt. Geochemical Journal Vol．８，１７５－１９２．

２ 八雲町落部１遺跡出土の黒曜石製石器、
石片の原材産地分析
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跡付近および雨文台北部などから採集される黒曜石の円礫は、２０％が近文台第一群、６９％が近文台第

二群、１１％が近文台第三群それぞれ分類された。また、滝川市江別乙で採集される親指大の黒曜石の

礫は、組成で分類すると約７９％が滝川群にまとまり、２１％が近文台第二、三群に組成が一致する。滝

川群に一致する組成の原石は、北竜市恵袋別川培本社からも採取される。秩父別町の雨竜川に開析さ

れた平野を見下す丘陵中腹の緩斜面から小円礫の黒曜石原石が採取される。産出状況とか礫状は滝川

産黒曜石と同じで、秩父別第一群は滝川第一群に組成が一致し、第二群も滝川第二群に一致しさらに

近文台第二群にも一致する。赤井川産原石は、北海道余市郡赤井川村の土木沢上流域およびこの付近

の山腹より採取できる。ここの原石には、少球果の列が何層にも重なり石器の原材として良質とはい

えない原石で赤井川第１群を、また、球果の非常に少ない握り拳半分大の良質な原石などで赤井川第

２群を作った。これら第１、２群の元素組成は非常に似ていて、遺物を分析したときしばしば、赤井

川両群に同定される。豊泉産原石は豊浦町から産出し、組成によって豊泉第１、２群の２群に区別さ

れ、豊泉第２群の原石は斑晶が少なく良質な黒曜石である。豊泉産原石の使用圏は道南地方に広がり、

一部は青森県に伝播している。出来島群は青森県西津軽郡木造町七里長浜の海岸部より採取された円

礫の原石で作られた群で、この出来島群と相互に似た組成の原石は、岩木山の西側を流れ鯵ケ沢地区

に流入する中村川の上流で１点採取され、また、青森市の鶴ケ坂および西津軽郡森田村鶴ばみ地区よ

り採取されている。青森県西津軽郡深浦町の海岸とか同町の六角沢およびこの沢筋に位置する露頭よ

り採取された原石で六角沢群をまた、八森山産出の原石で八森山群をそれぞれ作った。深浦の両群と

相互に似た群は青森市戸門地区より産出する黒曜石で作られた戸門第二群である。戸門第一群、成田

群、浪岡町県民の森地区より産出の大釈迦群（旧浪岡群）は赤井川産原石の第１、２群と弁別は可能

であるが原石の組成は比較的似ている。戸門、大釈迦産黒曜石の産出量は非常に少なく、希に石鏃が

作れる大きさがみられる程度であるが、鷹森群は鷹森山麓の成田地区産出の黒曜石で中には５�大の
ものもみられる。また、考古学者の話題になる下湯川産黒曜石についても原石群を作った。

結果と考察

遺跡から出土した石器、石片は風化しているが、黒曜石製のものは風化に対して安定で、表面に薄

い水和層が形成されているにすぎないため、表面の泥を水洗するだけで完全な非破壊分析が可能であ

ると考えられる。産地分析で水和層の影響は、軽い元素の分析ほど大きいと考えられるが、影響はほ

とんど見られない。Ca/K、Ti/Kの両軽元素比量を除いて産地分析を行なった場合、また除かずに産

地分析を行った場合同定される原産地に差はない。他の元素比量についても風化の影響を完全に否定

することができないので、得られた確率の数値にはやゝ不確実さを伴うが、遺物の石材産地の判定を

誤るようなことはない。

今回分析した落部１遺跡から出土した黒曜石製石器、剥片の分析結果を表Ⅵ－３に示した。石器の

分析結果から石材産地を同定するためには数理統計の手法を用いて原石群との比較をする。説明を簡

単にするため Rb/Zrの一変量だけを考えると、表Ⅵ－３試料番号８２６６８番の遺物では Rb/Zrの値は

０．９７１で、赤井川第１群の［平均値］±［標準偏差値］は、０．９６９±０．０６０である。遺物と原石群の差

を標準偏差値（σ）を基準にして考えると遺物は原石群から０．０３σ離れている。ところで赤井川原産

地から１００ヶの原石を採ってきて分析すると、平均値から±０．０３σのずれより大きいものが９７個ある。

すなわち、この遺物が、赤井川第１群の原石から作られていたと仮定しても、０．０３σ以上離れる確率

は９７％であると言える。だから、赤井川第１群の平均値から０．０３σしか離れていないときには、この

遺物が赤井川第１群の原石から作られたものでないとは、到底言い切れない。ところがこの遺物を赤

Ⅵ 自然科学的分析
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石山群に比較すると、赤石山群の平均値からの隔たりは、約６σである。これを確率の言葉で表現す

ると、赤石山群の原石を採ってきて分析したとき、平均値から６σ以上離れている確率は、百万分の

一であると言える。このように、百万個に一個しかないような原石をたまたま採取して、この遺物が

作られたとは考えられないから、この遺物は、赤石山群の原石から作られたものではないと断定でき

る。これらのことを簡単にまとめて言うと、「この遺物は赤井川第１群に９７％の確率で帰属され、信

頼限界の０．１％を満たしていることから赤井川第１群原石が使用されていると同定され、さらに赤石

山群に一万分の一％の低い確率で帰属され、信頼限界の０．１％に満たないことから赤石山原石でない

と同定される」。遺物が一ヶ所の産地（赤井川産地）と一致したからと言って、例え赤井川第１群と

赤石山群の原石は成分が異なっていても、分析している試料は原石でなく遺物で、さらに分析誤差が

大きくなる不定形（非破壊分析）であることから、他の産地に一致しないとは言えない、同種岩石の

中での分類である以上、他の産地にも一致する可能性は推測される。即ちある産地（赤井川産地）に

一致したと言っても一致した産地の原石とは限らないために、帰属確率による判断を表Ⅵ－２の２１１

個すべての原石群について行ない、低い確率で帰属された原石群を消していくことにより、はじめて

赤井川産地の石材のみが使用されていると判定される。実際は Rb/Zrといった唯１ヶの変量だけで

なく、前述した８ヶの変量で取り扱うので変量間の相関を考慮しなければならならい。例えばＡ原産

地のＡ群で、Ca元素と Rb元素との間に相関があり、Caの量を計れば Rbの量は分析しなくても分

かるようなときは、Ａ群の石材で作られた遺物であれば、Ａ群と比較したとき、Ca量が一致すれば

当然 Rb量も一致するはずである。したがって、もし Rb量だけが少しずれている場合には、この試

料はＡ群に属していないと言わなければならない。このことを数量的に導き出せるようにしたのが相

関を考慮した多変量統計の手法であるマハラノビスの距離を求めて行なうホテリングのＴ２乗検定で

ある。これによって、それぞれの群に帰属する確率を求めて産地を同定する４，５）。産地の同定結果

は１個の遺物に対して、黒曜石製では２１１個の推定確率結果が得られている。今回産地分析を行った

遺物の産地推定結果については低い確率で帰属された原産地の推定確率は紙面の都合上記入を省略し

ているが、本研究ではこれら産地の可能性が非常に低いことを確認したという非常に重要な意味を含

んでいる、すなわち、赤井川産原石と判定された遺物について、カムチャッカ産原石とかロシア、北

朝鮮の遺跡で使用されている原石および信州和田峠産の原石の可能性を考える必要がない結果で、高

い確率で同定された産地のみの結果を表Ⅵ－４に記入した。原石群を作った原石試料は直径３�以上
であるが、多数の試料を処理するために、小さな遺物試料の分析に多くの時間をかけられない事情が

あり、短時間で測定を打ち切る。このため、得られた遺物の測定値には、大きな誤差範囲が含まれ、

ときには原石群の元素組成のバラツキの範囲を越えて大きくなる。したがって、小さな遺物の産地推

定を行なったときに、判定の信頼限界としている０．１％に達しない確率を示す場合が比較的多くみら

れる。この場合には、原石産地（確率）の欄の確率値に替えて、マハラノビスの距離Ｄ２乗の値を記

した。この遺物については、記入されたＤ２乗の値が原石群の中で最も小さなＤ２乗の値で、この値

が小さい程、遺物の元素組成はその原石群の組成と似ていると言えるため、推定確率は低いが、そこ

の原石産地と考えてほぼ間違いないと判断されたものである。赤井川および十勝産原石を使用した遺

物の判定は複雑である。これは青森市戸門、鷹森山地区、浪岡町大釈迦より産出する黒曜石で作られ

た戸門第一、鷹森山、大釈迦の各群の組成が赤井川第一、二群、十勝三股群に比較的似ているために、

遺物の産地を同定したときに、戸門原産地と赤井川または十勝産地、またこれら３ヶ所の原産地に同

時に同定される場合がしばしば見られる。戸門産地の原石が使用されたか否かは、一遺跡で多数の遺

物を分析し戸門第１群と第２群に同定される頻度を求め、これを戸門産地における第１群（５０％）と

２ 八雲町落部１遺跡出土の黒曜石製石器、
石片の原材産地分析
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表Ⅵ－３ 八雲町落部１遺跡出土黒曜石製石器・剥片の元素比分析結果

JG－１：標準試料－Ando,A.,Kurasawa,H.,Ohmori,T.& Takeda,E．１９７４compilation of
data on the GJS geochemical reference samples JG－１granodiorite and
JB－１basalt. Geochemical Journal, Vol．８１７５－１９２（１９７４）

分析番号
元 素 比

Ca/ K Ti/ K Mn/Zr Fe/Zr Rb/Zr Sr/Zr Y/Zr Nb/Zr Al/ K Si/ K
８２６６８ ０．２５０ ０．０７１ ０．０７３ ２．１９６ ０．９７１ ０．４２８ ０．２６２ ０．０８５ ０．０３０ ０．３４９
８２６６９ ０．２５４ ０．０６９ ０．０９０ ２．２９４ １．０２３ ０．４１８ ０．２６５ ０．０２５ ０．０３０ ０．３７６
８２６７０ ０．２５０ ０．０７３ ０．０８４ １．９０９ ０．８９９ ０．３７７ ０．２６２ ０．０５０ ０．０２５ ０．３５５
８２６７１ ０．２５４ ０．０７４ ０．０６８ ２．０８３ ０．９４８ ０．４３４ ０．２２３ ０．０６０ ０．０２８ ０．３４５
８２６７２ ０．２５７ ０．０７０ ０．０８９ ２．１６４ ０．９４５ ０．３９８ ０．２５９ ０．０４９ ０．０３４ ０．３６５
８２６７３ ０．２５３ ０．０７２ ０．０７４ ２．２２０ ０．９９６ ０．４４４ ０．２６４ ０．０４８ ０．０２８ ０．３５２
８２６７４ ０．２５８ ０．０６８ ０．０８５ ２．２２１ ０．９７０ ０．４０５ ０．２４２ ０．０２４ ０．０３０ ０．３７１
８２６７５ ０．２６０ ０．０７１ ０．０９０ ２．２７０ ０．９７５ ０．４１６ ０．２５５ ０．０００ ０．０２７ ０．３４６
JG－１ ０．７９４ ０．２１４ ０．０８２ ３．８３４ ０．９３４ １．２５４ ０．２６９ ０．０８７ ０．０３２ ０．３０４

図Ⅵ－１ 黒曜石原産地

Ⅵ 自然科学的分析
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分
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料
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発
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遺
物
番
号

層
位

器
種

肉
眼
鑑
定
重
さ

原
石
産
地
（
確

率
）

判
定
結
果

備
考

８２
６６
８

１
Ｋ
－３
２－
ｂ

１
Ⅴ
層

石
鏃

赤
井
川

１
．０

赤
井
川
第
１
群（
９０
％
），
赤
井
川
第
２
群（
３１
％
），
大
釈
迦（
７
％
），
十
勝
三
股（
５
％
），
鷹
森
山

（
６
％
），
戸
門
第
１
群（
１３
％
），
古
里
第
３
群（
３
％
），
中
町
第
２
群（
１
％
）

赤
井
川

図
Ⅴ
－３
４－
１

８２
６６
９

２
Ｍ
－２
７－
ｃ

１
Ⅲ
層
５
回
目
ス
ク
レ
イ
パ
ー
赤
井
川

３
．８

赤
井
川
第
１
群（
７３
％
），
赤
井
川
第
２
群（
４７
％
），
大
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迦（
２
％
），
戸
門
第
１
群（
５
％
）

赤
井
川

図
Ⅴ
－３
４－
１６

８２
６７
０

３
Ｍ
－１
８－
ｂ

３
風
倒

ス
ク
レ
イ
パ
ー
赤
井
川

２
．４

赤
井
川
第
２
群（
１７
％
），
赤
井
川
第
１
群（
８
％
），
松
浦
第
４
群（
２
％
），
古
里
第
３
群（
３
％
）

赤
井
川

図
Ⅴ
－３
７－
５１

８２
６７
１

４
Ｉ
－２
０－
ｂ

１
Ⅲ
層
４
回
目
Ｕ
フ
レ
イ
ク

赤
井
川

１
．９

赤
井
川
第
２
群（
８５
％
），
赤
井
川
第
１
群（
３１
％
），
大
釈
迦（
２
％
），
鷹
森
山（
１
％
），
戸
門
第
１

群（
３
％
），
古
里
第
３
群（
５
％
），
松
浦
第
４
群（
１
％
），
中
町
第
２
群（
２
％
）

赤
井
川

８２
６７
２

５
Ｊ
－２
０－
ｂ

１
Ⅲ
層
１
回
目
Ｕ
フ
レ
イ
ク

赤
井
川

２
．１

赤
井
川
第
１
群（
９２
％
），
赤
井
川
第
２
群（
７４
％
），
戸
門
第
１
群（
２
％
）

赤
井
川

８２
６７
３

６
Ｉ
－２
７－
ａ

５
Ⅲ
層
３
回
目
フ
レ
イ
ク

白
滝
？

３
．０

赤
井
川
第
１
群（
９１
％
），
赤
井
川
第
２
群（
８２
％
），
大
釈
迦（
１４
％
），
十
勝
三
股（
１０
％
），
戸
門

第
１
群（
２１
％
），
鷹
森
山（
８
％
），
古
里
第
３
群（
２
％
）

赤
井
川

８２
６７
４

７
Ｊ
－２
０－
ａ

１
Ⅲ
層
１
回
目
フ
レ
イ
ク

赤
井
川

１
．６

赤
井
川
第
１
群（
８０
％
），
赤
井
川
第
２
群（
６９
％
），
戸
門
第
１
群（
１
％
）

赤
井
川

８２
６７
５

８
Ｊ
－２
０－
ｄ

２
Ⅳ
層
１
回
目
フ
レ
イ
ク

赤
井
川

２
．１

赤
井
川
第
２
群（
９１
％
），
赤
井
川
第
１
群（
５３
％
），
戸
門
第
１
群（
１
％
）

赤
井
川

表
Ⅵ
－
４

八
雲
町
落
部
１
遺
跡
出
土
黒
曜
石
製
石
器
、
石
片
の
産
地
分
析
結
果

注
意
：
近
年
産
地
分
析
を
行
う
所
が
多
く
な
り
ま
し
た
が
、
判
定
根
拠
が
曖
昧
に
も
関
わ
ら
ず
結
果
の
み
を
報
告
さ
れ
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
本
報
告
で
は
日
本
に
お
け
る
各
遺
跡
の
産
地
分
析
の
判
定
基
準
を
一
定
に
し
て
、
産
地
分
析
を
行
っ
て
い
ま
す
が
、
判
定
基
準
の
異
な

る
研
究
方
法
（
土
器
様
式
の
基
準
も
研
究
方
法
で
異
な
る
よ
う
に
）
に
も
関
わ
ら
ず
、
似
た
産
地
名
の
た
め
に
同
じ
結
果
の
よ
う
に
思
わ
れ
る
が
、
全
く
関
係
（
相
互
チ
ェ
ッ
ク
な
し
）
あ
り
ま
せ
ん
。
本
研
究
結
果
に
連
続
さ
せ
る
に
は
本
研
究
法
で
再
分
析
が
必
要
で
す
。

本
報
告
の
分
析
結
果
を
考
古
学
資
料
と
す
る
場
合
に
は
常
に
同
じ
基
準
で
判
定
さ
れ
て
い
る
結
果
で
古
代
交
流
圏
な
ど
を
考
察
を
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
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第２群（５０％）の産出頻度と比較し戸門産地の原石である可能性を推定する。今回分析した遺物のな

かに全く戸門第２群に帰属される遺物が見られないことから戸門産地からの原石は使用されなかった

と推測できる。また浪岡町大釈迦産原石は非常に小さく、分析した遺物よりも小さい原石で本遺跡で

使用された可能性は低いと推測された。鷹森山産地の原石、赤井川産原石と十勝産原石を使用した遺

物の産地分析では、これら産地に同定された遺物の帰属確率の差が十分の一～百分の一がほとんどで、

遺物の中で、赤井川、十勝、鷹森山の各群の帰属確率の差がほとんどない場合は原石産地の特定に苦

慮するが、この場合は、客観的な産地分析法により赤井川産、十勝産、鷹森山産と限定したうえで、

肉眼観察により遺物と似た原石が赤井川産地、十勝産地、鷹森山産地のいずれに多いかを考慮して原

石産地を判定しする場合もある。しかし、今回分析した遺物は全て、赤井川産群に高確率で帰属され、

赤井川産原石が使用されていると判定した。遺跡で多く使用された原石産地と交流、交易が活発であ

ると推測すると、落部１遺跡は赤井川原産地地方と活発な交流があり産地地方の生活情報、文化情報

が落部１遺跡に伝播していたと推測しても産地分析の結果と矛盾しない。これら産地分析の結果は、

他の出土遺物の様式学と組み合わせ、総合的に考古学することにより、本遺跡の性格を考察する上に

貴重な資料を与えることができると思われる。

参考文献

１） 藁科哲男・東村武信（１９７５），蛍光Ｘ線分析法によるサヌカイト石器の

原産地推定（Ⅱ）。考古学と自然科学，８：６１－６９

２） 藁科哲男・東村武信・鎌木義昌（１９７７），（１９７８），蛍光 X線分析法による

サヌカイト石器の原産地推定（Ⅲ）。（Ⅳ）。考古学と自然科学，

１０，１１：５３－８１：３３－４７

３） 藁科哲男・東村武信（１９８３），石器原材の産地分析。考古学と自然科学，

１６：５９－８９

４） 東村武信（１９７６），産地推定における統計的手法。考古学と自然科学，

９：７７－９０

５） 東村武信（１９９０），考古学と物理化学。学生社
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３ 落部１遺跡のテフラ

落部１遺跡で認められたテフラについて記載し、既知のテフラとの対比を行なった。テフラは野外

観察とともに鏡下観察を行なった。その結果、駒ヶ岳テフラ Ko－dと Ko－g、濁川テフラ Ngに対

比されるものと、駒ヶ岳テフラ Ko－h１と Ko－h２に対比される可能性があるものが認められた。鏡下

観察は、試料を水洗、篩い分けし、粒径１／４－１／８�についてプレパラートを作成後、偏光顕微鏡で行
なった。図Ⅵ－２にテフラ柱状図、表Ⅵ－５にテフラの構成物、図版Ⅵ－１にテフラの顕微鏡写真を

示す。

１．Ｑ－３５－３層、P－２７－３層：層厚３５�±で遺跡の全域を覆う。大きく三つのフォールユニット
から成り、主部（Ｐ－２７－３ｃ）は砂～細礫サイズの灰白色軽石層（層厚３０�±）で、上方へ細粒
化する。上部に砂サイズとシルトサイズの二層のユニットが認められる。どのユニットも斜長石が

多いが、上部のユニットのうちシルトサイズのユニット（Ｐ－２７－３ｂ）では火山ガラスも多い。

火山ガラスの形態は網目様である。

佐々木ほか（１９７０）に示された Ko－d（A.D.１６４０）の分布と一致する。

２．Ｑ－３５－８層：砂サイズの橙色降下軽石層で層厚１０�未満、明瞭な層をなさず薄いレンズ状に産
出することが多い。主に斜長石から成る。火山ガラスの形態は網目様で、Ko－dのガラスの気泡

径よりも小さい。本テフラの鉱物組成、火山ガラスの形態、産出層準は、中野Ｂ遺跡、富野３遺跡、

虎杖浜２遺跡で Ko－g（約６０００y.BP。勝井ほか、１９８９）に対比されたテフラ（北海道埋蔵文化財

センター、１９９６・１９９９・２００２）と同じである。

３．Ｐ－２７－９～１１層、Ｑ－３７－２～４層：六層前後のフォールユニットから成るテフラで、礫サイ

ズの軽石・岩片層と火山灰との互層をなす。Ｑ－３７－２～３層は褐色、同４層は青灰色、灰色を呈

する。角閃石を多く含むことで濁川カルデラ起源の Ng（約１２０００y.BP。柳井ほか、１９９２）に対比

される。

４．Ｑ－３７－５A層：Ng層の下位のローム層中にレンズ状に産出する。砂サイズの橙色降下軽石層

で、上方へ細粒化する。最大層厚６�。発掘範囲内ではＱ－３７付近以外では認めていない。斜長石
と斜方輝石に富み、角閃石を僅量含む。火山ガラスの形態は網目様で、Ko－gのガラスによく似

ている。未詳の点が多いが、駒ヶ岳テフラ Ko－h１（約１７０００y.BP。勝井ほか、１９８９。柳井ほか、１９９２

の Ko－h）に対比される可能性がある。ここでは Ko－h１？としておく。

５．Ｑ－３７－５B層：Ko－h１？のさらに下位に産出する礫サイズの橙色降下軽石層。層厚２５�で上
方へ細粒化する。本層下部では軽石粒径１�である。発掘範囲内ではＱ－３７付近以外では認めてい
ない。斜長石と斜方輝石に富み、角閃石を僅量含む。火山ガラスの形態は Ko－h１？とほぼ同じで

ある。本層も Ko－h１？と同様に未詳の点が多いが、駒ヶ岳テフラ Ko－h２（＞３９０００y.BP。勝井ほ

か、１９８９。柳井ほか、１９９２の Ko－h２）に対比される可能性がある。ここでは Ko－h２？としておく。

以上のテフラのほか、白頭山起源の B－Tm（１０世紀。町田ほか、１９９２）と推定されるテフラがあ

るが残存性が非常に悪い。

遺物は、Ko－gと Ko－dの間の腐植土層から、縄文時代中期・後期・晩期、続縄文時代のものが

出土している（第Ⅲ章３参照）。

３ 落部１遺跡のテフラ
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図Ⅵ－２ テフラ柱状図

表Ⅵ－５ テフラの構成物

粒径１／４－１／８� ●：頗る多い ○：多い ＋：少ない tr：まれ －：未確認

試 料 石 英 斜長石 角閃石 斜方輝石 単斜輝石
不透明
鉱 物

火 山
ガラス

軽 石 岩 片 風化粒

Ｐ－２７－３ａ － ● － ○ tr ○ ＋ － － －

３ｂ － ○ － ＋ tr ＋ ○ － － －

３ｃ上 － ● － ＋ ＋ ＋ ＋ － － －

３ｃ中 － ○ － ○ tr ＋ tr － － －

３ｃ下 － ○ － ○ ＋ ○ tr － － －

Ｑ－３５－８ － ● － ＋ tr ＋ ＋ － － －

Ｑ－３７－２ ＋ ○ ○ ＋ － ○ tr ＋ tr ＋

４ｂ上 ＋ ○ ○ ＋ tr ＋ tr ＋ － tr

４ｂ下 － ○ ○ ＋ － ＋ tr ○ － ＋

５Ａ － ● tr ○ tr ＋ ＋ ＋ － －

５Ｂ上 － ● tr ○ ＋ ＋ ＋ tr － －

５Ｂ下 － ● － ○ ＋ ＋ ○ ＋ － －
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図版Ⅵ－１ テフラの顕微鏡写真（下方ポーラーのみ。スケールは各写真に共通）

試料：Ｐ－２７－３b（Ko－d） 試料：Ｑ－３５－８（Ko－g）

試料：Ｑ－３７－２（Ng） 試料：Ｑ－３７－４b上（Ng）

１００µm

試料：Ｑ－３７－５A（Ko－h１？） 試料：Ｑ－３７－５B下（Ko－h２？）
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Ⅶ 成果と問題点

１ Tピットについて

平成１３年の落部１遺跡の調査では住居跡２軒、土壙７基、Ｔピット７基、焼土１４ヶ所、集石４ヶ所

などの遺構が検出された。住居跡は小さく、掘り込みも浅いもので仮小屋的なものと推測した。本遺

跡は復元土器は多いものの、出土点数の少ないことからも、狩猟時などのキャンプ地もしくはＴピッ

トの存在から狩猟場そのものであったことが推測できる。

このようなＴピットは函館市をはじめとして、道南では非常に多く検出されることが知られている。

近年の発掘調査でも例えば函館市瀬戸川１遺跡では１０，７００㎡の調査で１２９基ものＴピットが検出され

ている（函館市教委２０００、２００１）。ここでは最近調査例の増加している八雲町周辺の渡島地方北部に

おけるＴピットについて見てみたい（以下で取り上げる遺跡の位置については図Ⅶ－１参照）。

（１）八雲町の遺跡

八雲町ではＴピットの検出例が少なく、平成１０年の山崎４遺跡の調査で初めて確認された。

山崎４遺跡ではＡ地区とされた、比高差２０�程の無名沢に面した、標高３８～４２�の海岸段丘平坦部
で７基が確認された（北埋調報１６２）。いずれも溝状のもので、長軸が等高線に直交して構築されてい

る。規模は壙底面の長軸長が３�に近いかそれ以上のものが２基、１．５�前後のものが５基で、やや
小さいものが多い。この７基中、ＴＰ－１・２・３・５の４基が標高約３９．５�、ＴＰ－６・７の２基
が標高約４１．５�の等高線に沿って扇状に並んでいた。構築時期は不明である。
山崎５遺跡では比高差２０�程の無名沢に面した、標高３５．５�の海岸段丘上の沢地形部分で１基が確

認された（北埋調報１６５）。溝状のものであるが、形状や位置からＴピットとして機能したかは不明で

ある。

。溝状のものであるが、形状や位置からＴピットとして機能したかは不明で

図Ⅶ－１ 八雲町周辺のＴピット検出遺跡

野田生５遺跡では比高差２０�ほどの柏木
川に面した、標高３５．５�ほどの海岸段丘緩
斜面で１基が確認された（北埋調報１６４）。

溝状のもので、長軸は等高線に直交してい

る。壙底面での長軸長は３．９７�でこの周辺
では最も大きい。構築時期は不明である。

管見の限り、これらが八雲町でのＴピッ

ト検出例の全てで、本遺跡例７基を加えて

合計１６基が検出されている程度である。い

ずれも、比高差２０�程度の大きな沢・川に
面した海岸段丘上緩斜面に構築されている。

長軸は等高線に直交するものと平行するも

のがあり、前者がやや多い。複数が確認さ

れた山崎４遺跡Ａ地区および本遺跡では遺

物の出土量が少なく、等高線に沿って複数

基が並んでいる。

１ Tピットについて
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（２）長万部町の遺跡

共立遺跡は標高４３～４４�の丘陵緩斜面に位置する。浅い溝状の土壙２基が検出されているが、いわ
ゆるＴピット的な機能を持つものとは考えてはいない（長万部町教委２０００）。

オバルベツ２遺跡はオバルベツ川左岸段丘の舌状台地部分にあり、標高は９～１０�程である。Ｔピ
ットは北海道文化財保護協会の調査により５基（北海道文化財保護協会１９９９・２０００）、長万部町教育

委員会の調査により４８基（長万部町教委２００１）が確認された。いずれも溝状のものである。町教委発

掘分の４８基は列構成不明の３基を除いて、Ａ～Ｆ列の６列に分かれるという。最大のものは３１基で構

成され２３０�にもおよぶＤ列である。これは５～６基で一単位となると考えられている。各列と等高
線との関係は標高差が無いこともあり見出し難い。長軸は等高線に直交するものと、平行するものが

あり後者の方が多い。規模は壙底面の長軸長が２．０�前後のものが最も多く、最小で０．９９�、最大で
３．５７�である。構築時期は縄文時代中期もしくはそれ以前と考えられている。地点が若干離れている
保護協会調査区域では５基が標高７～８�ほどの平坦部にあり、この内２基は７�、別の２基は２５�
程離れ、長軸方向が揃い、等高線に直交もしくは直交気味に検出された。

オバルベツ４遺跡はオバルベツ川左岸丘陵上緩斜面にあり、標高は１０～１４�である。Ｔピットは１１
基が確認された（長万部町教委１９９９）。全て溝状のもので、明確に列をなすものは無く、調査区内に

散在している。長軸は等高線に直交するものと、平行するものがあり後者の方が１基多い。規模はや

や大きく、長軸長の平均は２．６�で３．０�を超えるものも４基ある。
花岡３遺跡は標高４６～４８�の海岸段丘上平坦部に位置し、低地との比高差は３０�ほどである。Ｔピ

ットは溝状のもので１基が確認された（北埋調報１３９）。長軸方向は等高線に直交し、壙底面での長軸

長は２．１８�である。構築時期は土壙との切り合いから縄文時代中期後半以降と考えられている。
（３）森町の遺跡

森町でのＴピットについては管見の限り確認できなかった。しかし、御幸町遺跡では等高線に沿っ

て帯状にフラスコ状ピットが検出されており、報告者はこれをＴピット的な落とし穴ではないかと推

測している（森町教委１９８５）。なお、遺跡は標高１３～１５�程の海岸段丘上平坦部に位置している。
（４）まとめ

以上が現在確認されているＴピットの概要である。Ｔピットの形状はいずれも溝状のもので、杭穴

があるものは無い。森田・遠藤の分類のＡ１・Ｂ１型に相当するものである（森田・遠藤１９８４）。ま

た、長万部町では市街地周辺の標高の低い遺跡で、まとまってもしくは列をなして多く検出されるこ

とが特徴である。長万部町南部から八雲町にかけての標高の高い海岸段丘上では検出例が少なく、あっ

たとしても複数がまとまって列をなして構築されることは少ない。この両者は規模・形態において若

干の差異が指摘できる。

Ｔピット壙底面の長軸長・短軸長をグラフに示したものが図Ⅶ－２上段である。また、森田・遠藤

のＡ・Ｂ型の分類基準である長軸長／短軸長の値が１４以上のものと、それ以下のものに分けて検出数

を棒グラフにしたものが図Ⅶ－２下段である。長万部町の低地に多数検出されるものはより細長いＡ

型が多く、長万部町南部から八雲町の段丘上に少数検出されるものは若干丸みを帯びるＢ型が多い。

図Ⅶ－２上段を見ると、長軸長ではむしろ前者に短いものが多く、この差は主に短軸長に拠るものと

言える。段丘上に検出される後者は短軸長が全て２０㎝以上と幅が広く、その結果、長軸長／短軸長の

値が１４未満のＢ型が多くなっているのである。これは、時期差もしくは立地と密接に関連する多数が

列をなして並ぶか否かによる差異と考えられる。しかしこの周辺でのＴピットの構築時期は中期前後

と推測されているが、不明の場合が多い。むしろ列をなすかどうかによって壙底面の幅の広さを変え

Ⅶ 成果と問題点
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ていた可能性が高いと思われる。つまり、列をなしてＴピットを作ろうとした場合には、規模を小さ

く、特に壙底面の幅を狭くして構築したと推測されるのである。

また、Ｔピットの分布については古く森田・遠藤らの論考があり、道南部では（１）松前町付近、

及び（２）函館市周辺、が集中地域として挙げられている。八雲町周辺の噴火湾沿岸はこの１９８４年時

点でも南茅部町を除いて検出例が無く、近年の大規模発掘調査によりやっと検出されるようになった。

しかしそれでも、上記の集中域に比べるとその数は非常に少ない。

このように、八雲町周辺の噴火湾沿岸では今のところＴピット自体が少ないと言える。Ｔピット２

～４基程度で列をなす例は山崎４遺跡と落部１遺跡でのみ確認されたが、いずれも遺物の散布が比較

的少ない遺跡もしくは地点である。このことを勘案すると、Ｔピットは海岸段丘上に連綿と分布する

図Ⅶ－２ 八雲町周辺のＴピット規模一覧と分類別グラフ
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遺跡の辺縁部もしくは遺跡の確認されていない段丘上に存在する可能性があるが、今後も急速な類例

の増加は期待できないと推測される。このような分布の少なさは植物性食料や海産物、海獣などを主

体とし、陸獣によらない食生活を意味するものではない。長万部町静狩貝塚ではクマ・シカ・キツネ

の骨が出土している（大場・田川１９５５）。また、八雲町コタン温泉遺跡出土の陸獣で主体となるのは

エゾシカで、重要な獲物の一つとして挙げられている（八雲町教委１９９２）。よって八雲町周辺ではＴ

ピットによらない狩猟が主体となっていたと推測される。 （藤原秀樹）

２ Ⅲ群ａ－３類土器について

ここでは落部１遺跡におけるⅢ群土器、特にⅢ群ａ－３類土器のあり方を集成しその特徴を簡単に

まとめることとしたい。なお、図中で番号のみのものはⅤ章包含層での掲載番号である。

Ⅲ群土器のうち復元されて器形がわかるもの（図上復元を含め）は７０個体あまりである。これらは

「サイベ沢Ⅶ式」から「見晴町式」、さらには後続する「榎林式、元和Ｄ群に関連するもの」である。

このうちⅢａ－３類；サイベ沢Ⅶ式について器形や文様要素等を概観したところ、これらが円筒上層

Ｂ式の伝統を受け継ぐ「古い段階のもの」と見晴町式につながる「新しい段階のもの」の二者で構成

されることが想定された。集成に際しては、遺跡全体での遺物の分布や１５か所から検出された「土器

集中」における出土状況にも若干注意を向けている（図Ⅴ－１～７）。調査区が斜面であることや厳

密に層位的に把握されたものではないといった消極的な出土状況ではあるが、２、３のところで伴出

関係が認められるからである。

最上段から３段目にかけての資料は「サイベ沢Ⅶ式の古い段階」と考えられるものである。平縁の

もの、４か所に突起部や貼り付けがあるもので比較的細い貼付帯により文様が描かれるものがある。

口縁部が大きく外反し小さな突起部や２個一対の貼り付け等簡単な装飾が添えられる平縁のもの（８

～１３）、大きな台形状の突起を有するもの（Ｐ－５覆－１、１４、１５）は前段階の伝統を引くもので、

このような類が組み合わされるのであろう。アーチ状の把手を有するもある。縄文のみが施文された

小型のものでは図右端に掲載した２２、Ｈ－１覆－１、Ｈ－１覆－２等が伴うものとみられる。貼付帯

による文様の３と８（土器集中４）、９・１１（土器集中５）、１２はＫ～Ｌ－１５区周辺から出土している

（図Ⅴ－１）。このうち土器集中５の２個体は同時期と考えて良い。また１、１０、１３は「土器集中１・

２」から出土している。

地文は斜行縄文（２は無節、１３は結束のある斜行縄文）、結束第１種羽状縄文で口唇直下のごく狭

い範囲、底部付近を除きほぼ全面に施文される。この段階、本遺跡では結束第２種羽状縄文のものや

結節回転文（綾絡文）の付加されるものは認められない。２、４では文様帯は無文となっている。口

唇部は作り出しが明瞭で、断面形は切り出し形や角形を呈し、この部分に縄の圧痕、ヘラ状施文具、

棒状工具による刻みが整然とつけられる。貼付帯を用い口唇部に明瞭に波状の文様を付けるものは包

含層出土の４を除き見当たらない。口唇の一部と貼り付け上に施文されるもの（１０）、突起部周辺と

口唇部に斜めに施すもの（９）があるだけである。貼付帯で文様を描くものでは文様帯は２条で区画

され、波頂部から垂下する文様があり、文様帯が胴部半ばよりも大きく下るものもある（Ｈ－１覆－３）。

貼付帯には縦位に撚紐の押捺、ヘラ状工具での刻み目などのあるものと素文のもの（３、４）があり、

後者がより新しい段階になるとみられる。また、包含層図Ⅴ－２３－３８ａ・ｂに見られるような撚りの

異なる三本一組の撚紐を貼付帯に並行に押捺するものが最も古い段階に位置付けられよう。

これら落部１遺跡の「古い段階」に相当する資料には八雲町野田生２遺跡フラスコ・ピットＰ－３

Ⅶ 成果と問題点
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２ Ⅲ群ａ－３類土器について

図Ⅶ－３ 落部１遺跡出土のⅢ群土器
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覆土の一括資料がある（北埋調報１６７）。そしてサイベ沢Ⅵ式に対比される「森越Ⅱ群第Ⅴ段階」の土

器群（峯山・大島ほか１９７５）と比較すると、器形、馬蹄形圧痕文の有無、貼付帯による文様の構成等

の点で若干の相違が認められるもので、この点から本遺跡の資料はより新しい段階のものとして捉え

ることが可能である。

「サイベ沢Ⅶ式の新しい段階」には沈線により文様が描かれるものがある。前段階よりも小振りな

台形状突起を有するもの（１６）、棒状の突起、小さな方形、舌状の突起のあるものがこれに伴うとみ

られる。頸部のくびれは前段階ほど強くなく、底部からほぼ直線的に立ち上がる器形のものが多い。

器高１８～２３�の小型のものが多く認められるのもこの段階の特徴といえよう。口唇断面は丸みを帯び
るもの、薄手で尖り気味のものが認められる。古い頃に多くある「口縁部が外反する平縁のもの」は

この段階では独自性を失い、全くかほとんど無くなるものとみられる。口唇断面が丸みを帯びあまり

くびれのない類のもの（５０）がこの段階に伴う可能性がある。

沈線文のものは貼付帯のもの同様、出土点数が非常に少ないのが本遺跡の特徴である。文様は垂下

する沈線と胴部をめぐる２、３条の沈線で区画された中に弧状、直線状の文様が描かれるものである。

このなかで注目されるのは注口部がある土器（５）である。口唇の明瞭な作り出しや部分的に貼付帯

により１０に類する波状の文様が施文される点、また、ほかの土器には見られない刺突文の多用に注意

する必要がある。出土状況をみるとこの土器の破片は「土器集中１・土器集中２」において１、１０、

１３、２７と混在している（図Ⅴ－２）。

縄文のものでは突起部を肥厚させ頂部を凹ませる例が多く、突起周辺に貼付帯（１９、２０）や縄線（１８）

を施すもの、下位に粘土の貼り付けるものがある（１９、２１、２４）。向かい合わせで異なる形状の突起部

を持つものもある（１７、２０）。地文は単節斜行縄文、複節斜行縄文（５）、結束第１種・結束第２種羽状

縄文、結節回転文（綾絡文）、魚骨回転文のもの（２０）、自縄自巻的な縄文のもの（１６）等多様であるが、

結束第１種羽状縄文は少ないようである。口唇への施文は縄による圧痕が多くに認められる。ヘラ状

工具での刻みのあるもの、施文の無いもの（２３）もある。３４は体部の上下で縄文の施文方向を変えるも

ので、綾絡文も付加されている。最も新しく位置付けられるか後続する見晴町式に属する可能性がある。

これら「新しい段階」に対比される資料としてサイベ沢 B遺跡第２号住居址（森田・高橋１９６７）

の資料があげられよう。なお、注口部のある土器の類例は函館市石川１遺跡（Ｈ－３床面出土）にあ

り、「筒状の貼り付け」のある土器として報告されている（道埋文１９８８ａ）。

見晴町式に相当するものは少ない。３、４か所に山形突起部、波頂部を有するもので、底部は前段

階ほどは張り出さず直線的に立ち上がる器形である。地文は主に斜行縄文が施され、口唇断面は角形

で施文がある。突起下に粘土の貼り付け（３１）、頂部に刺突や凹みを加えるものもある。３２、３３は後

続するⅢ群ｂ類（３５～３７）と混在し斜面下部の沢地形部分から出土する傾向が認められた（図Ⅴ－１）。

以上、落部１遺跡出土のサイベ沢Ⅶ式土器を、貼付帯のあるものと沈線文のものとを中心に据えそ

れぞれに伴うと想定される土器群を集成しその特徴をまとめてみた。しかし、沈線文のもので注口部

のある土器（５）に認められるような前段階の要素を強く残す資料の位置付けなど、さらに検討の余

地を残すものもある。５の土器などは出土状況を加味するとあるいは貼付帯のある土器群に伴う可能

性も考えられるのである。このような点を踏まえ、遺構の一括資料や周辺地域での土器のあり方との

比較を通し、サイベ沢Ⅶ式の細分、つまりはサイベ沢Ⅶａ式とⅦｂ式の土器組成の検討を進めていく

ことがこれからの課題である。それにしても、当時の人々はどのようなきっかけから注ぎ口を付ける

といった意匠を思いついたのだろうか。その用途、機能の問題とあわせ興味深い事項である。

（遠藤香澄）

Ⅶ 成果と問題点
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写 真 図 版



１ 遺跡遠景（左手に駒ケ岳を望む）

２ 遺跡遠景（北岸の段丘から）

図版１



１ Ａ地区完掘（南西から）

２ 管理用道路部分完掘（東から）

図版２



１ Ｂ地区完掘（北西から）

２ Ｂ地区調査前風景（南東から）

図版３



１ Ｃ地区完掘（北西から）

２ Ｃ地区調査風景（北から）

図版４



３ メインセクション③（Ｐ－１０杭から下方を望む）

１ メインセクション①（Ｑ－２７杭から下方を望む）

２ メインセクション②（Ｏ－２０杭から下方を望む）

図版５



１ Ｈ－１完掘（南東から）

２ Ｈ－１セクション①（南西から）

図版６



３ Ｈ－１覆土６層土器出土状況（北から）

１ Ｈ－１セクション②（南東から）

２ Ｈ－１覆土７層土器出土状況（東から）

図版７



１ Ｈ－２完掘（北西から）

２ Ｈ－２セクション①（北から）

図版８



３ Ｐ－１完掘（西から）

１ Ｈ－２セクション②（東から）

２ Ｈ－２ ＨＦ－１（北から）

図版９



１ Ｐ－２完掘（北西から） ２ Ｐ－３完掘（北から）

５ Ｐ－６完掘（北から） ６ Ｐ－７完掘（北東から）

３ Ｐ－４完掘（北西から） ４ Ｐ－５完掘（北から）

図版１０



１ ＴＰ－１セクション（北から）

２ ＴＰ－１完掘（北東から）

図版１１



２ ＴＰ－２完掘（西から）

４ ＴＰ－３完掘（南西から）

１ ＴＰ－２セクション（西から）

３ ＴＰ－３セクション（西から）

図版１２



２ ＴＰ－４完掘（西から）

４ ＴＰ－５完掘（西から）

１ ＴＰ－４セクション（西から）

３ ＴＰ－５セクション（西から）

図版１３



２ ＴＰ－６完掘（北から）

４ ＴＰ－７完掘（東から）

１ ＴＰ－６セクション（西から）

３ ＴＰ－７セクション（南東から）

図版１４



２ Ｆ－２検出（南東から）

８ Ｆ－８検出（北から）

１ Ｆ－１検出（南西から）

７ Ｆ－７検出（北から）

４ Ｆ－４検出（北から）３ Ｆ－３検出（北から）

６ Ｆ－６検出（北から）５ Ｆ－５検出（北から）

図版１５



１ Ｆ－９検出（南から） ２ Ｆ－１０検出（西から）

３ Ｆ－１１検出（北から） ４ Ｆ－１２検出（東から）

５ Ｆ－１３検出（北から） ６ Ｆ－１４検出（北西から）

７ Ｓ－１検出（南から） ８ Ｓ－２検出（東から）

図版１６



２ Ｓ－４検出（北西から）

８ Ｊ－２６－ａ区Ⅲ層３回目土器出土状況（北西から）

１ Ｓ－３検出（北西から）

７ Ｇ－２７－ｃ区Ⅲ層３回目土器出土状況（北から）

４ 沢地形部分遺物出土状況（北東から）３ 沢地形部分（北から）

６ Ｉ－２７－ｂ区Ⅲ層４回目土器出土状況（北西から）５ Ｌ－１６－ａ・ｂ区Ⅲ層４回目土器出土状況（西から）

図版１７



５ H－１出土の遺物

２ H－１出土の土器（２）１ H－１出土の土器（１）

４ H－１出土の土器（４）

３ H－１出土の土器（３）

５ ６
７

８

９ １０
１１ １２

図版１８



５ 土壙出土の遺物

１ H－２出土の土器（１） ２ H－２出土の土器（２）

３ H－２出土の土器（３）

４ P－５出土の土器

３ ４

５ ６ ７

１

２

３ ４

１ ２

５

Ｐ－７

Ｐ－１

図版１９



３ Ｈ－１、Ｈ－２出土の土器

１ TP－２出土の遺物

２ TP－６出土の遺物

１ ２ ３

１

４

５

図版２０



２ 包含層出土のⅢ群ａ類土器（２）

１ 包含層出土のⅢ群ａ類土器（１）

図版２１



３ 包含層出土の土器（図Ⅴ－１０－３）

１ 包含層出土の土器（図Ⅴ－１０－１）

４ 包含層出土の土器（図Ⅴ－１０－４）

５ 包含層出土の土器（図Ⅴ－１１－７）

２ 包含層出土の土器（図Ⅴ－１０－２）

図版２２



１ 包含層出土の土器（図Ⅴ－１１－５） ６ 包含層出土の土器（図Ⅴ－１１－６）

２ 左上（図Ⅴ－１１－５）の突起部（正面） ３ 左上（図Ⅴ－１１－５）の突起部（側面）

４ 左上（図Ⅴ－１１－５）の注口部（正面） ５ 左上（図Ⅴ－１１－５）の注口部（側面）

図版２３



３ 包含層出土の土器（図Ⅴ－１３－１０） ４ 包含層出土の土器（図Ⅴ－１４－１１）

１ 包含層出土の土器（図Ⅴ－１２－８） ２ 包含層出土の土器（図Ⅴ－１２－９）

図版２４



１ 包含層出土の土器（図Ⅴ－１４－１２） ２ 包含層出土の土器（図Ⅴ－１５－１３）

３ 包含層出土の土器（図Ⅴ－１５－１４） ４ 包含層出土の土器（図Ⅴ－１６－１５）

図版２５



３ 包含層出土の土器（図Ⅴ－１７－１８）

１ 包含層出土の土器（図Ⅴ－１６－１６）

４ 包含層出土の土器（図Ⅴ－１８－１９）

５ 包含層出土の土器（図Ⅴ－１８－２０ｄ底部）

２ 包含層出土の土器（図Ⅴ－１７－１７）

図版２６



５ 包含層出土の土器（図Ⅴ－１９－２５）

４ 包含層出土の土器（図Ⅴ－１９－２４）

６ 包含層出土の土器（図Ⅴ－１９－２６）

２ 包含層出土の土器（図Ⅴ－１９－２２）

３ 包含層出土の土器（図Ⅴ－１９－２３）

１ 包含層出土の土器（図Ⅴ－１９－２１）

図版２７



５ 包含層出土の土器（図Ⅴ－２０－３１）

４ 包含層出土の土器（図Ⅴ－２０－３０）

６ 包含層出土の土器（図Ⅴ－２１－３２）

２ 包含層出土の土器（図Ⅴ－２０－２８）

３ 包含層出土の土器（図Ⅴ－２０－２９）

１ 包含層出土の土器（図Ⅴ－２０－２７）

図版２８



４ 包含層出土の土器（図Ⅴ－２２－３６）

１ 包含層出土の土器（図Ⅴ－２１－３３）

３ 包含層出土の土器（図Ⅴ－２２－３５）

２ 包含層出土の土器（図Ⅴ－２１－３４）

図版２９



５ 包含層出土の土器（図Ⅴ－２７－９９ｂ底部）

４ 包含層出土の土器（図Ⅴ－２６－７４ａ口縁部）

２ 包含層出土の土器（図Ⅴ－２３－４６ｃ底部）

３ 包含層出土の土器（図Ⅴ－２３－５０口縁部）

１ 包含層出土の土器（図Ⅴ－２２－３７ｄ底部）

図版３０



３ 包含層出土のⅢ群ａ類土器（１）

１ 包含層出土の土器（図Ⅴ－１８－２０ａ～ｃ口縁部） ２ 包含層出土の土器（図Ⅴ－２２－３７ａ～ｃ口縁部）
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４９ａ ４９ｂ ４９ｃ ５１ｂ
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５２ｄ ５２ｅ

５２ｂ

５２ｃ
５２ａ

５３ｅ

５３ｂ
５３ｆ

５３ａ

５３ｃ
５３ｄ

５６

５４

５７ｂ

５５ｂ

５５ａ
５９

５７ａ ５８

１ 包含層出土のⅢ群 a類土器（２）
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１ 包含層出土のⅢ群ａ類（３）・Ⅲ群ｂ類土器
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７８７７ ７９ ８０ ８１
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８５ ８６
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８２ ８３
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９７ ９９ａ ９９ｃ
９６ａ

９８ ９９ｅ ９９ｄ ９９ｆ９６ｂ ９６ｃ ９６ｄ

１ 包含層出土のⅢ群ａ類（４）・Ⅳ群ａ類・Ⅳ群ｂ類・Ⅴ群・Ⅵ群土器
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２ 包含層出土の石器２（石槍またはナイフ・つまみ付きナイフ・スクレイパー）

１ ２ ３ ４ ５ ６ ７
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２６ ２７ ２８

２９ ３０ ３１ ３２ ３３

１ 包含層出土の石器１（石鏃）
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１ 包含層出土の石器３（スクレイパー・石斧）
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２ 包含層出土の石器５（たたき石）

１ 包含層出土の石器４（たたき石）
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２ 包含層出土の石器７（すり石・半円状扁平打製石器）

１ 包含層出土の石器６（たたき石・すり石）
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２ 包含層出土の石器９（半円状扁平打製石器）

１ 包含層出土の石器８（半円状扁平打製石器）
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２ 包含層出土の石器１１（台石・石皿）

１ 包含層出土の石器１０（半円状扁平打製石器・北海道式石冠・砥石）
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３ 包含層出土の石器１４（台石・石皿）

１ 包含層出土の石器１２（台石・石皿）

１０９

２ 包含層出土の石器１３（台石・石皿）

４ 包含層出土の石器１５（台石・石皿）

１１０

１１１ １１２
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３ 包含層出土の石器１８（台石・石皿）

１ 包含層出土の石器１６（台石・石皿）

１１３

２ 包含層出土の石器１７（台石・石皿）

４ 包含層出土の石器１９（台石・石皿）

１１４

１１５ １１６

図版４２



３ 包含層出土の石器２２（台石・石皿）

１ 包含層出土の石器２０（台石・石皿）

１１７

２ 包含層出土の石器２１（台石・石皿）

４ 包含層出土の石器２３（台石・石皿）

１１８

１１９ １２０
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２ 包含層出土の土製品・石製品

１ 包含層出土の石器２４（台石・石皿）

１２４
１２５

１２１

１２３１２２

図版４４
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おとし べ い せき

落部１遺跡 集落跡
縄文時代
中期

住居跡２軒、土壙７基、Tピ
ット７基、焼土１４ヶ所、炭化
物集中１ヶ所、集石４ヶ所
土器集中１５ヶ所

縄文土器７７９５点（サイベ沢Ⅶ式、
見晴町式、榎林式、天祐寺式、
手稲式、大洞 A式）、続縄文土
器６９点（後北 C２・D式）
石器など２０３２点（石鏃、石槍、つ
まみ付きナイフ、スクレイパー、
Ｒフレイク、Ｕフレイク、フレ
イク、石核、石斧、たたき石、
すり石、北海道式石冠、半円状
扁平打製石器、台石・石皿）
土製品・石製品６点

落とし穴列
注口部のある
円筒上層式土
器
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